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　プロローグ




　夏休みが終わる。

　高校二年生の、夏休みが終わってしまう。あと一週間で。その事じ実じつを思うとき、千ち鳥どりかなめはついついため息を漏もらしてしまうのだった。

「はあ……」

　眉び目もくのきりりと整ととのった、細ほそ面おもての少女であるが──いまは少々、元気がない。

　夏の定てい番ばんレジャーも一通りこなして、財さい布ふの中身も心こころ細ぼそくなった時じ期きだ。

　ただひたすら、ダラダラとした日々。

　友達もあまり構かまってくれない。おもちゃ会社のバイトで忙いそがしかったり、予よ備び校こうの夏か季き講こう習しゆうがみっちり詰つまっていたり、彼氏と旅りよ行こうに行ってたり。

　で、自分はと言えば、このクソ暑あつい中、学校でへろへろしてるのだ。まだ一か月以上も先の、文ぶん化か祭さいのための準じゆん備びだった。

　かなめは体たい操そう服ふく姿すがたで、だれもいない廊ろう下かにビニールシートを敷しき、浮ふ浪ろう者しやのように寝ねそべっていた。ここは日ひ陰かげで、風かぜ通とおしがよく、床も冷たいのだ。クーラーの壊こわれた生徒会室は、現げん在ざい、蒸むし風ぶ呂ろ状じよう態たいだった。

　うつぶせになって、予よ算さん配はい分ぶんの書しよ類るいに目を通す。

（ああ……虚むなしい）

　摸も造ぞう紙しやらガムテープやら木もく材ざいやら。そういう雑ざつ貨かの無む意い味みな数字。

　あたしはいったい、ここでなにをやってるのだろう？

　こうしてる間にも、キョーコはバイト先で社会勉強してる。ミズキは代よゼミで勉強してる。シオリは彼氏と伊い豆ず高こう原げんのペンションで……ええい、ふしだらな娘むすめめ。

　自分も思い出が欲しい。激げき烈れつで、燃もえ上がるような。インパクト充じゆう分ぶんの、一いつ生しよう忘れられない夏の思い出……！

　だというのに、その夏が終わってしまうのだ。これはやっぱり、虚しいことではないか。

　そんなことを考えながら、彼女は書類を一枚一枚めくっていった。

　その手が、はたと止まる。

「……なによ、これ？」

　かなめが眉まゆをひそめたのは、文化祭で製せい作さくされる『入場歓かん迎げいゲート』の製せい作さく費ひの請せい求きゆう書しよだった。正門に設せつ置ちされるそのゲートは、毎年、工く夫ふうをこらした意い匠しようがほどこされ、陣じん高こう祭さいのちょっとした名めい物ぶつになっている。去年は美術部が『平和』をモチーフに、無む数すうの鳩はとが青空へと飛とび立っている光景を、立体的に表現した。

　そのゲートの製作費が、異い常じようなのだ。例れい年ねんはせいぜい七、八万円くらいなのだが──

《入場歓迎ゲート制作費──一四七万六〇〇〇円》

　見み覚おぼえのある字で、しれっと書いてある。あいつの字だ。

「そ、ん、な……！　入場歓迎ゲートがあるかっ！」

　かなめの全身に、みるみる怒いかりの活かつ力りよくがみなぎってくる。彼女はがばっと跳はね起きて、疾しつ走そうした。矢のように廊下を駆かけ抜ぬけ、中なか庭にわの格かく技ぎ場じよう裏うらへ。

　行ぎよう事じの際の資し材ざい置き場にもなっているその場所では、数名の男子生せい徒とが汗あせだくになって、ゲートの製作にいそしんでいた。完かん成せいには時間がかかるので、文化祭実じつ行こう委い員いんが夏休みのうちから、作さ業ぎように取りかかっているのだ。

「こ、これは……」

　はじめて、製作中の『入場歓迎ゲート』を見た彼女は、驚きよう愕がくに目を見開いた。

　それはゲートというより、要よう塞さい──もしくは監かん視し塔とうだった。

　二階建だてほどの大きさの、金きん属ぞくフレーム。おそろしく頑がん丈じような作りで、あちこちに鉛なまり色いろの鉄てつ板ぱんが貼はりつけてある。無ぶ骨こつなリベットに細長い銃じゆう眼がん。前に立った者を、容よう赦しやなく威い圧あつするたたずまいである。

　焦こげた鉄の匂においが漂ただよっていた。金属板や鉄てつ骨こつ、なにかの電子機き器きや発はつ電でん機きなどが居い並ならび、電でん動どうドリルやガスバーナーなどの工こう具ぐがすさまじい騒そう音おんを立てている。

「ちょっと、責せき任にん者しや！　出てきなさいっ！」

　かなめが怒ど鳴なると、鋼こう鉄てつのゲートの向こうから、現場監督が顔を出した。

　相さが良ら宗そう介すけである。

　ざんばらの黒くろ髪かみに、むっつり顔とへの字口。黒ずんだ軍ぐん手てを着つけて、バイザー付きの安全ヘルメットをかぶっている。

「千鳥か。どうした」

「ソースケ！　なんなのよ、これは!?」

「？　見ての通り、文化祭のゲートだが……」

「全ぜんっ然ぜん、そう見えない！　説せつ明めいしなさい！」

　彼は悠ゆう然ぜんと腕うでを組み、未み完かん成せいの『入場歓迎ゲート』を見上げた。

「去年のゲートのモチーフは『平和』だったと聞く。そこで今年は──『保ほ安あん』だ。このゲートは治ち安あん維い持じ用ようの観かん測そく・防ぼう衛えいポイントを兼かねているのだ。北アイルランドやパレスチナの街まち中なかには、似にたような施し設せつがしばしば見られる」

「ここは北アイルランドでもパレスチナでもないの！　東京よ!?」

「問もん題だいない。……まだ未み完かん成せいだが、ほかに銃じゆう座ざやサーチライト、ラウドスピーカーも付ける予定だ。人の集まる催もよおしを狙ねらって、重じゆう武ぶ装そうのテロリストが襲しゆう撃げきしてきても、かなりの時間、持ちこたえられるように設せつ計けいしてある」

　幼おさないころから海外の戦場で育ってきた宗介は、いまだに平和な日本での常じよう識しきを身につけていない。学校の文化祭を、重武装のテロリストが襲撃する可か能のう性せいは皆かい無む……そういう現げん実じつも、いまいち理り解かいできていないのだ。

「あのね。テロリスト以前に、警けい察さつが来るわよ」

「大だい丈じよう夫ぶだ。たとえ警察の装そう備びでも、このゲートを破は壊かいすることはできない」

「いや、そーいう問題じゃなくて……」

「当とう然ぜん、テロリストもうかつに手出しはできない。つまり、一番の機き能のうは抑よく止し効こう果かだ。文化祭を訪おとずれる人々は、このゲートを見て安あん心しん感かんを覚えることだろう」

「安心感……？」

　そびえ立つ『入場歓迎ゲート』は、不ふ吉きつなオーラをぷんぷんと発はつ散さんさせていた。安心など、できようはずもない。

「そういう事じ情じようで、あんたはこのガラクタに一五〇万円も請せい求きゆうするわけ……？」

「ああ。破は格かくの安さで、イスラエル製の複ふく合ごう装そう甲こうが手に入りそうなのだ。普ふ通つうだったら五〇〇万以上はするところを、フランスの武器商が旧きゆう知ちのなじみで──」

　すぱんっ！

　かなめは手にした書類の束たばで、宗介の頭をはたき倒たおした。

「…………。いきなり、なにをする」

「うるさいっ！　あんたね、文化祭の予算がどれくらいか知ってるの？　一五〇万円よ!?　あんたの言うとおりにしてたら、どうなるか。なにも出し物がない学校の正門に、陰いん気きな要塞が『ズゴゴゴゴゴ……』とそびえ立ってるだけっていう──ある意い味み、すさまじくシュールな文化祭になっちゃうじゃないの！」

「むう……」

「装甲板なんて、却きやつ下かよ、却下！　ベニヤ板にしなさい。まったく……」

　かなめはぶつくさ言いながら、鋼こう鉄てつのゲートの周まわりをぐるりと歩いてみた。確たしかに、ゲートの骨ほね組ぐみはやたらと頑がん丈じようだ。苦く労ろうして作ったのはよくわかるが──

（どうしてこう、いつもいつもいつも、まちがった方向にばかりエネルギーを浪ろう費ひするのかしね、こいつは……）

　きょう何なん度ど目めかのため息をついて、かなめはなんとなしに、ゲートの中央をくぐろうとした。が、そのとき。

「いかん。千鳥、そこは──」

　右足が、なにかのスイッチを踏ふむ。すると彼女の頭上に取りつけてあった、剥むき出しのノズルが小こ刻きざみに震ふるえた。

「へ？」

　直ちよく後ご──ノズルから、猛もう烈れつな勢いきおいで赤い粉ふん末まつが噴ふん射しやされた。

　なにかの塗と料りようだ。それが前後左右から、彼女めがけて吹ふきつけたのである。たちまち付ふ近きんは、朱しゆ色いろの濃のう霧むで視し界かいゼロになった。

「遅おそかったか……」

　手にした設せつ計けい図ずで霧きりを払はらい、宗介がつぶやいた。辺あたりが晴れていくと、そこには明めん太たい子こみたいに全身真まっ赤かになった、哀あわれなかなめの姿があった。

「けほっ……。な……なにが……」

「マーキング装そう置ちの誤ご作さ動どうだ」

　冷れい静せいな声で宗介は言った。

「どういう……こと？」

「文化祭に武器を持ち込もうとした部外者に、反はん応のうする装置でな。逃とう走そうしても、一目で分かるように塗と料りようを吹き付ける仕し組くみだ。まだ改かい良りようの余よ地ちはあるようだが──」

「あんたって……あんたって……」

　彼女は全身を震わせ、赤くなった髪かみを逆さか立だてた。

「落ちつけ、千鳥」

「よ、く、も……そんな口の利きき方が……！」

　突とつ進しんしていって蹴けり飛ばそう……そう思う。ところが次の瞬しゆん間かん、かなめの胸にちがう感情が、津つ波なみのように襲おそいかかってきた。

「……ぐすっ」

　それは深い悲しみだった。

　海よりも深い……とまでは行かなかったが、すくなくとも学校のプールよりは深い悲ひ哀あいだった。さきほどから感じていたむなしさに、自分のみじめな有あり様さまが拍はく車しやをかけたのかもしれない。

「千鳥……？」

　肩かたを落とし、目の幅涙なみだをぶわーっとこぼす彼女の顔を、宗介が怪け訝げんそうに覗のぞきこむ。

「あんまりよ……うっ……うっ……」

「怯おびえることはない。その塗料は人体には無む毒どくだ」

「違ちがうわよっ！」

　ごつんっ！

　けっきょく、かなめは宗介を張はり倒たおした。彼はコマのように高こう速そく回かい転てんし、要塞ゲートのフレームに激げき突とつして、それから地面にくずおれた。

「あたしはね、悲しんでるの……」

　力なく横たわった宗介を見もせずに、彼女は嘆たん息そくする。

「……こんな調ちよう子しで夏が終わるなんて。けっきょく、あたしの青春は──高二の夏は、こんなもんなのよ。デリカシーがゼロの戦争ボケ男とドタバタした挙あげ句く、シャア専せん用ようみたいに真っ赤にされて、クズ鉄の塊かたまりの下でみじめに半べそかいて……」

「…………むう」

「わかんないでしょうね、あんたには。女の子にとってはね、夏休みっていうのは特とく別べつな季き節せつなのよ」

　宗介はむくりと起きあがって、

「そうなのか？」

「そうなの！　すくなくとも、マンガとかドラマとかだと。……でもいいの、もういいの。特別な体たい験けんなんか、もう期き待たいしないから。あしたから学校が始まるまでの一週間、家でおとなしくゴロゴロしてるわよ。そうすれば、とりあえず、あんたのバカ面づらは見ないで済すむわけだし……」

　さめざめと語るかなめの横顔を、宗介は神しん妙みような目つきで注ちゆう視ししていた。

「……つまり君は一週間も暇ひまなのだな？」

「ええ、そーよ。悪かったわね」

「ふむ……」

　宗介はあごに手をやり、しばらく黙もつ考こうした。それから作業中の生徒たちを見まわして、彼らに聞こえないように、そっとささやいた。

「それなら──数日間、俺と遠とお出でしないか？」

「………………へ？」

「自し然ぜんの豊かな南の島に、二人だけでな。ほかの奴やつは抜ぬきだ」

　かなめは自分の耳を疑うたがった。宗介が自分を誘さそうなど、かつてなかったことだ。しかも、二人きりで、南の島に行こうなどとは……！

「ほ……本気で言ってるの？」

「ああ。旅りよ費ひは心配しなくていい。前々から、おりを見て君を誘うつもりだったのだ」

　数日ほど──つまり、外がい泊はく。若い男女が、二人きりで遠出して、外泊。ふってわいた突とつ然ぜんの誘いに、かなめはひどく動どう揺ようした。

「ちょ……。それは、あー、その……あの……」

「気が進まないか？」

「そ……そーいうわけじゃないけど……」

「おそらく、君も満まん足ぞくするはずだ」

「う…………ええと……」

　かなめはしどろもどろになって、口をもごもごさせた。

　どうしよう。困こまった。宗介がこんな大だい胆たんだったなんて。ここまでストレートに来られてしまっては。心の準じゆん備びができてない。でも断ことわったら、次の機き会かいはないかもしれないし。とはいえ、やっぱり自分としては、もう少し手て順じゆんを踏ふんでもらわないと。だいいち、自分と彼は、別に、その。でも……。

　顔がぼおっと火ほ照てっていた。思し考こうがぐるぐる、どうどう巡めぐりする。

「どうする。やはり、やめておくか？」

　聞かれて、かなめは横目で彼を見た。そしてぽつりと、

「……変なことしない？」

「変なことしないぞ」

「……危あぶなくない？」

「危なくないぞ」

「ちゃんと寝ねるところ、ある？」

「あるぞ」

「むむう……」

　そうだ。考えてみれば、別々の部へ屋やで寝てもいいわけだし。行かなくても、どうせ家でゴロゴロしてるだけだし。休みの最後に、ちょっと刺し激げきを求めてみるのも、いいかもしれない。夏休みの宿題はやってないけど──知らん。

（そーよね。ちょっとした冒ぼう険けんくらいのつもりで……）

　彼女は肩をすくめて、答えた。

「い、いいわよ？　どうしてもって言うんなら、付き合ってあげても……」

「そうか。では、決まりだ。あさっての朝、迎むかえに行くぞ」

　そう言って、宗介は作業に戻もどっていった。




　不ふ運うんなことに、その小旅行は──ちょっとした冒険では済まなかった。








　１：トイ・ボックス





八月二五日　二三四五時（グリニッジ標ひよう準じゆん時じ）

マリアナ諸しよ島とう近きん海かい　アメリカ海かい軍ぐん潜せん水すい艦かん〈パサデナ〉





「発はつ令れい所じよへ、ソナーです。方ほう位い二─〇─六に新あらたなコンタクト。Ｓシエラ15に認にん定てい」

　当とう直ちよくソナー員がそう報ほう告こくした時、艦かん長ちようのキリィ・Ｂ・セイラー中ちゆう佐さはちょうど、六時間ぶりに自分の休きゆう憩けいを告つげようとしていたところだった。

　トイレに行きたかったのだ。

　艦かんの指し揮きを当直士し官かんに任まかせ、艦長室に引っ込み、まず──便べん器きにまたがって思い切りふんばる。しかる後のち、のんびりキューバ産の葉は巻まきを楽しもうと思っていた。だというのに、部下が新しい目標を探コン知タクトしたという。その正しよう体たいを見み極きわめるまでは、まさか艦長の自分が持ち場を離はなれるわけにはいかない。

　だからセイラーはまず、発令所内の全員に聞こえるような声で悪あく態たいをついた。

「くそっ！」

　彫ほりの深い顔をしかめ、筋きん肉にくの盛もり上がった肩かたをぐいっとすぼめる。こわもてで、感情の起き伏ふくが激はげしい彼は、よく『コメディに出てる時のシュワルツェネッガーに似てる』と部ぶ下かたちの間でささやかれていた。

　ハワイの真しん珠じゆ湾わんを出しゆつ航こうしてから一〇日目のことである。彼の指揮する攻Ｓ撃型Ｓ原潜Ｎ・ＵＳＳ〈パサデナ〉は、深しん度ど二〇〇メートルの海水の中を、二〇ノット──およそ時じ速そく三六キロの速さで西へ進んでいるところだった。

「艦長……。こういう場所で、そういう言葉は少々、慎つつしんだ方が……」

　若く、細身で、ハンサムな日系の副ふく長ちよう──マーシー・タケナカ大たい尉いがいさめる。

「ああ!?　タケナカ、おまえバカか？　俺おれはクソがしたいから『くそっ！』って言ったんだ。艦長の俺が言うことに、副長のおまえがケチつけるのか？　え？」

「それも僕ぼくの仕事のひとつですよ。そうする権けん利りを、軍は認みとめています」

　すまし顔で答えた副長を、セイラー艦長は噛かみつきそうな顔でにらみつけた。

「はん、スカしおって。日本人ってのはみんなそうだ。ヘラヘラしてつまらん理り屈くつを並ならべ立てる。だから嫌きらいなんだ」

「あー……。そのお言葉には、少なくとも二つまちがいがありますよ。一つ、僕はれっきとしたアメリカ人です。もう一つ、僕はヘラヘラしたりしません」

「だまれ、この原げん子し力りよくバカめ！」

　艦長はいきなり激げつ昂こうし、副長につかみかかった。

「うぐぐ……！」

「貴き様さまと組まされてかれこれ二年になるが、ようやく分かったぞ。タケナカ、おまえは敵てきのスパイだ。我わが愛する海軍から、予よ算さんを分ぶん捕どる最大の宿しゆく敵てき──合衆国空軍の手て先さきだろう!?　理屈っぽいのがその証しよう拠こだっ！」

「……なワケないでしょう!?　放してください、艦長……！」

　発令所のクルーたちが、そろって『また始まった……』と言わんばかりに頭かぶりを振ふった。この艦長と副長は、ことあるたびに意見が衝しよう突とつする。小は食事のメニューから、大は原げん子し炉ろの出しゆつ力りよくまで、なにもかもだ。

「あのー。発令所へ、ソナーです。Ｓ15の件なんですが。いいですか？」

　つい今しがた探知された、新しい目標のことを部下から言われて、セイラー艦長は我われに返った。

「おう……そうだった。いかんいかん」

「けほっ……」

　セイラー艦長はタケナカ副長の身体を放り出すと、発令所を横切り、すぐ正しよう面めんのソナー室をのぞきこんだ。

「で、どこだ。遠いのか？」

「ええ、この反はん応のうなんですが。断だん続ぞく的てきな上に、信しん号ごうが弱いので、まだはっきりとは……」

　ソナー員は難むずかしい顔でディスプレイを眺ながめていた。音おん源げんを示しめす、緑色の滝たきのような画が像ぞうをにらみ、せわしくダイヤルとスイッチ類るいをいじっている。

　潜せん水すい艦かんには、窓まどというものが一いつ切さいない。潜せん航こう中ちゆう、外の様よう子すを知る手しゆ段だんは唯ゆい一いつ、音だけなのだ。もし騒そう音おんを一切出さない艦があったとしたら、すぐ目の前でダンスを踊おどられても、こちらはその存そん在ざいに気付くことさえできないだろう。

「二に軸じくのスクリューで、かなりデカいようです。ロシア人のＳブＳーＢマＮーかもしれませんが──データには該がい当とうしません。復Ｄ調Ｅ雑Ｍ音ＯＮもかなり違ちがいますし……」

　ＳＳＢＮとは、弾だん道どうミサイル潜水艦のことをさす。核かくミサイルを山ほど積つんだ、大型の艦だ。全面核かく戦せん争そうにおいて、その尖せん兵ぺいとなるべく設せつ計けいされている。

「タイフーン級きゆうの新しん型がたってことか？」

「いえ、それはありえませんよ」

　いつのまにか呼こ吸きゆう困こん難なんから回かい復ふくしたタケナカ副長が、ソナー室に上半身を突つっ込こんできて口を挟はさんだ。

「巨大なタイフーン級を建けん造ぞうできる造ぞう船せん所じよは、セヴェロドヴィンスクにしかありませんから。そんな新しん造ぞう艦かんが海に出たら、まずバレンツ海に張はってる大西洋艦かん隊たいの連れん中ちゆうが見つけてるはずです。ＳＯＳＵＳにも引っかかるでしょう。ですがＣＯＭＳＵＢＰＡＣは『警けい戒かいしろ』とは一言も──」

「それくらい知っとるわい、この垂すい直ちよく発はつ射しや式しきバカめ！」

　一いつ般ぱん人じんが聞いたら全然わからない言葉の羅ら列れつを、セイラーはぴしゃりと遮さえぎった。

「…………。どうしてあなたは……。あー、こほん。とにかく。まったくの新型、と考えた方がいいかもしれませんよ」

「ふむ……」

　セイラーはあごに手をやった。

　つまり──国こく籍せき不ふ明めい、形けい式しきも不明の巨大な潜水艦が、この〈パサデナ〉の針しん路ろ上じようを航こう行こうしているようなのだ。しかも、ロシア人の船ではないらしい。敵てきか味み方かたかもわからない。

　だが潜水艦乗りにとって、そうした目標はすべて『敵』だった。

「少々、追おってみるか。司し令れい部ぶから許きよ可かを取ろう。潜せん望ぼう鏡きよう深しん度どまで浮ふ上じようするぞ」

「はい。電でん文ぶんは僕が作さく成せいしましょうか？」

「ふん。好きにしろ」

　そこまで言ったところで──

「待ってください、艦長。いま……相手の距きよ離りがわかりました」

　近きん距きよ離り用ようの高周波ＨＦソナーを操そう作さしていた水すい兵へいがつぶやいた。その顔が、みるみると恐きよう怖ふに青ざめていく。

「近い。でかい。六〇〇ヤード以下、接せつ近きんしてます」

　わずか六〇〇ヤード。この艦の全長の、ほぼ五倍ほどの距離しかない。いつぶつかってもおかしくない距離だった。

　いったい、いつの間にこんな至し近きん距離まで……!?

「…………！　深しん度どは」

「五〇〇フィート！　このままでは衝しよう突とつします」

　その報ほう告こくが終わらないうちに、セイラー艦長は大声で告つげていた。

「面おも舵かじ！　三─三─〇！　深度八〇〇！　下さげ舵かじ最大だ、急げ！」

「アイ・サー！　針路三─三─〇、深度八〇〇、下げ舵最大！」

　副長が弾はじかれたように発令所へ引き返し、操そう舵だ手しゆに詳くわしい指し示じを出す。二人の操舵手が身体からだをこわばらせ、操そう縦じゆう桿かんを素す早ばやく、だが用心深く操そう作さした。

　たちまち艦が傾かたむき、必ひつ死しになって国籍不明艦との衝しよう突とつコースを避さけようとする。急な旋せん回かいで生まれた乱らん流りゆうが、『ごぼぉんっ！』と派は手でなナックル音をたて、船体がみしみしとうなった。

「ちくしょう、ホノルルのサーファーどもにだって聞こえちまうぞ。……ソナー！　相手に攻こう撃げきの気け配はいはないか!?」

「ありません！　どのみち、近すぎます！」

　突然のはげしい機き動どうで、〈パサデナ〉の艦かん内ないは混こん乱らんの坩る堝つぼと化していた。

「む、向こうも潜せん航こうしています！　なお接近中！　距離四〇〇！　いや三〇〇……!?　二五〇、二〇〇……」

　ソナー員がヘッド・セットにしがみつくようにして叫さけんだ。接近中のＳシエラ15──謎なぞの大型潜水艦は、まっすぐ衝突コースを突つき進んでくる。

「くそっ！　くそっ、くそっ!!　なぜ避よけん!?　向こうも気付いているはずだぞ!?」

「艦長、避けきれません！」

　冷たい戦せん慄りつが、セイラーの背せ筋すじを駆かけ抜けた。

　深海での衝突事故。それはすべての潜水艦乗りにとって悪あく夢むそのものだった。自動車事故とはわけが違う。船体にわずかな亀き裂れつが生しようじただけでも、おそろしい水すい圧あつは決してそれを見み逃のがさない。もし船せん殻こくが裂さけて、艦内にどっと海水が流れ込んできたら？　もはや打つ手などないだろう。一三三名すべての乗員が、金属や油、そして核かく燃ねん料りようもろとも、ぐしゃぐしゃになって押おし潰つぶされ、海の藻も屑くずとなってしまう……！

「距離一〇〇……五〇……！　ぶつかりますっ!!」

「全員、なにかにつかまれ！」

　艦内放送のマイクをとって、セイラーは怒ど鳴なった。

　艦内のすべてのクルーが、手て近ぢかなものをぐっとつかんだ。それは頑がん丈じような手すりや、コンソール・パネルや、椅い子すの背もたれなどだった。ボールペンやフライパンを握にぎり締しめた者もいた。わけがわからず、ズボンの上から自分の睾こう丸がんを握った水すい兵へいもいた。

　そして、その直ちよく後ご。

　破は滅めつをもたらす、すさまじい衝しよう撃げきが──

「…………！」

　金きん属ぞくの潰つぶれる、醜みにくい悲ひ鳴めいが──

「…………」

　来なかった。

〈パサデナ〉はなおも潜航と旋せん回かいを続け、やかましい音をたてていた。だが、それだけだ。衝突が予よ想そうされた地点はとうに通りすぎていたが、彼らの世界は、まだ健けん在ざいだった。

　まず我われに返った副長が、操そう舵だ手しゆたちに針しん路ろと深度を固こ定ていさせる。

　たちまち艦内は静かになった。

「…………？」

　クルーたちは気分の悪そうな顔で、恐おそる恐る周しゆう囲いを見回した。襲いかかってくるはずのものが、いつまでたってもやって来ない。しゃっくりが止まった直後の、あのいやな感覚を、一三三名全員がいま共きよう有ゆうしていた。

「ソナー、発令所だ。Ｓシエラ15は？」

　セイラー艦長がささやくように聞いた。

「ソナーです。それが……その、消えてしまいました」

「なんだと……？」

「消えたんです。短たん波ぱアレイにさえ……本当に、影かげも形も……」

　ひどく自信のない声で、ソナー員が言った。

　消えた。一いつ瞬しゆんにして。ソ連タイフーン級並なみの巨大な目標が？

　セイラーは半はん信しん半はん疑ぎで、機き関かんの停てい止しを命じた。まったく音をたてずに、慣かん性せいで艦かんをゆっくりと旋回させて、あたりを念ねん入いりに調べてみる。しかし、それでも──

「だめです。やはり、いません」

「そんなはずがあるか！　ＢＱＱ─５の点てん検けんをしろ。洗あらいざらいだ」

　機き器きの故こ障しようを考えて、セイラーは命じた。

「艦長。別に反対はしませんが……故障ではないと思いますよ」

　タケナカが控ひかえめな声で言う。

「ああ？　なぜそんなことが言える。根こん拠きよでもあるのか」

「根拠とは言えませんが……。こいつは、例のあれかもしれません。『トイ・ボックス』です」

「なんだ、それは」

「幽ゆう霊れい潜水艦の噂うわさですよ。とてつもなく大きい。音もなく現あらわれ、音もなく消える。しかも、おそろしく足が速い。味み方かたの何なん隻せきかが、すでに遭そう遇ぐうしているらしいですが、どれも追つい跡せきには失しつ敗ぱいしているそうです」

　この〈パサデナ〉を含ふくめ、米海軍が運うん用ようする『改かい良りよう型がたロサンジェルス級』は、世界でも屈くつ指しの高こう性せい能のう艦かんだ。探たん知ちできない目標はないと言っても過か言ごんではない。その高性能艦が、どれも追跡に失しつ敗ぱいするとは──

「とても信じられん。いま出会ったのが、その『トイ・ボックス』とやらだってのか」

「可か能のう性せいは高いと思いますが」

「…………」

　セイラーはむっつりと押おし黙だまり、人差し指でこめかみをとんとんと突ついた。

「ぞっとせん話だな。俺たちでさえ探知できない国籍不明船が、好き勝手にこの海をうろついているなど……。もしそいつが、核ミサイルでも積つんでいたらどうするのだ」

「それは……」

　タケナカは一瞬、言葉に詰まった。

「その幽霊船がその気になれば、世界中のどんな都市や軍事基き地ちでも、確かく実じつに消しよう滅めつさせることができる……ということです」

「そうだ。だれにも気づかれないうちにな」

　それこそ、米ソの全面核戦争を引き起こすことさえできるだろう。いったい、どこのだれがそんな船を作ったのだ……？　いや、そもそも、そんな船の存そん在ざいを許しておいていいのだろうか……？

　セイラーはなにかを決けつ意いしたように、席を立った。

「司令部に報ほう告こくするぞ。潜望鏡深度まで浮ふ上じようだ。それと、俺はこれからすることがある」

「どこへ行くんです？」

「便べん所じよだ！」

　宣せん言げんして、指し揮きをタケナカに委い任にんすると、セイラーは発令所を出ていった。

（それにしても……）

　狭い通つう路ろを歩きながら、セイラー中ちゆう佐さは思った。

　もしいま出会ったのが、本当にその『トイ・ボックス』とやらだったら──ぜひ艦長の顔を拝おがんでみたいものだ。この俺様を、ここまでコケにしおって。きっと性せい格かくのねじくれ曲がった、最低のサイコ野や郎ろうに違いない。

（見ておれよ、『トイ・ボックス』の艦長め。機き会かいがあったら、必かならずやおまえに俺のケツを拭ふかせてやるぞ。そう、たっぷりとな。それこそ舌したで舐なめさせてやる……！）





同どう時じ刻こく　強きよう襲しゆう揚よう陸りく潜せん水すい艦かん〈トゥアハー・デ・ダナン〉





「どうかしましたか、艦かん長ちよう？」

〈トゥアハー・デ・ダナン〉副ふく長ちようのマデューカス中ちゆう佐さは、テッサがいきなり背せ筋すじを震ふるわせたのに気付いてたずねた。

「いえ、ちょっと妙みような悪お寒かんが……。空くう調ちようが変なのかしら」

「そうですか？　私にはちょうど良いくらいですが……」

「なら、気のせいですね。ごめんなさい。風か邪ぜとかじゃありませんから」

　作り笑いを浮うかべて、彼女は手て元もとのスクリーンに投とう影えいされた海かい図ずに目を落とした。

　艦長席に座すわるテッサ──テレサ・テスタロッサ大佐は、まだ一六歳の少女だった。大きな灰はい色いろの瞳ひとみに、陶とう磁じ器きのような白い肌はだ。アッシュ・ブロンドの髪かみを束たばねて、ていねいな三つ編あみにしている。

　彼女が指し揮きする強襲揚陸潜水艦〈トゥアハー・デ・ダナン〉の発はつ令れい所じよは、〈パサデナ〉などのそれとは異ことなり、いくらか広めだった。ロケットの打ち上げ映えい像ぞうによく出てくる、管かん制せいセンターを小ぶりにして、天てん井じようを低ひくくしたような構こう造ぞうだ。照しよう明めいはやや暗くらめで、青と緑の映えい像ぞうが室内を照らしている。

　正しよう面めんには三つの大型スクリーンが配はい置ちされ、それに向かって一五席分の座ざ席せきがある。その場ばのクルーは、それぞれ専せん門もん的てきな作さ業ぎようをになっていた。操そう舵だ手しゆと航こう海かい士し官かん、潜せん航こう士し官かんと火か器き管かん制せい士し、機き関かん士しと特とく殊しゆ機関士、甲かん板ぱん士官などいろいろだ。ほかにも浮ふ上じよう後ごの揚陸作戦を管かん制せいするクルーが数名、必ひつ要ような時に席につく。

　艦の耳となるソナーや、通つう信しん・電でん子し戦せんの部屋は、発令所のとなりにある。

　いま、そのソナー室から報ほう告こくがあった。

『発コ令所ン、ソナー。発コ令所ン、ソナー。我が友〈パサデナ〉が浮上中。もうすぐ、わお、変へん温おん層そうの上に出ます。こちらが真後ろに張はりついてたのは気き付づかなかったみたいですぜ。はっは』

　妙なリズムを付けて、ソナー員のデジラニ軍ぐん曹そうが告げた。

　マデューカスは眉まゆをひそめたが、なにも言わなかった。叱しかり飛ばしたい気持ちをぐっとこらえて、眼め鏡がねのブリッジを人差し指で押し上げる。

（そうだ……ここは私のいた正せい規き軍ぐんではないのだから。忍にん耐たいだ、忍耐……）

　などと、自分に言い聞かせたりもする。

　となりのテッサは、ソナー員の態たい度どに気を悪くしたそぶりも見せず、手元のペンを操そう作さしていた。発令所の大型スクリーンに映った、〈パサデナ〉の詳くわしいデータ表ひよう示じが、最小化されて隅すみに追いやられる。

「はい、ごくろうさま。〈パサデナ〉さんには、ちょっと悪いことをしてしまいましたね。がっくりしてないといいんだけど……」

「それは無む理りな相そう談だんです。私だったら、ひどくプライドを傷つけられるでしょうな」

　マデューカスは答えた。

　彼──リチャード・マデューカス中佐は四〇半ばの痩やせた男で、薄うすくなりかけた頭とう髪はつの上に、英国海かい軍ぐん時代から愛あい用ようしている野や球きゆう帽ぼう型がたの帽ぼう子しをかぶっていた。紺こんの帽子の刺し繍しゆうには『Ｓ─87　ＨＭＳ ＴＵＲＢＵＬＥＮＴ』とある。

　女Ｈ王陛下Ｍの船Ｓ〈タービュラント〉──かつて彼が指し揮きしていた潜水艦の名だ。だが『荒ターれビユ狂ランうト』という言葉は、およそこの男の容よう貌ぼうに似つかわしくなかった。さえない銀ぎん縁ぶちの眼鏡と青白い肌はだのせいで、とうてい海の男のイメージからは程ほど遠い。潜水艦の発令所よりは、満員の通つう勤きん電車にでもいそうなタイプだった。

「プライド……。やっぱりそう思いますか？」

「はい」

「でも、仕し方かたないですよね。演えん習しゆうする相あい手てがいないんだし……」

「それも、イエスです」

　この艦が所しよ属ぞくする軍ぐん事じ組そ織しき〈ミスリル〉は、全世界で四つの戦隊を持っている。そのうち西太平洋での作さく戦せん行こう動どうを担たん当とうするのが彼女の〈トゥアハー・デ・ダナン〉だ。だが、あいにくこの戦隊は、ほかにまともな潜水艦を保ほ有ゆうしていなかった。

　日ごろの演習相手がいない〈デ・ダナン〉は、普ふ段だん、こうして米軍などの艦かん艇ていを相手に、接せつ近きんや攻撃、監かん視しや回かい避ひのテストをする。たいていは相手にも気付かれないように、ひそかに近づいてひそかに去るだけに留とどめているのだが──たまには、こういう手て荒あらな真ま似ねをしてみる必要が出てくる。

　一方的に練れん習しゆう相手にされた方にとってみれば、たまったものではないのだが。

「しかし成果はありました。通つう常じよう推すい進しんでの静せい粛しゆく性せいを、もうすこし下か方ほう修しゆう正うせいしたほうがいいかもしれません」

「そうですね。あと一〇秒くらいは見み付つからないと思ったんだけど……」

　テッサは天てん井じようを見上げて、ぼやくように言った。

　この船が海に出て、まだ日が浅あさい。

　実じつ戦せんは幾いく度ども経けい験けんしているが、それでも試ためすべき項こう目もく、改かい良りようすべき設せつ備びは山ほどある。艦の性せい能のうを最さい大だい限げんに引き出すためには、こういう迷めい惑わくな真ま似ねをするのも、いたしかたなかった。

　余よ談だんだが──〈トゥアハー・デ・ダナン〉は艦の名前でもあり、同時に戦隊の名前でもある。小しよう規き模ぼな戦力なので、『艦イコール戦隊』という扱あつかいで充じゆう分ぶんだからだ。つまりテッサは艦長であり、戦隊長でもある。繊せん細さいさと迅じん速そくさが重じゆう要ようになる作戦では、権けん限げんが集しゆう中ちゆうすることは好こう都つ合ごうなのだ。

　ともあれ、試験テストは上じよう首しゆ尾びに終わり、〈パサデナ〉も去さった。三日間の短い航こう海かいを終えて、そろそろ整せい備び基き地ちのあるメリダ島に戻もどるころあいだった。

「さて……わたしたちも帰るとしましょうか。電Ｅ磁流Ｍ体Ｆ制御Ｃをパッシブに。通常推進を再さい始し動どう。前ぜん進しん原げん速そくです」

　世界最大のハイテク潜水艦を指し揮きするには、いささかおっとりとした声だったが──それは仕方がない。マデューカスは上官の指令を復ふく唱しようした。

「アイ・キャプテン。ＥＭＦＣ、パッシブ」

「ＥＭＦＣステーション。パッシブ・モード、アイ。乱らん流りゆう制せい御ぎよを実じつ行こう中ちゆう。あと一五……一〇……五……全ディバイス、フェイズの補ほ正せい完かん了りよう」

「通常推すい進しん、コンタクト」

「マニューバリング。通常推進、アイ。一番、レディ。二番、レディ。通常推進、コンタクト」

「前進原速」

「フル・アヘッド・スタンダード。アイ」

　各部ぶ署しよの担たん当とうがそれぞれ応おう答とうすると、〈デ・ダナン〉が備そなえる一いつ対ついの可か変へんピッチ・スクリューが回転した。十じゆう数すう層そうの形けい状じよう記き憶おく合ごう金きんでできたプロペラが、まるで生き物のように形を変え、静粛性と推すい進しん効こう率りつを最良のものにする。

　三万トンをゆうに超こえる船体が、するすると前進をはじめた。わずかに床ゆかが震ふるえた程てい度どで、音はほとんどしない。

「艦長。現げん在ざい三〇ノットです」

「はい。とりあえず、これでいいです。ソナー室は方位〇─五─〇付ふ近きんに注意しておいてください。あの辺あたりはいま、日本の漁ぎよ船せんが操そう業ぎよう中ちゆうだから」

『はあ。なぜです？』

　ソナー員がたずねる。

「たまに、漁船の網あみに引っかかってしまう事じ故こがあるんです。こちらは平気だけど──向こうの船が転てん覆ぷくしてしまいますから」

　本当の話である。ベテランの艦長でも避さけられないことがある事じ故こなのだが──公式には、そうした種しゆ類るいの事故を各国の軍は認みとめていない。

『あ……なるほど。了りよう解かい』

　なんのこだわりもない返へん事じ。そのやり取りを横で聞きながら、マデューカスはひそかな感かん慨がいにふけっていた。

　ずいぶんとスムーズになったものだな、と思う。

　当とう初しよ──この〈デ・ダナン〉がはじめて海に出たころなどは、クルーのほとんどがテレサ・テスタロッサに反はん発ぱつしていた。それも無む理りからぬことである。いったい、どこの世界に、年とし端はも行かぬ少女を艦長にする軍ぐん事じ組そ織しきがあるだろうか？

　しかも〈デ・ダナン〉のために世界中から集められたクルーたちは、それぞれの分ぶん野やに秀ひいでたプロフェッショナルだ（正せい規き軍ぐんから放り出されるような曲くせ者ものばかりではあるが）。彼らは船を動かすことに、並なみ々なみならぬ誇ほこりを抱いだいている。

　主しゆ要ようなクルーたちの前にはじめて彼女を引き合わせたときのことを、マデューカスは思い出した。『私は副長だ。艦長はこちらの御ご婦ふ人じんである』と告げたときの、この連中の顔と言ったら。まるで『ローマ法ほう皇おうが中国に亡ぼう命めいした』とでも聞いたような目をしていた。

　それから紆う余よ曲きよく折せつはあったものの、いまや艦の乗じよう員いんたちは、彼女への評ひよう価かを一八〇度変えている。

　とりわけ、四か月前の『順スン安アン事じ件けん』が決けつ定てい的てきだった。あのときの彼女の操そう艦かんは、まさしく神かみ業わざといえた。北きた朝ちよう鮮せんのボートが雨あられと爆ばく雷らいを降ふらせてくる中、巨大な艦をジェット戦せん闘とう機きのように操あやつり、見み事ごとに封ふう鎖さ線せんを突とつ破ぱしてのけたのだ。

　艦を熟じゆく知ちし、限げん界かいぎりぎりまでその性せい能のうを引き出すことは、この船を再さい設せつ計けいしたテレサ・テスタロッサにしかできなかっただろう。潜水艦乗りとして二五年を過すごしてきたマデューカスでさえ、彼女の手て際ぎわと度ど胸きようには舌を巻いたほどだ。

　彼女の実じつ力りよくが証しよう明めいされたことで、〈デ・ダナン〉には独どく特とくの雰ふん囲い気きが生まれた。

　男しかいない普ふ通つうの潜水艦には、クルーの間に厳げん格かくな父ふ権けん社会が自然と形かたち作づくられる。艦長──すなわち父親は、絶ぜつ対たい的てきな権力者だ。

　しかし〈デ・ダナン〉は、テッサという族長を戴いただく母権社会といえた。男たちは彼女に従したがい、彼女を守ることに充じゆう実じつを感じる。その姫君が神のように賢かしこく、見み目め麗うるわしいとなればなおさらだ。

　まったく、〈女トウ神アダハヌ・ーデの・部ダナ族ーン〉とは、よくも名付けたものだった。これはケルト神話の神々の名なのだ。

「……ＥＭＦＣも良好ですな。このままいけば、昼には基地に戻れるでしょう」

　個こ人じんディスプレイに映った細かいデータを見て、マデューカスは言った。

「ええ。良かったわ。これで誕生パーティができますね。それに、あしたは島にお客さんが来る予定だったから」

　テッサはすこぶる上じよう機き嫌げんのようだった。

「と、申もうしますと？」

「チドリ・カナメさんですよ。サガラ軍ぐん曹そうに『彼女の都つ合ごうがいいときに、メリダ島に連れてきて』と言っておいたんです。〈ベヘモス〉の一件からあと、彼女とはほとんど話してませんでしたから」

「そうでしたか」

　テッサの声が、『サガラ軍曹』のあたりで軽く弾はずんだのを、マデューカスは見み逃のがさなかった。二か月前に起きた巨大Ａアーム・Ｓスレイブとの戦せん闘とう以い来らい、この少女は頻ひん繁ぱんにあの若い軍曹の話題を口に出す。たぶん、自じ身しんでも気付いていないだろう。

　マデューカスは相さが良ら宗そう介すけ軍曹のことをそう多くは知らなかったが、実じつ直ちよくで優ゆう秀しゆうな下か士し官かんだとは聞いていた。〈デ・ダナン〉の陸りく戦せん隊たいに属ぞくする精せい鋭えい、特Ｓ別対Ｒ応班Ｔの要よう員いんであり、いまは東京での任にん務むについている。と同時に、〈デ・ダナン〉が保ほ有ゆうする特とく殊しゆなＡＳ〈アーバレスト〉を唯ゆい一いつまともに扱あつかえる男でもあった。

　じきにその相良軍曹とは直ちよく接せつ話して、品しな定さだめしてやるべきだろう。場合によっては、ほかの部ぶ署しよに飛ばすなり何なりして、彼女から遠ざける必ひつ要ようがある。

　別に父親を気取るつもりではないが、妙みような虫がつかないように見み張はるのも、副長である自分の仕事なのだ。マデューカスはこれまで、艦のクルーや陸戦隊員たちから、テスタロッサ艦長の生写真を山ほど没ぼつ収しゆうしてきた。焼しよう却きやくするのも気が引けたので、いまでも艦かん医いのゴールドベリ大たい尉いに預あずけてある。

　通常推進での航こう走そうをはじめて一時間たったころ、〈デ・ダナン〉のマザーＡＩが、艦長を呼び出す小さなアラーム音を奏かなでた。

『艦長。回かい線せんＥ２にタスキング・メッセージ。現在受じゆ信しん中ちゆうです』

　女性の声でＡＩが告げる。

「わかりました。完かん了りよう次し第だい、私のところへ」

『アイ・マム』

　深しん海かいで使う極超長波ＥＬＦ通信は、電でん文ぶんの受信に少々、時間がかかる。それからおよそ五分もかけたあと、艦長用のスクリーンに電文が転てん送そうされた。

　テッサはそれを読むと、小さなため息をついた。

「マデューカスさん」

「はい、艦長」

「基地への帰き還かんはおあずけになりました。パーティも中止ね……。このまま南へ向かいますよ」

　そう言って、着つきたての電文をマデューカスに回してくる。すでに暗あん号ごう解かい析せきの済すんだ電文には、〈ミスリル〉の作戦部ぶ長ちようからの命令が簡かん潔けつに記されていた。


　　最さい優ゆう先せん命めい令れい９８Ｈ０８８─００３１

　　２６０１１５Ｚ

　　発＝作戦部統とう合ごう司し令れい本ほん部ぶ／作戦部長ジェローム・ボーダ提てい督とく

　　宛あて＝ＴＤＤ─１〈トゥアハー・デ・ダナン〉

　　Ａ：区く域いきＬ６─ＣＷにて『事じ態たいＢ26ｃ』が発はつ生せい。

　　Ｂ：〈トゥアハー・デ・ダナン〉は現げん在ざいのミッションをただちに中止し、陸りく戦せん隊たいを搭とう載さい後ご、五〇時間以内に北ほく緯い〇九─三〇・東とう経けい一三四─〇〇の海かい域いきへ進出、待たい機きせよ。

　　Ｃ：陸戦隊の合ごう流りゆうは北緯一七─〇〇以北の洋上で、適てき時じに行うことが許ゆるされる。

　　Ｄ：搭載される陸戦隊の規き模ぼ・種しゆ別べつは、『事態Ｂ26ｃ』の内容に準じゆんずる。

　　Ｅ：ＲＯＥ（交こう戦せん規き定てい）は、指し示じあるまで平へい時じとする。





──以上





「まったく。提てい督とくも人使いが荒いんだから……」

「目的の海かい域いきは──ペリオ諸しよ島とうですな」

　海かい図ずを開こうともせず、マデューカスは言った。

　ペリオ諸島。ここからずいぶんと南にある、美しい珊さん瑚ご礁しようの島々だ。ほんの数年前に独どく立りつし、共きよう和わ国こくの体てい裁さいをとってはいるが、実じつ質しつ上じようはアメリカの庇ひ護ご下かにある。人口わずか二万弱の、観かん光こうで食いつなぐ小さな国である。

　マデューカスは『Ｂ26ｃ』という事じ態たいがなにを指さすのか、すぐには思い出せなかった。〈ミスリル〉が想そう定ていしている『軍事的危き機き』は、大きくわけても一〇〇通り以上もあるからだ。よくあるケースの番号はともかく、そのすべてを暗あん記きなどしていられない。

　だが、テッサは違ったようだった。マデューカスが確かく認にんのためにデータ・ファイルを開こうとするより早く、彼女はつぶやいた。

「化か学がく兵へい器きがらみだわ。その貯ちよ蔵ぞう施し設せつが、なんらかの武ぶ装そうグループによって襲しゆう撃げき・占せん拠きよされた、ということです」

　化学兵器──サリンやタブン、ＶＸガスなどを代表とする大たい量りよう殺さつ戮りく兵へい器きだ。

　ペリオ共和国には、独どく立りつ後ごもわずかだが米軍基き地ちが残っている。その中に『特とく殊しゆな弾だん頭とう』を解かい体たい・処しよ理りする施し設せつがあると、以い前ぜんにどこかで読んだことをマデューカスは思い出した。

　観かん光こうシーズンでにぎわう南の楽らく園えんに、毒どくガスの貯蔵庫。それを占拠したテロ・グループ。

「ぞっとせん話ですな。その化学兵器の貯蔵庫を爆ばく破はでもされたら……」

「ええ。ペリオ諸島の住民二万人……それと観光客の数万人も、ただでは済まないでしょうね。あの小さな国は、消しよう滅めつしてしまうかも」

「ですが、米軍も鎮ちん圧あつ作戦を行うでしょう。こういう場合に、常つねに備そなえている連中もいます。ＡＳを装そう備びした特殊部隊を送り込めば、制圧は困こん難なんではないかと」

「それで済めばいいんですけど。でも、なにかあったら──」

　言葉を切って、テッサが正面スクリーンをにらみつけた。

「私たちの出で番ばんよ。また戦争だわ」






八月二六日　一三三〇時（日本標ひよう準じゆん時じ間かん）

太平洋上空　硫い黄おう島じまの南西二〇〇キロ





　相さが良ら宗そう介すけは焦あせっていた。

　飛ひ行こう機きを乗り継ついで、東京から一五〇〇キロ南の〈ミスリル〉西太平洋基き地ち──メリダ島に向かう途と上じようのことである。

　高こう度どはおよそ一〇〇〇メートル。彼はいま、双そう発はつのターボプロップ機きのキャビンに座すわっている。飛行中の機き体たいはばたばたと小こ刻きざみに揺ゆれ、向かいの窓まどからは強い日ひ差ざしがさしこんでいた。

　その光が逆ぎやつ光こうになっているせいで──対たい面めんに座る千ち鳥どりかなめの表情が読み取れない。

　思うに、彼女は不ふ機き嫌げんだ。なぜなのかは、いまいち分からなかった。

（謎なぞだ……）

　けさ彼女のマンションに迎むかえに行ったとき、かなめはいたく上機嫌で、着き替がえの詰つまったボストンバッグを抱かかえ、満まん面めんの笑顔を浮うかべていた。

『じゃ、行こ！』

　などと、はつらつとした声で言ったものだった。

　彼女を市内の調ちよう布ふ飛ひ行こう場じように連れていき、予よ約やくしてあったセスナ機きに乗ると説せつ明めいすると、

『もしかして、ソースケってスゴいお金持ち……!?』

　などと、驚きよう嘆たんをあらわにしていたのだ。

　それからセスナ機が八はち丈じよう島じまに向かって飛び立つころには、彼女は傍はた目めにもすっかり有う頂ちよう天てんになっていた。しきりに『見直した』だの『こんな甲か斐い性しようがあったなんて』だのと感かん嘆たんをもらし、うっとりと外の景け色しきを眺ながめていたのだが。

　問もん題だいは、八丈島の空港で〈ミスリル〉の基地に向かう双発機に乗りかえたあとである。

　かなめはどうやら、八丈島かその周しゆう辺へんで遊ぶのだとでも思っていたらしく、『機を乗りかえる』と聞いてきょとんとした。そろそろ正せい確かくな目的地を教えてもいいころだろう、と考えて、彼女に『〈ミスリル〉の西太平洋基地に行く。テスタロッサ大たい佐さが君に会いたがっているのだ』と説明すると──

　どういうわけだか、たちまちかなめは黙だまり込んでしまったのだった。『あ、そう……』とつぶやいたきり、すでに四時間、無む言ごんである。

　おかしい。自分はなにか、ひどい見み落おとしをしただろうか？

　どうしても心当たりがない。

　そんな調ちよう子しで、宗介は悶もん々もんと思い悩なやんでいるのだった。

　機が北ほく緯い二〇度を過すぎたころ、彼は咳せき払ばらいして彼女に声をかけた。

「千鳥……」

「なんか御用？　相良軍曹殿」

　いきなり、これである。見えない悪あく意いがびりびりと伝わってくる。

「もしなにか不ふ満まんがあったら、言って欲ほしい。可か能のうな範はん囲いで善ぜん処しよするぞ」

「ああ。それだったら──」

　かなめは皮ひ肉にくたっぷりの微び笑しようを浮かべた。

「あたしの不満は、しょせんあんたには解かい決けつ不ふ可か能のうな問題だから。言わないことにしておくわね」

　もはや取りつく島もない。

　テレサ・テスタロッサ大佐との用よう事じが済すんだら、かなめをある場所に連れていこうと思っていたのだが。こんな調ちよう子しでは、その計けい画かくはあきらめた方がよさそうだった。

　かなめは『話すことなどもうない』と言わんばかりに、上体をひねって窓の外に目を向けた。彼女のイヤリングが日光を反はん射しやして、きらりと輝かがやいた。

　そういえば、彼女は普ふ段だん、イヤリングなどつけていただろうか？

　そのおり、操そう縦じゆう席せきの副操縦士が、キャビンをのぞきこんで告つげた。

「サガラ軍曹。メリダ島から連れん絡らくです。あなたに」

「いまいく。……千鳥、すこし席を外はずすぞ」

　告げても、かなめは返へん事じをしなかった。渋じゆう面めんのまま、宗介は頭を低くして操縦室に入り、副操縦士から通つう信しん機きのヘッドセットを受け取った。

「こちらサガラ」

『おぅ、俺だ』

　少々くだけた感じだが、よく通るバリトンの声。相手は宗介の同どう僚りよう、クルツ・ウェーバー軍ぐん曹そうだった。

「クルツか。なんだ」

『Ｂ待たい機きの命めい令れいが出たぜ。おまえにもだ。〝可Ａ及的Ｓ速やＳかにＰ〟航こう行こう中ちゆうの〈デ・ダナン〉に乗じよう艦かんしろだとさ。こっちはもうすぐヘリで出しゆつ発ぱつしちまうぞ』

　宗介はうなり声をあげそうになってしまった。

　よりによって、このタイミングで待機命令とは。

　彼やクルツなどの陸りく戦せん隊たい員いんは、いつも強きよう襲しゆう揚よう陸りく潜せん水すい艦かん〈トゥアハー・デ・ダナン〉に乗り組んでいるわけではない。日ごろは訓くん練れんや、ほかの任にん務むのために陸おかで生活しており、必ひつ要ようなときに呼び出されて乗じよう艦かん・待機するのだ。

　乗艦後の展てん開かいはまちまちだ。実じつ際さいに戦う場合もあれば、数日以上待たされて、けっきょく出で番ばんがない場ば合あいもある。

　海に出ている〈デ・ダナン〉から乗船・待機の命令が出たので、メリダ島にいるクルツたちは、ヘリで飛んでいって艦と合ごう流りゆうすることになる。ところが宗介はいま、そのメリダ島へと向かっている最さい中ちゆうなのだ。クルツたちのヘリには乗れそうにもない。

『待っても二〇分くらいだとよ。どうだ、間まに合いそうか？』

「無む理りだ。メリダ島までは、最さい低ていでもあと二時間以上はかかる」

『じゃあ、また例の方法しかないな。風か邪ぜひくなよ。いや、おめーはひかねえか。はっはっは』

「それは構かまわないのだが。問もん題だいはカナメだ。どうしたものか……」

『あー、そうか。テッサが海の中だもんなぁ……』

「カナメはメリダ島に待たせておくか、それともトンボ帰りさせるか……」

　言ってみて、自分でも冷ひや汗あせが出てきた。

　ただでさえ不機嫌なかなめに、この場で『急きゆう用ようができた。基地で暇ひまつぶししててくれ』だの『すまないが東京に帰ってくれ』だのと……どうして告げられようか？　だいいち、今回、彼女を誘さそったのはこちらなのだ。

「どうしても、俺が乗じよう艦かんする必ひつ要ようがあるのか？　ほかの奴やつもいるだろう。一度、大佐殿に問い合わせて──」

『あー、ちょっと待った。……え？　なに、姐ねえさん』

　無む線せんの向こうで、クルツがだれかとぼそぼそ話しているのが聞こえてくる。辛しん抱ぼう強く待っていると、ほどなくクルツは戻ってきて、

『ああ。ちょうどいま伝でん言ごんが来たぜ。テッサかららしいけど……〝もしカナメさんがよろしければ、一いつ緒しよに艦かんに連れて来てください〟だとさ。良かったじゃねーか。民みん間かん人じんに乗じよう艦かん許きよ可かだ。一緒に来いよ』

「カナメにあれをやらせるのか」

　潜せん航こう中ちゆうの〈デ・ダナン〉に単たん独どくで乗艦する方法──それが少々、特とく殊しゆなのだ。

『あのコならできるだろ。あれくらい』

「ふむ……」

　もちろん、作戦行こう動どうを控ひかえた戦闘艦に、彼女を乗せるのはいくらか心配だ。だが考えようによっては、超ちよう高こう性せい能のうな〈デ・ダナン〉の艦かん内ないは、世界でもっとも安全な場所と言ってもよい。そう深しん刻こくに考える必要もないだろう。

「では、彼女も連れて行こう」

　宗介は答え、二、三の細かい打ち合わせをすると、通信を切った。




　一方、実じつ際さい、かなめは完かん全ぜんに不機嫌なのだった。

　おととい、宗介の誘いに応おうじた当とう初しよは、『やっぱり二人きりってのは……マズいかな』などと迷まよっていた。変な間違いが起きるとも思えなかったが、旅行に行くことで、なにか目に見えない一いつ線せんを越こえてしまうような気がしたのだ。

　たかが旅行というなかれ。

　一六歳の平へい均きん的てきな少女にとっては、男と二人で遠とお出でするのは、やはり人生の一いち大だい事じなのだ。日曜日に遊ゆう園えん地ちへ行くのとは、わけがちがう。しかもその相手が宗介となると──これは重じゆう大だいな懸けん案あん事じ項こうなのだった。

　学校で彼を叱しかり飛ばす自分。お姉さんぶった自分。『仕し方かたないから』面めん倒どうを見ている自分。そういう関係が、微び妙みように切り替かわってしまうような、言い知れない感かん覚かく。

　距きよ離りが近づくことで、むしろ居い心ごこ地ちのいい場所が壊こわれてしまうかもしれない……そういった不ふ安あん感かん。

　それらがない混まぜになって、胸の中がもやもやとしていた。

　やっぱりキャンセルしようか。

　何度も彼女はそう思ったものだ。

　ところが昨さく晩ばんあたりになってくると、その心しん境きようも変化していた。いそいそと着き替がえや洗せん面めんセットをバッグに詰つめ込み、鼻はな歌うたをうたっている自分に、彼女は気付いたのだ。

（ま、なるようになるわよ。それでいいじゃない）

　などと、素す直なおに旅行を楽しみに思いはじめていた。

　難むずかしく考えないで、彼と思いきり楽しもう。おいしいものも食べまくろう。なりゆきに身をまかせてしまおう。もしあいつが、なにか変なことを求めてきたりしたら──まあ、その、どうしようか。いやいや、あたしはそんなに安くないぞ。でも、ムードがあったら。やっぱダメだ。困ったな。えへへへへ……。

　こんな調ちよう子しだった。けさ、出しゆつ発ぱつしたときもだ。

　こうした微妙で複ふく雑ざつな、心のひだの紆う余よ曲きよく折せつを経へてきただけに──八丈島で『テスタロッサ大佐に会ってもらう』と言われたときには、どうしようもない脱だつ力りよく感かんに襲おそわれた。

（ああ、そういうことだったのね）

　彼女は納なつ得とくした。

（また〈ミスリル〉の任にん務むだったわけ。あんたの大切なあの娘こに頼たのまれて、あたしを小こ包づつみかなんかみたいに、その変な島に届とどけるだけだった、と。二日間、あれこれと思い悩なやんで、困こまったり浮うかれたりしてたあたしは、要ようするに、ただのバカ？）

　みじめな気分だった。とてつもなく。

　宗介は操そう縦じゆう席せきの方で、だれかと無む線せんで話していた。機き内ないはうるさいし、英語の早口だったので、なにを言っているのかははっきりとしなかった。

　キャビンに戻ってくると、宗介は落ち着きのない顔で座りこむ。

「どうかしたわけ？」

　ぶっきらぼうな声でたずねてみる。宗介はちらりとかなめを見て、

「実は、予よ定ていが変へん更こうになった」

「あ、そう」

「大佐は急きゆう用ようができて、メリダ島にいない」

「それで？」

「君がもし良ければ、これから大佐のいる船に同どう行こうして欲しいのだが」

「ふぅーん……」

　船。いつだったか、聞いたことがあるような気がする。宗介が所しよ属ぞくしている極ごく秘ひのハイテク傭よう兵へい部ぶ隊たい〈ミスリル〉は、キョウシュー……なんとかいう船を持っていて、テッサはそこの艦長だか何だかなのだと。

　確たしかに、テッサに会う必ひつ要ようは前から感じていた。自分に隠かくされた秘ひ密みつについて、彼女は知っている節ふしがあるのだ。一学期の期末テスト前に起きた、有あり明あけでのドンパチ騒さわぎ以い来らい、テッサとは電話口で何度か話しただけだった。

「いーわよ、別に……。どうでも」

　無む関かん心しんな声でかなめは答えた。

「助たすかる。待たい機きしていてくれ」

　そう言って、宗介は操縦室の方へと引き返していった。




　それからしばらく、宗介はたびたび操縦室とキャビンの間あいだを行ったり来たりしていた。キャビンの棚たなから大きなバッグを取り出したり、操縦席でなにやら無む線せん機きをいじって、パイロットと相そう談だん事ごとをしたり。

　目的地の変へん更こうが決まってから二時間が過すぎたころ、宗介が彼女にたずねた。

「君は水着を持っているか？」

「はあ？」

　いきなりなにを言っているのだろう。島に行くのは中止じゃなかったのか？

「いちおう……持ってきてるけど」

「着き替がえてくれ。キャビンの奥おくを使うといい」

「なによ、いきなり。ちょっ……」

「急げ。時間がない」

　宗介は操縦室の方へ行ってしまった。妙みようにあわただしい様よう子すである。

　仕し方かたなく、かなめはキャビンの奥のトイレに入って、いそいそと水着に着替えた。黒地にオレンジのラインが入った、ワンピース水着だ。白のビキニも持ってきていたが、宗介の前で着る気はとうに失うせていた。

　水着の上にバスタオルを羽は織おってキャビンに戻もどると、宗介がウェット・スーツを着ているところだった。私服の上に直ちよく接せつ、だ。

「……どういうこと？」

「すまない。君のサイズに合うウェット・スーツがなかったのだ」

「いや、そういうことじゃなくて──」

「手て荷に物もつをこの袋ふくろに入れてくれ。全ぜん部ぶだ」

　彼はきびきびと、オリーブ色のバッグをかなめに押おし付けた。

「詰めおわったら、ファスナーを閉とじるんだ。二重になっている。どちらもしっかりとな。そのタオルもしまっておいたほうがいい。できれば髪かみも束たばねておけ」

「……あのね。説明を──」

「軍サー曹ジ！」

　パイロットに呼よばれて、宗介はまたしても操縦室に行ってしまう。わけがわからず、かなめは自分の手荷物をオリーブ色のバッグに詰めた。

「できたか」

　すぐに宗介が戻ってくる。

「うん。だけど、なんでこんなことを……？」

「そのバッグは完かん全ぜん防ぼう水すいだ。衝しよう撃げきにも強いようにできている」

　わけのわからないことを言いながら、宗介はもう一つのバッグを開けて、いそいそとその中なか身みを身につけていった。

　それは頑がん丈じようなベルトと金かな具ぐが付いた、変な形のリュックサックだった。

「あのー。それって、もしかして……」

「君はこれをつけろ。急いで……いや、俺がつけよう。時間がない」

「ちょ……きゃっ！　なにすんのよ!?」

　宗介は無ぶ骨こつなベルトと金具を、あれよあれよという間に、かなめの身体からだに取り付けていった。ゴム手て袋ぶくろをつけた彼の手が、彼女の腕うでや肩かたや、脚あしやお尻しりを這はい回る。かなめは真まっ赤かになって抗こう議ぎしようとしたが、

「軍曹！　あと一分！」

「わかってる！」

「燃ねん料りようがないんです、やり直しは──」

「知っている、大だい丈じよう夫ぶだ！」

　妙に緊きん迫ぱくしたやり取りに気け圧おされて、思わず口をつぐんでしまった。宗介はかなめに取りつけた金具とベルトを乱らん暴ぼうに引ひっ張ぱって、その強きよう度どを確かく認にんする。

「いたた……。ねえ、いったい、なにを──」

「あと三〇秒!!」

　機き長ちようが叫さけぶと、宗介が答えた。

「感かん謝しやする！　また会おう！」

「へ？『また会おう』って？　あの、ちょっと……」

　宗介はかなめの背はい後ごに回り込むと、自分の金具を彼女のそれに『がちゃり！』と取りつけた。ちょうど二に人にん羽ば織おりと同じ格かつ好こうで、二人はしっかりと固こ定ていされる。

「なに？　ねえ？　なんなの……？」

　手荷物の入ったバッグを含ふくめ、すべての装そう備びを身に着けた宗介は、かなめを抱かかえるようにして、キャビンの右側へと大おお股またで歩いていった。

「え？　え？」

　ハッチのそばにいた副ふく操そう縦じゆう士しが、壁かべのレバーを回した。スライド式のハッチががらりと開いて、いきなりすさまじい風が機き内ないに流れ込んでくる。

「ひっ……!!」

　エンジンの騒そう音おんがたちまち大きくなって、冷たい風がごうごうとうなった。青空の彼かな方たに水すい平へい線せんが見える。はるか眼がん下かに海面がある。ほかは──なにもなかった。

　東京タワーなんか問もん題だいにならない、目もくらむほどの高さである。

　彼は開いたハッチから発はつ煙えん式しきのマーカーを機き外がいに放ほうって、外の風向きを見た。それからそばの副操縦士に親指を立てて見せ、次にかなめの肩かたをたたいて、

「よし！　行くぞ、千鳥」

「『行くぞ』じゃないわよっ！　この飛行機、まだ飛んでるじゃないの！」

「当とう然ぜんだ」

　彼女は機内に戻もどろうとじたばたしたが、宗介にベルトで固こ定ていされているせいで、思うように動けなかった。

「なにするの!?　ねえ！　まさか、あんた、ここから飛び降おりる気じゃ──」

「肯こう定ていだ」

　叫さけぶなり、宗介は勢いきおいをつけて、かなめもろとも機き外がいに飛び出した。

　足元から床ゆかが消え、内ない臓ぞうが浮かび上がるような感かん覚かくが彼女を襲おそった。

「き……きゃあぁ～～～～～～っ!!」

　……と、自分が叫んでいることだけは分かっていた。だが、その声は暴ぼう力りよく的てきな風の音にかき消されて、ほとんど自分の耳に届とどかなかった。視し界かいの片かた隅すみにあったプロペラ機きの姿すがたが、みるみる小さくなっていく。

　世界は青一色だった。

　どこまでも透とう明めいな空と、きらきら輝かがやく海。そして太陽。本当に、それしかないのだ。

「あ…………」

　真っ青な世界にいるのは、自分と彼だけだった。

　二人だけの世界。もしここに重じゆう力りよくがなかったら、どれだけ素す敵てきだろう。これまでのなにもかも許ゆるせてしまうような気がする。そう、いまこうして、強ごう引いんに飛び降おり自じ殺さつに付き合わされてる事じ実じつでさえ。

　そんなことを、頭の片かた隅すみで感じた瞬しゆん間かん──

　がくんっ、と強い衝しよう撃げきが襲おそってきて、彼女の身体は乱らん暴ぼうに持ち上げられた。いや、パラシュートが開いたのだ。

　青だけの世界は消えてなくなり、頭上をオリーブ色のパラシュートが覆おおっていた。ほとんど裸はだか同どう然ぜんの彼女を殴なぐりつけていた風が弱まり、微び風ふうが髪かみをさわさわとくすぐる。パラシュートにぶら下がった二人は、今ではゆっくりと降こう下かしていった。

「死ぬ……」

　かなめはつぶやいて、海を見下ろした。宗介が言っていた船の姿など、影かげも形かたちもない。

　ほどなく、海面がみるみる近づいてくる。

「いいか、千鳥。着水の直前に、パラシュートを切り放はなすからな。息を大きく吸すえ」

「なんで……？」

　かろうじて、彼女はそうたずねた。

「溺おぼれないために、だ。あと、三……二……」

　すでに二人はビルの数階くらいの高さまで降こう下かしていた。波の形もはっきりわかる。

「切るぞ」

　かなめは泣きたい気持ちになりながらも、肺はい一いつ杯ぱいに空気を吸すい込んだ。パラシュートがぷつりと切り放されて、二人は固まったまま海に落らつ下かした。
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　最後の衝しよう撃げき。彼女の身体は、海水と気き泡ほうに包つつまれる。

　覚かく悟ごしていたほど、水は冷たくなかった。






八月二六日　〇六三八時（グリニッジ標ひよう準じゆん時じ）

西太平洋　深しん度ど三〇メートル〈トゥアハー・デ・ダナン〉





「発はつ令れい所じよへ、ソナーっす。方ほう位い三─一─七に人間サイズの着ちやく水すい音おんを探たん知ち。距きよ離りは……推すい定ていで五〇〇ヤード」

　ソナー員いんがテッサに告つげた。

「はい。だいたい予よ定てい通どおりですね。針しん路ろはこのまま。三ノットに減げん速そくしてください」

「速そく度ど三ノット。アイ・マム」

　のろのろ航こう行こうをしていた船体が、さらに減速する。いま海面に降こう下かしたばかりの、宗そう介すけたちを艦かんに収しゆう容ようするためだ。

「『タートル』を向むかわせてくだい。コントロールはゴダートさんに」

「了りよう解かいしました。右う舷げん、タートル１を発はつ進しんさせます」

　甲かん板ぱん士し官かんがスティックを握にぎり、スイッチをたたく。

『タートル』とは、艦に搭とう載さいされた有ゆう線せん操そう縦じゆう式しきの小こ型がた無む人じん艇ていのことだった。サイズも形かたちも、文字通り海うみ亀がめにそっくりで、通つう信しん機き器きや光こう学がくセンサーを積つんでいる。さらにＡＳ技ぎ術じゆつの応おう用ようで、ヒレを使って音もなく泳ぐことができる。いわば、『泳ぐ潜せん望ぼう鏡きよう』だ。これを使うことで、〈デ・ダナン〉は自由に海上の様よう子すを探ることができるのだった。

　このカメを、宗介たちのところまで泳がせる。潜せん水すい具ぐをつけた彼らがカメにつかまったら、二人を潜水中の艦まで引っ張ぱらせる。艦のハッチの一つに、カメを横付けさせて、気き密みつ室しつに入らせて、収しゆう容よう完かん了りよう……というわけだ。

　宗介だけでなく、ほかの隊たい員いんも何度かやっている作さ業ぎようだった。わずか一人か二人の人間を収容する場合、わざわざ艦をまるごと浮ふ上じようさせるのは、効こう率りつが悪いしリスクもあるからだ。ちなみにほかの陸りく戦せん隊たいの方は、一時間前に艦を浮上させ、ヘリごとまとめて収容している。

　そのおり、ソナー員が緊きん迫ぱくした声で言った。

「こちらソナー。着水した人間が、水面で暴あばれてます」

「どういうことです？」

「溺おぼれてるのかもしれない。激はげしく水をたたく音と、悲ひ鳴めいが……。まずいっすよ」

　にわかに発令所のクルーたちが緊きん張ちようした。

　着水したあと、濡ぬれたパラシュートが身体からだに絡からみ付いて、溺れ死ぬ事じ故こはよくあることだ。まさか、宗介たちが……？

「大変だわ。第一二ハッチにダイバーを待たい機きさせて。すぐに出られるように──」

「あー、ちょっと待った。なにか叫さけんでます。すごい声です。これは……日本語か？　音を回しますよ。聞いてください」

　ソナー員が回かい線せんをつなぐと、発令所のスピーカーから問題の音が流れた。

「…………」

　確たしかに、乱らん暴ぼうに手足をばたつかせる音がした。それと悲鳴のような声も聞こえる。テッサは固かた唾ずを呑のんで、その叫び声に耳を澄すました。

〈デ・ダナン〉に搭とう載さいされた、超ちよう高こう性せい能のうソナー・システムが捕ほ捉そくした声は──

《……やめろ、千ち鳥どりっ！　ごほっ……》

《なによ!?　あんたなんか、溺れ死んじゃえばいいのよ！》

《ごぼっ……。首を……絞しめるな……っ》

《うるさいっ！　あたしの気持ちなんか……これっぽっちでも考えたことあるのっ!?　え、人でなし！　最さいっ低てい！　大だいっ嫌きらい！》

《うぐ……ごぼぼ……》

　となりに突つっ立っていたマデューカスが、判はん断だんを仰あおぐような目でテッサを見ていた。彼も日本語は知らないので、会話の内ない容ようがわからないのだ。ほとんどの、ほかのクルーたちも同じだった。そろって背はい後ごを振ふり返り、艦かん長ちよう席せきから身を乗のり出していたテッサの顔を、じっと眺ながめている。

　全員の顔には、同じ疑ぎ問もんが書いてあった。すなわち、『なぜ艦長は、助けを出そうともせず、ほけーっとしてるんだろう？』と。

「艦長？」

「…………。放ほうっておいていいです」

　テッサはすこし不ふ機き嫌げんな声で言うと、ぺたん、と座ざ席せきに腰こしを下ろした。




　すったもんだの挙あげ句く──

　かなめは慣なれない潜水用よう具ぐを着つけさせられて、変へんなロボットのカメにつかまって、宗介と共に海へと潜もぐるはめになった。

　海中には、巨大な潜水艦が待っていた。

　かなめから見た〈トゥアハー・デ・ダナン〉は、当とう然ぜんのごとく、驚きよう異いの塊かたまりだった。

　横よこ幅はばのある、空でも飛べそうななめらかな曲きよく線せん。海上から降ふりそそぐ、まばゆい光の雨の中に、ぼんやりと浮うかび上がる船体のシルエットは、どことなく投げナイフの形に似にていた。もっとも、あまりにもサイズが大きいので、本当にそんな形をしていたのかどうかは、少々自じ信しんがなかったが。

　近づけば近づくほど、彼女はその大きさに圧あつ倒とうされてしまった。新宿の超ちよう高こう層そうビルほどはあるだろうか。海中に横たわる黒い山、とでもいった方がしっくりくるくらいだ。

　彼女は宗介に手をひかれて、船せん体たいの中ほどにあった小さなハッチに入った。狭せま苦くるしい円えん筒とう形けいの気き密みつ室しつで待っていると、やがて海水がごぼごぼと吸すい出されて、やっとゴム臭くさいマウスピースから解かい放ほうされた。

「げほっ……。潜水艦だなんて……聞いてなかったわよ」

　かなめは軽く咳せき込んで、拳こぶしを握ったり開いたりした。なぜかは分からなかったが、指先が痺しびれてひりひりしていた。

「何度も話したと思ったが。それに、君も一度乗のったことがあるぞ」

「うそ？」

「嘘うそではない。もっと手て荒あらな乗り方だったし、君は意い識しきを失うしなっていたがな」

「…………」

　床ゆかのハッチを開けると、二人ははしごを伝つたって、下の甲かん板ぱんへと降おり立った。

　通つう路ろには、カーキ色の制せい服ふくを着た、アッシュ・ブロンドの髪かみの少女が待ちうけていた。

「テッサ？」

「ええ。おひさしぶりですね」

　彼女はやわらかな微び笑しようを浮かべて、わずかに小首をかしげた。

「ようこそ、チドリ・カナメさん。乗じよう艦かんを許きよ可かします」

　こうして、かなめは強きよう襲しゆう揚よう陸りく潜せん水すい艦かん〈トゥアハー・デ・ダナン〉への、二度目の乗艦を果はたしたのだった。





八月二六日　一六二五時（ペリオ標ひよう準じゆん時じ）

太平洋西部　ペリオ共和国　ベリルダオブ島

アメリカ軍　化か学がく兵へい器き解かい体たい基き地ち





　攻こう撃げきヘリの爆ばく発はつが、夜の珊さん瑚ご礁しようを赤々と照てらした。

　炎ほのおに包つつまれた機き体たいが、勢いきおいを失った独楽こまのように回かい転てんしながら落ちていき──海面に激げき突とつしてばらばらになる。

　機き関かん砲ほうの咆ほう哮こう。飛び交かう銃じゆう弾だん。燃もえあがる戦せん闘とう艇ていと、たちこめる黒こく煙えん。

　戦場となった小島の波なみ打うち際ぎわで、濃のう紺こん色のアーム・スレイブ──Ｍ６Ａ３〈ダーク・ブッシュネル〉が一機、擱かく坐ざしていた。アメリカ海軍の特とく殊しゆ部隊・ＳＥＡＬに所しよ属ぞくする高級機である。

　否いな、所属していた……とすべきか。

　全高八メートルの人型兵器は、グロテスクな角度で手足を曲げたまま大たい破はしていた。その周しゆう囲いには、金きん属ぞく製せいのはらわたと高こう分ぶん子しゲルの血けつ液えきが、無む残ざんにぶちまけられている。

　荒あれ狂くるう爆ばく音おんと砲ほう声せいの向こうで、鎮ちん圧あつ作戦に参さん加かした兵士たちの怒ど号ごうと絶ぜつ叫きようが交こう錯さくする。それはやがて、絶ぜつ望ぼうの悲ひ鳴めいへと変へん貌ぼうしていった。

『こちらエコー84。被ひ弾だんした！　メイデイ！　メイデイ！』

『脚あしをやられた！　だれか支し援えんを──』

『ちくしょう、あの赤色め。よくもボブを……！』

『──された。くりかえす、ノヴェンヴァー１が撃げき破はされた！　大たい尉いは死亡。以い後ごの指し揮きはノヴェンバー３に──』

『脱だつ出しゆつしろ！　とにかく逃げるんだ』

『助けてくれ！　だれか！　助けて！　助けて……！』

　無む線せん機きの向こうで、仲なか間またちががなりたてている。だが彼──エド・オルモス二等軍ぐん曹そうには、それらの言葉に耳を傾かたむけている余よ裕ゆうがほとんどなかった。

　彼の乗るＡＳ──やはりＭ６Ａ３だった──は、いま、コンクリートで固かためられた海岸を疾しつ走そうしている。周しゆう囲いに味み方かたはいない。オルモスの分ぶん隊たいの僚りよう機き二機は、すでに撃げき破はされていた。操オペ縦レー兵ターたちはいずれも、厳きびしい訓くん練れんを経へて軍のエリート部隊に選ばれた、トップクラスの腕うで前まえの持ち主だった。

　だというのに。

　彼らは殺されてしまった。あっけなく。たった一機のＡＳによって。

　赤色の、正しよう体たい不ふ明めいのＡＳによって──

「ばかな……こんな、ばかなことがあっていいものか。くそっ」

　コックピットの中のオルモスは青ざめていた。汗あせが止まらない。どうしても歯はの根ねが合わず、黒い瞳ひとみがせわしく敵てきを捜さがし求める。

　奴やつは。奴はどこだ。

　Ｍ６Ａ３〈ダーク・ブッシュネル〉のセンサーは、いまだに敵てつ機きを見み失うしなったままだった。その目に映うつるのは、濃のう密みつな黒こく煙えんと味み方かたの残ざん骸がい、いくつかの半はん壊かいした建けん築ちく物ぶつ。

　どこなんだ。あの赤色の奴は──

「！」

　正面に突とつ風ぷうの渦うずが生まれた。叩たたき込まれた反はん射しや行こう動どうで、オルモスは機体を横っ飛びに跳ちよう躍やくさせる。飛ひ来らいしたロケット弾だんが、彼の左をかすめていった。背はい後ごで爆ばく発はつ。衝しよう撃げきにひるまず、おぼろな影かげに向かって発はつ砲ぽうする。機体のカービン・ライフルから四〇ミリ砲ほう弾だんが吐はき出され、白い光の尾を曳ひいて煙けむりの中へと吸すい込まれていった。

　三連れん射しやを三回。当たったはずだ。しかし──手て応ごたえはなかった。

　敵機が現あらわれた。煙けむりをかきわけ、急きゆう速そくに接せつ近きんしてくる。

　暗い赤色のＡＳだった。

　細ほそ身みだがたくましいシルエット。逆三角形の上半身にひし形の頭部。どちらかといえば、西側の系けい列れつのＡＳに似ていた。だが、どのカタログでも見たことのない機き種しゆだ。外がい観かんは優ゆう美びなようでもあり、同時になにか、禍まが々まがしい力を秘ひめているようにも見えた。

　その敵機は──異い様ようなことに、笑っていた。

　機体の外部スピーカーから、あざけるような哄こう笑しようが響ひびいているのだ。

「くそったれが……！」

　オルモスは逆ぎやく上じようし、雄おたけびをあげて突とつ進しんした。敵めがけて、強力なグレネード・ランチャーを発はつ射しやする。自じ機きも巻き込まれかねないほどの、至し近きん距きよ離りで爆ばく発はつ。さらに敵機のいた場所めがけて、ライフルの残ざん弾だんをすべて叩き込んでやる。

　これならば、ただでは済すむまい。

　そう思った直後──吹ふき荒れる爆ばく炎えんと破は片へんの嵐あらしの中から、敵機が現われた。ゆっくりと。まったくの無む傷きずで。あれだけの攻撃を食らったのに。

「そんな……」

　呆ぼう然ぜんとするオルモスに向かって、赤色の機体は言った。

『弾たま切ぎれかな？　お寒さむいねえ。資し源げんは大切にしないと』

「く……」

『ちなみにあんたが最後だ。泣いて命いのち乞ごいする奴もいたが……まあ、よくがんばったな、兵隊さん』

「ふざけるなっ！」

〈ダーク・ブッシュネル〉は弾切れのライフルを捨すて、腰こしの兵へい装そうマウントから、小型のハンドガンを引き抜いた。

　すばやく敵機の頭部に照しよう準じゆんし、発砲。

　その弾だん丸がんが──空中ではじけ飛んだ。透とう明めいな盾たてにでもぶつかったように。赤い火花が散ちり散ぢりになった向こうで、赤色の機体は平へい然ぜんと棒ぼう立だちしていた。

「な……」

　うろたえたオルモスに、赤色のＡＳは人差し指を突き出し、左右に振ふってみせた。

『チッチッチ……。ダメダメ。俺が手て本ほんを見せてやる。いいか？』

　その人差し指を、ピストルの銃じゆう口こうのように、まっすぐにオルモスの機体に向ける。

　そして一言──

『バーン』

　刹せつ那な、大たい気きがゆがんだ。

　赤色のＡＳの指先から、見えない力が生まれ、宙ちゆうを走った。弾丸ではない、未み知ちのもの。もっと異い質しつな、エネルギーのつぶて。そのなにかが、堅けん牢ろうな装そう甲こうを通りぬけ、〈ダーク・ブッシュネル〉のコックピットと、その搭とう乗じよう者しやの肉体を爆ばく発はつさせた。

　最後の瞬しゆん間かんまで、オルモスにはなにが起きたのか分からなかった。

　鎮ちん圧あつチーム最後の〈ダーク・ブッシュネル〉は、操そう縦じゆう者しやと制せい御ぎよシステムを失い、その場にくずおれて、それきり動かなくなる。

　機体の正しよう面めん装甲には、傷一つさえ付いていなかった。




　　　　　●




　敵の残ざん存ぞん部ぶ隊たいが敗はい走そうし、戦せん闘とうが終わると、彼は点てん呼こをとった。

　部下のＡＳは一〇機いたが、そのうち一機が撃破され、一機が左腕うでを失っていた。歩ほ兵へいその他の損そん害がいは、戦せん死しが六名、負ふ傷しようが一〇名。

　あまり小さな損害ではなかった。だが世界でもトップクラスの実力を誇ほこる、アメリカ軍の特とく殊しゆ部隊を相手にしたことを考えれば、むしろ僥ぎよう倖こうといえただろう。

　なにしろ──対する敵は、ＡＳ一二機すべてが撃破されたのだ。ヘリや戦せん闘とう艇ていも半数が破は壊かいされ、取り残された死体の数は──少なくとも二ダース以上だった。もはや、彼らが祖そ国こくに帰ることはない。

　気の毒どくに。ああ、星せい条じよう旗きよ永えい遠えんなれ。

「さてと……」

　彼は自分の操あやつるＡＳを、基き地ちの化学兵器貯ちよ蔵ぞう庫こまで歩かせた。貯蔵庫の外がい壁へきは、流れ弾だまを食らってあちこちが崩くずれている。ここが猛もう毒どくの化学弾だん頭とうを処しよ分ぶんする施し設せつだと聞いた者なら、その光こう景けいを見て蒼そう白はくになったことだろう。

　だが、彼はまったく頓とん着ちやくしなかった。

　機体をひざまずかせて降こう着ちやく姿し勢せいをとり、コックピットから大地に下りる。右脚あしの義ぎ足そくも、ここ数週間でずいぶんとなじんでいた。

　彼は殺さつ戮りくに満足し、骨ほねを休めている自じ機きを見上げた。

　この赤色のＡＳは、彼の組そ織しきで『設プ計ラ案ン１０５８』と呼よばれていた。通つう称しようは〈コダールｉ〉。なにかと欠けつ陥かんの多かった、『設プ計ラ案ン１０５６』の改かい良りよう型がたである。その旧きゆう型がた『１０５６』は四か月前、北きた朝ちよう鮮せんの山中で、彼の右足を道みち連づれにして失うしなわれた。

「こいつに乗ってればなぁ……」

　そのときの戦せん闘とう──〈ミスリル〉の白いＡＳとの戦いを思い出し、彼は暗い笑えみを浮うかべた。

「ガウルン」

　彼を呼ぶ声がした。

　一人の男が歩いてくる。年は三〇前後といったところか。大おお柄がらでたくましく、打だ撃げき系けいの格かく闘とう家かを思わせる身体つきだった。人じん種しゆはなんとも言えない。ラテン系のようにも見えるが、東洋系といっても通じそうな──そんな顔立ちだ。眠ねむそうな目つきではあったが、同どう時じに、何事にも動じない男たち特とく有ゆうの匂においを漂ただよわせている。

　小さな丸まる眼め鏡がねが、丸い鼻はなの上にちょこんと乗のっているのが印いん象しよう的てきだった。

「クラマ。もう終わっちまったぞ。どこ行ってた」

「通つう信しんだ。ミスタ・Ｚズイｎンクとな」

　クラマと呼ばれた男は、そっけなく答えた。つい今しがた行われた戦闘には、これといった感かん想そうさえないようだった。

「ふうーん」

「あんたの言うとおりだったよ。どうやら連れん中ちゆうが来るようだ」

「ほう？」

「潜せん水すい艦かんが洋上で強きよう襲しゆう部ぶ隊たいを積つみ込んだらしい。監かん視しや偵てい察さつだけじゃなく、やる気のようだな」

　それを聞いて、彼──ガウルンはにんまりと笑った。

「くっく……。律りち儀ぎな奴らだよ。きちんと餌えさには食いついてくれる」

「だとしたら、ずいぶんと豪ごう勢せいな餌だ」

　クラマが戦闘直ちよく後ごの情じよう景けいを見渡した。いまだに燃もえ続けるＡＳと、戦闘ヘリと、そこかしこに散ちらばった米兵たち……。この作戦の失敗で、国ペ防ン総タ省ゴンのお偉えらいさんの首も、さぞや景けい気き良く飛ぶことだろう。

「そりゃそうさ。俺が派は手で好きなのは、あんたもよく知ってるだろう」

「そうだったな」

　クラマはシガレット・ケースを取り出すと、中に収おさめてあったタバコ大だいの人にん参じんスティックを抜き取り、一口かじった。

「……もう一つ、知らせがある。あんたが大好きなあのカップル。あの二人が一いつ緒しよに乗り込んでるかもしれん」

「なんだと……？」

「こちらは、まだはっきりとはしないがな。実じつ際さい、東京から姿すがたを消してるそうだ」

「へえ……。それは、それは。いいね。最高だよ」

「喜ばれても困るがな。もし〈ミスリル〉の連れん中ちゆうと一いつ緒しよに死なれては、元も子もない」

「くっく……わかってる。大だい丈じよう夫ぶだよ。彼女は死なせないようにする」

　ガウルンは、心から楽しそうに頭かぶりを振ふった。痩やせこけた相そう貌ぼうが、とうてい健すこやかとは言えない悦よろこびをたたえる。

　実じつ際さい、彼は嬉うれしかった。この計画には、いくつか気に入らないことがあったのだ。その一つが、あの小こ僧ぞうと小娘を、別々に扱あつかわなければならないことだった。

　だが、その状じよう況きようがこんな形で変わるとは。

「うん、うん。気をつけるよ。死なせない。ただな……」

　ガウルンはつぶやいた。

「ただ、なんだ」

「事じ故こってのは、起きるもんだろ？」








　２：深しん海かいパーティ





八月二六日　〇八〇七時（グリニッジ標ひよう準じゆん時じ）

西太平洋　深しん度ど二〇〇メートル〈トゥアハー・デ・ダナン〉　医い務む室しつ





　久しぶりに会ったテッサは、前よりもきりりとした印いん象しようだった。

　カーキ色の制せい服ふく姿すがたで、ひざ丈たけのタイト・スカートとあい色のネクタイが、なかなか様さまになっている。前に会ったときは、彼女はだぶだぶのＴシャツとカーゴ・パンツ姿だったので、どこからどう見ても『艦かん長ちよう』や『大たい佐さ殿どの』という感じではなかったのだが──

（ははぁ。本当に軍ぐん隊たいの人なんだ……）

　目の前に立つテッサをしげしげと眺ながめて、かなめは妙みように感かん心しんした。

「な、なんです……？」

　テッサは半歩下がって、困こん惑わく顔がおをした。

「いや……別に。元気してた？」

「おかげさまで。カナメさんは……ちょっとお疲つかれみたいですね」

　かなめは毛もう布ふにくるまって、医い務む室しつのベッドに腰こしかけ、ココアをすすっているところだった。体温や脈みやく拍はく、血けつ圧あつなど、簡かん単たんな検けん査さをした直ちよく後ごである。

　かなめを診しん察さつした艦かん医いは、ゴールドベリ大たい尉いと名な乗のる黒人のおばさんだった。彼女はかなめを診みて『すっかり良くなった』だの『あんたは頑がん丈じようだ』だのと好き勝かつ手てにまくし立ててから、『問題ないわよ』とお墨すみ付つきを出した。

　宗そう介すけはといえば、医務室の扉とびらの前で、『休め』の姿し勢せいをとり、胸をそらして突つっ立っている。それをかなめは横目で見て、

「そりゃあね。飛ひ行こう機きから突つき落とされて、海に放ほうり込まれて、ブクブクと潜もぐらされたら……よっぽどのバカでない限かぎり疲れるわよ。ほんと……」

　そう言うと、宗介のこめかみに一ひと筋すじ、脂あぶら汗あせが浮うかんだ。

「ごめんなさい。普ふ通つうの飛行機は、この艦には降おりられないんです。乱らん暴ぼうかもしれない、とは思ったんですけど」

「いーのよ……。テッサには会いたいと思ってたから。それに、いろいろと話すことがあるんでしょ？」

「ええ。それもありますけど。その前に──サガラ軍ぐん曹そう？」

「はっ、大佐殿」

　宗介が馬ば鹿か丁てい寧ねいに返へん事じした。

「主しゆ格かく納のう庫こに行っててください。そうしたら、だれでもいいから『これから行く』と伝えておいてもらえますか？」

「…………。了りよう解かいしました」

　宗介は、一いつ瞬しゆんだけ逡しゆん巡じゆんするような仕し草ぐさを見せながらも、けっきょく敬けい礼れいをして医務室を出ていった。

　二人のやり取りを見ていたかなめは、不ふ思し議ぎな違い和わ感かんを覚えた。テッサと宗介の会話はあくまでも実じつ務む的てきで、なにか妙みような色いろ気けやら含ふくみやらは感じられない。

　以い前ぜん、テッサはかなめに『宗介のことが好きになった』と宣せん言げんしていた。『お互たがいがんばろう』とも。『お互い』などとは巨大な誤ご解かいであって、自分は別べつに宗介のことをどうこうしようだとか思ってなどいない。かなめの立たち場ばとしては、『あー、そう。ふーん。がんばんなさいよ』といったところなのだが──

　やはり気になる。

　あれ以い来らい、宗介が〈ミスリル〉の仕し事ごとがらみで東京を留る守すにすると、かなめは落ちつかない気分になるのだ。自分のいないところで、宗介とテッサはどういう会話をしているのだろう？　ずっと一いつ緒しよにいるのだろうか？　ひょっとしたら、人目を忍しのんで艦の体育倉庫とかで、ベタベタと……。

「カナメさん？」

「へ……？」

　かなめは変な妄もう想そうから引き戻もどされた。

「とりあえず、平へい服ふくに着き替がえてもらえますか？　これから艦内を案あん内ないします。いくつか注ちゆう意い事じ項こうもありますし」

「う……うん。ちょっと待ってて」

　医務室の奥おくに引っ込んで、着き替がえをはじめる。水着を脱ぬぐと、壁かべの鏡かがみに映っている自分の姿すがたに目が止まった。

　鏡の中には、魅み惑わく的てきな少女の裸ら身しんがあった。なめらかで瑞みず々みずしい肌はだ。生なま乾がわきの黒くろ髪かみが、細い肩かたや豊ゆたかな胸にまとわりついている。胸を隠かくすように自分の肩を抱だいて、わずかに背せ中なかをそらし、あごを引いて、流し目を送ってみると──

（おおー。これはなかなか、いや相そう当とう……グッドなのでは？）

　さすがに妖よう艶えんとまでは行かないが、それでも充じゆう分ぶん、匂におい立つようなたたずまいだ。

　とりあえず、負けてはおらんな……と自じ己こ満まん足ぞくしたところで、急に自分のやっていることがバカバカしく思えてきた。一人で赤くなって、いそいそと着き替がえを済すませる。

　深いブルーのワンピースを着て、髪かみを赤のリボンで束たばね、サンダルをはいて出て行くと、艦医のゴールドベリ大尉が横からなにかを差し出した。

「お嬢じようさん。これを身につけてお行き」

　それはチューインガム大の、プラスティックのプレートだった。

「これは？」

「リトマス試し験けん紙しみたいなもんだよ。多た量りようの中性子に被ひ曝ばくすると、反はん応のうして色が変わっていく」

「ちゅ、中性子って……？」

「オレンジ色になってきたら危き険けん信しん号ごうだ。なるべく急いで、機き関かん部ぶの方から離はなれるようにね。あと、艦を降おりるときは、あたしに返へん却きやくしておくれ」

　テッサが横から説せつ明めいする。

「この艦の動どう力りよく源げんはＰ・Ｓ方式のパラジウム・リアクターなんです。そのプレートは、あくまで万まん一いちの場ば合あいの安あん全ぜん対たい策さくですから。あまり気にしなくていいですよ」

「…………？」

「じゃあ、付いてきてくださいね。はぐれると大変ですから」

　そう言って、テッサは医務室を出ていった。




〈トゥアハー・デ・ダナン〉の通つう路ろは、かなめとテッサがようやく並ならんで歩ける程てい度どの幅はばで、天てん井じようも低かった。学校の廊ろう下かほどもない広さだ。

　最初に艦かん内ないへ入ってきたときに、こうした通路を歩いた時の印いん象しようは、『意い外がいにごちゃごちゃしている』というものだった。壁や天井には野の太ぶといパイプやケーブル類るいが這はっており、バルブやレバーやスイッチ類、消しよう火か栓せんなどがあちこちに見み受うけられる。各かく所しよに設もうけられた水すい密みつ扉とびらは、ごつくて分ぶ厚あつくて頑がん丈じようで、どでかいハンドルが付いている。

　つまり、普ふ通つうの船とそう変わりないのだ。

　その外見から、ＳＦアニメに出てくるような『宇宙戦せん艦かん』の通路──壁も天井もまっ平たいらな通路──を想そう像ぞうしていたかなめは、いささか拍ひよう子し抜ぬけしていた。

「けっこう狭いでしょう」

　前を歩くテッサが、かなめを振ふりかえって言った。

「これでも潜水艦にしては、広い通路なんです。緊きん急きゆう時じとかに、走らなきゃならない乗じよう員いんの安全も考えました。おかげで何かにぶつかって転ぶような、そういう間ま抜ぬけな人は──きゃっ!!」

　よそ見をしたのがいけなかったのだろう。テッサは壁からちょっと張はり出したパイプに肩かたをぶつけて、その勢いきおいできりもみし、背せ中なかから床ゆかにたたきつけられた。

「ちょっと、平気？」

「だ……大だい丈じよう夫ぶです。これくらい、平気です」

　涙なみだ目めで答えるテッサを、かなめは助け起こした。

「危あぶなっかしいわねー……。本当にあんたが艦かん長ちようさんなの？」

「それを言われるとつらいんですけど……。でも、この船は……私の家みたいなものなんです。乗員のプライバシーを除のぞけば、知らないことなんてありません。たとえば、いまぶつかったパイプは、Ｂ８系けい統とうの第二八番サービス管です。デザインしたとき、ほかのモジュールの配はい置ちの都つ合ごうで、どうしてもあそこだけ壁かべからはみ出さざるをえなくなってしまって……」

　なにか観かん点てんのズレた弁べん解かいをしながら、テッサは通路を先せん導どうしていった。

　いくつかの戸口を潜くぐり抜ぬけ、階かい段だんを降おりていく。

　もう一つ印いん象しよう的てきだったのは、艦内の異い様ような静けさだった。この船はいまも航こう行こう中ちゆうのはずだったが、機き関かん部ぶの音などはまったく響ひびいてこないし、床も揺ゆれたりしない。発はつ車しやしたての新しん幹かん線せんよりも静かだ。

「そういう風ふうに作ってあるんです」

　かなめが疑ぎ問もんを口にすると、テッサが答えた。

「潜せん水すい艦かんはステルス性せいが命ですから、騒そう音おんは大たい敵てきなの。うるさい船は、それだけ遠くから敵艦に探たん知ちされてしまうんです。現げん代だい戦せんは普通、肉にく眼がんでは捉とらえられないほどの遠えん距きよ離りで撃うち合いが始まりますからね。まあ……ＥＣＳの普ふ及きゆうで、地上戦や航こう空くう戦せんはそうでもなくなってきてますけど」

「ふーん……」

　話の半分くらいは、あまりよく分からなかったが、とりあえずかなめは相あい槌づちを打っておいた。

　妙なのは、艦内で働いているクルーをほとんど見かけないことだった。通路は静かで、人の気け配はいがまるでない。一度、仏ぶつ頂ちよう面づらの若い乗員を見かけたが、その男も会え釈しやくさえせず、かなめを避さけるようにして通路の向こうに消えてしまった。

　自分はどうも、歓かん迎げいされていないらしい。

　かなめはそう思って、落ち着かない気分になった。いろいろ因いん縁ねんはあるものの、しょせんは単たんなる民みん間かん人じんの小こ娘むすめだ。そういう部ぶ外がい者しやが、自分たちの船に乗り込んできたら──まあ、いやがられるのも無む理りはないだろう。

「……この船って、何人くらい乗ってるの？」

「いまは二四〇人ちょっとです。必ひつ要ような時は、もっと乗れます」

「でも全ぜん然ぜん、さっきから人を見ないんだけど」

「ええ、それは──」

　テッサは言葉を切って、立ち止まった。

　そこは通路の行き止まりで、目の前には一つ、閉とじた水密扉があった。彼女はその扉の前で立ち止まり、こほんと咳せき払ばらいをする。

「カナメさんは、英語できますよね？」

「うん。一いち応おう」

　かなめは三年ほど前まで、ニューヨークで暮らしていた帰き国こく子し女じよだった。少々錆さび付いてきてはいるが、日にち常じよう会話レベルならいまでも支し障しようなく使える。

「いまからそっちに切り替かえましょう」

「いいけど」

「では、こちらに。カナメさんは、あんまりこういうの、好きじゃないかもしれませんけど……」

　前まえ置おきしてから、テッサは分厚い水密扉を押おし開けて、その向こう側に入っていった。

「？」

　不ふ審しんに思いながら戸口をくぐると、いままでなかった微び風ふうが、彼女の頬ほほを軽く撫なでた。油の匂においが鼻をつき、強い照しよう明めいが彼女の目を刺さす。

「あ……」

　そこには、昼間のように明るく、だだっ広い空間が彼女の前に広がっていた。学校の体育館に比くらべると、天井の高さはやや低めだが、奥行きはある。

　天井からぶら下がるクレーンと、壁の上方にしつらえられた大きなスクリーン。ヘリ用の燃ねん料りようタンクや、ＡＳ用のロケット・ランチャーなどが金属フレームに収しゆう納のうされて並んでいる。

　ここは格納庫だ。

　そしてその格納庫の左さ舷げん側がわに──およそ二〇〇人の乗員たちが、ずらりと整せい列れつしていた。

　かなめのすぐそばから格納庫のずっと奥まで、三列になって整然と。人じん種しゆも年ねん齢れいもまちまちで、着ている制服も多た種しゆ多た彩さいだった。テッサの制服に似たカーキ色の上下、オリーブ色の野や戦せん服ふく、オレンジ色や青の作さ業ぎよう着ぎ、ヘリのパイロットの操そう縦じゆう服ふく、白はく衣い、コック、エトセトラ、エトセトラ。

　その列の後ろには、全高八メートルの人ひと型がた兵へい器き──アーム・スレイブが六機、人間と同じように整せい列れつしていた。頭部が天井ぎりぎりの高さだ。これらのＡアーム・Ｓスレイブを、かなめは知っていた。五機はＭ９と呼ばれる型かたで、いちばん奥の一機だけは──以前、宗介が乗っていた白い機き体たいだ。

　ＡＳだけではない。ヘリや戦闘機まで、その向こうにきれいに並んでいた。

　格納庫に勢せいぞろいした、〈デ・ダナン〉の兵士と兵器。まずは、壮そう観かんといっていい眺ながめだった。

（なにしてるんだろ、この人たち……？）

　かなめが疑ぎ問もんに思っていると、すぐそばに立っていた中年男が、テッサの目め配くばせにうなずいた。ひょろりと痩やせ、眼め鏡がねをかけた、さえない感じのおじさんだ。

　そんな容よう貌ぼうの男が、いきなりとんでもない大声を出したものだから、かなめは驚おどろいて身をすくめてしまった。

「気アをテンつシヨけン!!」

　休めの姿し勢せいから、直ちよく立りつ不ふ動どうへ。二〇〇人と六機が、同どう時じに動いた。

「え……？　え……？」

　自分も『気をつけ』した方がいいのだろうか？　思わず後あとじさり、あたふたとしていると、さらにその中年男が声を張はり上げた。

「テスタロッサ大たい佐さと我われら戦せん隊たいの数々の危き機きに際さいし、その並なみ々なみならぬ勇ゆう敢かんさと行こう動どう力りよく、また厚こう情じようを示しめされたチドリ・カナメ嬢じように、全員、最大の謝しや意いをもって──」

　そこで一度、大きく息を吸すい込み、

「──敬けい礼れいっ!!」

　号ごう令れいと共に、全員が右手を挙あげ、それぞれの出しゆつ身しんの軍ぐん隊たいのやり方で──ぴしりと敬礼した。

　視し線せんが一いつ斉せいに彼女へと注そそがれる。あくまでも真ま顔がおの者、微び笑しようを浮かべた者、品しな定さだめをするような目の者、なぜかうるうると目め頭がしらを潤うるませている者……。

　列の向こうには、オリーブ色の野戦服を着たカリーニン少しよう佐さの姿も見えた。傷もだいたい癒いえたらしく、大おお柄がらな身体からだをまっすぐに伸のばして、かなめに律りち儀ぎな敬礼を送っている。

　さらに六機のＡＳも敬礼して、彼女を見下ろしていた。

　生き真ま面じ目めに背せ筋すじを反そらした白い機体に乗っているのは、宗介なのだろう。機械の人形なのに、なんとなく物もの腰ごしが似にているのだ。

　奥から二番目のＭ９だけは、二本指で機体のこめかみをぴっと擦こすってから、彼女に向かって右手をひらひらさせていた。軟なん派ぱな人型兵器。あれはたぶん、クルツだ。そのＭ９のわき腹を、となりから小こ突づいた別のＭ９は、マオかもしれない。

「ちょっと大げさかもしれませんけど」

　ただぽかんと口を開けているだけの彼女に、テッサがにっこりと微ほほ笑えみかけた。

「カナメさんが来ると聞いたら、みんなが『どうしても敬けい意いを表ひようしたい』と言いまして」

「え……あの？　あ、あたしは……その」

　ようやくこの場の主しゆ役やくが自分らしいことを理り解かいして、かなめはひどく慌あわてた。
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　四か月前のハイジャック事件と、二か月前の巨大ＡＳ事件。そのどちらでも、かなめは重じゆう要ような役やく目めを果はたしていた。どれも、のっぴきならない状じよう況きように放ほうり込まれて、仕し方かたなくとった行動だったのだが、結けつ果かとして何人もの命を救すくうことになったのだ。その中には、宗介やテッサの命も含まれている。

　この出で迎むかえは、ただの民間人にすぎない彼女が示しめした勇気に対する、〈デ・ダナン〉の人々の最大の敬意だった。

「えと……こ、光こう栄えいです。でも、あたし……そんな立りつ派ぱなこと、してません」

　耳まで真まっ赤かになって、かなめはぼそぼそと言った。それをテッサが一同に伝えると、兵士たちはどっと笑って、拍はく手しゆやら歓かん声せいやらをあげた。

「ヘーイ、見ろよ！　照てれてるぜ」

「かわいいわ！　いや、マジでかわいいわっ！」

「おい失しつ礼れいだぞ、みんな……！」

「ね、ね？　僕の言ったとおりでしょうっ!?」

「カナーメ！　わしのせがれのカミさんにならんかねっ!?」

「サガラめ。後ろから撃うってやる……」

　いきなり秩ちつ序じよを失って、はやしたてる乗員たち。初しよ対たい面めんの人々に、ここまで騒さわがれるのは妙な気き分ぶんだった。

「静かにせんか、貴き様さまら！」

　号令係のおじさんが、こめかみに青あお筋すじをたてて叱しかり飛ばした。その様子を、テッサは困ったような笑顔で眺ながめて、

「一ひと皮かわ剥むけば、こんな調ちよう子しなんですけど。でも、みんなあなたに感かん謝しやしてるんです。わかってあげてくださいね」

「で……でも。本当にあたし、なにもしてないのよ？　ここにいる人たちを助けたわけじゃないし」

　かなめはすっかり困こん惑わくしていた。実じつ際さい、彼女はこの潜水艦を直接救ったわけではない。ここにいる何人かの戦いを、横から手助けしただけだ。ここまで大おお騒さわぎして歓迎されるのは、どうも筋すじ違ちがいのような気がした。

「それは違いますな、ミス・チドリ」

　号令係の人が、彼女に向き直って言った。

「どのような結けつ果かをもたらしたか──それは大きな問題ではありません。かかる事じ態たいに直ちよく面めんしたとき、なにができたか。その行こう為いが、いかに困こん難なんであったか。われわれはそれを、よく知っています」

「…………はあ」

「あなたのしたことは、一人前の兵隊でもそう易やす々やすとはできないことです。どうか誇ほこりに思って欲ほしい」

　号令をかけたときとはまるで違う、淡たん々たんとした声だったので、かなめは素す直なおに受けとっていいのかどうか、迷まよってしまった。

「マデューカス中ちゆう佐さの言う通りですよ、カナメさん。……ともかく、儀ぎ式しきはこれでおしまいです。これからここで、ささやかなパーティを開く予定ですから、カナメさんもご一いつ緒しよしてくださいね」

「パーティ？　いや、いくらなんでも、そこまで歓迎してもらうのは……」

　それにそもそも、この船は軍艦ではないか。のんきに宴えん会かいなんてやっていいのだろうか……と素しろう人とのかなめでさえ心配になる。

「大丈夫ですよ。どうせ目もく的てき地ちまでは、まだたっぷり一日かかるんです。それに、もともとパーティは予定されていたの。別の理り由ゆうで」

「はあ。別の理由って？」

「ええ。実は、今日はね……」

　テッサはすこし嬉しそうに、格納庫の天井を見上げた。

「今日は、この子の一歳の誕たん生じよう日びなんです」






八月二六日　一三三五時（グリニッジ標ひよう準じゆん時じ）

〈トゥアハー・デ・ダナン〉 主しゆ格かく納のう庫こ





〈トゥアハー・デ・ダナン〉がはじめて海に出て、今日でちょうど丸一年。本ほん来らいはメリダ島基き地ちで盛せい大だいに祝いわうはずだったのが、急な作さく戦せんが入ったため、こうして艦かん内ないで小さなパーティを開くことになった……というわけだった。

　格納庫の一角に、急ごしらえのパーティ会場が作られた。空からの弾だん薬やくケースの上にテーブルクロスが敷しかれ、料理が次々に厨ちゆう房ぼうから運ばれてくる。片かた膝ひざをつき、リボンやらシーツやらで装そう飾しよくされたＭ９が、両手で横おう断だん幕まくを掲かかげていた。

『HAPPY BIRTHDAY DEAR [image: ]Tuatha de Danaan[image: ]』

　メニューはいつもどおりのものだし、飲いん酒しゆはご法はつ度とだったが、それでも味あじ気けない食堂での食事よりは、ずいぶんと華はなやいだ雰ふん囲い気きになった。

　パーティは自然な形ではじまっていた。非ひ番ばんのクルーたちが会場に出入りしては、好き勝かつ手てに食事や談だん笑しようを楽しんでいる。さしあたって当とう面めんは暇ひまな、陸りく戦せん要よう員いんたちの姿すがたが比ひ較かく的てきに多い。

　短いが印いん象しよう的てきなテッサのスピーチが済すんだあと、クルツ・ウェーバー軍ぐん曹そうが司会を務つとめて、ビンゴ大会が催もよおされた。

　クルツは陸りく戦せん要よう員いんの精せい鋭えい・特Ｓ別対Ｒ応班Ｔに属ぞくしている。金きん髪ぱつ碧へき眼がん、端たん正せいな顔立ちの若者だが、宴えん会かいの類たぐいには目のないタイプだ。

「と、いうわけでー……」

　サインペンをマイク代わりに持って、クルツが一同に告つげた。

「目玉賞しよう品ひんは三つっすー。まず三等賞。この〈トゥアハー・デ・ダナン〉が初めて海に出た際さいに壊こわれた、レーダー・マストの先せん端たん部ぶ。記念すべき、故こ障しよう第一号です。責せき任にん者しやと艦長のサイン入り。割わりとお奨すすめの記念品です。お部へ屋やのインテリアにどうぞ」

　一同が『そんなガラクタ、いらんわい』とブーイングした。クルツはそんな不ふ平へいなどどこ吹ふく風、といった様よう子すで続ける。

「次～～。メリダ島基き地ちの将しよう校こう用よう居きよ住じゆう区くに、割と上じよう等とうな部屋が一つ、空あいています。二等賞は、なんとその空室の居住権けん！　兵へい卒そつでもオッケーだそうです！」

　下か士し官かん・兵卒が盛もり上がった。そばの同どう僚りようと、口々に『それはなかなかイイな』だのと言い合う。だが、その居住区に住んでいる一部の将校たちはシラけたままだった。機き関かん担たん当とうの中ちゆう尉いが手を挙あげる。

「軍曹。その空室の隣となりに住んでいる、この私が当たったらどうなるんだ？」

「関係ないっす。涙を飲んで諦あきらめましょう」

「…………」

「そして、三つ目！　栄はえある一等賞！　これはスゴい賞品です。ちょっと、普ふ通つうでは手に入りません。はっきり言って、俺が欲しい。その一等の賞品とは──」

　クルツは手元のメモに目を落として、大おお仰ぎように言った。

「なんと、テレサ・テスタロッサ艦長の熱～～いキッスです!!」

『お……うおぉ～～っ!!』

　これには、その場の男性隊たい員いんのほとんどが、爆ばく発はつ的てきに沸わき立った。両りよう腕うでを突つき上げる者、鼻息を荒くする者、興こう奮ふんのあまりバク宙ちゆうをする者……。

　そばで突っ立っていたテッサは、しばらくの間、ただただ呆ぼう然ぜんとしていた。それから『はっ』と我われに返って、

「ウ、ウェーバーさん!?　わたし、そんなの、聞いてません！」

「えー？　でもー、『わたしに協力できることなら、なんでも言ってくださいね』とか言ってたじゃん」

「そ、それは……確たしかに、そう言いましたけど」

「イヤだったら『愛用の下着を提てい供きよう』とか、そういうのにしてもいいけど？」

「もっとイヤです！」

「じゃあキスね。決まり」

　一方的に告げてから、クルツはビンゴ大会を進行していった。

　籠かごを回して、出てきた球たまの数字を読み上げる。すでに配くばってあるカードに、参さん加か者しやたちがぶつぶつ言いながら穴を開けていく。最初に一列、五個の穴が揃そろった者が、一等賞というルールである。

　その間、テッサは壇だんの隅すみっこで肩をすぼめ、ひたすら困こまり果てていた。

　数字の読み上げが五回目になったときに、クルツが告げる。

「リーチの人は？　そろそろいないかー？」

　参さん加か者しやの一人が、むっつり顔で手を上げた。

　宗そう介すけだった。

「え……」

　テッサはどきりとして、高たか鳴なる胸に思わず手をあてた。宗介のそばにいたかなめが、ざっと身を引き狼ろう狽ばいしている。参加者の男たちは、焦しよう燥そうをあらわにして舌した打うちした。その中で、宗介一人だけが平へい然ぜんと──だが、やや怪け訝げんそうな顔で、周しゆう囲いの反はん応のうを見まわしていた。この会場でこの男だけが、一等賞の意い味みをよく理り解かいしていないようだった。

「？……どうかしたのか？」

「お……おいしい奴やつ……」

　クルツがうめいてから、ビンゴを続けた。

　テッサの心中は、ますます穏おだやかでなくなった。

　このまま、もし宗介が当たったら？　まさしく儲もうけものではないか。大手を振ふって彼に急きゆう接せつ近きんできる。自分の立場で。堂どう々どうと……！　しかし、だからといって──百数十名もの部下たちが見守ってる目の前で、キスだなんて。さすがに恥はずかしい。困る。どうしよう。

　……などと、ひそかに彼女が悶もん々もんとしていると。

「リーチだ！」

　陸戦隊の士官の一人が叫さけんだ。やはりＳＲＴに属する、ゲイル・マッカラン大尉だった。カリーニン少佐の副官で『ウルズ１』のコール・サインを持つ。黒い口ひげをたくわえた、30代半ばの小こ柄がらな男だ。

「わたしも。リーチよ」

　もう一人、輸ゆ送そうヘリチームのエバ・サントス少しよう尉いが挙きよ手しゆした。女性なのだが、妙みように楽しそうな表情を浮うかべている。

（ああ、サガラさん。どうか……）

　はやく来て。お願いだから。わたし、あなたを待ってますから……。

　こればかりは本人の意い思しではどうにもならないのだが、テッサはそう思わずにはいられなかった。彼女のそんな気持ちなど気付く風もなく、当の宗介はむっつりとビンゴのカードを見下ろし、首をひねっている。

「いよいよ盛り上がってまいりました……！　サガラか、マッカランか、サントスか。じゃあ続けるっす」

　籠が回り、球が出る。一同が固かた唾ずを飲み、テッサがはらはらとしている前で、クルツがその番号を読み上げた。

「Ｂの……29」

「すまんな、諸しよ君くん。ビンゴだ！」

　にんまりとして、マッカランが宣言した。

　たくさんのうなり声とため息。膝ひざを落として頭を抱かかえる者、カードを床ゆかに叩たたきつける者までいる。

「はい、なんと！　一等賞はマッカラン大尉でした～。外れた皆さん、ご愁しゆう傷しようさま。……テッサ？」

　がっくりと首をうなだれていた彼女は、力なくクルツに目を向けた。

「…………はい？」

「そーいうわけで。よろしくー」

　クルツが言うと、気を取りなおした一同が、やんややんやと囃はやしたてる。

　マッカランがにこにこしながら、壇上に上がってきた。いつもは陸戦隊員たちを口やかましく咜しかりつける彼だったが、いまはずいぶんと顔にしまりがなくなっている。

「艦長。ごっついのを一発。頼たのんますよ！」

「やめてください、大たい佐さ殿どの！　大尉はきっと病気持ちです！」

「いいから、やっちゃえ！　減へるもんでもなし」

　もはや是ぜ非ひもなかった。ここで『いやだ』などと言ったら、彼はきっと傷きずつくだろうし、ギャラリーもさぞや白しらけることだろう。

（もう……）

　公正な立場を保たもたなければならない。そうだ。思い出してみれば、小さい頃ころに海のイロハを教えてくれた老船乗りには、挨あい拶さつ代わりでよくキスをしたものだ。そう深しん刻こくに考えることでもないのではないか……？

　テッサは一度、ちらりと宗介の方を見た。彼はいまだに事じ態たいが飲み込めない様子で、眉まゆをひそめていた。その隣となりではかなめが、なんともいえない複ふく雑ざつな顔を見せている。

　彼女は『ふっ』と肩かたの力を抜いて、マッカランに言った。

「じゃあ……大尉。いいですか？」

「はっは……もちろんです、マム。光こう栄えいであります」

　いい歳をしたおじさんが、子供のような笑顔を浮かべる。彼女はうっすらと目を細めて、彼の頬ほほにちょん、とくちづけした。

　たちまち、冷やかすような口くち笛ぶえと拍はく手しゆ、喚かん声せいが巻き起こる。

「いやまったく、人生最良の日ですな。私はツイてる」

　ようやく一等賞の意味を理解した宗介が、人ひと混ごみの向こうで目を白黒させていた。




　ビンゴが終わると、一部のクルーが楽器を持ち出してきた。整せい備び班はんと水すい雷らい科かの兵士に混まじって、ＳＲＴのメリッサ・マオ曹そう長ちようがキーボードを演えん奏そうする。

　座ざが盛もり上がってくると、かなめが周しゆう囲いに背中を押おされ、『唄うたえ、唄え』とはやし立てられた。彼女は最初、消しよう極きよく的てきな様よう子すだったが、坂さか本もと九きゆうの『上を向いて歩こう』がウケたのに気をよくして、さらに数曲、カラオケ熱ねつ唱しようモードでその期き待たいにこたえた。テッサをステージに引ひっ張ぱり上げ、ジェームズ・ブラウンの名曲『セックス・マシーン』なんぞをソウルフルに歌ったりする。

「げらっぱ！」

「げ、げらっぱ……」

「げろんなっぱ！」

「げ、げろんなっ……ぱ？」

「声が小さい！　そんなんじゃ命令どころかピザの出で前まえも頼たのめないわよ！　ねえ、みんな!?」

『イエーァ！』

「ブルックリン橋まで連れてって欲ほしい!?」

『イエーァ！』

　早口でまくしたてると、聴ちよう衆しゆうが足あし踏ぶみしながら答える。かなめはなおもシャウトを繰くり返し、テッサがあたふたとその後に続く。そんな調子だ。

　曲が終わったところで、通つう信しん士し官かんがテッサに近づいてきて、なにかを耳打ちした。それまで心から楽しそうに笑っていた彼女は、一いつ瞬しゆん──ほんのわずかに固い表情を見せる。だがすぐに柔にゆう和わな微ほほ笑えみに戻もどると、かなめと周囲の人々に断ことわりを入れて、その場を辞じ去きよしていった。

　かなめたちは、しばしの間きょとんとしていたが、ほどなくテンションを取り戻し、パーティの続きに戻っていく。

「…………」

　そんな人ひと垣がきの輪わからぽつんと離はなれ、宗そう介すけは一人、フルーツ味のカロリーメイトをかじっていた。格納庫の隅すみの、小さなコンテナの上に腰かけて、かなめたちをなんとなしに眺ながめる。

　彼女のああいう面は、一つの才さい能のうだな……と宗介は思った。

　この船に乗り込んでまだ数時間なのに、かなめはクルーたちとすっかり打ち解とけている。それどころか、すでに高い人気を勝ち取っているようだ。彼女の気取らない物もの腰ごしや、あけすけな態たい度ど、そしてあきれるほどの警けい戒かい心しんのなさ……そういったものが、彼らの気分を和なごませるのだろう。

　あのクルーたちに限かぎったことではなかった。彼女は学校でも、その外そとでも、出会った人間と仲良くなれる。それは──銃じゆうを撃うつことやＡＳを操あやつることよりも、はるかに価か値ちのある特とく技ぎなのではないだろうか？

　彼女やテッサを見ていると、宗介はいつも、自分がひどく不ふ完かん全ぜんな存そん在ざいに思えてくるのだった。

　曲が軽けい快かいなジャズに変わった。

　かなめが壇だん上じようで歌い、かろやかなステップを踏ふむ。伏ふし目がちな微び笑しようで、優ゆう雅がに半身をひるがえすと、あの黒くろ髪かみがふわりと宙ちゆうになびいた。

　ふと──彼の口から、かすかなため息が漏もれた。なぜか彼女が、世界でいちばん自分から遠い場所にいるような気がしたのだ。

「やっぱ綺き麗れいだよなー」

　そう言われてはじめて、宗介はクルツがすぐそばにいることに気付いた。ノン・アルコールのビール缶かんを片手にしていた。

「スタイル抜ばつ群ぐんだし。センスもいいし。あれじゃあ、周りの男は放ほっとかないよな」

「知らん。興きよう味みないな」

　ぶっきらぼうに答える。

「歌もうまいし。リズム感もあるし。ガッコでもずいぶんモテてるんだろうな」

「指し導どう力りよくがあるのは確たしかだ」

　するとクルツは彼を横目で見て、意い地じの悪い笑みを浮うかべた。

「…………。おまえ、彼女のああいうところ見て、なんとも思わないの？」

「別に」

「だったら、なんでため息なんかつくんだろうなー」

「…………」

　さっきから、しっかりとこちらを観かん察さつしていたらしい。宗介はむっとした顔で、

「俺は……騒さわぎすぎを案あんじていただけだ。この艦かんは作さく戦せん行こう動どう中ちゆうだぞ。歓かん談だん程てい度どならともかく、楽がつ曲きよくの演えん奏そうなど──」

「なにズレたことぬかしてんだよ、おめーは。テッサが『いい』って言ってるんだ。三さん下したのおめーが、あれこれ言う筋すじ合あいなんかねーだろが」

「それは……そうだが」

　宗介は反はん論ろんしなかった。

　騒そう音おんは大たい敵てきの〈デ・ダナン〉だが、現げん在ざいのところ、艦の周しゆう辺へん五〇キロにはこれといった水すい上じよう艦かんも潜せん水すい艦かんもいない。作戦海かい域いきで潜せん航こう中ちゆうに、こんな騒さわぎをするのはほとんど自じ殺さつ行こう為いだったが、いまは別だった。艦内で銃じゆうをぶっ放ぱなしたとしても、それを聞くのは近所を回かい遊ゆうする魚くらいのものだろう。

　もちろん、こうしてくつろいでいる瞬しゆん間かんにも、目もく的てき地ちでは死の恐きよう怖ふに晒さらされている人々がいる。だがそれを案あんじてみたところで、艦の到とう着ちやくまでただ待つしかないことに変わりはないのだ。その時間を、こういうレクリエーションにふりあてるのは、そう悪いアイデアではない。

「みんな不安なのさ。どれだけ場ば数かずをこなしてても、な」

「…………」

　どうせ明日になれば、艦内には厳げん重じゆうな騒音規き制せいが敷しかれることになる。作戦前の張はり詰つめた空気がたちこめ、重苦しい緊きん張ちようがクルーたちの心しん臓ぞうをじわじわと絞しめつけるだろう。

　そして──戦せん闘とうがはじまるのだ。

　そんな暗あん雲うんなど存そん在ざいしないかのように、かなめとクルーたちは宴うたげを楽しんでいた。

「え？　もう一曲……!?　だって、ほら……あー、もう。困ったなぁ。じゃあさっき言ってたスティービー・ワンダーのアレとか。マオさん、いい？」

「ＯＫ、ＯＫ。なんでも来な」

「よっしゃ、いくわよー！」

　かなめがぱちんと指を鳴ならすと、前ぜん奏そうがはじまった。






八月二六日　一五一七時（グリニッジ標ひよう準じゆん時じ）

〈トゥアハー・デ・ダナン〉　中央発はつ令れい所じよ





　格かく納のう庫こでのパーティとは対たい照しよう的てきに、発令所は無む機き的てきな静せい謐ひつに包つつまれていた。

　正面スクリーンの青と、ステータス・ボードのグリーン。艦かんが知りうるすべての現げん実じつは、デジタルな数すう値ちと図表に置きかえられて、ここに整せい然ぜんと並ならんでいる。

　パーティを抜ぬけ出したテッサが戻もどると、艦長席のそばにマデューカスとカリーニンが待っていた。

「状じよう況きようは？」

「よくありませんな」

　アンドレイ・カリーニン少しよう佐さが答えた。陸りく戦せん隊たいの作さく戦せん指し揮き官かんであるこのロシア人は、いい知らせのときに居い合あわせることがほとんどない。

「米軍の特とく殊しゆ部ぶ隊たいが奇き襲しゆう攻こう撃げきを行い、それに失敗しました。詳しよう細さいはまだですが──どうも腑ふに落ちないことが多すぎます」

　正面スクリーンの一角に、化か学がく兵へい器き解かい体たい基き地ちを占せん拠きよした武ぶ装そうグループの情じよう報ほうが表ひよう示じされる。確かく認にんされている限かぎりでは、フランス製せいのＡＳが八機と、ソ連製の対たい空くう車しや輛りようが五輛。兵員がおそらく二〇名以上。それらの兵力を運び込んだ、中型の擬ぎ装そう輸ゆ送そう船せんが基き地ちの南側の海に放ほう置ちしてあった。

「確たしかに妙みようですね」

　テッサは眉まゆをひそめた。

「どこかのテロリストにしては充じゆう実じつした装そう備びだけど。あの特殊部隊を撃げき退たいできるほどだとは思えないわ。貯ちよ蔵ぞうしてある化学兵器は？」

「戦せん闘とうの影えい響きようで、致ち死し性せいのガスが流りゆう出しゆつした兆ちよう候こうはありません。意い図とした爆ばく破はなどもないようです。テロリスト側の通つう達たつでは、『次は必ず爆破する』といっているようですが」

「力押しの鎮ちん圧あつ作戦なんて、よくやる気になったわね……」

　いまのところ、この占拠事件はまったくマスコミに知られていない。アメリカ政せい府ふはこの基地の存そん在ざいが公おおやけになるのを嫌きらっており、問題をなんとか秘ひ密みつ裏りに処しよ理りしようとしている。

〈ミスリル〉情報部の報ほう告こくでは、そのテロ集団は、ペリオ諸しよ島とうにある観かん光こう施し設せつをすべて破は壊かいし、観光客を退たい去きよさせろと要よう求きゆうしていた。彼らは〈緑の救きゆう世せい軍ぐん〉と名な乗のり、今回の行動はペリオの美しいサンゴ礁しようを護まもるためだ……と声せい明めいを出している。

〈緑の救世軍〉は、アメリカ側が出した別の条じよう件けんなど、そうした種しゆ類るいの交ネ渉ゴには応おうじていない。だが、まともな産さん業ぎようは観光だけのペリオ共和国がそんな要求に応おうじられるわけがないし、『テロには一いつ切さい妥だ協きようしない』というのが欧おう米べい諸しよ国こくの基き本ほん政せい策さくだ。

　テロリストたちも、そんなことは百も承しよう知ちのはずなのだが。

「気に入らないわ」

　そう言って、彼女は自分の三つ編あみの先っぽをぎゅっと握にぎった。

「基地の占拠の手て並なみや、特とく殊しゆ部ぶ隊たいのあしらい方、装備の入にゆう手しゆ方法……どれもテクニカルでプロ臭くさいのに。要求はまるでアマチュアの強ごう盗とうみたい。なにかの陽よう動どうかしら」

「わかりません。ですが、危き険けんなことには変わりがありません」

　マデューカスが口を挟はさんだ。

「私の感かん触しよくでは──作戦本部はこの件の鎮圧を、われわれにやらせる気のようです」

「是ぜ非ひもなし、ということですね。まったく……」

　おそらく今ごろは、アメリカ政府の高官と〈ミスリル〉の上じよう層そう部ぶが接せつ触しよくしていることだろう。順スン安アン事件以い来らい、各国トップからの〈ミスリル〉に対する極ごく秘ひ作さく戦せんの依い頼らいは右肩かたあがりだ。細かい折せつ衝しようや調ちよう整せいが済すめば、いずれＧＯサインが出るはずだった。

　そのおり、艦のマザーＡＩが電でん子し音おんを奏かなでた。

『艦長。回かい線せんＧ１にインテリジェンス・メッセージ。情報本部発、ファイルＮ９８Ｈ０３８１１ａとして解かい凍とう、保ほ管かん中ちゆう。……終しゆう了りよう。直ただちに表示しますか？』

「ええ。おねがい」

『アイ・マム』

　個人用のスクリーンに、新しい情報が表示される。

　情報部から送られてきたその電子ファイルは、化学兵器工場での事件に関する追つい加か情報だった。特殊部隊がこっぴどく打ち負かされ、敗はい走そうしたときの戦せん闘とうの状じよう況きようが、未み整せい理りなままで記き述じゆつされている。テッサたちはその文書と、添てん付ぷされた図を黙だまって読んだ。

　そこに記されていた事じ実じつは、さらによくないものだった。

　米軍のＡＳは、たった一機の敵ＡＳによって全ぜん滅めつしたというのだ。

　その機き種しゆは不ふ明めい。メーカーも不明。ただ、生せい還かんした兵士が撮さつ影えいしたビデオ映えい像ぞうに、その姿だけが捉とらえられていた。

　テッサはその映像を呼び出してみる。表示された静せい止し画が像ぞうの中に、不ふ鮮せん明めいな赤いＡＳの姿があった。ふざけたように両りよう腕うでを広げ、基地のはずれを疾しつ走そうしている。

　マッシブな上半身。ひし形の頭部。長い手足と、並なみ外はずれた瞬しゆん発ぱつ力りよく……。

「これは……。あれの同どう型けい機きね」

「そのようですな。順スン安アンでサガラやウェーバーが交こう戦せんした機体と、ほぼ同じに見えます」

　凶きよう悪あくなテロリスト──ガウルンが乗っていた正しよう体たい不明の銀色のＡＳ。それと戦ったＡＲＸ─７〈アーバレスト〉のミッション・レコーダーに残された映像から、テッサたちはその姿を見み知しっていた。

「…………。『ラムダ・ドライバ』を搭とう載さいしてるのかしら」

「確かく実じつでしょう」

「米軍が負けるわけですね。……ますます気に入らないわ」

　テッサは三つ編みの先っぽを、自分の唇くちびるに押し付けた。
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　胸むな騒さわぎがした。ひどくよくないことが起おきそうな──口中が粘ねばつく不ふ快かい感かん。頭のどこかが、『その海かい域いきに近づいてはいけない』と叫さけんでいるような気がする。

　できることなら、ここで艦を一八〇度回かい頭とうさせて、メリダ島に帰りたいくらいだった。

　だが彼女は気を取りなおし、

「カリーニンさん。〈アーバレスト〉は？」

「いつでも使えます。初しよ期き化かはけっきょく無む理りでしたが」

「サガラ軍ぐん曹そうは、まだ具ぐ体たい的てきな説せつ明めいを受けていませんね？」

「そういう方ほう針しんでしたので」

「けっこう。じゃあ、いまから変へん更こうします。レミング少しよう尉いに説明させるよう伝えてください。〈アーバレスト〉と、ラムダ・ドライバについて」

「どこまで話させますか？」

「いま分かっていることすべてを、です。そう多くはないでしょうけど……」

「了りよう解かいしました」






八月二六日　一七〇二時（グリニッジ標ひよう準じゆん時じ）

〈トゥアハー・デ・ダナン〉　主しゆ格かく納のう庫こ





　パーティがお開きになって、かなめが後あと片かた付づけを手伝っていると、メリッサ・マオが声をかけてきた。

「悪かったわねー。いきなりヴォーカルに仕し立たてあげちゃって」

「ううん？　別に。楽しかったし」

　シーツをてきぱきと畳たたみながら、にっこりと答える。

「みんな結けつ構こう、ノリがいいんですね。あたし、てっきり〈ミスリル〉って、ソースケみたいなのばっかりなんだと思ってた」

「はは……あの子はちょっと、特とく別べつなのよ」

　メリッサ・マオは宗そう介すけの同どう僚りようで、かなめも以い前ぜんに何度か会っていた。ただ、こうしてゆっくりと話すのは、実は初めてかもしれない。

　東洋系のアメリカ人だと聞いていたが、ぱっと見は日本人とそう変わりない。実じつ際さい、日本語も──クルツに比くらべると若じやつ干かんの訛なまりがあるが──流りゆう暢ちように使える。ベリー・ショートの黒くろ髪かみで、吊つり気ぎ味みの大きな瞳ひとみが印いん象しよう的てきだった。

　かっこいい女ひとだなぁ……といつも思う。なんとなく色っぽいし。

「テッサとはどう？」

　かなめの仕事を手伝いながら、マオがふとたずねた。

「どうって……まあ、かわいい子ですよね」

「そう。ソースケとのこと、色々あるかもしれないけど、仲良くしてあげてね」

「え……」

　どきりとする。だがマオの方は世せ間けん話ばなしでもするかのように、

「彼女、あなたに言ったんでしょ？　『ソースケが好きだ』って」

「そ、それは……言ってたけど。でも、あたしは別に、あいつのことは──」

「なんとも思ってない？」

　マオがにまりとした。かなめはひどく歯は切ぎれの悪い声で、

「う……うん」

「ならいいんだけど。……ああ。ちなみにその話を知ってるのは、あたしだけだから。安心して。彼女とはプライベートで仲良しなのよ」

　そう言って、アクリルの袋ふくろに食器類を放ほうり込んでいく。かなめはその作さ業ぎようを、棒ぼう立だちしたまま見守っていたが、ややあって質しつ問もんした。

「でも、本当なんですか？」

「なにが？」

「その……テッサが、彼のこと……。パーティの間も、見ててあんまりそういう感じ、しなかったんだけど」

　するとマオは、複ふく雑ざつな微び笑しようを浮うかべた。だれかのことを不ふ憫びんに思っているような、すこし哀かなしげな表情だった。

「そーね。なんていうのか……あの子は航こう海かい中ちゆう、絶ぜつ対たいに『恋する乙おと女め』にはなれないの」

「どうして？」

「どうしてか、っていうと……この〈デ・ダナン〉は、殺し合いをする船だから。それでもって、彼女はその船の指し揮き官かんだから。場ば合あいによっては、艦かんと乗じよう員いんを守るために、部下に『死ね』と命令しなくちゃならないのよ」

「…………」

「だから、部下とはなるべく距きよ離りをとるの。すくなくとも、他のクルーの目がある場所ではね」

「そうだったんだ……」

　考えてみれば、当たり前の話だった。潜せん水すい艦かんだろうが、会社だろうが、学校のクラブだろうが、どこでも同じだ。

　リーダーは公正でなければならない。だれか一人に個人的な好意を持っていることを、チームの前で露ろ骨こつに見せてしまっては──ほかの人々はやる気をなくしてしまう。『このリーダーに付いていこう！』という気が萎なえてしまうのだ。

「大変なんですね……」

「そーね。大変だし、孤こ独どくよ」

　かなめはここに至いたって、ようやくテッサのすごさが分かってきたような気がした。こんな巨大な船を見せ付けられて、あれだけ大げさな歓かん迎げいまでしてもらっても、まだいま一つ実じつ感かんできなかったのだ。

　でも、どうしてなのだろう？

　自分と同おない歳どしの少女が、なぜそんな重じゆう責せきを？　このマオや、カリーニンなどといった大人おとなたちを束たばねて戦うなど。それって残ざん酷こくなことなんじゃないだろうか？

　それをマオにたずねようとしたとき──問題のテッサが格かく納のう庫こに入ってきた。彼女はこちらを見ると、とことこと歩み寄よってきて、

「カナメさん」

「な、なに？」

「話があります。付いてきてください」




　テッサに連れられて、かなめは艦かん長ちよう室しつに向かった。

〈トゥアハー・デ・ダナン〉は、ＡＳやヘリなどを収しゆう納のうする特とく殊しゆな潜水艦だ。艦の前半分は格納庫や武器弾だん薬やく庫こ、魚ぎよ雷らい発はつ射しや管かん室しつなどの『戦せん闘とう的てきな』施し設せつで占しめられており、船としての機き能のうを担になうほかの施設──発はつ令れい所じよや居きよ住じゆう区く、調ちよう理り室しつや食堂、そして動どう力りよく炉ろなどは、艦の中央から後ろに集中している。

「構こう造ぞう的てきに似ているのは、ソ連のタイフーン級ミサイル原げん潜せんですね」

　歩きながら、テッサが説せつ明めいした。

「実じつ際さい、この船はもともとロシア生まれなんです。セヴェロドヴィンスクの造ぞう船せん所じよで船体が建けん造ぞうされたんですけど、内ない乱らんの影えい響きようで、未み完かん成せいのまま北ほつ極きよく海かいに廃はい棄きされることになって。それを、私たちがこっそり貰もらい受けたんです」

「つまり、作りかけのスクラップをガメたわけ？」

「…………。まあ、そういうことになりますけど」

　なんとなく不ふ満まんそうな顔をしながらも、テッサは続けた。

「その船体をもとにして、おもにわたしと──あともう一人で──設せつ計けいをやり直しました。どんな国や企き業ぎようにもないスーパー・テクノロジーを注そそぎ込み、何年もかけて改かいし修ゆう工事をして……ようやくここまで漕こぎつけたんです」

「ふーん……」

　その話のすごさが分からないかなめは、気の無ない返へん事じをするだけだった。

「艦かんの制せい御ぎよ系けい統とうも、高いレベルで自じ動どう化かされてます。その気になれば、この船はたった一人でも操そう艦かんできるんですよ」

「一人で？」

　これにはかなめも驚おどろいた。

「ええ。ただ、その『完全自動モード』にはいろいろ欠けつ点てんもあるし、この艦の最大の強み──超Ｓ電導Ｃ推進Ｄが使えなくなってしまうんですけど。やっぱり、熟じゆく練れんしたクルーがしっかり面めん倒どうをみないと、これだけ複ふく雑ざつな艦はまともに機き能のうしませんね」

　ほどなく二人は艦長室に着つく。テッサが鍵かぎを開けて、中に入った。

　彼女が寝ね起おきする部へ屋やだということだったが、いつのまにか、医い務む室しつに置いてきたはずのかなめの手て荷に物もつが運び込まれていた。

「これは？」

「ええ。カナメさんには、ここで寝ね泊とまりしてもらいます。好きなようにくつろいでくださいね」

　その艦長室はさして広くもなく、質しつ素そなビジネスホテルのようだった。

　収納式のベッドを開くだけで、ずいぶん狭せま苦くるしくなることだろう。部屋の奥にユニットバスがあるくらいで、ぜいたくな調ちよう度ど類るいはまったく見み当あたらない。すこし気になるのは、壁かべに埋うめ込まれた頑がん丈じような金庫くらいだろうか。

　机つくえの上にはポトスの鉢はちと、カラフルな蝋ろう燭そく、籐とうの籠かごが置いてある。そしてその籠のそばに、アクリル製せいの写真立てが伏ふせてあった。

　かなめが何の気なしに、その写真立てに手をのばすと──

「あ、それは……」

　テッサが飛びかかるようにして、写真立てを両手で押おさえつけた。

「？」

「こ……これは、見ちゃダメです。その……機き密みつ事じ項こうでして。今週の命令コードとか識しき別べつコードとか……そういう感じのメモが挟はさんであるだけです」

　赤くなって、しどろもどろに説明する。だが、写真立てにそんなメモを入れておくわけがないことくらい、いくらかなめでも分かった。

　たぶん、だれかの写真だろう。たぶん──あいつの。

　先せん刻こくのマオとの話を思い出して、かなめは複ふく雑ざつな心しん境きようになった。ほほえましく、痛いた々いたしく、不安で、でもほっとする。それらの感情がない交まぜになって──胸の奥が、ほんの少しだけきゅっと絞しめつけられた。

　だが彼女は、あえて無む関かん心しんを装よそおって、

「そんな大だい事じなモンなら、もっとちゃんとしたトコにしまっておいたら？」

「そ……そうですよね。そうしましょうか」

　写真立てを金庫にしまい込むと、テッサは小さな咳せき払ばらいをした。

「さて……それじゃあ、適てき当とうに座すわってください。あと、お茶は？」

「うん。いただきます」

　答えて、その部屋で唯ゆい一いつのソファーに腰こしかける。テッサは彼女に背を向けて、キャビネットからティー・セットを取りだした。

　かなめはすこし眠ねむたかった。壁の時計はまだ夕方──一七二九時だったが、それはこの艦の中だけの、グリニッジ標準時だ。海の上の日本時間だったら、すでに夜中の一時半である。

　それを知ってか知らずか、テッサが言った。

「たぶん、お疲つかれでしょうけど。もうすこし我が慢まんしてくださいね。あしたから忙いそがしくなるんで、いまのうちにお話ししておきたいんです」

　かなめは軽くあくびをして、

「……ふぁ。うん。で、その話っていうのは？」

「わたしたちのことです」

「〈ミスリル〉の？」

「いいえ。あなたと、わたしの話です。それからあと何人か。正確な人数はわかりませんけど」

　よく意味がわからず、かなめは小首をかしげた。

「どういうこと……？」

「『さウさイやかスれパたー者ド』──」

　甘あまい吐と息いきのような声。にも拘かかわらず、かなめは自然と身を固くした。

「──この言葉はもう聞いていますね？」

「…………うん」

　静かな緊きん張ちようで、胸の鼓こ動どうがすこしだけ高まっていることに、彼女は気き付づいた。




〈ウィスパード〉。そのことなのだ。

　前からずっと、心の隅すみに引っかかっていたこと。ひどく不安になるので、努つとめて考えないようにしてきたこと。自分の中に隠かくされた秘ひ密みつ──その秘密のせいで、自分は何度か、死にそうな目にあった。

　テッサとの再会は、その秘密に対たい峙じすることなのではないかと、前から思っていた。根こん拠きよはわからないが、そう感じていたのだ。

　だからこそ、かなめは宗介に対して『はやくもう一度テッサに会わせろ』とせっつかなかった。テッサには会いたいと思っていたが、同時に──ひどく気が進まなかった。秘密に近づくことで、自分の家や学校、その世界に住む人々から、自分が遠ざかってしまうのではないか。そんな思いがどうしても頭から離はなれなかったのだ。

　だが、そんな消しよう極きよく的てきな逃とう避ひにも、終わりのときが来たようだった。

「もうお気づきかと思いますけど」

　テッサが言った。

「わたしもその一人です。あなたと同じウィスパード。知っているはずのないことを知っていて、場合によってはそれを引き出すことのできる人間です。全世界で、たぶん数人。潜せん在ざい的てきには、数十人──それくらいしか存そん在ざいしないでしょう」

　陶とう磁じ器きと金属の当たる、小こ気き味みのいい音。

　時間がゆっくり流れているような気がした。ここが深しん度ど二〇〇メートルの海中だということを、ついつい忘れてしまいそうになる。

「よくウィスパードは、『〝存ブラ在ツクし・なテクいノロ技ジ術ー〟の宝ほう庫こ』だと言われます。条じよう件けんがそろえば、現げん代だいの水すい準じゆんをはるかに超こえた科か学がく理り論ろんや技ぎ術じゆつを提てい供きようすることができるからです」

「あたしも？」

「ええ。ただ、普ふ通つうの子がウィスパードとして生まれついた場合は、自分の力にはまったく気付かないまま育つでしょうね。でも成長するにつれて、精せい神しんが成せい熟じゆくし、知ち識しきや語ご彙いが増えてくると──次し第だいに聞こえてくるんです。『ささやき声』が」

「…………」

「これが始まると、ウィスパードの知ち性せいは急きゆう激げきに高まっていきます。それまで理り解かいできなかった問題を軽々とこなし、独どく創そう的てきなアイデアを生み出し……どんどん『天才』に近づいていくんです」

「あ、あたしが……？」

「心当たりはありませんか？」

「え……と……。どうなのかな。でも……」

　かなめは一学期の期末テストの成せい績せきを思い出していた。

　英語や社会はまあまあ良かった。国語はいまいちだった。この辺りは、いつもと同じだ。だが、理科と数学に異い常じようがあった。

　理数系科か目もくのテストを受けたとき、かなめは『なんでこんな簡かん単たんな問題出すんだろ？　みんな百点取っちゃうじゃない』……と思っていた。

　だが、違ちがったのだ。

　理数系の科目における、学年の総そう合ごう平へい均きん点てんは五二点で──対するかなめは九五点だった。物ぶつ理りや微び積せきは大だいの苦にが手てだったのに。恭きよう子こたちはもちろん、宗介までもが驚きよう嘆たんしていた。

　あれが、まぐれではなかったとしたら……？

「そんなの、気き味みが悪い……」

　自分が自分でなくなってしまうような感かん覚かく。いくら労ろうせずに苦手科目を克こく服ふくできたとしても、喜べるわけがなかった。

「そうでしょうね。でも、事じ実じつです」

　テッサの声は抑よく揚ようがなかった。患かん者じやに『あなたは癌がんだ』と告つげるときの医者は、こんな喋しやべり方をするのかもしれない……とかなめは思った。

「そうした基き礎そ的てきな知ち識しきと同時に、もっと高度な──『絶ぜつ対たいに知りうるはずのないこと』を、ウィスパードは時として知ります。『ささやき』を通じて」

　ささやき。──あの声のことだ。

「いきなり？」

「ええ。わたしが知る限かぎり、あなたはこれまで二回、その力を発はつ揮きしていますね。一度目は北きた朝ちよう鮮せんの山中で。二度目はあの時──〈ベヘモス〉との戦せん闘とうの時に。あなたには決して知り得えないはずのことを、あなたは知っていた。もっとも二度目は──わたしが手助けをしましたけど」

「手助けって……」

「覚おぼえていませんか？」

「ううん。なんとなく。でも……よくわからないの。あのときなにが……」

　あのとき。ぼんやりとした意い識しきの中で、聞こえた声。一つはひどく薄うす気き味み悪いなにかで、もう一つは──たぶん──テッサのものだった。

「あのとき起きたのは、『共きよう振しん』です」

「共振？」

「ええ。いくつかの条じよう件けんが揃そろうと、ウィスパード同士は『共振』します。精せい神しんの深い部分、目には見えない場所──『領スフ域イア』を通じて、思し考こうを共きよう有ゆうすることができるんです。わたしとあなたが、互たがいに『必ひつ要ようだ』と強く感じた結けつ果か──そういうことが起おきます」

「つまり、それは……その、テレパシーみたいなもの？」

　馬ば鹿かにする気はなかった。『信じられない』などと一いつ蹴しゆうしようにも、かなめはすでに、異い常じような体たい験けんを何度もしているのだ。

「テレパシー。どうかしら。微び妙みようなところですね」

　答えながら、テッサがお盆ぼんを持って近づいてきた。どうやらお茶が入ったようだ。彼女はかなめの前の小さなテーブルにティー・カップを置いて、ピストン式のポット──プランジャーから紅こう茶ちやを注そそいだ。

　品のいい香かおりが、かなめの鼻をくすぐった。

「共振は……電話や無む線せん機きでの会話のようなものとは、ちょっと違ちがうんです。一番近い関かん係けいは、パソコンのＬＡＮかしら」

「インターネットとか？」

「もっと小しよう規き模ぼですけどね。なにしろ人数が少ないから。でも──共振はとても危き険けんな行こう為いなんです。この状じよう態たいになるのは、可か能のうな限り避さけなければいけません」

「どうして？　だって、もしホントに、そんな便べん利りな力があったら──」

「便利なモノというのは、いつでもどこでも諸もろ刃はの剣ですよ、カナメさん」

　彼女は諭さとすように言った。

「何度も言いますけど、ウィスパードの共振は『思考の共きよう有ゆう』なんです。『会話』や『通つう信しん』ではなく。溶とけ合うんです。たとえ一時的であれ……一歩間ま違ちがうと、自分がだれなのか分からなくなってしまいます。たとえば、こんな風ふうに」

　ミルクの小こ瓶びんを手に取ると、テッサはそれを紅茶に注そそいでいった。

　カップの中で、赤と白とが渦うずを作る。くるくると回りながら、紅茶とミルクが混まじっていき、それはやがて不ふ透とう明めいな瑪め瑙のう色いろになった。

「こうなったら、もうおしまいです。お茶とミルクを分けることはできません」

「…………」

　テッサはのほほんと、自分のミルクティーをすすった。

「紅茶だったら、口当たりがよくなるからいいですけど。でも、人の心はいけません。自　ア己イ同デン一テイ性テイがバラバラになって、生きていくことができなくなります」

「なんか……わかったような、わからないような」

「抽ちゆう象しよう的てきな表ひよう現げんばかりでごめんなさい。でも、わたしにも実じつ際さいのところは、よく分かっていないんです。研けん究きゆうしようにも、〈ミスリル〉にいるウィスパードは、実じつ質しつわたし一人だけになってしまいましたから」

　それを聞いて、かなめは目をぱちくりさせた。

「ほかに同じような人がいるの？」

　かなめが指し摘てきすると、テッサは辛つらそうな表情を見せた。心の中で、まだなにかが整せい理りできておらず、膨ふくれ上がる激げき情じようをどうにか抑おさえつけようとしている──そんな顔だった。

「ええ……。数か月前に保ほ護ごした一名がリハビリ中ですが──彼女を別にして、わたしのように知ち識しきを使いこなす力を持ったウィスパードが、もう一人いました」

『いた』という表現がすこし引っかかったが、かなめはそれには触ふれずに、

「どんな人？」

「名前はバニ・モラウタ。無む口くちだけど、やさしい子で……とびきり優ゆう秀しゆうだったわ。あの芸げい術じゆつ品ひん──〈アーバレスト〉は、彼が作ったんです」

「〈アーバレスト〉？」

「あの白いＡＳですよ。サガラさんの」

「ああ」

　かなめははじめて、あの機き体たいにも名前があることを知った。

「Ｍ９のプロトタイプをベースにして、ラムダ・ドライバを搭とう載さいしたのが〈アーバレスト〉です。生せい産さん性せいはまったく考えず、ただひたすら、ブラック・テクノロジーの導どう入にゆうを追つい究きゆうしたＡＳですが──もう建けん造ぞうは不ふ可か能のうでしょうね。バニがいないから……」

「テッサには作れないの？」

「ええ。ウィスパードは全ぜん知ち全ぜん能のうではないんです。ラムダ・ドライバの理り論ろんや技術については、わたしは限られたことしか知りません。意い図と的てきに『ささやき』を呼よび出して、それを知ろうとすることも可能ですが……試ためす気にはなれませんね」

「どうして？」

「共振よりも、はるかに、危険だからです。精神の深しん奥おうに潜もぐり、禁きん断だんの知識を得えようとするたび、『ささやき』がわたしたちを乗っ取ろうとします。一度彼かのものに主しゆ導どう権けんを明け渡わたしたら、決して元に戻ることはできません。わたしは、現げんにそうなってしまった仲間を知っています。彼が──バニがそうだったから……」

「乗っ取られた……と？」

「ええ。彼は発はつ狂きようして自殺したんです」




　艦長室を沈ちん黙もくが支し配はいしていた。

〈トゥアハー・デ・ダナン〉は、本当に静かな船だ。機き関かん音おんも、波の音もしない。船せん殻こくが水すい圧あつできしむこともない。

　あまりにも静かすぎて、気が狂くるいそうなほどだった。

「……さて、カナメさん」

　テッサは飲みかけのティー・カップをそっと置いた。

「わたしがこうして、ウィスパードの何たるかを話しているのは……あなたとて例れい外がいではないからです。すぐにではないにせよ、危険が迫っていることを知っておいてください。『ささやき』のこともありますが、それだけではありません。あなたやわたしのような人間を、是ぜが非ひでも欲しがっている人々がいるんですから」

「あの、ガウルンとかいう……？」

「ええ。彼は死んだようですが、その背後には何らかの組そ織しきがあったようです。〈ベヘモス〉をタクマたちに提てい供きようしたのも、たぶん同じ組織でしょう。しかも、彼らにはラムダ・ドライバ搭載型ＡＳを建造する力がある。……つまり向こうはすでに、一人かそれ以上のウィスパードを手に入れている、ということです」

「…………」

「彼らはあなたを欲ほしがっています。わたしのことを知れば、もちろんわたしも。そのためには、どんな卑ひ劣れつなことでもするでしょうね」

　かなめは落ち着かない気分になって、ワンピースの裾すそを指先でいじった。

　自分が狙ねらわれている……それは前から聞いていたことだったが、いまほどその脅きよう威いがひしひしと伝わってきたことはなかった。そんな危険を肌はだで感じるには、自分の住むあの世界──にぎやかな街まちや学校は、あまりに平和すぎて──

「でも、だって。そんな……」

「不安になるのは分かります。でも、あなたは孤こ立りつ無む援えんではありませんよ。わたしたちは、あなたがその『敵』の手に渡るのを良しとはしませんから。〈ミスリル〉の上じよう層そう部ぶもそういう考えで、情じよう報ほ部うぶから護ご衛えいを一人、あなたにつけています」

「それがソースケなのね……」

　テッサは小さく頭かぶりを振ふった。

「いいえ。サガラさんやわたしは、情報部ではなく作さく戦せん部ぶの人間です」

「？」

「あなたは気付いていないでしょうけど──サガラさんのほかに、もう一人あなたを護衛している人間がいる、ということです」

　青せい天てんの霹へき靂れき。まったくの初はつ耳みみだった。

「も、もう一人？……だれよ？」

「わたしも知りません。それに、知らない方がいいでしょう。そのエージェントは、敵てきからも味方からも完かん全ぜんに見えないことが強みなんですから。あなたがその人を意い識しきしたら、彼は──『彼女は』かもしれませんが──その強みを失うしなってしまいます」

「なんと、まあ……」

　かなめはなんとなしに、学校の生せい徒と会かい長ちようの顔を思い浮うかべていた。あの沈ちん着ちやく冷れい静せいな秀しゆう才さいだったら、もしそうだとしても──あまり驚おどろかないかもしれない。

　いや。さすがにそれはないだろう。でも、だとしてほかのだれなのか？

「『順スン安アン事件』以い降こう、あなたのそばにサガラさんを付けておくことを提てい案あんしたのはカリーニンさんです。あなたも骨ほね身みに染しみているでしょうけど、サガラさんは……平和な社会では目め立だちますから。もし敵てきがあなたを拉ら致ちしようと本気で仕し掛かけるなら、まずサガラさんを排はい除じよしようとするでしょう」

　それが意味するところを、かなめはおぼろげに察さつした。

「ちょ、じゃあソースケは……オトリってこと？」

「そういうことになりますね」

　思いのほか、けろりとして言う。

　かなめは頭がかっと熱くなるのを感じた。

「そんな！　ひどいじゃない。ソースケは──あんなに一いつ生しよう懸けん命めいなのに。そりゃあちょっとは迷めい惑わくだけど、いっつもあたしのことを守ろうと、必ひつ死しになってんのよ!?　悪い奴やつらを釣るエサにするなんて──」

「そんなことはわかってます……！」

　テッサがいきなり語気を強めた。苛いら立だちを隠かくそうともせず、きっとかなめをにらみつける。まったく──突とつ然ぜんの変へん化かだった。

　かなめが気け圧おされて黙だまり込むと、テッサはすぐに我われに返って、目を伏ふせた。

「ごめんなさい。でも……ちょっと考えてみてください。そうせざるをえないのは、だれのためなのか……」

「え……」

　虚きよをつかれて、かなめは言葉に詰つまった。

「……サガラさんは、もう一人の護衛がいることをすでに知っています。たぶん、自分が囮おとり役やくになっていることも。そして──それがひどく危き険けんな立場だということも。それでも彼は、その任にん務むを引き受けているんです。これもみんな、ほかならぬ……」

　あなたのために。

　それが言えなかったのだろう。テッサはそれきり口をつぐんだ。

　宗介が知っている──『影かげの護衛』の存そん在ざいそのものよりも、かなめはむしろそのことに驚いていた。なぜなら宗介はこれまで、そんなことなどおくびにも出さなかったからだ。いつも力りきんで、『君を守る』と言っているものの、本当のところは──彼の身がいちばん危あぶないのに。そんな大だい事じなことは、決して自分には話さなかった。

（ソースケ……）

　胸が熱くなるのと同時に、どうしようもない恥はずかしさが押し寄よせてくる。自分の馬ば鹿かさ加か減げんが情けなくなり、テッサの辛つらさが痛いほどわかり、自じ己こ嫌けん悪おとやるせなさで──消えてしまいたい気分になった。

「て……テッサ……。あの……」

「…………」

「ごめん。あ、あたし……なんにも分かってなくて。その……ホントに……」

　かなめはどう言ったらいいのかわからなかった。口くち籠ごもっていると、テッサはふっと口元を緩ゆるめて、

「いいんです。悪いのはあなたじゃなくて、あなたを狙っている敵てきなんですから……」

「……怒ってない？」

「ええ。大だい丈じよう夫ぶですよ。ちょっと……あなたとサガラさんがうらやましくて、むきになってしまっただけです」

　そう言って、テッサは大きなため息をついた。それから気分を入れ替かえるように、小こ刻きざみに首を振ふって、

「でも……！　わたしは、白しろ旗はたを上げたわけじゃありませんから」

「は？」

「さすがにこういう航こう海かい中ちゆうは控ひかえてますけど。平へい時じで基き地ちにいるときは、けっこう彼と会ってるんですよ？」

「そ、そうなの……」

「ええ。ついこの前だって、基地を二人で抜け出して、だれもいない砂浜で……」

「す、砂浜で……？」

「ふふ……。あとは秘ひ密みつです」

「あ、あんたねぇ……！」

　かなめが思わず身を乗り出すと、テッサは肩かたをすくめてみせた。

「これでおあいこですよ、カナメさん。わたし、サガラさんのことが好きです。でもあなたは、自分でそれを認みとめてないもの。だからまだまだポイント差はありません」

「あのねぇ……！　だからあたしは、そーいう……」

　そこまで言ってから、かなめは急に、むきになっている自分がおかしくなってきた。意い地じの悪い相手の目を、きっかり一秒、凝ぎよう視ししてから、ふっと肩の力を抜ぬいて、

「ま、いいか。……はは」

「ええ。……ふふ」

　二人は屈くつ託たくのない声で、しばらくの間あいだ笑いあった。

　ほんの数分前まで、まるで世界の終わりが来たように重苦しい雰ふん囲い気きだったことなど、すっかり忘れてしまっていた。

　宗介の──あの戦争ボケの話題が、こんなに救すくいになるとは。かなめはひそかに、宗介に感かん謝しやしていた。ただ、その『砂浜で二人きり』という話は、しっかりと頭の弾だん薬やく庫こにしまっておく必ひつ要ようがあるが。

「話はおおむね、こんなところです。でも最後に、あと一つ」

　ひとしきり笑ったあとに、テッサが言った。

「わたしがいま話したこと──特にウィスパードにまつわる話は、〈ミスリル〉でもごく一部の人間しか知りません。サガラさんも、ウェーバーさんも、メリッサも知らないことです」

「その、『最高機き密みつ』とか……そういう話？」

「そうですね。実じつ際さいにはもっと機密性の高い、『存　ブ在ラしツなクい・事フア実クト』という扱あつかいになりますけど」

　テッサの声は、別に重々しいものではなかった。謎なぞめいているわけでもなく、ましてや脅おどしのような響ひびきも一いつ切さいなかった。だが──それだけに、現げん実じつ的てきな迫はく力りよくがあった。

「だから……ひとつ約やく束そくして欲ほしいんです。この話を、だれにも口外しないと。サガラさんにも、あなたの学校の友達にも、ご家族にも。特に……あなたのお父様は、たぶん〈ミスリル〉のような組そ織しきを好こう意い的てきには思わないでしょうから」

「そうかも……ね」

　やっぱり知っているんだ、とかなめは思った。

　彼女の父親は国こく連れん職しよく員いんで、『国Ｕ連　環Ｎ境　高Ｈ等　弁Ｃ務　官Ｅ』という仕事を務めていた。まだ創そう設せつされてまもない役やく職しよくで、環かん境きよう問題の調ちよう停ていや規き制せいを担たん当とうする。ほかの国連組織──たとえば難なん民みん高こう等とう弁べん務む官かん──ほどの権けん威いも予算もなかったが、だからといって無む視しできる地位ではない。

「あなたのお父様の影えい響きよう力りよくを考えて、〈ミスリル〉の上じよう層そう部ぶは──わたしがカナメさんに事じ情じようを話すことを禁きんじてきました。その指し令れいは、いまでも続いています」

「え。じゃあ……」

「そう。わたしのしたことは、重大な違い反はん行こう為いです。ずいぶん長い間悩なやみましたが……話すことにしました。上層部の政治的判はん断だんのために、あなたを徒いたずらに危険なまま放ほう置ちすることはできない……そう考えたんです」

　テッサが背せ負おったリスク。それは自分の想そう像ぞうをはるかに超こえるものだろう。この〈ミスリル〉に銃じゆう殺さつ刑けいの類たぐいなどがあるのかどうかは知らなかったが、すくなくともクビになるくらいのルール違い反はんであることは確たしかだ。

　自分のために。

「でも、どうして……？」

　上うわ目め遣づかいにたずねると、テッサはかすかな動どう揺ようを見せた。妙なためらい。いや、これは──照てれだろうか？

「それは……深く考えなくていいです。そんなに大した理り由ゆうじゃありません。……とにかく、口こう外がいしないと約やく束そくしてくれますか？」

　テッサがかなめをまっすぐに見み据すえた。かなめはそれを真ま正しよう面めんから受けとめて──

「うん」

　躊ちゆう躇ちよせずに、うなずいた。

「だれにも話さない。約束する」

「友人として」

「そうね。友達として」

　自然に、二人は握あく手しゆした。




　翌よく朝あさ、かなめは宗介とクルツに伴ともなわれて、艦かん内ないのあちこちを案あん内ないしてもらった。

　食堂や待たい機き室しつ、魚ぎよ雷らい発はつ射しや管かん室しつや発はつ令れい所じよなどを回り、その部ぶ署しよのクルーからあれこれと楽しい話を聞いた。

　特にソナー室は面おも白しろかった。

　かなめはソナー員から、艦がとらえた海の音の、秘ひ蔵ぞうテープを聞かせてもらった。物もの悲がなしいクジラの鳴なき声や、豚ぶたみたいなイルカの鳴き声、そして海かい底てい火か山ざんの活かつ動どうの音。海というのは、想像していたよりずっと賑にぎやかな場所だったのだ。

　格納庫の兵器も見けん学がくした。

　戦せん闘とうヘリの操そう縦じゆう席せきを見せてもらって、操縦桿かんを握にぎったりした。ＡＳのコックピットに入れてもらって、頭部だけ動かして遊んだ。手足も動かしてみたいと言ったら、宗介が『駄だ目めだ。危ない。非ひ常じように……危ない』などと、なぜかムキになって断ことわってきた。

　彼女はテッサから聞いたことを、宗介たちには一いつ切さい話さなかった。それまで通りに、普通に接せつした。

　実じつ際さい、ただのリゾート地に出かけるよりも、よほどこの艦内は面白かった。何から何まで、見るもの出会うものすべてが新しん鮮せんで、大なり小なり驚きに満みちていた。

　だが──その日の昼を過すぎたころ、かなめは艦内の雰囲気がすこし変わってきたことに気付いた。

　クルーたちの表情が、心なしか硬かたくなっている。整せい備び作さ業ぎようで騒さわがしかった格納庫が、静まり返っている。通路を行き交う人や、居きよ住じゆう区くで暇ひまそうにしている人の姿が、めっきりと減へっている。

　どことなく、空気が緊きん張ちようしているのだ。

　かなめがそれをたずねると、宗介が答えた。

「艦が作戦海かい域いきに近付いたからな」

「作戦海域？」

「そうだ。もうすぐ実じつ戦せんがはじまる」








　３：水すい圧あつ、重じゆう圧あつ、制せい圧あつ





八月二七日　一八五七時（現げん地ち時間）

ペリオ諸しよ島とう近きん海かい








〈トゥアハー・デ・ダナン〉はペリオ諸島の北東数十キロの海かい域いきに到とう達たつしていた。

　海上の波は穏おだやかだ。夕日が映はえて、珊さん瑚ご礁しようの南洋が美しく輝かがやいている。

　その水面下、燃えあがるような赤と薄うす闇やみとの境さかい目めを、巨大な船体が進んでいく。それはある種、絵かい画が的てきな光こう景けいだった。しかも、不ふ吉きつな暗あん喩ゆの宿やどった絵だ。

　ナイフかサメを思わせる黒いシルエット。殺さつ戮りくと破は壊かいの機き能のうを秘ひめた、優ゆう雅がでなめらかな曲きよく線せん。この艦の全ぜん貌ぼうを捉とらえることのできる魚がいたら、迷まようことなくその場から逃げようとすることだろう。

　この〈デ・ダナン〉の内部では、いま着々と戦せん闘とうの準じゆん備びが進められていた。






八月二七日　一四三六時（グリニッジ標ひよう準じゆん時じ）

〈トゥアハー・デ・ダナン〉第一状じよう況きよう説せつ明めい室しつ





「ブリーフィングを始めるぞ！」

　部屋に入ってきたゲイル・マッカラン大たい尉いが、好き勝かつ手てに雑ざつ談だんをしていた兵士たちに向かって宣せん言げんした。

　この状況説明室に集められた戦せん闘とう員いんは、総そう勢ぜいで三二名。どれもラフな野や戦せん服ふく姿すがただ。これが作戦開始前になると、それぞれの『よそ行き』──迷めい彩さい服やフライト・スーツ、そしてＡＳの操そう縦じゆう服に変わることになる。

　宗そう介すけは読んでいた本から目を離はなした。ほかの兵士たちも雑談をやめる。だが宗介の後ろに座すわるクルツだけは、となりの同どう僚りよう──ヤン・ジュンギュ伍ご長ちように、ひそひそとなにやら話しかけていた。

「そこ、話をやめんか」

「ういっす」

　マッカラン大尉が大おお型がたの液えき晶しようスクリーンの隅すみで、部下たちににらみをきかせる。

　オーストラリア人の彼はカリーニン少しよう佐さの副ふく官かんであり、同どう時じに特Ｓ別対Ｒ応班Ｔのトップ──『ウルズ１』のコール・サインを持っていた。ビンゴ大会の時はゆるみがちだった顔も、いまではきびしく引き締まっている。

「全員いるな？　では少佐殿から作さく戦せん全ぜん般ぱんの説明がある！　傾けい注ちゆうせよ！」

　その横を通り過すぎて、カリーニン少佐が一同の正しよう面めんに歩み出た。手元のクリップボードに視し線せんを落とし、なんの前まえ置おきもなく切り出す。

「すでに知らせてあるが、米軍の施し設せつが武ぶ装そうグループによって占せん拠きよされた」

　来週の掃そう除じ当とう番ばんでも決めるかのような、気き取どりも気き負おいもない声。

「米海軍の特とく殊しゆ部ぶ隊たいがすでに一度、奪だつ還かんを試こころみたが失敗している。特殊なケースのため、より先せん進しん的てきな装そう備びを運うん用ようするわれわれが、彼らに代わってリターン・マッチを行うことになった。おもな任にん務むは敵性ＳＡＥＳ制Ａ圧Ｓと人ひと質じちの安全確かく保ほ、および重じゆう要よう施し設せつの破は壊かい阻そ止しになる。……パーティ会場はここだ」

　そう言って、大型スクリーンのスイッチをつける。わきのスロットにディスクを入れると、島の立りつ体たい地ち図ずが映うつし出された。

　楕だ円えん形けいの小さな島だ。斜ななめに傾かたむいたような標ひよう高こう差さになっていて、西岸が崖がけ、東岸が砂浜になっている。島の緩ゆるやかな斜しや面めん、その大部分を占せん領りようするようにして、米軍の基き地ちが横たわっていた。

「ペリオ共和国・ベリルダオブ島の化か学がく兵へい器き解かい体たい基地。老ろう朽きゆう化かした化学弾だん頭とうを、無む力りよく化かし焼しよう却きやく・廃はい棄きする目的で建けん設せつされた。そのためサリンやタブン、ソマンなどの神しん経けいガスが、まだ数百トン単たん位いで保ほ管かんされている」

　室内のほとんど全員が顔を曇くもらせた。それらの化学兵器が、『猛もう毒どく』などという生なま易やさしい言葉では済すまされないことを、よく知っていたのだ。

「問題の武ぶ装そうグループは〈緑の救きゆう世せい軍ぐん〉と名な乗のっている。今回の行こう動どうはこのペリオ諸しよ島とうから観かん光こう産さん業ぎようを追い出し、サンゴ礁しようなどの自然を守ることだそうだ。『毒ガスをまく』という脅きよう迫はくで」

「メチャクチャですね……」

「守れなかったら『安あん楽らく死し』させるってことかよ？」

「なんや、おもろない小こ噺ばなしやなぁ」

　隊たい員いんたちが口々に言った。ブラックなユーモアを感じた者もいたようで、何人かは低い笑い声をもらす。

「だいたい、なんでペリオみたいな観光地に、そんな物ぶつ騒そうな施設があるんです？」

「物騒なだけに、アメリカ本土では建けん設せつが困こん難なんだった、ということだ。住民感情、州しゆう知ち事じ選せん挙きよ、ロビー活動、その他もろもろ……複ふく雑ざつ怪かい奇きな政治的プロセス。諸しよ君くんが聞いても楽しくはないだろう」

「ごもっとも……」

　たずねた隊員が肩かたをすくめる。

「一方、ペリオ諸島はつい最近まで、アメリカの委い任にん統とう治ち領りようだった。独どく立りつ後ごのいまもアメリカの保ほ護ご下かにあり、経けい済ざい的てきにも軍ぐん事じ的にもこれに依い存ぞんしている。あの国はそうした施設の建設受け入れを押し付けられた……という形だ」

　黙だまって話を聞いていた宗介は、どこでも同じだな、と思った。貧まずしい国や地ち域いきが、いつも貧びん乏ぼうくじを引く。軍事基地、廃はい棄き物ぶつ処しよ理り場じよう、原げん発ぱつ。場合によっては、武力紛ふん争そうというおまけがつくこともある。

　カリーニンが話を続けた。

「いずれにしても、彼ら〈緑の救世軍〉には、その物騒な処分場からご退たい場じよういただかねばならない。……基地を拡かく大だいしよう」

　画面を操そう作さすると、立体地図の倍ばい率りつが上がった。

　いくつかの低いビルと兵へい舎しや、そして事じ務む所しよ。短い滑かつ走そう路ろとヘリポートもあるが、港みなとはなかった。そうしたＣＧモデルの中で、ひときわ大きな半地下式の建造物──それが化学弾だん頭とうの貯ちよ蔵ぞう庫こと処理場だった。

「未処理の化学弾頭は、この地下の貯蔵庫に保管されている。情じよう報ほうによれば、テロリストたちはこの貯蔵庫に大たい量りようの爆弾をしかけているそうだ」

「じゃあ、それが爆ばく発はつしたら──」

「破は滅めつ的てきな量の神しん経けいガスが、爆ばく風ふうによって上空数千メートルまで上じよう昇しようし、風かざ下しもの群ぐん島とうに拡かく散さんする。これらガスの致ち死し量りようは、成人一人につき一ミリグラムだ。一日でペリオ諸島は無む生せい物ぶつ地ち帯たいになるだろう」

　カリーニンは淡たん々たんと言った。

　重苦しい沈ちん黙もく。兵士たちの顔には、まったく同じ表情が浮かんでいた。すなわち、『メリダ島基地に帰りたい』と。

「したがって、まずこの爆弾を無む力りよく化かする必ひつ要ようがある。その上で敵戦力を撃げき滅めつし、同時に囚とらわれている米軍人を保ほ護ごする」

「簡かん単たんに言うよなぁ……」

「そら、ウルトラＣやで……」

「こんなのばっか……」

　口々にぼやく隊員たち。それをマッカラン大尉が怒ど鳴なりつける。

「黙らんかっ！　文もん句くを言う前に給きゆう料りよう分ぶんの仕事をしろっ！」

　一同は渋しぶ々しぶと口をつぐむ。

　カリーニンは、何なに事ごともなかったかのように説明を続けていった。

「敵戦力は、現げん在ざいのところＡＳ九機と、自走式の対トリ空プル砲Ａ五輛りようだ」

　液えき晶しようスクリーンに、敵てきアーム・スレイブの画像が呼び出された。

　丸みを帯おびた装そう甲こう。ダウン・ベストを着たような体型は、アメリカ製せいのＭ６に似ていたが、この機き種しゆには頭がなかった。小さなペリスコープが付いているだけだ。

「これが敵ＡＳだ。フランス・ジットー社製の〈ミストラルⅡ〉。イスラム圏けんや南米の一部に輸ゆ出しゆつされているタイプで、電子系は質しつ素そだがタフな機体だ」

　そこでヘリのパイロットが挙きよ手しゆした。

「なんだ」

「質しつ問もんです。その〈ミストラルⅡ〉……まだまだ現げん役えきの機種ですよね。そのテロ屋は、それだけの数をどこから揃そろえたんでしょう？」

「……七月中ちゆう旬じゆん、インドネシア陸軍向けに納のう入にゆう予定の同型機を積つんだ輸ゆ送そう船せんが、スリランカ近きん海かいで消しよう息そくを絶たつ事件があった。船は三日後に沈ちん没ぼつした状じよう態たいで発見されたが、積つみ荷にとほとんどの船員は消え失うせていたそうだ」

「ははあ……」

　船員は買ばい収しゆうされたか、もともとテロリストの一いち味みだったか……そんなところだろう。

「本ほん題だいに戻もどろう。……これらのフランス製ＡＳについては、通つう常じようの装そう備びと戦せん術じゆつで対たい応おうできる。対たい空くう砲ほうもだ。だが──最さい大だい限げんの注ちゆう意いを払はらわねばならない敵てきＡＳが一機いる」

　カリーニンがスクリーンの画面を切り替かえる。

　その『一機』の写真が映うつった。

　宗介はそれを見て、わずかに息を呑のんだ。クルツがその後ろで、小さなうなり声をあげた。二人の様よう子すに気付いたらしく、離れた席せきに座すわっていたマオが、ちらりとこちらを見る。

　ほかの隊員たちは、はじめて見る機種に眉まゆをひそめていた。

　あの機体だ。

　四か月前に戦ったのと、同じ機種。写真の機体は、銀色ではなく赤だったし、頭部の形も若じやつ干かん違ちがった。しかし、間ま違ちがいない。

　あいつが、また現あらわれたのだ。

　もちろん、あの時の操そう縦じゆう者しや──ガウルンは死んだ。だが宗介は、あの危き険けんきわまりない男の亡ぼう霊れいが、その基地をさまよっているような錯さつ覚かくに襲おそわれた。

「米軍の特殊部隊は、この一機によって全ぜん滅めつさせられた。どの国のものかはまったく不ふ明めいだが、Ｍ９と同じ第三世代型ＡＳだ。動どう力りよく源げんはパラジウム・リアクター。きわめて静せい粛しゆく性せいに優すぐれ──おそらく初しよ歩ほ的てきながら、不可視モード付きの電Ｅ磁迷Ｃ彩Ｓを装そう備びしていると推すい定ていされる。赤い塗と装そうはそのためだろう」

　ＥＣＳはレーダー波はや赤せき外がい線せんなど、様さま々ざまな電でん磁じ波はから機き体たいを隠すステルス装そう置ちだ。〈ミスリル〉の使う最新型ＥＣＳになると、可か視し光こうさえも透とう過かさせることができる。だが技ぎ術じゆつ的てきな問題で、波は長ちようの短い色──たとえば紫むらさき──を消すのは苦にが手てだ。その逆ぎやくで、比ひ較かく的に隠いん蔽ぺいが容よう易いなのが、波は長ちようの長い赤色だった。

「つまり、この機体はわれわれ同どう様よう、忍しのび歩きと闇やみ討うちが得とく意いだと？」

「そういうことだ。ＥＣＣＳを活かつ用ようしろ」

　ＥＣＣＳ。対ＥＣＳセンサーのことだ。

「さらにこの機体は『特殊な機材』を搭とう載さいしており、通つう常じようの攻こう撃げき手しゆ段だんを一いつ切さい受けつけない。もしこのＡＳに遭そう遇ぐうしたら──」

　カリーニンは部下たちの顔を見まわした。

「直ちよく接せつの交こう戦せんは避さけるように。つまり、逃げろ」

　これには一同も面めん食くらった。

「『逃げろ』って、そんなバカな」

「制せい圧あつ任にん務むなのに」

「だったら最初から、攻撃なんかしない方がマシですよ」

　不ふ平へいとも苦く笑しようともつかないような声が一いつ斉せいにあがり、たちまち室内は騒そう然ぜんとなる。またもやマッカラン大尉が『静かにしろ！』と怒鳴ったが、今度はそれほど効こう果かがなかった。

　そこで──クルツが天てん井じようを仰あおいで、ぼやくように声を張はり上げた。

「くたばりてえのか、お前ら？」

　マッカランほど大きな声ではなかったのだが──彼の一言は不ふ思し議ぎに、室内をしん、とさせた。兵士たちは怪け訝げんそうな顔でクルツに視し線せんを注そそぐ。

「少しよう佐さの言うとおりだよ。こいつはヤバい。特とく別べつなんだ。なにしろ五七ミリ弾だんがきかねえんだから。ほとんどインチキだよ」

「なんや？　フォースでも使うんか？　ダース・ベイダーみたいに」

　性しよう懲こりもなく、隊員の一人が言った。クルツは気のない目で彼を見つめて、

「そうだよ。奴やつはフォースを使う」

「ほんなら大変や。みんなでヨーダに弟で子し入りせな」

　そう言って隊員は笑った。クルツは笑わなかった。

「どうも認にん識しきが不ふ足そくしているようだが──」

　場ばが落ち着くのを気長に待っていたカリーニンが言った。

「私が『逃げろ』といったのは、助じよ言げんや頼たのみではない。『命令』だ。無む視しした者は厳げん罰ばつに処しよする。もっとも、生きていればの話だが」

「…………」

「このＡＳを、便べん宜ぎ的てきに『猛ヴエ毒ノム』と呼ぶことにする。非ひ常じように危き険けんな存そん在ざいだが、作戦のためには排はい除じよしなければならない。ヴェノムと交戦し、これを破は壊かいする仕事はサガラ軍ぐん曹そうにやってもらう」

　隊員たちが、はじめて宗介に視し線せんを注いだ。

　宗介は特に驚おどろかなかった。たぶん、この機体の相手は自分がすることになるだろう……と思っていたのだ。

「〈アーバレスト〉で、ですか」

　彼は確かく認にんの意い味みでたずねた。

「そうだ。ヴェノムと遭そう遇ぐうしたら、他の者は後こう退たいして君を援えん護ごする。連れん携けいプレーと接せつ近きん戦せんで絡からみ付いて、休む暇ひまを与えるな。そうすれば必ず勝しよ機うきは来る」

「もし自分が敗れたら？」

　宗介の視し線せんをまっすぐに受けとめ、カリーニンは冷れい然ぜんと言った。

「作戦は失敗だ。味み方かたは残らずヴェノムの餌え食じきになるだろう」

「…………」

　宗介は、室内の全員分の体重を、自分の肩かたに載のせられたような気分になった。

　危険な任務、死ぬ一歩手前の状況を、宗介はこれまで数え切れないほど潜くぐり抜ぬけてきた。だがそれは、一人の戦せん闘とう員いんとしてだ。

　もしミスをしても、死ぬのは自分一人だけだった。それだって笑い事ではないのだが──とにかく、まだ責せき任にんは『チームの一員』レベルだったのだ。

　自分はただの傭よう兵へい。

　ただの脇わき役やく。

　ただの『損そん害がい・一』で数えられる存在。

　そのはずだったのだが。

　それがあの時から──〈アーバレスト〉と千ち鳥どりかなめに出会ったあの事件から、すべて変わってしまったような気がした。あのＡＳとあの少女の存在が、彼に『失敗』を厳げん禁きんしつつあるのだ。

　負けられない。絶ぜつ対たいにミスはできない。死ぬことさえも、許ゆるされない。

　この恐ろしいほどの重じゆう圧あつ。

　それでも宗介は、いつも通りのむっつり顔で、床ゆかを眺ながめ、静かに答えた。

「了りよう解かいしました」

「けっこう。下か士し官かんとしての義ぎ務むを果はたせ」

　作戦指し揮き官かんは一同に向き直った。

「今回の出しゆつ撃げきは水中から行う。撤てつ収しゆうはヘリだ。ＡＳ六機を三チームに分け、それぞれ突とつ入にゆう班はん、狙そ撃げき班、爆ばく弾だん処しよ理り班とする。なお、爆弾処理班の潜せん入にゆうルートには朗ろう報ほうがある。概がい略りやくは以上だ。詳しよう細さいは大尉から聞け。……マッカラン」

「はっ」

　カリーニンが下がると、マッカランが入れ替かわりに進み出た。

「まずＡＳのチーム編へん成せいだ！　突入チームは私とサガラ。狙撃チームはウェーバーとグェン。爆弾処理チームはマオとダニガンだ。ほかのＳＲＴ要よう員いんは歩ほ兵へいの分ぶん隊たい指揮官としてヘリに待たい機きしてもらう！　なお、無む線せんの周しゆう波は数すうは──」





八月二七日　一六二一時（グリニッジ標ひよう準じゆん時じ）

〈トゥアハー・デ・ダナン〉主しゆ格かく納のう庫こ





　ブリーフィングが終わると宗そう介すけは主格納庫に足を向け、技ぎ術じゆつ士し官かんと打ち合わせをはじめた。

　ＡＲＸ─７〈アーバレスト〉は一ひと晩ばんのうちに、ダーク・グレーに塗と装そうされていた。

　Ｍ９に使われているのと同じ塗と料りようを、白い装そう甲こうに直ちよく接せつ吹ふき付けただけの応おう急きゆう処しよ置ちだ。本ほん格かく的てきな隠おん密みつ作さく戦せんで、あの白は目立ちすぎるからだった。

〈アーバレスト〉の体型は、Ｍ９同どう様よう、かなり人間に近かった。関かん節せつは柔じゆう軟なん性せいに富とみ、手足はすらりと長い。同どう時じに力強くもあり──敏びん捷しようでたくましい戦士を彷ほう彿ふつとさせる。

　頭部の形も風ふう変がわりだった。

　するどい二つ目のようなデュアル・センサーと、その下に設もうけられた兵へい装そう保ほ持じ用ようのハード・ポイント。それが独どく特とくの顔付きに見えて、古い時じ代だい劇げきにでも出てくる『巻まき物ものをくわえた忍にん者じや』を連れん想そうさせる。

　肩部に取りつけられた、左右それぞれ二枚ずつの羽は根ね状じようの部ぶ品ひんは、冷れい却きやくを補ほ助じよする放ほう熱ねつユニットである。この部分には、似にたような形のサブ・コンデンサや、場ば合あいによっては武ぶ器きを装そう備びすることも可か能のうだった。

　こうした一種独どく特とくのパーツ類るいと、鋭えい敏びんなフォルムを持つため、この機体には神しん秘ぴ的てきな風ふう格かくが漂ただよっている。触ふれただけで神しん罰ばつが下りそうな──そんな雰ふん囲い気きだ。

　たいていの人々が抱いだくその第一印いん象しようは、あながち間ま違ちがいではなかった。

　ラムダ・ドライバという未み知ちの装そう置ち。これを積つんでいるために、〈アーバレスト〉は事じ実じつ、神秘的な存在だった。

〈アーバレスト〉担たん当とうの技術士官の話では、ラムダ・ドライバは主に三つの要よう素そで構こう成せいされているという。

　一つは、コックピットに取りつけられた『ＴＡＲＯＳ』と呼よばれる装置。

『オムニ・スフィア転てん移い反はん応のう（Transfer And Response Omni-Sphere）』の略りやくだというが、それが意い味みするところは技術士官も理り解かいしていない。あいまいながらも分かっている部分は、搭とう乗じよう者しやの全身の神しん経けいパルスを読み取り、それを特殊な電でん気き信しん号ごうに変える機き能のうがあるらしいということ……

　もう一つは、ラムダ・ドライバの中ちゆう核かくとなる小型冷れい蔵ぞう庫こ大だいのモジュールだ。

　中身はレーザーに似にた、美しい虹にじ色いろの光の束たばが納おさまったシリンダーで構こう成せいされているそうだが──それがどういう機き能のうを果はたすのか、まったくわからない。『駆く動どう』の時には瞬しゆん間かん的てきに莫ばく大だいな電力を消しよう費ひするらしく、そのための予よ備びコンデンサーが機体に積んである。このモジュールは機き体たいのＡＩ〈アル〉とも直ちよつ結けつされているが、いくらソフトウェアを解かい析せきしても、どういうつながりがあるのかは不ふ明めいだという。

　最後の一つは、機体の全身を支える骨こつ格かく系だった。

　基き本ほんはＭ９と同じ、チタン合ごう金きんやセラミックなどの複ふく合ごう素そ材ざいらしかったが、その芯しんに風ふう変がわりな構こう造ぞう材ざいが鋳い込こんであるという。微び細さいな結けつ晶しようが、まるで神しん経けいネットワークのように複ふく雑ざつなパターンでつながりあって構成されており、電気を通すとそのパターンが変化する。だが、やはり──それがどういった機能を持つのかはまったく不明だった。

　要ようするに。

　わからないこと尽づくしなのである。

　ＡＩの〈アル〉は起き動どう時じに、必かならず『ラムダ・ドライバの駆動には〝ＳサーＧジエＴントサガラ〟の搭とう乗じようが必ひつ要よう』と表ひよう示じしてくる。ほかの操そう縦じゆう者しやを拒きよ否ひするわけではなかったが、そうしたテスト操縦者を乗せても、ラムダ・ドライバは決して駆動しなかった。

　相さが良ら宗介が必要──その表示を消そうとする試こころみは、これまですべて失敗してきたという。〈アル〉を初しよ期き化かしても駄だ目めだった。ほかの強ごう引いんな処しよ置ちを施ほどこそうとすると、〈アル〉はきまってエラーを起おこして凍とう結けつしてしまった。

「つまりこういうことよ。お手て上あげ」

　妙みよう齢れいの技術士官──ノーラ・レミング少しよう尉いは、そう言って軽く両りよう手てをあげた。

「ただ言えるのは、この機械が『精せい神しん力りよくのようななにか』を増ぞう幅ふくする装そう置ちなのではないか、ということね。こんなオカルトじみたこと、本当は言いたくないんだけど」

「これを作った人物は？」

　宗介はへの字口をいっそう曲げて、〈アーバレスト〉を見上げた。

「亡なくなったそうよ。私よりも、このラムダ・ドライバを知っているのは、あとは艦かん長ちようくらいのものね。ただ彼女も、ＴＡＲＯＳについての理り解かいがあるくらいで……」

「……そうですか」

「だからこの機き体たい、新たに建けん造ぞうはできないの。スペアのパーツがすこしだけ残っていたから、千ち切ぎれた腕うでは元通りになったけど──今度左腕をなくしたら、次からはＭ９のパーツを流りゆう用ようするしかないわ」

「注ちゆう意いします」

「でも大だい丈じよう夫ぶよ。あなたはぶっつけ本ほん番ばんで、これまで二回も『駆動』に成せい功こうしてるんだから。きっと素そ質しつがあるんだと思う」

「素質……ですか」

「そう。神様がくれた、すてきなプレゼントよ。だから自じ信しんを持って、サガラ軍ぐん曹そう」

　そう言って少尉は微ほほ笑えんだ。





八月二七日　一六五五時（グリニッジ標ひよう準じゆん時じ）

〈トゥアハー・デ・ダナン〉厨ちゆう房ぼう





　どれだけ物もの珍めずらしい場所だとしても、一日もいれば、さすがに艦かん内ないの景け色しきも見み飽あきて、見けん学がくできる場所もなくなり、手て持もち無ぶ沙さ汰たになってくるのだった。

　宗そう介すけたちも、なにやら『会議がある』と言っていなくなってしまったし、テッサにいたっては朝からほとんど姿すがたを見ない。発はつ令れい所じよに顔を出したとき、テッサは号令係のおじさんとなにかの相談に耽ふけっていて、こちらには目め線せんで挨あい拶さつをしただけだった。

　ヒマだった。

　そろそろ帰りたいなー、などと思ったりもする。

　この艦が仕事を終えて帰き投とうし、基き地ちに戻もどるのはあさってくらいになるそうだった。かなめが望のぞめば、その前にヘリで基地まで彼女と宗介を送り、早めに東京へ帰してくれるという。だがそれも、その『仕事』──作さく戦せんが済すんでからの話だ。明日までは、この艦内でブラブラしていなければならない。

　仕し方かたがないので、かなめは食堂の厨房に出かけ、コックの仕事を手伝っていた。山と積まれたタマネギを、一いつ心しん不ふ乱らんに刻きざみまくる。さらにニンジン、続いてジャガイモ。次から次へと。暇ひまつぶしにはちょうど良かった。

「いい腕うでしてるなあ、あんた」

　彼女の包ほう丁ちようさばきをみて、コックのお兄さん──この船の数少ない日本人だった──はしきりに感かん心しんした。

「どーも、どーも」

「オーブンの使い方もしっかり心こころ得えてるし。いっそ学校なんかやめて、この船に就しゆう職しよくしないか？　俺が深しん海かい料理の真しん髄ずいを教えてやるぜ」

「ははは、遠えん慮りよしときます」

　笑っていると、艦かん内ない放ほう送そうが入った。

『艦長です』

　テッサの声だった。

『これより本ほん艦かんは、作戦海かい域いきに進入します。今回の作戦では、敵てき対たい的てきな水上・水中艦は存そん在ざいしません。また、この艦自体が戦せん闘とう行こう為いを行う予定もありません。ですが例によって、わたしたちは影のように振ふる舞まうことになります。とはいえ、この艦と皆みなさんの力があれば、それはそう難むずかしいことではないでしょう。いつも通りに、きっちりと、注意深く仕事をしてください。神のご加か護ごはわたしたちと共にあります』

　スピーカーの向こうで、小さな咳せき払ばらいがした。

『では、第二戦せん闘とう配はい置ちについてください。以上です』

　放送が終わった。戦闘配置を告つげるベルの音──本ほん物ものそっくりだが、たぶん電でん子し音おんだ──が鳴なり響ひびく。厨房のすぐとなり、食堂でくつろいでいた何人かのクルーが、慌あわただしく立ちあがり、自分たちの部ぶ署しよへと駆かけ出していった。

「あーあ、はじまっちまったなあ」

　コックがぼやいた。かなめはわずかに不ふ安あんを覚えながら、

「これから戦うの……？」

「ああ。でも心配しなくていいよ。たぶん、この艦自じ体たいは戦わないから。戦うのはＳＲＴの連れん中ちゆうだろうな」

「ＳＲＴって……」

「特とく別べつ対たい応おう班はんのことだよ。サガラ軍ぐん曹そうもその一人だね」

　宗介がこれから戦いに行く。

　改あらためてそう知らされて、かなめは落おち着つかない気き分ぶんになった。これまでだって、彼が戦うところは見たことがあるし、一いつ緒しよに散さん々ざんな目に遭あってもいるのだが──こういう形ははじめてだった。

　これから戦う。

　この前まえ置おきは、なんとなく重たい。

「ちょっと……席外していいかな」

「え？」

　かなめはぽかんとしたコックを置おき去りにして、厨房を飛び出した。

　戦闘配置の発はつ令れい直ちよく後ごで、人の行き交かいが激はげしい通つう路ろを駆かけ、宗介たちが寝ね起おきしている待たい機き室しつに向かう。しかし、そこはもぬけの殻からだった。さらに二、三の心こころ当あたりを回り、それでも見付からず、格かく納のう庫こまで来てみると──

「あ……」

　すでに武ぶ装そうを施ほどこしたＡＳの前で、宗介が立ち話をしていた。

　漆しつ黒こくのＡＳ操そう縦じゆう服ふく姿すがたで、クリップ・ボード型の電子端たん末まつを手に、作さ業ぎよう着ぎ姿の女性と相そう談だん事ごとをしている。宗介からすこし離はなれた場所には、クルツとマオ、それから名前は知らないが東洋系の隊たい員いんがたむろしていた。

「カナメ？」

　まず最初にクルツが気付いた。

「どーしたんだ、息切らして？　あ……わかった、俺にお守まもり持ってきてくれたのね。昔から効きくっていうもんなー、処しよ女じよの陰いん──おぐっ！」

　マオの肘ひじがみぞおちに食い込み、クルツはその場にうずくまった。マオはこめかみの辺あたりをひくつかせながら、

「どうしてあんたは、そう、あんな風ふうにアレなのよ。……で、どうかしたの、カナメ？」

「えっと、その……特とくには。なんとなく……」

　かなめはうろたえた。なにをしに来たのか、自分でもよくわからなかったのだ。

　ちらりと宗介の方を見てみると、彼はいまだに技術者と専せん門もん的てきな話をしていた。かなめの存そん在ざいには、まったく気付いていない。あまりにも真しん剣けんな様よう子すなので、とても気軽に声などかけられそうになかった。
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「そう。ここは危ないわよ。出しゆつ撃げき前まえになるとＡＳが歩き回るから」

「う……うん」

「いま、戦闘配置中なの。だから、すまないけど……ね？」

　それが意味するところは、かなめにも分かった。マオは婉えん曲きよくに『出て行け』と言っているのだ。小さな疎そ外がい感かんを覚えながらも、彼女はうなずいた。

「うん……邪じや魔ましてごめんなさい」

　仕し方かたなく、かなめはきびすを返した。

　格納庫の出口までとぼとぼと歩き、もう一度振ふりかえってみる。

　マオが『すまんっ』と拝おがむようなジェスチャーを示し、クルツがひらひらと手を振っていた。

　けっきょく宗介は、最後までかなめに気付いていなかった。

　小さな後ろ姿。

　彼が自分から、世界でいちばん遠い場所にいるような気がする。

（これが見み納おさめとか、そういうのはないよね……）

　そう思って、彼女はため息をついた。





八月二七日　一七五〇時（グリニッジ標ひよう準じゆん時じ）

ペリオ諸しよ島とう　ベリルダオブ島の北東 一五マイル〈トゥアハー・デ・ダナン〉





　出しゆつ撃げき前まえの発はつ令れい所じよは、部下たちの声であふれかえっていた。

「現げん在ざい、深しん度ど八〇。速そく力りよく三ノット。ＥＭＦＣ、問もん題だいなし」

「タートル１、深度一〇……五……停てい止し」

『ソナー室より。付ふ近きんの海上に航こう空くう機きはいないっす』

「ＥＳＭに反はん応のう。米海軍の水すい上じよう艦かんです。解かい析せきを実じつ行こう中ちゆう……」

「海かい流りゆうは北西から二ノット。海上は微び風ふうです」

『こちらウルズ１。第一気き密みつチェンバーに入りました』

『ウルズ７より。第二気密チェンバーに機き体たいの誘ゆう導どうを完かん了りよう』

「ＥＳＭ、解析終しゆう了りよう。方ほう位い〇─八─〇に〈アーレイ・バーク〉級駆く逐ちく艦かん。方位〇─七─九に〈タイコンデロガ〉級巡じゆん洋よう艦かん。距きよ離りは推すい定ていで、どれも三〇マイル以上」

『こちら右う舷げん、第一気密チェンバー制せい御ぎよ員いん。内ない部ぶハッチ閉へい鎖さを完了。気密確かく保ほ』

『左舷、第二気密チェンバー制御員です。内部ハッチの閉へい鎖さを完了。気密確保。いつでも注ちゆう水すいＯＫです』

　テッサのもとに、次々と報ほう告こくが送られてくる。彼女はそのすべてに注ちゆう意いを払はらいつつ、てきぱきと指示を出していった。

「……けっこう。では、第一から第六までの気密チェンバーに注水を開かい始ししてください」

「アイ・マム。第一から第六までの気密チェンバーに注水を開始」

　マデューカスが応おうじた。

　今回、ＡＳは水中から出撃する。

　ひそかに目もく的てきの島まで機体を泳およがせ、それから奇き襲しゆう攻こう撃げきを行うというわけだ。

　格納庫の両側には、ＡＳが収おさまるサイズの気密室が三つずつあり、そこからＭ９やＡＲＸ─７が艦の外に出られるようになっている。いまその気密室には、それぞれＡＳに乗りこんだマッカラン大たい尉いたちがいる。あとはハッチを開くだけだ。

「さて……」

　テッサは最後のチェックに、海上の様よう子すを探さぐった。

〈タートル〉の制せい御ぎよを受け取り、小さなジョイ・スティックでその光こう学がくセンサーを操そう作さする。海面すれすれに浮うかんでいるロボットが、小さな『潜せん望ぼう鏡きよう』をわずかな時間、突つき出した。

　三六〇度を走そう査さ。鮮せん明めいな画が像ぞうが、艦かん長ちよう用ようのスクリーンに投とう影えいされる。

　夜の海だ。周しゆう囲いにまったく人工の光がない上、大気が澄すんでいるので、空が美しかった。水すい平へい線せんの上に無む数すうの星々がちりばめられ、豊ゆたかな色しき彩さいでまたたいている。

　ため息の出るような光こう景けいだった。

　一いつ瞬しゆん、馬ば鹿かげた考えが頭をよぎる。ここで作さく戦せんを中ちゆう止しして、いきなり艦を浮ふ上じようさせ、みんなで外の甲かん板ぱんにあがって、自然の空気を吸すいこんで、彼とあの星を──肉にく眼がんで見られたら。きっとどんなに素す敵てきだろう。

「艦長？」

　マデューカスが声をかけた。テッサは何なに事ごともなかったかのように、画面を暗あん視しモードに切り替かえて、付ふ近きんに艦かん艇ていや航こう空くう機きがいないことを確かく認にんした。

　すべて問題なし。あとは送り出すだけ。

　ちらりと正面スクリーンのステータス・ボードを見る。そこには気密室の状じよう態たいを表あらわす、図形と文字が表ひよう示じされていた。

《2nd ATC──■／ARX─７（Uruz 7）》

　大だい丈じよう夫ぶだ。彼はとても強いんだから。それに──マオやクルツたちも付いているではないか。

　テレサ・テスタロッサは息を吸すい込み、命令した。

「全ＡＳ用ハッチを開放」

「アイ・マム。全ＡＳ用ハッチを開放せよ！」




　小さな衝しよう撃げき。

　ごぼっ、とくぐもった音がして、第二ハッチが開いていった。機き体たいの周しゆう囲いを海水が駆かけ抜ぬけていく。暗あん視しセンサーを通して、緑色の海が眼がん前ぜんに広がった。

　いまの〈アーバレスト〉には、水中用のオプション装そう備びが施ほどこしてある。胴どう体たいを前後から挟はさむユニットには、酸さん素そタンクとバラスト、そして高こうし出ゆつり力よくのウォーター・ジェットが内ない蔵ぞうされていた。非ひ常じよう時じには水中翼よくを展開させて、海上を高速で滑かつ走そうすることもできる。

〈アーバレスト〉やＭ９は、完かん全ぜんな水中向けに設せつ計けいされた機き体たいではないので、潜もぐれる深しん度どはせいぜい四〇メートルくらいまでだ。しかし、日ひ頃ごろの作戦では、その程てい度どの耐たい水すい性せいで充じゆう分ぶんだった。

（よし……）

　宗介はウォーター・ジェットの推すい力りよくを上げ、機体を艦から発進させた。背はい後ごで、すぐさまハッチが閉とじていく。ほかのハッチから飛び出してきたＭ９が、細かな気き泡ほうの尾おを曳ひいて、〈アーバレスト〉を追い抜いていった。

『はっはあ。それじゃあ、リゾートめぐりと行こうぜ』

　クルツの声。一機のＭ９が水中で、機体をくるくると回かい転てんさせる。

『はしゃぐな、馬ば鹿か者もの……！』

『えー、でも』

『でもじゃない！　……まったく。行くぞ』

　マッカラン大たい尉いのＭ９が告つげて、部下たちを先せん導どうした。武器を収おさめた耐たい水すいコンテナを両手で抱かかえ、〈アーバレスト〉と四機のＭ９がその後に続く。きれいな隊たい列れつ──あるいは編へん隊たい──を組んで、深度三〇メートルを航こう走そう。みるみる速度をあげていく。

　その後ろで、〈デ・ダナン〉が音もなく舳へ先さきを下に向け、より深い海へと潜せん行こうしていった。

　そういえば、千ち鳥どりに一言も声をかけていなかったな……と宗介は思った。




　二〇分ほど泳いだ。

　海中は真まっ暗くら闇やみだったが、暗あん視しセンサーが眼がん下かに海かい底ていの姿すがたをぼんやりと捉とらえている。さきほどまでは、その海底すら見えなかったのだから──それだけ海が浅くなり、陸りく地ちが近づいている、ということだ。

　ごつごつとした岩のそばを、熱ねつ帯たい魚ぎよの群むれが泳いでいた。昼の光の中で見たら、さぞ鮮あざやかな色に見えることだろう。

『ソースケ？』

　マオが無む線せんで呼びかけてきた。作さく戦せんで指し定ていされたものとは、別のチャンネルだった。

「なんだ」

『あんた、すこし気き負おってない？』

　急に言われて、宗そう介すけはわずかに動どう揺ようした。

「……なんのことだ」

『無む理りしないで。このチャンネル、ほかはだれも聞いてないから』

「関かん係けいない。俺は──」

『もう。だってさっき、あんたカナメに気付かなかったでしょ』

「さっき？　いつの話だ」

　マオは苦く笑しようのような声をもらした。

『ほらね、周まわりが見えなくなってる。少しよう佐さの話を気にしてるのね？　あの〝ヴェノム〟のことで』

「それは……当とう然ぜんだ。俺がミスをすれば、チーム全員が死ぬことになる。責せき任にんの重さを留りゆう意いするのは──」

『ダメよ、それじゃ。もっとテキトーに構かまえてなさい』

「なぜだ。あんたらしくもない」

　いまはマッカランがチーム・リーダーだが、ほかの任にん務むで三人編へん成せいのときは、マオがチーム・リーダーを務つとめることが多い。責任感の強い彼女が、そんなことを言うのは妙みように思えた。

『だって。あたしが普ふ段だん、いまのあんたみたいに思いつめてたら、それこそ大チョンボを連れん発ぱつしてるわよ。自分一人で、全ぜん部ぶ背し負よい込もうなんて思っちゃだめ。「まあ、なんとかなるさ」くらいのつもりで構えてないと、気き力りよくがもたないからね』

「だが……」

『カナメと一いつ緒しよに、あたしたちまで守るつもり？』

　その言葉にはぎくりとした。宗介が答えに窮きゆうしていると、マオは小さく笑う。

『せっかくだけど、お気き遣づかいご無む用ようよ。クルツもマッカランも、ほかの連れん中ちゆうも、みんなそう言うでしょうね』

　逆ぎやくの立たち場ばだったら、宗介もそう言うだろう。

　彼らはただの兵士ではない。これでも選えらび抜ぬかれた精せい鋭えいであり、自分で自分の身を守る術すべくらい──もちろん知っている。無む謀ぼうな突とつ撃げきはしないし、危き険けんから逃にげ延のびる力もある。

　つまりは、そういうことだった。

「……そうだったな。覚えておく」

『素す直なおでよろしい。それじゃ』

　マオはチャンネルを閉とじた。

（しかし……）

　それから一分もしないうちに、宗介は思った。

　しかし、普ふ通つうのＡＳがあの敵てつ機きとやり合ったら、まず絶ぜつ対たいに助からない。米軍のＡＳ一二機は、あの一機に全ぜん滅めつさせられた。それは動かしがたい事じ実じつなのだ。

　自分が負けたら最後。

　どうあっても、その思いが頭から離はなれなかった。

　作さく戦せん用ようのチャンネルから指し示じが入った。

『ウマツルカズラ１ンより各かく員いんへ。いまウェイ・ポイント３を通つう過かした。予定通り、これより三チームに分かれる。いいな？』

　この経ウエ由イ・ポ点イントを通過後、六機はそれぞれの持ち場に移うつることになる。化か学がく兵へい器きに仕し掛かけられた爆ばく弾だんを無む力りよく化かする潜せん入にゆうチームと、基き地ちに直ちよく接せつ上じよう陸りくする制せい圧あつチーム、そしてその上陸を支し援えんし、島全体を射しや界かいに収おさめる狙そ撃げきチーム。

　制圧作さく戦せんの開始後は、地下・海岸・敵の射しや程てい外がい──この三方向から敵を攻こう撃げきすることになる。

『ウルマズ２オ了解』

『ウウエルーズバ６ー了解』

「ウサルズガ７ラ了解」

『ウグルエズン10了解』

『ウダルニズガン12了解』

　全員が応おう答とうし、二機ずつ、それぞれの持ち場へと散さん開かいしていった。




　潜入チームは、マオとダニガン軍ぐん曹そうのペアだった。

　ダニガンはアメリカ南部のルイジアナ出しゆつ身しんで、元は米陸軍の空くう挺てい隊たい員いんだったという。年ねん齢れいはマオと同じくらいだったが、いくらか老ふけてみえる。ただし体格は立りつ派ぱなもので、一〇〇キログラムのバーベルを軽かる々がると持ち上げる、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの偉い丈じよう夫ふだった。

　ＡＳの操そう縦じゆうはもちろん、爆発物のエキスパートでもある。こちらのチームに選えらばれたのは、それが理り由ゆうだった。

　二人の仕事の第一は、他の四機に先行して化か学がく兵へい器き貯ちよ蔵ぞう庫こへと潜入し、そこに仕し掛かけられているという爆ばく弾だんを無む力りよく化かすることだった。

　潜入ルートは地下からだ。

　島の西側は低い崖がけになっており、その水面下に古いトンネルがある。それは旧きゆう日本海軍に潜せん水すい艦かん基き地ちとして使し用ようされていた秘ひ密みつのドックで──半世紀以上前に建けん設せつされたものだった。そのトンネルも長い歳さい月げつと何度かの地じ震しんで崩ほう落らくし、いまでは完かん全ぜんに水中に没ぼつしている。そしてだれからも──当の米軍からさえも忘れ去られていた。

　トンネルの最さい深しん部ぶと貯ちよ蔵ぞう庫こを隔へだてる岩がん盤ばんは、厚あつさ約二メートル。まずはそこにドリルで穴あなを開け、ファイバー・スコープで貯蔵庫の中を覗のぞき見して、しかる後に岩盤を爆ばく破は。突とつ入にゆうして起き爆ばく装そう置ちを破は壊かいしてしまおう……という案だった。

「陸地が近いわ。そろそろジェットを切るよ」

『ああ、わかったよ……』

　バックパックのウォーター・ジェットが止まり、細かい気き泡ほうが消えうせる。

　二機のＭ９は脚きやく部ぶに装そう備びしたフィン──ＡＳサイズの足ヒレを使って、水面下五メートルを音もなく進んでいった。

　ダニガンの手て際ぎわはそつがなく、陸おかの軍隊あがりとは思えないほどだった。

　実じつ戦せん経けい験けんも豊ほう富ふだと聞く。米陸軍時代、危き険けんな任にん務むを数多くこなし、名パー誉プル負・傷ハー章トや青ブロ銅ンズ星・ス章ターなどをいくつも授じゆ与よされているらしい。勲くん章しようらしい勲章はほとんどもらわず、海兵隊を不ふ名めい誉よ除じよ隊たいになったマオとは天てん地ちの差だ。

　その差が理り由ゆうなわけではなかったが、マオはダニガンと特に親しい仲ではなかった。

　彼はつい二か月前に、〈ミスリル〉の南大西洋戦せん隊たい〈ネヴェズ〉から転てん任にんしてきたばかりなのだ。腕うでが立つのは確たしかだったが、彼の性せい格かくや信しん条じようなどはまだよく知らない。

　島まであと一マイルの距きよ離りに近づいたころ、ダニガンはぼそりと言った。

『……まったく難なん儀ぎなことだよ。まったく』

「なにが？」

『こんな辺へん鄙ぴなド田い舎なかで。こんなうんざりする任にん務むなんて。ほかの連れん中ちゆうにやらせればいいんだ、ほかの連中に』

「はは。そうボヤかないで。あたしらにしかできないことじゃないの」

『関係ない。どうせ爆弾が爆発したって、たいした被ひ害がいにはならないさ。そりゃあ、ちょっとは、ここいらの貧びん乏ぼう人にんがくたばるかもしれんがな』

「…………ダニガン？」

『冗じよう談だんだよ、冗談。本気にするなよ、チャイニーズ』

　あくまで軽かる口くちのように言う。だがマオはそれをあしらおうとせずに、意い識しきして硬かたい声で告つげた。

「作さく戦せん中ちゆうに言う冗談じゃないと思うわ。それにあたしは『チャイニーズ』じゃない。メリッサ・マオよ」

『そうだったな。そうだった。まあ気にしないでくれ。仕事はきっちりとやるから。きっちりとな』

「そう願いたいもんね……」

　二機は島のすぐ手前まで漂ただよい、海かい流りゆうに乗るようにして西岸に近づいていく。高こう周しゆう波はソナーとＧＰＳのデータのおかげで、その目もく標ひようはすぐに見み付つかった。

　海中に没ぼつしたトンネル。

　崩ほう落らくしたコンクリートと岩がん塊かいが、その入り口をふさいでいる。人間が通るほどの隙すき間まもなかった。だがＭ９のパワーなら、これらの障しよう害がい物ぶつをどけることは難むずかしくない。波が高い上に夜なので、その作業を敵に気付かれる危険も少ないだろう。

　それよりも注ちゆう意いすべきは、敵のトラップの有う無むだった。

　もしこの潜せん入にゆうルートを、すでに敵が知っていたとしたら──作戦は中止だ。なにもせずに引き返し、ほかの味み方かたにもこっそり帰き投とうするよう連れん絡らくしなければならない。作戦は一から練ねりなおし。別のやり方を考えることになる。

　傍はた目めには無む策さくなように思えるだろうが、ゴリ押おしをするよりはずっとましである。特とく殊しゆ戦せんの典てん型けいは、映えい画がとちがってひどく地じ味みで、忍にん耐たい力りよくを要ようするものなのだ。

　だが、今回は違ちがったようだった。

　マオはじっくりと、用よう心じん深く、Ｍ９のセンサーを総そう動どう員いんして危険を探さぐったが、トンネルの付ふ近きんにはトラップも監かん視しの目もなかった。

『確たしかなんだな？』

「肯アフアー定マテイブ。保ほ証しようしてもいいわよ」

『では、入ろう。では……』

　二機は岩がん塊かいをどけて、トンネルの奥へと踏ふみ込んでいく。地下からでは無む線せん連れん絡らくができないので、有ゆう線せん式しきの中ちゆう継けい装そう置ちをトンネルの入り口に置いていった。




　狙そ撃げきチームは、クルツとグェン伍ご長ちようのペアだった。

　グェンはベトナム陸軍の出しゆつ身しんだった。ジャングルでの戦せん闘とうに長たけ、ナイフ・コンバットの腕うでは相そう当とうなものだ。東西を問わず、ＡＳに搭とう載さいされる火か器きについても詳くわしい。

　痩やせ型で、褐かつ色しよくの肌はだ。頬ほほのこけた不ふ健けん康こうそうな顔立ちの男だったが──実じつ際さいにはタフな男だ。ナイフ使いの常つねで、その目は鋭するどく、鷹たかを思わせる。

　グェンはダニガンと同どう様よう、二か月前にほかの戦せん隊たいから転てん任にんしてきた隊たい員いんだった。

　一いつ緒しよに作さく戦せんをこなしたことは、まだそう多くはなかったが、するべき仕事はしっかりするタイプだ。ユーモア感かん覚かくもある。

「ウルズ６より。そろそろ狙そ撃げきポイントだ。……深しん度どを０に設せつ定ていするぜ」

『こちらも確かく認にんした。ケツを浮うかすなよ』

　グェンが答え、Ｍ９の姿し勢せいを微び調ちよう整せいする。

　クルツたち狙撃チームは、ベリルダオブ島の東・四キロの海中に来ていた。

　この辺りは浅あさ瀬せになっていて、水深はわずか四メートルしかない。Ｍ９なら立ち上がるだけで、上半身がぽっかりと海上に出る浅さだ。

　ここを狙撃ポイントとして、目もく標ひようの基地にいる敵てきＡＳや対たい空くう砲ほうを攻こう撃げきする手はずだった。米軍のＭ６では、これほど遠えん距きよ離りからの攻撃は効こう果かが望のぞみ薄うすだったが、Ｍ９の装そう備びと火か器き管かん制せいシステムなら話は違ちがってくる。

『優Ｐ先射撃ＦゾーンＺの設せつ定ていは？』

　グェンが攻撃目標の選び方について聞いた。

「いらねえよ。俺が右みぎ端はしから。お前が左端から撃うつ。簡かん単たんだろ？」

『いいのかよ、そんなので……』

「いいんだよ」

　二機は攻こう撃げき準じゆん備びをはじめた。

　クルツ機はグェンから一〇〇メートル離はなれた位い置ちで、搬はん送そうしてきた武器コンテナを開く。クルツの武器は七六ミリ狙そ撃げき砲ほう。単たん独どくで使うＡＳ用の火か砲ほうとしては、もっとも強力な部ぶ類るいに属ぞくするものだ。命めい中ちゆう精せい度ども最さい高こう峰ほうで、Ｍ９とは独どく立りつした光学センサーと自己診しん断だんセンサー、そして弾だん道どう計けい算さんコンピュータを備えている。

　グェン機の方は、八連れん装そうの対たい地ちミサイル・ランチャーを持ってきていた。戦闘ヘリ用の〈ヘルファイア〉という空くう対たい地ちミサイルを、地上発はつ射しや式しきにしたモデルである。高こう精せい度どで強力な上、無む煙えん式しきのロケット・モーターなので敵から発見されにくい。

「姐ねえさんたち、うまくやるかなあ……」

　クルツがつぶやくと、グェンが無線の向こうで鼻を鳴ならした。

『連中がしくじったら、ズラかるしかねーな。毒どくガスの中でドンパチなんて、ギャラに見合わないぜ』

「ちがいねえ」

　クルツは笑った。

　グェンがさらにぼやく。

『……〈ミスリル〉ってのは、装そう備びとギャラはいいんだが。どうもやり方が、まどろっこしくていけねえ。人ひと質じちを守れだの、化か学がく兵へい器きに気をつけろだの、胃いに穴あなが開きそうな作さく戦せんばかりだ。そう思わねえか？』

「まあ、ただの突とつ撃げき屋やには、これだけの待たい遇ぐうはしねえだろ」

　デリケートな作戦をこなすからこそ、それに見合った装備や給きゆう料りようが与えられる。いつもは不ふ平へいばかり漏もらしているクルツも、それくらいのことはわきまえていた。

『だがなあ、クルツ。オレたちは傭よう兵へいだぜ？　つまりカネで雇やとわれた殺し屋だよ。顧こ客きやくの敵と戦うのは──まあ、やぶさかじゃないが。ほかの問題で不ふ必ひつ要ように命を張はらなきゃならないのは、こりゃ契けい約やく違い反はんじゃねえのか？』

「そうなの？　俺、契約書ちゃんと読まなかったから」

　そう答えると、グェンはうなり声をあげた。

『そんなんでいいのかよ。この稼か業ぎようだってビジネスなんだぜ？　ビジネス』

「そんなご大たい層そうな代しろ物ものじゃねーだろ」

『いいや。割わりに合わねえと思ったら、再さい就しゆう職しよく先さきを決めるべきだね』

「再就職、ねえ……」

　気のない声で答える。グェンの与よ太た話ばなしはともかく、クルツは宗そう介すけのことが気になっていた。

　あのＡＳ──〈アーバレスト〉とかいう機き体たい。前にも思ったことだが、どうして必かならず宗介が乗のらなければならないのだろうか。マッカランかマオの方が適てき任にんのような気がするのだが。

　かなめの護ご衛えいに、試し作さく機きでの戦せん闘とう。彼一人にこんな重じゆう責せきを押し付けるのは、あまりに酷こくではないのか？

（ただでさえ、あいつは堅かた物ぶつだってのに……）

　宗介の生き真ま面じ目めさ、責せき任にん感かんの強さは、クルツもよく知っていた。そこがあの同どう僚りようの魅み力りよくだとも──絶ぜつ対たいに口には出さないが──思っている。

　だが、それがいま、悪い方向に作さ用ようしているのではないか……？

（まあ、いいさ……）

　クルツは思い直した。あの『ヴェノム』が出てきたら、自分の狙そ撃げき砲ほうにものを言わせるまでのことだ。この七六ミリ砲が決けつ定てい打だにならないとしても、最さい低てい、宗介の仕事をやりやすくするくらいはできるはずだ。

　海面下に身を潜ひそめたまま、クルツは戦いの始まりを待ちつづけた。




　宗介とマッカラン大たい尉いは、突とつ入にゆうチームの役回りだった。

　マオたちが爆ばく弾だんを処しよ理りしたら、クルツたちが遠えん距きよ離りからの攻こう撃げきを始める。同どう時じに宗介たちが島に全速で上陸し、残った敵を叩たたく。マオたちは貯蔵庫から地表にあがり、その戦闘を支し援えんする。ＡＳの戦闘が始まったら、〈デ・ダナン〉は浮ふ上じよう。歩ほ兵へいを乗せたヘリが離り艦かんして、この基地を完かん全ぜん制せい圧あつするべく飛ひ来らいする。

　そういう予定だった。

　宗介の〈アーバレスト〉とマッカランのＭ９は、すでに海岸から六〇〇メートルの距きよ離りに接せつ近きんしている。

　動どう力りよく源げんがガスタービン・エンジンのＭ６では、ここまで近付くことは到とう底てい不ふ可か能のうだろう。だが宗介たちのＡＳでも、これ以上は水深が浅くて、敵に発見されずに進むことは無む理りだ。Ｍ９や〈アーバレスト〉のＥＣＳは、〈デ・ダナン〉が浮上中に使うそれとはちがって、半身を海水に浸ひたした状じよう態たいでは使用できない。

〈アーバレスト〉は頭の上半分だけを波なみ間まから出して、島の様よう子すをうかがってみた。

　暗あん視しモードのデュアル・センサーが、フェンスに囲かこまれた基地を捉とらえる。まばゆいライトに照てらされた、背の低い建けん築ちく物ぶつ。すでに一度の戦闘を経へたため、その傷きず跡あとが随ずい所しよに見うけられた。

「…………」

　敵の自じ走そう式しき対たい空くう砲ほうが、一いち輛りよう見えた。

　キャタピラ式の車体の上に、二門の機き関かん砲ほうを備そなえた砲ほう塔とう。〈アーバレスト〉のＡＩが自動的に識しき別べつを済すませ、その兵器のタイプを表ひよう示じした。

　ソ連製、２Ｓ６Ｍ〈ツングースカ〉自走式対空砲。『対空』と呼ばれるものの、ＡＳに対しても大きな脅きよう威いとなる兵器だ。もしこちらに気付いたら、三〇ミリ砲弾を豪ごう雨うのように撃うってくるだろう。

　警けい戒かい中ちゆうの敵ＡＳが一機、基地の手て前まえの海岸を歩いていた。

　サーチライトで海面を照てらし、同じ場所を何度も行ったり来たりしている。ブリーフィングでの説明の通り、フランス製の〈ミストラルⅡ〉だ。ややずんぐりとした人型だったが、頭部がない。主センサーは股こ間かんについている。

　あの〈ミストラルⅡ〉はソ連製のＲＫ─92〈サベージ〉より装そう甲こうの防ぼう御ぎよ力りよくに優すぐれ、射しや撃げきの正せい確かくさも数すう段だん上だった。いくらこちらが高こう性せい能のうでも、数が揃そろえば侮あなどれない。

　まだほかに敵がいるはずだったが、建たて物ものや地形が死し角かくになって、この位い置ちからでは見えなかった。

　あのＡＳ──『ヴェノム』の姿すがたは見えない。

　海岸に、焼け焦こげたＡＳの残ざん骸がいが放ほう置ちされていた。撃げき破はされたアメリカの〈ダーク・ブッシュネル〉だ。苦く悶もんのうちに息いき絶たえたように、その身をよじり、腕かいなを夜空へともたげている。

　最さい新しん鋭えいのＭ９でさえ対たい抗こうできない相手に、そうとも知らず、一世代古いＭ６で立ち向かってしまった男たち。その無む念ねんさはどれほどのものだったか。

　一時間が過すぎた。もう夜よが明ける。

　予定では、そろそろ地下に侵しん入にゆうしたマオたちが、起き爆ばく装そう置ちを破壊する頃ころだ。だが基地の方には、これといった異い変へんはまだ起きていなかった。

　依い然ぜんとして、ヴェノムは見付からない。

　格納庫で整せい備び中ちゆうなのだろうか？　ＥＣＳで透とう明めい化かして、どこかに潜ひそんでいるのだろうか？　もし……海にでも潜み、いま、こっそりと自分たちに忍しのび寄っているとしたら？

　いま、マオたちを待ち伏ぶせしていたら？

　いま、クルツたちに襲いかかろうとしていたら？

　根こん拠きよのない疑ぎ問もん符ふが、次々に浮うかんでは消える。落ち着かなかった。

『サガラ軍ぐん曹そう』

　すぐそばのＭ９から無線が入った。マッカランだ。

「はい」

『私はかれこれ九年間、ＡＳを運うん用ようした作戦にたずさわってきた男だ』

「…………？」

『つまり……まあ、なんだ。いい機体も悪い機体も見てきた。その私が見た限かぎりでは──貴き様さまの乗っているその機体は、そうひどいものではないようだ。貴様が日ひ頃ごろの精しよう進じんを怠おこたってなければ、問題はない。いつも通りにやれ。いいな？』

　わざわざこんなことを言うのは、マッカランなりの配はい慮りよだろう。いつも口やかましく、偏へん屈くつな印いん象しようをもたれている彼だったが、現げん場ば指揮官としての自じ覚かくと責任感は強い。

「了りよう解かいしました、大尉殿」

　そう答えはしたものの──大たい破はし、波に洗われるＭ６の姿が、どうしても宗介の頭から離れなかった。

　ややあって。

　基地の方角から、くぐもった爆発音が響ひびいた。




　爆音は貯蔵庫の地下からだった。

　一いつ瞬しゆん、化学兵器に仕し掛かけられているという爆弾か……と思ったが、そうではなかった。もっと小しよう規き模ぼな爆発だ。貯蔵庫の入り口から黒い煙が漏もれ出して、警けい備びについていた敵兵が、なにかを怒ど鳴なり合っている。

（はじまった……）

　宗介はスティックの音声命令スイッチをオンにして言った。

「アル。パワー・レベルをミリタリーにしろ……」

《ラジャー。ＧＰＬ、ミリタリー。出力上じよう昇しよう中ちゆう。……二〇……三〇……》

　低い男性の声で、機体のＡＩ〈アル〉が告げる。最低レベルに抑おさえていたジェネレーター出力の数すう値ちが、みるみると上昇していった。

『こちらウルズ２！　起爆装置の破壊に成功！　繰くり返す、起爆装置の破壊に成せい功こうした！　これより地上に向かう！』

　マオの報告。無線封ふう鎖さが解かい除じよされた。首しゆ尾び良く爆弾処しよ理りに成功したらしい。

『ウルズ６より。いつでもいいぜ』

『ウルズ10より。こちらもだ』

　クルツとグェンの狙撃チームが告げる。

《……六〇……七〇……八〇……》

　ジェネレーターから発生した莫ばく大だいな電力が、〈アーバレスト〉の全身に行き渡る。関かん節せつのあちこちから小さな放ほう電でん。青白い光。電でん磁じ筋きん肉にくがきしみ、機体が震ふるえる。

《……九〇……九五……一〇〇……！》

　やるしかない。宗介は一度、大きく息を吸すい込んだ。

『ウルズ１より各員へ。狩しゆ猟りよう解かい禁きんだ。攻撃せよ！』

「了解」

　左スティックのスロットル・トリガーを目め一いつ杯ぱいに引く。

　水中ユニットのウォーター・ジェットが、最大出力で駆く動どうした。背はい後ごの海面で、爆発のような水みず柱ばしらが立つ。がくん、と強い衝しよう撃げき。水中に潜もぐっていた機体が、たちまち海上に跳はね上がり、水の噴ふん流りゆうを吐はき出しつつ、陸地めがけて突とつ進しんする。

　加か速そく。さらに加速。スピード・メーターのノット数がぐんぐんと上がる。

　機体がはげしく振しん動どうする。波を押さえつけるようにして滑かつ走そうし、〈アーバレスト〉は砂浜に迫せまった。あと一五〇メートル──あと一〇〇メートル──

　警戒中の〈ミストラルⅡ〉が、こちらに気付いてライフルを向けた。

　進行方向。真正面。回かい避ひなどできない。

「…………っ」

〈アーバレスト〉は頭部の機き関かん銃じゆうをフルオートで撃うった。一二・七ミリ弾だんが秒間一〇〇発もの高速で吐はき出され、敵てつ機きの全身に降ふり注そそぐ。堅けん牢ろうな装甲が銃じゆう弾だんをはじき、無む数すうの火花が表面に散ちった。相手は反はん射しや的てきに自分のセンサーをかばって身をすくめる。それが数すう瞬しゆんの隙すきを作った。

　その数瞬で充じゆう分ぶんだった。

〈アーバレスト〉の機体は高こう速そくで砂浜に乗のり上げ、低く弾はずんだ。飛び散ちる砂さ塵じん。勢いきおいに任まかせて砂上を転がり、敵機に体当たりする。猛もう烈れつな衝しよう撃げき。〈アーバレスト〉と〈ミストラルⅡ〉は、絡からみ合うようにして倒れた。

　敵機はあわてて上体を起こし、ライフルに着剣した単たん分ぶん子しカッターを〈アーバレスト〉に突き立てようとした。だがそれより早く、〈アーバレスト〉は散シヨツ弾ト・キ砲ヤノンの銃じゆう口こうを、敵機のわき腹ばらに押し付ける。

　発はつ砲ぽう。

　至し近きん距きよ離りから五七ミリ砲弾を食くらって、〈ミストラルⅡ〉が吹ふき飛ばされた。

　腰こしからほとんど真っ二つになった敵機は、オイルを撒まき散らしてきりもみし、炎ほのおを吹ふきあげて地面に突つっ込む。

（まず一機……）

　その一機の撃げき破はが、戦士の嗅きゆう覚かくを覚かく醒せいさせた。

　すでに基地では爆発がたて続けに起きていた。クルツの狙撃と、グェンのミサイル攻撃だ。マッカランも上陸に成功していた。対戦車ダガーで対空砲を潰つぶし、背中からカービン・ライフルを抜いて移い動どうを始める。

　宗介はすぐさま機体を立ち上がらせて、胴どう体たいを挟はさんでいた水中ユニットを強きよう制せい排はい除じよした。爆発ボルトが作さ動どうし、ユニットを前後に弾はじき飛ばす。

　新たに現われた〈ミストラルⅡ〉に向けて、〈アーバレスト〉は猛もう然ぜんと跳ちよう躍やくする。

　照しよう準じゆん。撃げき発はつ。回かい避ひ。索さく敵てき。──そしてまた照準。

　そうだった。これが俺の血肉だ。いつも通り。なにも変わらない。

　戦う。倒す。撃つ。

　切る。叩たたく。千ち切ぎって、燃やす。踏ふみにじる。

　この安心感はなんだ。

『猛ヴエ毒ノム』？　それがどうしたというのだ。どんな呼よばれ方をしようと、それはただの『制圧目標』だ。あらゆる手しゆ段だんで破は壊かいすればいい。

　守ることなど──忘れる。それでいい。

　喉のど笛ぶえを噛かみちぎるまで。息の根を止めるまで。

　──はやく出てこい。





同どう時じ刻こく　深しん度ど三〇メートル〈トゥアハー・デ・ダナン〉中央発はつ令れい所じよ





「はじまりました。Ｍ９のＡＤＭより交こう戦せん開かい始し信しん号ごうを受じゆ信しん……！」

　やや緊きん張ちようした声で、戦闘Ｃ情報Ｉ士官Ｏが告げた。

「全ぜん機きですね？」

　艦かん長ちよう席せきのテッサがたずねた。

「肯こう定ていです、マム」

「では浮ふ上じようします。すべてのＥＣＳマストを上げてください。ＭＢＴを通つう常じようブロー」

　その命令を聞いて、マデューカスは躊ちゆう躇ちよの色を見せた。

　ＥＣＳマストは問題ない。浮上中、〈デ・ダナン〉を他の艦かん船せんのレーダー探たん知ちから隠かくすための装そう置ちであり、必ず使用する決まりになっている。だが、『通常ブロー』というのが異い例れいだった。

　潜せん水すい艦かんは海面に浮上する際さい、その浮力を得えるために、ＭＢＴ──主バラストタンクからの排ブロ水ーを行う。それにはいくつかの方式があった。〈デ・ダナン〉の場ば合あい、こういうときの浮上では、時間はかかるが付ふ近きんの艦かん艇ていに発見されにくい、『静せい粛しゆくブロー』という特とく殊しゆな方式を採とる。一方、通つう常じようブローは短時間で浮ふ上じようできるのだが、排はい水すいの音がうるさく、それだけ探たん知ちされやすい。

「どうしました、マデューカスさん？」

「通常ブロー……ですか？」

「わたしは時間が惜おしいから、こう命じたんですけど」

「……は。失礼しました。……浮上準じゆん備び！」

　マデューカスは浮上警けい報ほうのスイッチを入れた。サイレンのような合ごう成せい音おんが艦内に響ひびく。同時にマザーＡＩの声。

《浮サー上フエス！　浮サー上フエス！　浮サー上フエス！》

「通常、低てい圧あつブロー！」

「通常、低圧ブロー、アイ。全ＭＢＴの低圧ブローを開始！」

「全ＥＣＳマスト、上げ！　電でん磁じ迷めい彩さいを作さ動どう」

「ＥＣＳマスト、アイ。一番、上じよう昇しよう。二番、上昇。三番……」

《浮上！　浮上！　浮上！》

『航こう空くう管かん制せい室しつ。ヘリ部ぶ隊たい各かく機きへ。エンジン・スタート！』

『ゲーボ３、４、５、６！　エンジン・スタート！』

　格かく納のう庫この輸ゆ送そうヘリたちが一いつ斉せいに、数千馬ば力りきのターボ・シャフト・エンジンを始し動どうした。

　無む数すうの気き泡ほうに包つつまれて、巨大な船体が舳へ先さきを持ち上げる。低い轟ごう音おん。床ゆかが震ふるえる。

　それまで息をひそめていた艦内が、一気に騒そう然ぜんとなった。




「な……なにが始まったの？」

　突とつ然ぜんの振しん動どうと騒そう音おんに驚おどろきながらも、かなめはカレーを煮に立たてる鍋なべを、しっかりと両手で押さえつけた。

「これは……艦が浮上してるんだな。海上に」

　コックが答えた。こちらは山やま積づみになった皿を、倒れないように支ささえている。

「なんで？　なんか問題があったわけ？」

「さあ、どうだろうな。これだけ騒さわがしい浮上は普ふ段だん、やらないけど。ＳＲＴの連中に、なにかあったとか……」

「……ソースケが？」

「サガラ軍ぐん曹そうのことかい？　いや、わからないな。もしかしたら、何の問題もないのかもしれないし」

「そう……」

　かなめは不安な面おも持もちで、厨ちゆう房ぼうの天てん井じようを見上げた。

　宗介。

　大だい丈じよう夫ぶだろうか……？





八月二八日　〇四〇五時（現げん地ち時間）

ペリオ諸しよ島とう　ベリルダオブ島





　朝焼けの中──

　燃もえさかる炎ほのおの向こうから、二機の〈ミストラルⅡ〉が姿すがたを見せた。

　左右に分かれ、高速で移い動どう。牽けん制せい射しや撃げきを交こう互ごにしながら、みるみると接せつ近きんしてくる。

　凡ぼん庸ような操オペ縦レー兵ターなら、回かい避ひしながら距きよ離りをとろうとするところだったが、宗そう介すけは違ちがった。彼の〈アーバレスト〉は走るのをやめ、その場にしっかりとひざまずく。

　どうせ敵てきは、こちらの攻こう撃げき動どう作さを封ふうじたいだけだ。派は手でに動いて派手に撃うち、次の一いつ手て──確かく実じつな射しや撃げきにつなげようとしているに過すぎない。

（そうだ、せいぜい撃って来い……）

　敵の牽制射撃が〈アーバレスト〉の周しゆう囲いに着ちやく弾だんし、アスファルトの破は片へんと白はく煙えんが踊おどりまわる。ＡＩが『停てい止しは危険だ』という旨むねの警けい報ほうを、小こ刻きざみなアラームで訴うつたえた。

「うるさいぞ」

　ショット・キャノンを両りよう腕うでで構かまえ、じっくり狙ねらって──発はつ砲ぽう。

　敵の一いつ機きがのけぞり返った。

　金属の破は片へんを撒まき散ちらして、〈ミストラルⅡ〉は地じ面めんに叩たたきつけられる。もげた右みぎ脚あしが回かい転てんし、放ほう置ちされたジープをなぎ倒した。

　さらに発砲。

　倒れた敵機は地面を弾はずみ、もんどりうって爆ばく発はつする。

　ショット・キャノンが弾たま切ぎれになった。予よ備び弾だん倉そうに交こう換かんしたかったが、もう一機が〈アーバレスト〉へと迫せまっていた。

　宗介は機き体たいを前ぜん転てんさせ、鮮あざやかに敵の射しや線せんを避さける。全身をばねにして跳はね起きると、敵機はライフルを放ほうり捨て、柄えの長い金かな槌づち型がたの格かく闘とう用よう武器を抜ぬいたところだった。

　急きゆう接せつ近きん。金槌が振ふり下ろされる。

　ぎりぎりで避よけると、金槌が地面にぶつかって──爆発した。

（ＨヒＥＡーＴトハンマーか……！）

　爆ばく風ふうにあおられ、機体を後こう退たいさせながら、宗介は瞬しゆん時じにその武器を判はん別べつした。

　ＨＥＡＴハンマー。

　見た目は柄の長い金槌だが、その頭が強力な成せい形けい炸さく薬やく弾だんになっている。使い捨すて式で構こう造は単たん純じゆん、しかも安あん価か。しかし威い力りよくは、戦せん車しやさえ一撃で破は壊かいするほどだ。

〈ミストラルⅡ〉は頭のなくなった柄を捨てて、さらにもう一本のＨＥＡＴハンマーを抜ぬいた。

　今度は横なぎにそれを振ふるう。危あやうい距きよ離りで、〈アーバレスト〉はそのハンマーをかがんで避けた。敵の肩かたを左手でつかむ。ショット・キャノンを頭のハード・ポイントで保ほ持じし──つまり、『口にくわえて』──空いた右手で単たん分ぶん子しカッターを抜く。

　激げき突とつ。

　二機がはげしくぶつかり合うと、ナイフ型のカッターが、〈ミストラルⅡ〉の胴どう体たいに突つき立てられていた。ふるえる敵機。耳みみ障ざわりな装そう甲こうの悲ひ鳴めい。宗介は構かまわずに単分子カッターを動かし、敵の制せい御ぎよ系けいをずたずたに切り裂さく。

　これで四機目。

　ナイフを抜くと、〈ミストラルⅡ〉はその場に膝ひざをつき、前のめりに倒たおれた。傷口から、火花と煙けむりが弱々しく漏もれ出す。宗介はショット・キャノンの弾倉を交換すると、豹ひようのような敏びん捷しようさで、さらなる敵を求めて機き体たいを走らせた。

（どこだ）

　奴やつは。『ヴェノム』はどこだ。

〈アーバレスト〉の頭部が小こ刻きざみに動く。額ひたいのＥＣＣＳが、レーダー波をあたりに走らせ、敵の痕こん跡せきをわずかなりとも捉とらえようとフル稼か働どうする。

　無む線せんから、各機の報ほう告こくが次々に入っていた。

『ウクルズル６ツだ。ここから見える的まとは全部片かた付づけたぜ。もっと敵をよこせ～』

『ウダルニズガン12より。地上に出た。宿しゆく舎しやＢを制せい圧あつ・確かく保ほ。敵の歩ほ兵へいが一名死亡、二名負ふ傷しよう。人ひと質じちは無ぶ事じ』

『こちらウグルエズン10。確かく認にんされているすべての対たい空くう砲ほうを破壊した』

『ウルマズ２オより。宿舎Ａを制圧・確保したわ。人質二三名を確かく認にん。全員無事。敵の歩兵四名を電テ気イ銃ザーで鎮ちん圧あつ』

　ほぼ問題なし。敵ＡＳの大半は撃げき破はされ、歩兵も捕つかまり、捕とらえられていたこの基き地ちの職しよく員いんはマオとダニガンが守っている。

　しかし──肝かん心じんの赤い機き体たいが見付かっていない。

『ウマツルカズラ１ンより各員へ。まだ「ヴェノム」と遭そう遇ぐうしていない。だれも見ていないか？　わずかな痕こん跡せきでもいい。報告しろ』

　指し揮き官かんの呼びかけに、全員が『否ネガ定テイブ』と答えた。

　だがその直ちよく後ご──

『いや、肯アフアー定マテイブ。こいつは……なんの冗じよう談だんかしらね』

　マオが言った。

『どうした、ウルズ２。……！』

『な……？』

　マッカランやダニガンが、続いてわずかな当とう惑わくの声をあげる。

　その理り由ゆうは、宗介にもすぐわかった。

　あの赤いＡＳ──『ヴェノム』が、基地の北東──いちばん高いビルの上に、堂どう々どうと立っていたのだ。ＥＣＳも使わずに。

（……なんのつもりだ？）

　ひし形の頭部。やや大型の機体。尖とがったシルエット。そして──赤い一つ目。

　もし、毒どく付きの矢や尻じりを人の形にしてみたら、あんな外見になるのかもしれない。それほどに鋭するどく、禍まが々まがしい印いん象しようを持つＡＳだった。

　ヴェノムは頭部を大たい儀ぎそうにめぐらして、戦火に包つつまれた基地を睥へい睨げいする。手には大型のガトリング砲ほう。取りまわし辛づらいが、威い力りよくは絶ぜつ大だいな武器である。

『さてさて、〈ミスリル〉のみなさーん……』

　外部スピーカーから声がした。

　それを聞いただけで、宗介の心しん臓ぞうがばくん、と跳はねた。

『久しぶりだなあ。会いたかったよ。特に──カシム。いや、最近はサガラくんなんだっけ？』

「ガ……」

　ガウルン。

　その名を口にしたわけでもないのに、その敵はおどけたように答えた。

『ご名めい答とう。俺だよ』

　赤いＡＳが重たげに、野の太ぶとく無ぶ骨こつなガトリング砲を構えた。








[image: ]








　４：ヴェノムがまわる






八月二八日　〇四一一時（現げん地ち時間）

ペリオ諸しよ島とう　ベリルダオブ島





『じゃあパーティだ。踊おどろうぜぇ……ハハハ！』

　嬌きよう声せい。ビルの屋おく上じようから、ガウルンのＡＳがガトリング砲ほうを乱らん射しやした。

　ガトリング砲は六つの砲身を束たばね、高速で回転させて撃げき発はつする武器だ。ライフルなどとは比くらべ物にならない連れん射しや速そく度どで、砲ほう弾だんを雨あられと降ふらせることができる。

『ウマツルカズラ１ンよりウクルズル６ツ！　狙そ撃げきはできるか!?』

『否ネガ定テイブだ。この位い置ちからだと、射しや線せんが確かく保ほできねえ。現げん在ざい、移い動どう中ちゆう』

『ウグルエズン10、ヘルファイアは!?』

『弾たま切ぎれです、サー』

『ええい、くそったれっ』

　三五ミリ砲ほう弾だんがビルやアスファルトを紙かみ細ざい工くのように引き裂さき、地上の宗そう介すけたちを追いたてた。破は片へんと煙けむりで真っ白になった視し界かいの中を、Ｍ９は全ぜん速そくで駆かけ巡めぐる。

『ウルズ７、前へ！　他は後こう退たい、援えん護ごに回れ！』

　マッカランが無む線せんの向こうでがなりたてた。

「７、了りよう解かい」

　手て短みじかに答え、宗介は〈アーバレスト〉を這はうように走らせる。

　ガウルン。

　貴き様さまは死んだはずだ──そんな言葉は、もはや出て来なかった。苦にがい気持ちを伴ともなって、『もうたくさんだ』と思っただけだ。

　あのとき──あの北きた朝ちよう鮮せんの山中で、自分は確たしかにあの男を仕し留とめたと思っていた。

　しかし、違ちがったのだ。どんな悪あく運うんだったのかは分からない。ただ、奴やつはこうして生きている。あの機き体たい──ヴェノムに乗って、目の前に立ちはだかっている。

　一いつ刻こく一いち秒びようを争うあの状じよう況きようでは、奴の死を確かく認にんする時間もなかった。だが本当は、自分がそう信じたがっていただけなのではないのか？

（ガウルン。どういうつもりだ……）

　やはり、これは罠わななのだろうか？　奴はまるで、こちらが来ることを知っていたような口ぶりだった。だとして、こんな風に堂々と……奴はなにを考えている？

　わからなかった。

　先せん刻こくの不安──攻撃開始前の、あの感かん覚かくがよみがえってくる。

　頭のてっぺんがむず痒がゆい。息が荒くなって、どうしても落ち着かない。鋭えい敏びんだったはずの神しん経けいが、いくら鞭むちをくれてやっても働かない。

　よくない。このままでは──ひどく、よくない。

　大たい破はした〈ダーク・ブッシュネル〉。あの残ざん骸がいの姿すがたが、仲間たちのＭ９と重なり合う。

　もし、自分がしくじったら。

　失敗したら。敗れたら。とり返しが付かないではないか。

　相手はあのガウルンだ。順スン安アンではなんとか逃げおおせたが、奴は──また俺の味み方かたを殺しにきた。あの時のように。三年前の、アフガニスタンの──

『ウルズ７っ！』

　マッカランの声。我われに返る。動きが単たん調ちようになっていた。

「！」

『そぉら、景けい気き付けはどうだっ!?』

　ガウルンがガトリング砲にとりつけてあった、グレネード・ランチャーを発はつ射しやする。小型の爆弾が降り注そそぎ、破は壊かいの惨さん禍かを降りまいた。泡あわのように爆はぜては消える炎。宗介は機体をジグザグに振ふり回し、それらのグレネードをどうにか回かい避ひした。

『ウルズ７！　なにをやっとる！』

　後退したマッカランやマオ、ダニガンのＭ９が、ガウルンめがけてライフルを撃うった。正せい確かく無む比ひな射しや撃げきが、ヴェノムに襲おそいかかる。

　四〇ミリの徹てつ甲こう弾だんが次々と、頭部や胸、肩かたや脚あしに命中し──

　いや、命中したように見えた。

　それら砲弾が、ことごとく機体の手前で火花となって弾はじけ散ちる。ぐにゃりと大気が歪ゆがんだあと、ビルの壁かべに放ほう射しや状じようのひびが走った。

　ヴェノムは無む傷きずのままだ。

『あれがその手品か』

　ダニガンのうなり声。

『肯こう定ていだ。奴には近付くなよ』

　横っ飛びにガトリング砲の掃そう射しやを避よけて、宗介は答えた。

　敵の火か力りよくはすさまじく、なかなか懐ふところに飛び込めない。〈アーバレスト〉がラムダ・ドライバの効こう果かを発はつ揮きできる距きよ離りは、これまでのデータでは数十メートル程てい度ど。どうにかそこまで近付いて、例の射しや撃げき──『気き合あいを込めて、発砲』をやらなければならない。

『いずれにしても、これでは近付けんぞ。くそっ！』

　ほとんどボロ雑ぞう巾きんのようになった倉そう庫この蔭かげに隠かくれ、マッカランが悪あく態たいをつく。ここまですさまじい射しや撃げきを避よけつづけて来れたのは、Ｍ９の卓たく越えつした運動性のおかげだった。しかしこの状じよう態たいが長く続けば、どの機体も無ぶ事じでは済すまないだろう。

『ウルズ２より各位。機体じゃなくて武器を狙ってみて！　ガトリング砲の弾だん倉そうを……あっ！』

『どうした!?』

『大だい丈じよう夫ぶよ。損そん傷しよう軽けい微び。早く！』

〝了りよう解かい〟と答えるのももどかしく、マッカランたちは発砲した。跳ちよう躍やくしながら、あるいは身を伏ふせたまま。砲弾がヴェノムの右側に集中する。そのほとんどは例の力りき場ばで弾はじかれたが──

『ククク、無む駄だだって……ん？』

　閃せん光こう。爆発。

　ワンテンポ遅おくれて飛びこんだ弾が、なにかの弾はずみでガトリング砲の弾倉に命中し、中の弾薬を誘ゆう爆ばくさせた。数百発という三五ミリ砲弾が、連れん鎖さ反はん応のうのように破は裂れつして、周しゆう囲いに破壊的な金きん属ぞく片へんをばらまく。

　ビルが半はん壊かいし、巨大な炎と黒こく煙えんに包つつまれた。ガウルンのＡＳが見えなくなる。粉こな々ごなになったのか、それともどこかへ吹ふき飛ばされたのか……。

『やったか？』

『いや……』

『気をつけて！』

　直後──

　煙けむりを突つき抜け、炎ほのおの衣ころもを身にまとうようにして、ヴェノムが空から飛び降おりてきた。至し近きん距きよ離りであの爆発を食らったにも拘かかわらず、ほとんど損傷を受けていない。

『やるじゃないか、えぇっ!?』

　ヴェノムはずしゃりと着ちやく地ちし、コンクリートを砂じや利りのように蹴け立たてながら、高速で突とつ進しんしてくる。Ｍ９と同等──いや、それ以上の瞬しゆん発ぱつ力りよくだ。

『なんて野や郎ろうだ』

『12ダニガン、下がっていろ……！』

　宗介は告げると、迫り来る敵機に対たい峙じした。いまこそ、ラムダ ・ ドライバを使うときだった。

　腰こしだめにショット・キャノンを構かまえ、照しよう準じゆんする。

　スクリーンの正面、ターゲット・ボックスの向こうにヴェノムの姿すがた。両手にそれぞれ、大型の単分子カッターを握にぎっている。

『カーシームー！』

　ガウルンが笑った。四か月前のあの瞬しゆん間かんと、そっくりだった。

（やるぞ……）

　できるはずだ。俺は何度もやっている。そう、必ず成せい功こうする……。成功しなければ……もし失敗したら……。

　心を落ち着かせて──落ち着かなければ。

　精せい神しんを集しゆう中ちゆうし──集中しなければ。

　砲弾のイメージを──イメージ。イメージが大たい切せつだ。絶ぜつ対たいに必ひつ要ようだ。

　宗介はトリガーを引いた。

　ショット・キャノンが撃げき発はつされ、五七ミリ砲弾が発射された。

　照しよう準じゆんは完かん璧ぺきだった。翼よく付き徹てつ甲こう弾だんが飛ひ翔しようし、ガウルンのＡＳに突つき刺ささり──

　いや。

　それまでと同じように、砲弾はヴェノムの手前で火ひ花ばなとなって四し散さんした。

「…………！」

　なにも起きなかったのだ。

　いまのはただの射しや撃げき。ラムダ・ドライバは動かなかった。

「っ……」

　ヴェノムはすでに、こちらに飛びかかっていた。大型ナイフを握った両手を左右に広げ、〈アーバレスト〉を抱だきすくめようとでもするように──

『ソースケっ！』

　ガウルンのナイフが〈アーバレスト〉のコックピットを切り裂さくより前に、横から飛び出してきたＭ９が、彼の機体を突き飛ばした。もつれ合うようにして倒れる二機。すんでのところでナイフは空くうを切る。

　宗介は機体を起こしながら、

「……マオ？」

『しっかりして！　なにをボーッと──』

　マオの言葉はそこまでだった。急きゆう停てい止しして振ふり返ったガウルンが、右手を突き出し、その人差し指をＭ９に向けて、つぶやいた。

『バーン』

　ヴェノムとマオ機とを結ぶ線、そのなにもない空間が、ぐらりと歪ゆがんだ。直ちよく線せん上をなにかが走り、見えない力がマオ機を捕とらえ──

　いやな音がした。

　ごきゅん、という鈍にぶい響ひびき。金属のフレームが破は断だんする悲ひ鳴めい。柔やわらかいなにかから、ばちゃっ、と多た量りようの液体が爆はぜる音。

　内側からの衝しよう撃げきで、Ｍ９の首が千ち切ぎれかけた。頭部がケーブルとパイプを引きずり、ろくろ首のように背中へと垂たれる。破やぶれたパイプから衝しよう撃げき吸きゆう収しゆう剤ざいが流れ出し、地面にどろどろとした水みず溜たまりを作った。

「マオ？」

　返へん事じはなかった。

〈アーバレスト〉の腕うでの中で、Ｍ９はぐったりとしたまま動かない。

　まったく──動かなかった。




　それ以上、彼女の安あん否ぴを確たしかめている余よ裕ゆうはなかった。ガウルンが〈アーバレスト〉に指ゆび鉄でつ砲ぽうを向けたのだ。直ちよつ感かん的てきに危き険けんを感じ、宗介はＭ９を抱だいたまま、機体をすばやく飛び退すさらせた。

　ガウルンは低く笑う。

『おいおい、ビビってんなよ。指ィ向けただけだろ？』

「…………っ」

　宗介は正面をにらみ、マオ機を地面に横たえた。

『ウルズ７、なにがあった!?』

　マッカランとダニガンのＭ９が両りよう脇わきに回り、数百メートルの距きよ離りからガウルンをライフルで攻こう撃げきした。ガウルンはそれを小雨のように受け流し、力を蓄たくわえるように身をかがめる。

『さあ、仕切り直しだ』

　単分子カッターを振ふりかざし、ふたたびガウルンが襲おそい掛かかってきた。宗介はさらに飛び退り、ショット・キャノンを撃ちながら、

「……こちらウルズ７。２が……やられた。生死は不ふ明めい。俺がヴェノムを引きつける。彼女を見てくれ」

『なんだと。もう一度──』

「マオがやられた！　早く、彼女を見ろ！」

　撃っても撃っても、ガウルンは追いすがる。ショット・キャノンの砲弾はことごとくはじかれ、まるで効こう果かがなかった。

（以い前ぜんとは……違ちがう！）

　前に戦ったときは、相手にもラムダ・ドライバを使う機き会かいに制限がある様よう子すだった。だが、いまは違う。まったく無む制せい限げんだ。奇き襲しゆうじみた射しや撃げきさえ受け付けない。

　しかもこちらは、それに対たい抗こうできる装そう置ちが使えない。いくら集中しようとしても、ラムダ・ドライバが使えないのだ。

　焦あせって、使えない。使えなくて、焦る。この悪あく循じゆん環かん。

　そこに通つう信しんが入る。

『ソースケ。俺だ』

「クルツ？」

『ヴェノムを連れて、島の東側に回れ。Ｄ１のビルへ戻もどるんだ』

　Ｄ１のビル──ついさっき、ガウルンが屋上に出しゆつ現げんしたビルのことだった。

「どうする気だ」

『いいから。落ち着いていけ。俺にまかせろ』

「……わかった」

　宗介は言われた通り、機体を北東のビルへと走らせた。

　クルツもマオのことは聞いているはずだったが、彼の声は妙みようにくつろいでいて、冷れい静せいそのものだった。だが、ああいうときのクルツは侮あなどれない。緊きん張ちよう感かんのない、同どう僚りようを苛いら立だたせるだけの軽けい薄はく男──その仮か面めんを、彼はだれにも見えない機き体たいの奥深くで外しているのだ。

〈アーバレスト〉をガウルンが追う。その運動性、瞬発力はまったくこちらにひけを取らず、振りきることは至し難なんだった。

『つれないなぁ。どこまで逃げる気だよ……!?』

　ビルが近付いてきた。その建たて物ものは一〇階建てで、ＡＳの身長の五～六倍程度の高さだった。だが六階から上は、さきほどのガトリング砲の爆発によって半はん壊かいしている。

『よし。そのままビルの前で停てい止しだ』

　クルツが告げる。〈アーバレスト〉はビルの東側、車の残ざん骸がいやコンクリート片のちらばった入り口近くで立ち止まり、追っ手に向き直った。

　そこで気付く。その場所からは、クルツたちが待たい機きしていた狙そ撃げきポイントが一直線に望のぞめた。センサーの倍ばい率りつを拡かく大だいしてみると、はるか洋上に大型のライフルを構かまえたＭ９の姿すがたが見える。

　正面には、ガウルンのＡＳが迫っていた。

　赤い機体めがけて、ショット・キャノンを連れん射しや。すべて弾かれる。

『がっかりだぜ、カシム。ちったあ、腕を上げてるかと思ったんだがな……！』

　ナイフが閃ひらめく。とっさに盾たてにしたショット・キャノンが、真っ二つになった。さらに一いつ閃せん。肩の装そう甲こうが切り裂さかれた。

　左右から鋭するどい突きが襲おそいかかる。思いきって、機体を前に。なんとか両腕をつかむ。並なみの腕の操そう縦じゆう兵へいなら、この段だん階かいまでに死んでいるだろう。

『がんばるなぁ。だが……！』

　ナイフを握にぎった両の手を、ガウルンは強ごう引いんに押し付けてきた。〈アーバレスト〉の電でん磁じ筋きん肉にくがきしみ、ナイフを全力で押し返す。機き体たい任まかせの力比くらべだ。

　だが敵てつ機きのパワーはすさまじかった。重じゆう量りようも向こうの方に分がある。一歩、二歩と〈アーバレスト〉は下がり、その背中がビルの壁にぶつかった。

　みしみしと骨こつ格かくがうなった。高こう速そくで回かい転てん・振しん動どうする単分子カッターの切っ先が、〈アーバレスト〉の胸きよう部ぶ装甲に迫る。

「くっ……」

『ほぉら、どうした!?　死んじまうぞ？　大だい事じな大事なあの子と──』

『ウルズ７、動くなよ』

　次の瞬しゆん間かん、ガウルンの機体が、なにかに真横から殴なぐりつけられた。金属の破は片へんが粉となって散ちり、敵機の頭部ががくりとのけぞる。

　クルツの狙そ撃げきだ。四キロの彼かな方たから。

　しかし強力な七六ミリ砲弾をもってしても、敵の力りき場ばは破やぶれなかった。遠距離からの不ふ意い打うちに対してさえ、防ぼう壁へきを使えるのだろうか……？

　ただ、その猛もう烈れつなパンチ力が、わずかに赤いＡＳをよろめかせた。

　その隙すきが重じゆう要ようだった。

　間かん髪はつを容いれず、クルツがさらに狙撃砲を撃つ。

　二発。三発。四発。五発……。

　続けて放はなたれたその砲弾は、ガウルンを狙ったものではなかった。すぐ背はい後ごの、倒とう壊かいしかけたビル──その柱はしらと梁はりが、正せい確かくな射撃で次々に吹ふき飛ばされた。

　五階から上半分をかろうじて支えていた部分を失い、ビルがきれいにぽっきりと折おれた。

　いや、『ぽっきり』などという生なま易やさしいものではない。無数の鉄てつ筋きんが断だん裂れつして、コンクリートが崩ほう壊かいし、ガラスというガラスが粉々になる轟ごう音おん。大気を震ふるわせるほどの、すさまじい断だん末まつ魔まを伴ともなって、何百トンという構こう造ぞう物ぶつが頭上から落らつ下かしてきた。

　それはまっすぐ、〈アーバレスト〉と、その敵めがけて──

『ずらかれっ！』

　クルツに言われるまでもなかった。宗介は機体を沈しずませ、ガウルンに鋭い脚あし払ばらいをかける。赤いＡＳがバランスを崩くずして膝ひざをついた。その敵を一いつ顧こだにせず、〈アーバレスト〉は低くすばやく、まさに脱だつ兎との勢いきおいで、その場から跳ちよう躍やくする。

　直後──

　崩れたビルが大地に激げき突とつし、赤いＡＳを押しつぶした。とどろく地じ響ひびき。建けん材ざいが砂さ糖とう菓が子しのように粉々になって、壁や床や、パイプや家具を撒まき散らす。

　もうもうと埃ほこりがたちこめ、視し界かいが真っ白になった。

『ソースケ。生きてるか？』

「一いち応おうな……」

　地面に身を投げ出していた〈アーバレスト〉は、ゆっくりと立ちあがった。

　クルツも無む茶ちやな真ま似ねをする……と宗介は思った。一歩間ま違ちがえば、こちらも一いつ緒しよにあの世いきだ。とはいえ、彼の射しや撃げきテクニックが神かみ業わざに近いことは、認みとめざるをえなかった。四キロ離はなれた距離から見れば、たとえビルの主しゆ柱ちゆうでも、針はりのような細さになる。それを続けて四発以上、一息で必ひつ中ちゆうさせるとは。

「大した腕うでだ」

『大した腕なんだよ』

　遅おくれて、その場にダニガンのＭ９が駆かけつける。

『やったのか？』

「わからん。……銃じゆうを。下がっていろ」

〈アーバレスト〉はダニガンのＭ９から四〇ミリ・ライフルを受け取った。残ざん弾だんを確認してから、両手でまっすぐにライフルを構え、瓦が礫れきの山へと近付いていく。

　ガウルンが死んだかどうか、宗介には確信が持てなかった。

　これだけの破壊力だ。いくらラムダ・ドライバの防ぼう壁へきをもってしても、ただでは済まないだろう……とは思う。しかし、もし奴がこの瓦礫の下で、こちらに飛びかかる機き会かいをうかがっているとしたら……？

　今度こそ、なんとかラムダ・ドライバを使って敵を仕し留とめなければならない。

　だが──自分に使えるのだろうか？

　じわりと手のひらが汗あせばむ。そのとき、瓦礫の山に動きがあった。

「…………！」

　唐とう突とつな動きではなかった。

　ゆっくりと、鉄てつ筋きんコンクリートの塊かたまりが盛もり上がり、ばらばらと崩れ落ちていく。

　赤い機き体たいが現われた。武器は持っていない。両手を挙あげ、関かん節せつのあちこちから蒸じよう気きを噴ふき出して、ぎくしゃくと身を起おこす。

　相手の意い図とがわからず、宗介はトリガーを引くのを躊ちゆう躇ちよした。決して油ゆ断だんはしなかったが、撃うったところで効こう果かがあるのか──その自信もまた、なかった。

『……やられたぜ。またオーバーヒートだ』

　ガウルンが言った。

　空気の漏もれる音。赤い胴どう体たいがわずかに震え、ゆっくりと前後に分ぶん割かつしていった。

　ハッチが、開いたのだ。

　あらゆるＡＳ乗りにとって、敵前でのハッチ開かい放ほうは降こう伏ふくを意い味みする。人体を模もしたＡＳという機き械かいは、骨こつ格かくの構こう造ぞう上、胴体を分割した状じよう態たいだとまともな運動がほとんどできなくなるのだ。見たところ、このヴェノムでさえ、それは例外ではなかった。

『いつぞやと立場が逆になったな……フフ。降こう参さんだよ。好きにしな』

「…………。降おりて来い」

　努つとめて静かな声で、宗介は言った。

『撃たないのか？　きっと後こう悔かいするぜぇ……』

　それきり外部スピーカーの声は途と絶ぜつした。ややあって、割われた胴体の奥から、あの男が姿すがたを見せる。

　暗い赤の操そう縦じゆう服ふく姿すがただ。額ひたいに刻きざまれた、縦たて一文字の傷きず跡あと。首くび筋すじに火傷やけどの跡。四か月前に比べ、かなり痩やせて見えた。

　まちがいなく、ガウルンだった。

「……で？　俺はどうなるのかな？」

　陰いん惨さんな笑顔を浮うかべて、テロリストは言った。
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八月二八日　〇四四〇時（現げん地ち時間）ペリオ諸しよ島とう　ベリルダオブ島






　ガウルンとの戦せん闘とう後ご、わずか三〇秒もしないうちに〈トゥアハー・デ・ダナン〉からの輸ゆ送そうヘリが飛ひ来らいした。

　同どう乗じようしていたＰＲＴ──初しよ期き対たい応おう班はんの兵士たちが、ヘリを降おりて基き地ち内ないに散さん開かいしていく。Ｍ９がそれを後ろから支し援えんする。残ざん存ぞんする敵の歩ほ兵へいと散さん発ぱつ的てきな撃うち合いが起きたが、たいした負ふ傷しよう者しやも出ることなく、基き地ちの制せい圧あつは完かん了りようした。

　敵の捕ほ虜りよは一七名。これらテロ・グループの大たい半はんは、各かく地ちの紛ふん争そう地ち帯たいからあぶれた、食くい詰つめの傭よう兵へいばかりだった。

　元からこの基き地ちにいた米軍人も、監かん禁きんされていた宿しゆく舎しやから救きゆう出しゆつされた。解かい放ほうされた人ひと質じちグループの数は四八名。日ひ頃ごろはもっと多くの軍人が勤きん務むしているのだが、いまは夏か季き休きゆう暇かで、半数以上がこの基地を留る守すにしていた。

　そしてこちらの損そん害がい。

　メリッサ・マオは生きていた。ガウルンの『指ゆび鉄でつ砲ぽう』で破は壊かいされたのはコックピット・ブロックの真上から背せ中なかにかけての部分で、搭とう乗じよう者しやそのものは傷ついていなかったのだ。ただ、衝しよう撃げきで脳のう震しん盪とうを起こしたらしく、彼女は意い識しきを失うしなったままだった。

　なにより大きな戦せん果かは、ガウルンと『ヴェノム』をほとんど無む傷きずで捕ほ獲かくしたことだ。この男と機き体たいを調べれば、背はい後ごの組そ織しきについても多くのことが分かるはずだった。

　結けつ果かからいえば、作さく戦せんは『大成功』の部ぶ類るいに入るだろう。

　あくまで、結果からいえば。

　だが宗介の胸きよう中ちゆうは、成功などからは程ほど遠とおいものだった。〈アーバレスト〉のラムダ・ドライバは使えず、マオを危あやうく死なせかけ、クルツの機き転てんとガウルン側がわの機き体たいトラブルに助けられた。つまるところ、自分は何一つ貢こう献けんできなかったのだ。

　運が良かった。

　ただそれだけである。

　マッカランは『気にするな。ご苦労だった』と言っていた。クルツは『まあ、そういうこともあるわな』と言っていた。ダニガンとグェンは、宗介のことを無む視しした。

　制せい圧あつ直ちよく後ごで、基き地ちはいまだに喧けん騒そうに包つつまれていた。

　宗介の〈アーバレスト〉は、基地の西側、穴あなだらけになったヘリポートにいた。着ちやく陸りくしたヘリを護ご衛えいするように立つ。そばには中ちゆう破はしたマオのＭ９と、あの赤い機き体たい──『ヴェノム』が横たわっていた。

　小型の輸ゆ送そうヘリに目を向ける。 ヘリのそばには、ＰＲＴの兵士たちと共にこの基地に来たカリーニン少しよう佐さと、マッカラン大たい尉い、そして両手両足を厳げん重じゆうに拘こう束そくされたガウルンの姿すがたがあった。




「よお、イワン。何年ぶりかな……？」

　氷のように無む表ひよう情じよう、大おお柄がらでたくましい『ロシイアワ野郎ン』を目の前にしても、ガウルンは悪びれた様よう子すも見せなかった。

　カリーニンはテロリストを凝ぎよう視しした。常じよう人じんならばその視し線せんに心しん臓ぞうを射い抜ぬかれ、絶ぜつ命めいしかねないほどの──殺さつ気きに満ちた目だった。

「なにを企たくらんでいる？」

　わずかな間まを置いて、カリーニンは言った。

「企むって？　何の話だよ？　……ふふ」

「…………。いいだろう。言っておくが、私は貴き様さまになにかを容よう赦しやする気はない。取り引きの類たぐいもなしだ。なにもかも吐はかせた上で、この地上から抹まつ殺さつしてやる。覚おぼえておけ」

「おお、こわい」

　おどけるガウルンに背を向けて、カリーニンはそばの兵士に告つげた。

「連れん行こうしろ」

　ＰＲＴの兵士に小こ突づかれるようにして、ガウルンはヘリに搭とう乗じようさせられた。カリーニンとマッカラン大尉は、離り陸りくをはじめたヘリから離はなれた。

「五分以内に撤てつ収しゆうしろ。予定通り、私はこの基地に残る」

「はっ」

　カリーニンには、じきにやってくる米軍部ぶ隊たいとの連れん絡らく・事じ後ごの処しよ置ちの折せつ衝しようなど、些さ末まつで政せい治じ的てきな仕事が残されていた。数名の部下を除のぞいて、ほかの隊たい員いんと装そう備び──ＡＳや輸ゆ送そうヘリなどは、早そう々そうに引き揚あげることになる。

　ガウルンと『ヴェノム』は〈デ・ダナン〉へと移い送そうし、ほかの捕ほ虜りよは米軍に引き渡す。正しよう直じき、カリーニンはあの男をその場で射しや殺さつすべきだと思っていたが、ガウルンの移送は作戦本部からの命令だった。この措そ置ちで、米軍はテロリストのリーダーを奪うばわれたことに反発するだろう。

　マッカランと歩きながら、彼は暗い思いに沈しずんだ。

（あの男は、明らかになにかの強みを握にぎっている。命いのち綱づな……その程てい度どのものだとしても）

　カリーニンの知っているガウルンは、こんな無む謀ぼうなテロ活動は決してやらない男だった。自じ堕だ落らくで享きよう楽らく的てきに見えるが、あの男もまたプロなのだ。必かならず入にゆう念ねんな計画を立て、自身の安全を確かく保ほし、実じつ現げん可か能のうな目もく的てきを設せつ定ていする。

　ガウルンは、自殺などしない。自分の命は地球より重いと思っている。これはまず間ま違ちがいない。それに比くらべて、この基地の占せん拠きよ劇げきや、馬ば鹿かげた要よう求きゆう、あっけない降こう伏ふくなど……今回はなにもかもが不ふ自し然ぜんだった。テッサの懸け念ねんも無む理りはないのだ。

　このテロ活動は陽よう動どうで、ガウルンの仲間が、どこか別の重じゆう要よう施し設せつを襲しゆう撃げきしようとしている──その可か能のう性せいはあった。

　すでに〈ミスリル〉の上じよう層そう部ぶもそれを見み越こして、監かん視し体たい制せいを強きよう化か、各国の保ほ安あん機き関かんに警けい告こくを発している。いまのところ、それらしい動きはどの地ち域いきでも察さつ知ちされていなかったが──それでも敵がしかるべき準じゆん備びをしていれば、防ふせぐ手だては無ないに等ひとしかった。ちょうど、この基地のように。

　いつも後ご手てに回らざるをえない──

　それがこの〈ミスリル〉の根こん源げん的てきな問題だった。抑よく止し効こう果かを狙ねらって、あえて『世界最強』などと吹ふい聴ちようしてはいるが、それが嘘うそだということは、この組そ織しきのだれもが知っている。〈ミスリル〉だけではない。ありとあらゆる対テロ機き関かんは、同どう様ようのジレンマを抱かかえている。戦いとは、常つねに攻める側がわが有ゆう利りなのだ。

〈ミスリル〉の強みは、高こう性せい能のうの装そう備びと人員──ただそれだけだった。その性せい質しつ上、量を増ふやすことは決してできない。

　非ひ常じように強力だが、非常に稀き少しような破は邪じやの力。

　Ｊ・Ｒ・Ｒ・トールキンの文学作品に登場する『魔ミ法スのリ銀ル』の名が、この対テロ傭よう兵へい組織に冠かんせられたのは、これがためだった。

「…………。ヴェノムについては、テスタロッサ大たい佐さの指し示じを仰あおげ。あの男……ガウルンの扱あつかいは君に任まかせる」

「はっ」

　マッカランが応こたえた。

「監かん視しは常じよう時じ二名以上。人じん選せんは任せる。身しん体たい検けん査さが済すんだら厳げん重じゆうに拘こう束そくし、なにがあっても拘束衣と手て錠じようを解といてはいかん。検けん疫えきが終わるまでは、完かん全ぜんに隔かく離りしろ。シロとわかれば、ほかの衛えい生せい問題はすべて無む視ししていい」

「たとえ急病になっても、ですな？」

　にやりとする。マッカランは仮け病びようのことを言っているのだった。

「そうだ。その結けつ果か、死亡したとしても構かまわん。尊そん厳げんを与える必ひつ要ようもない。知ち能のうの高い猛もう獣じゆうを扱あつかうつもりでいろ」

「了りよう解かいしました。では」

　敬けい礼れいしてから、マッカランは自分のＭ９へと駆かけていった。




〈ミスリル〉のヘリが遠ざかっていく。

　機き体たいの下部にＡＳを吊つり下げた輸送ヘリと、小型の兵員輸送ヘリ。途と中ちゆうでＥＣＳを作動させたらしく、その姿すがたはたちまち朝日の中にかき消える。基地のあちこちでは、いまだに煙けむりが立ち昇のぼっており、兵へい舎しやや通つう信しんセンター、管かん理りビルや格かく納のう庫こは穴あなだらけだった。

　彼──クラマは、砂浜に放ほう置ちされていた〈ダーク・ブッシュネル〉の残ざん骸がいの下から這はい出した。もはや、隠かくれている必ひつ要ようもないだろう……と判はん断だんしたのだ。

「ふん……」

　消えたヘリの痕こん跡せき──薄い紫むらさき色いろの帯おびを眺ながめ、丸い鼻を小さく鳴ならす。

　ガウルンは行ってしまった。

　あとは奴やつの運次し第だいだ。そしてあの男の悪運は、この自分の目から見ても侮あなどりがたいものがある。

　いや。それらの悪運を帳ちよう消けしにするのが、膵すい臓ぞう癌がんという彼の病やまいなのだろう。彼はすでに、死を我わがものにしている。彼にはもはや、なにも畏おそれるものがない。

　クラマの見たてでは、計画の成功は五分五分といったところだった。分ぶのいい賭かけではない。奴も彼も、酔すい狂きようなことだ。

　クラマは衛えい星せい通つう信しん機きのモジュールを引っ張ぱり出し、アンテナを開いて手早くパネルを操そう作さした。ほどなく専用の暗あん号ごう化か回かい線せんが開く。

『はい……』

　無む線せんの向こうで相手が応こたえた。けだるげで、眠たそうな少年の声。

「私です」

『ああ……クラマか。どうなった？』

　髪かみをかきあげる音と、かすかな衣きぬ擦ずれの音。その背はい後ごで、若い女が甘ったるい鼻声を漏もらすのが聞こえた。

「ガウルンはいま連れていかれました。『トイ・ボックス』に」

『ふーん……。じゃあ、賭けは僕の勝ちだな。ミスタ・Ａゴーｕルドから〈リバイアサン〉三機と五ドル。今度ガウルンに会ったら、夕食でもおごってやらないと……』

「…………。また会えるとお思いで？」

『そう願いたいものだね』

　そう言って、相手は小さなあくびをした。

『僕は三日もかけて、あの特とく製せいプログラムを作ったんだから。ミスタ・Ｚズイｎンクに頼たのんで、お膳ぜん立だてもしたし。まあ……出で来きの悪い妹には、ちょっと反はん省せいしてもらわないと』

「さようですか」

『ああ。いずれにせよ、挨あい拶さつくらいにはなるだろうから。期き待たいしないで朗ろう報ほうを待つとするよ。……それで、これから君は戻もどってくるんだろう？』

「はい」

『じゃあ気をつけて』

「ありがとうございます」

　通信が終わると、クラマは衛星通信機をたたみ、それを──海に放ほうり込んだ。

　自分の服ふく装そうをチェックする。当たり前の、アメリカ軍の野や戦せん服ふく。階かい級きゆうは伍ご長ちよう。名札はＪ・ロック。ＩＤカードも持っている。

　おりしもアメリカ軍のヘリコプターが十数機、北の空から近付いてきた。

「さて……」

　どれに乗って帰ろうか……とクラマは思った。





八月二七日　二〇一五時（グリニッジ標ひよう準じゆん時じ）

〈トゥアハー・デ・ダナン〉　主しゆ格かく納のう庫こ





　格納甲かん板ぱんにすべてのヘリが降おりると、くぐもった音を響ひびかせ、艦かんの船せん殻こく──フライト・ハッチがゆっくりと閉じていった。

　ヘリから切り離はなされたＡＳが、それぞれの駐ちゆう機きスポットに歩いていって膝ひざをつく。ヘリの方はエンジンを止め、ローターを畳たたんで牽けん引いんされた。デッキ・クルーや整せい備び兵へいが忙いそがしく格納庫を走りまわり、機き体たいの固こ定てい作さ業ぎようや、武ぶ器き弾だん薬やくの除じよ装そうに取りかかる。

　その格納庫の入り口で、かなめはそわそわしながら突つっ立っていた。

　彼女の横を、戦せん闘とうに参さん加かした男たちが通り過すぎていく。その多くは疲つかれた様よう子すだったが、同どう時じにほっと一安心しているようにも見えた。かなめにウインクする者もいる。

（じゃあ、みんな無ぶ事じに済すんだのかな……）

　そう思っていると、マオが担たん架かで運ばれてきた。

　怪け我がをしたらしい。心配して声をかけようとすると、彼女のそばにいた艦かん医いのペギーおばさんが告げる。

「大だい丈じよう夫ぶだわよ。ちょっとすっ転んだだけだから」

　マオは医い務む室しつに運ばれていった。

　担たん架かを見送り、振ふりかえると、宗そう介すけが立っていた。彼もマオを見送っていたらしい。

　無事だったのだ。ほっとしながら声をかけようとして、気付く。

「ソースケ……？」

　かなめはたったひと目で、彼が落らく胆たんしていることを見み抜ぬいた。

　いつも通りのむっつり顔で、口をへの字に引き結んでいるのだが──視し線せんが床ゆかのあたりをさまよっているのだ。物もの腰ごしもどこか覇は気きがない。

「えっ……と。お帰りなさい」

「…………」

　宗介は応こたえもせず、すぐそばに停とめてあった小型の電気トラクターに腰かけた。かなめのことなど、ほとんど眼がん中ちゆうにない様よう子すである。彼女がここにいたのは、宗介の無ぶ事じを確かく認にんしたかったからなのだが──もちろん、彼はそんなことには気付いていない様よう子すだった。

　艦内にアラームが鳴なり響ひびき、合ごう成せい音おん声せいが『潜ダー航イブ、潜ダー航イブ』と告げる。床ゆかがわずかに傾かたむき、震ふるえた。

　いつのまにか、格納庫は静せい寂じやくに包つつまれていた。人の姿すがたもまばらだ。

「た……待たい機き室しつには戻もどらないの？」

「……ああ」

「どういうこと……？」

「ミスをした。仲間に合わせる顔がない」

　そっけなく言って、彼は操そう縦じゆう服ふくを脱ぬぎにかかった。

　首を衝しよう撃げきから守るギプス型のプロテクターと、薄うす手でのボディ・アーマーを外してから、胸のファスナーを下ろす。ちょうどバイクのつなぎかオーバーオールの要よう領りようだ。下半身は脱ぬがないままで、袖そでをくるりと腰こしの前で結び、上半身はタンクトップ一枚になる。

「だれか……死んじゃったの？」

「いや」

「じゃあ、いいじゃない。マオさんも、そんなにひどい様子じゃなかったし……」

「気やすく言うな」

　宗介が語ご気きを強めた。

「気やすくって……そんなつもりじゃ」

　口くち籠ごもるかなめ。

「一歩間ま違ちがえば、彼女は死んでいたんだ。俺とあのＡＳのせいで」

「え……」

　宗介はそっぽを向いたまま、堰せきを切ったように喋しやべり出した。

「あの装そう置ち──ラムダ・ドライバが使いこなせなかった。『精せい神しんを増ぞう幅ふく』だの『イメージ』だの……わけがわからん。うんざりだ。そんなあいまいででたらめな代しろ物ものは、兵器などではない。ただのまじないだ。呪じゆ術じゆつ師しでも乗せていればいい。俺は──」

　彼は格納庫の向こうに駐ちゆう機きしてある〈アーバレスト〉を見た。

「俺は、あの機き体たいが気に入らない。ひどく気に入らない。肝かん心じんなところで操縦者を裏うら切ぎる。プロが使う道具じゃない。あれを作った奴やつは、最低の技ぎ術じゆつ者しやだ」

　宗介がこれだけ不ふ平へいや愚ぐ痴ちじみたことを漏もらすのは、はじめてのことだった。それに驚おどろきながらも、かなめはエプロンの裾すそを握にぎって、控ひかえめな声で、

「ねえ、すこし休んだら？　疲れてるんだよ、きっと」

「俺は疲れてなどいない」

「でも……ちょっと、ソースケらしくないと思う」

　かなめは心からそう思った。らしくない。こんなのは──宗介らしくない。なにがあったのか知らないが、恨うらみ言みたいなことをブツブツと。いつもの彼はもっとひたむきで、決して周りの人や物を非ひ難なんしたりしないのに。

「君に俺のなにがわかる？」

　怒ど鳴なりそうになるのを、ぐっと押し殺したような声だった。

「え……」

「軽かる々がるしく『らしい』などと言わないでくれ。俺が押し付けられたものが、君にわかるのか？　俺はただの傭よう兵へいだ。普ふ通つうの任にん務むを、普通の装そう備びでこなしていれば良かった。だが四か月前のあの事件から、けちが付きっぱなしだ。ガウルン、あのＡＳ、君の護ご衛えい……どれもこれも、俺向きじゃない。厄やつ介かい事ごとばかりだ」

「そ……」

　かなめは後頭部を殴なぐられたような気分になった。

　厄介事。自分の護衛も。

　そんな風ふうに思われていたなんて。

「あ……あたしだって……」

　かろうじて、彼女は言った。

「あたしだって、別にあんたに頼たのんだわけじゃないわよ。そんな、勝かつ手てに迷めい惑わく顔がおして……。だったら、や、やめればいいじゃない……」

「そうはいかん。俺にしかできない任務だ」

「なによ、それ……。任務って……。そんなの……」

　宗介がかなめを見上げた。彼の目は憂ゆう鬱うつで、無む関かん心しんで、荒こう涼りようとしていた。

「疲れているのは君の方だな」

「疲れてない。……あたし、これでも心配してたんだよ？　なのに……」

「わかった。わかったから、さっさと部屋に戻もどれ」

「…………」

　かなめはそれ以上なにも言わずに、きびすを返した。

　出口のそばでクルツと、もう一人東洋人の隊員とすれちがったが、彼女は会え釈しやくさえせずに、力なく通つう路ろを歩いていった。




　かなめが去ったあとも、宗介は床ゆかをにらんだまま、鬱うつ々うつとしていた。

　ガウルンが生きていたこと。奴がこの艦かん内ないにいること。〈アーバレスト〉のこと。マオのこと。ラムダ・ドライバのこと……。

　不ふ安あんと悔かい恨こんだらけだった。見通しがたたない。頭が煮に詰つまって、重たかった。

「ソースケ」

　声がする。いつのまにか、すぐそばにクルツがいた。その後ろにはヤン伍ご長ちようも。

「？　クル──」

　左の頬ほほに、クルツの拳こぶしがめりこんだ。

　まったくの不ふ意い打うちになすすべもなく、宗介は電気トレーラーから転げ落ち、床に叩たたきつけられる。口の中が切れたらしく、ぬるりと血の味がした。

「…………っ」

　身じろぎしてから、見上げる。クルツがさらに宗介に殴なぐりかかろうとして、それをヤンが懸命に押しとどめていた。

「やめろよ、クルツ……！」

「うるせえ！」

　クルツとヤンは激はげしく揉もみ合う。宗介は口の端はしの血をぬぐって、

「なんの真ま似ねだ……」

「悪いけどな、聞いてたぜ。んでもって、てめえのヒーロー気取りに我が慢まんができなくなった。それだけだよ……！」

「ヒーロー気取りだと？　俺は──」

「だまれ。ちっと大だい活かつ躍やくできなかったからって、ガキみてえにふて腐くされて、女に八つ当たりしやがって。てめえみてーな野や郎ろうが将しよう来らい、近所迷惑な暴ぼう力りよく亭てい主しゆになるんだよ。わかってんのか、コラ!?」

「俺は八つ当たりなどしていない……！」

「してたじゃねえか、バーロー！　あんないい子を泣かせるか、普通!?　てめえはクソ野郎だ。死んで反はん省せいしろっ！」

「そ……」

　かなめが？　泣いていた？　いつ？　なぜ？

　極きよく端たんに視し野やが狭せまくなっていたせいか、宗介はそのときになってようやくはじめて、かなめのことに思い至いたった。

（俺が……？　彼女を……？）

　ヤンになだめすかされて、クルツは落ち着きを取り戻す。肩で息をしてから、彼は宗介から顔をそむけて、

「気にしてんのは、まあ、わかるけどよ」

　と、ぶっきらぼうに言った。

「……俺はな、作戦中のことじゃ、ちっとも怒ってねえ。もともと、あの〈アーバレスト〉ってのは、あやふやなＡＳだ。ああなることは予よ想そうできたし、そのために俺やマオやマッカランたちがいた。で、ヴェノムは捕とらえた。基き地ちも奪うばい返した。つまり、仕事はうまくいったんだよ……！　ちがうか？」

「だが、マオが──」

「なにをいまさら……。ああいうことはいつだってある。おめーだってトウシロじゃねえんだ、それくらい知ってるだろうが！」

「…………」

「一人で戦争してるつもりかよ？　気取ってんじゃねえぞ……？」

　言い捨すてると、クルツは格かく納のう庫こを大おお股またで去っていった。取り残されたヤンは、腰こしに手をやり、深いため息をつく。

「ソースケ。大だい丈じよう夫ぶかい？」

「ああ……」

「さっきクルツの奴、君のことで『落ち込んでるみたいだから、からかってやろう』って言ってて。たぶん、彼なりに励はげますつもりだったんだね。それで、君と彼女の話を立ち聞きしてたら、急に……」

「そうか」

　答えて、立ちあがる。

　もう一度、口の端をぬぐった。

　血の味。痛み。よく知っている感覚なのに、なぜか新しん鮮せんだった。

　考えてみると、こういう形で人に殴られたのは、生まれて初めてかもしれない。

　だからといって、気分が晴れたわけでもなかったが。





八月二八日　〇一一五時（グリニッジ標ひよう準じゆん時じ）

〈トゥアハー・デ・ダナン〉　中央発はつ令れい所じよ





　艦かんを深しん度ど三〇〇メートルまで潜もぐらせ、針しん路ろを北北東にとり、速そく度どを三〇ノットにする。

　音波をさえぎる海水のベール──変サーモ温・レ層イヤーの下に、アメリカ海軍の潜せん水すい艦かんが潜ひそんでいた。こちらがベリルダオブ島の近きん海かいに来ていることは、当とう然ぜんあちらも知っている。ついでに〈デ・ダナン〉──向こうは『トイ・ボックス』と呼よんでいるが──の音おん紋もんデータを採さい取しゆしたかったらしい。対たい潜せん哨しよう戒かい機きに対潜ヘリ、フリゲート艦も出で張ばってきた。

　テッサは艦かんの超Ｓ電導Ｃ推進Ｄと電Ｅ磁流Ｍ体制Ｆ御Ｃを駆く使しして、巧たくみにその包ほう囲い網もうを潜くぐり抜ぬけた。いつものゲームだ。問題はなかった。

　スクリーンの海かい図ずを見る。

　気き象しよう班はんの報ほう告こくでは、この一いつ帯たいには西から低てい気き圧あつが接せつ近きんしており、これから一日、海上は大おお時し化けになるそうだった。いい傾けい向こうだ。これで米軍は対たい潜せんヘリを飛ばせなくなる。こちらの探たん知ちは諦あきらめてくれるだろう。

　順じゆん調ちようにいけば、明日の夜には、メリダ島基き地ちに帰き還かんできるはずだった。

　マオの様よう子すを見に行きたかったし、宗そう介すけともいろいろ話したかったが、まださすがに、そんなゆとりはなかった。発令所から決して離はなれず、ささいな異い変へんにも目を光らせていなければならない。

　捕ほ虜りよのことが気になっていた。

　ガウルン。あの男が、生きていたとは。しかもその男が、新しいラムダ・ドライバ搭とう載さい機きを伴ともなって現あらわれた。

　ベリルダオブ島に残ったカリーニンは、無む線せんで『くれぐれも、あの男には気をつけてください』と言っていた。『まだなにか企たくらんでいる』とも。

　島の占せん拠きよを聞いて以い来らい、いやな感じがずっとしていたが、これはますますにおう話だった。あの男を監かん禁きんしている第一状じよう況きよう説せつ明めい室しつから、そのにおいが漂ただよってきそうなほどだ。

　とはいえ、宗介たちはよく頑がん張ばってくれた。あの『ヴェノム』を無む傷きずで捕ほ獲かくできたのは、僥ぎよう倖こうといえるだろう。

（さすがはサガラさん、ってところかしら……）

　操そう艦かんの指し揮きで忙いそがしく、まだヴェノム捕ほ獲かくの細かい経けい緯いを聞いていなかった彼女は、ひそかに胸を躍おどらせていた。

「大たい佐さ」

　技ぎ術じゆつ士し官かんのレミング少しよう尉いが発令所にきた。彼女には、艦に収しゆう容ようしたヴェノムをざっと調べるよう命じてあったのだ。

「どうでした？」

「ええ。まだ分ぶん解かいさえしてませんが……Ｌラムダ・Ｄドライバの基き本ほん的てきな構こう成せいはＡＲＸ─７と同じようです。細かいところはずいぶん異ことなるようですが。あの〈ベヘモス〉と、ほぼ同じ系けい統とうなのは確かです」

「そう……」

「それよりも、気になることがあります。あのＡＳ──私はオーバーヒートして降こう伏ふくしたと聞いていますが、どうも……」

「なんです？」

「どこも壊こわれていないみたいなんです。装そう甲こうはいくらかくたびれて、肩部のＥＣＳレンズも破は損そんしていますが……」

　それを聞いて、テッサはあの赤いＡＳが、突とつ然ぜん格かく納のう庫こで暴あばれ出す図を想そう像ぞうした。

「勝かつ手てに動き出すとか、そういう危き険けんはありませんよね？」

　するとレミングは上品に笑った。

「それはありませんよ。ジェネレーターのコネクタを外しておきましたから。機き体たいのＡＩにどんなプログラムが仕し込こんであっても、電でん源げんがなくては動きません。自じ爆ばく装そう置ちもありましたが、だれかが触さわらなければ、決して作さ動どうしません」

「なら、いいんですけど……」

　だとして、なぜあのＡＳは壊こわれていないのか？

　換かん言げんすれば──なぜまだ戦えたのに、ガウルンはあっさりと降こう伏ふくしたのか？

（まさか、わざと捕ほ虜りよに……？）

　馬ば鹿かな。ナンセンスだ。あの男は慎しん重ちような身しん体たい検けん査さを受けて、これ以上はないほど厳げん重じゆうに拘こう束そくされ、ＳＲＴ要よう員いんの監かん視しを受けている。検けん疫えきの結けつ果かもシロで、なんらかのウィルスを保ほ菌きんしている可か能のう性せいはまずなかった。あのテロリストが、逃とう亡ぼうしたり、なにかの小こ細ざい工くをしたりする余よ地ちはないのだ。

　だが、しかし──

「とにかく、お疲れさま。ヴェノムは基き地ちで分ぶん解かいしましょう」

「はい、大たい佐さ」

　レミング少尉は敬けい礼れいしてから、発令所を出ていった。

「……マデューカスさん」

　テッサはそばの副ふく長ちように声をかけた。

「はい、艦かん長ちよう」

「ちょっと、話があるんですけど……」





八月二八日　〇一一〇時（グリニッジ標ひよう準じゆん時じ）

西太平洋　アメリカ海軍潜せん水すい艦かん〈パサデナ〉





　ひさしぶりに艦かん隊たい司し令れい部ぶから送られてきた命令は、こんな内ない容ようだった。

《これから一二時間のうちに、おまえのいる海かい域いきのそばを、あの『トイ・ボックス』が通るかもしれん。だから息をひそめてろ。もし奴やつを見つけたら、できるだけ尾つけて、データを集めまくれ》

　ＵＳＳ〈パサデナ〉艦長のキリィ・Ｂ・セイラー中ちゆう佐さは、プリントアウトされたその命令書を握にぎりつぶして、不ふ機き嫌げんなうなり声をもらした。

「どうやって見つけろってんだ。まったく……」

　あの近きん距きよ離りでも見失ったというのに。受け持たされた海かい域いきは、半はん径けい一〇〇キロ。それこそ藁わらの中から針はりを探すようなものだった。

「たぶん、司し令れい部ぶもあまり期き待たいしていないのでは？」

　副ふく長ちようのタケナカ大たい尉いがのんきな声で言った。

　太平洋艦かん隊たいのほかの艦は、もっと南で『トイ・ボックス』探しに狩かり出されていたらしい。この〈パサデナ〉だけ、ぽつんと離はなれた海域にいるのだ。

「だろうなー。こういう任にん務むをしていると、ノビーの奴やつを思い出すわい」

「だれですか、そりゃ……」

「うむ。俺は子供時代、少年野球のチームを率ひきいておってな」

「はあ」

「ちなみにチーム名は『オクラホマ・セイラーズ』という。……で、その一員に、ノビーという救いようのないダメ男がおったのだ。俺様は奴をライトの八番にして、徹てつ底てい的てきに冷れい遇ぐうした。エラーをしたら、キャシーの前でパンツを下ろさせた」

「キャシーって……？」

　それには答えず、セイラーは遠い目をした。

「いま思うと、あの寒さむ空ぞらの下、ライトのポジションを守っていたノビーの気持ちが、すこしはわかるような気がしてなあ……」

「長い割わりにしょうもない話ですね……」

「なんだと？　この俺様の、少年の日の美しい思い出を馬ば鹿かにするのか」

「だって、田い舎なかのガキ大だい将しようの与よ太た話ばなしじゃないですか」

「貴き様さまっ！」

　それから三分間、セイラーとタケナカははげしく罵ののしり合い、揉もみ合った。

　甲かん板ぱん士し官かんが『いい加か減げんにしてください』と止めに入り、二人はぜいぜいと息をする。一分間の休息と五分間の議ぎ論ろんを経へて、艦を変へん温おん層そうの境さかい目めに静せい止しさせ、『トイ・ボックス』を待ち伏ぶせすることになった。

　見付かるわけもない『トイ・ボックス』を。

　つまり一二時間、鼻をほじって過すごすだけの、退たい屈くつな仕事になるはずだった。

　そのはずだったのだが──





八月二八日　〇四三一時（グリニッジ標ひよう準じゆん時じ）

〈トゥアハー・デ・ダナン〉　厨ちゆう房ぼう





　新しん品ぴんの電でん子しレンジとオーブンとの間に、ちょうどいい按あん配ばいの隙すき間まがあるのである。人間の肩かた幅はばくらいの、薄うす暗ぐらい隙間が。いじけまくって、自分の殻からに閉じこもるのにはもってこいの空くう間かんだ。

　かなめはその隙間にしゃがみ込んで、陰いん鬱うつな気分に浸ひたりきっていた。膝ひざを抱だき、暗い目を伏ふせ、身体からだ全体で『しゅん』とする。

　頭の中は宗そう介すけとのことで一いつ杯ぱいだった。腹はらが立ち、失しつ望ぼうし、哀かなしくなって、自分の存そん在ざいがどうにも疎うとましくなる。考えが煮に詰つまってくると、じわりと瞳ひとみが潤うるんだ。そんな自分が情けなくて、またまた頭が熱くなる。

　明日になったら、テッサに頼たのんで宗介を護ご衛えい任にん務むから外してもらおう……とかなめは思っていた。だれか別の人に変えるか、それとも護衛そのものを打ち切ってもらうか。どちらでもいい。どうだっていい。

　迷めい惑わく顔がおをされてまで、そばにいて欲ほしくなんかない。これ以上、お荷に物もつだなどと、思われたくない。それだけだった。

　コックのカスヤ・ヒロシ上じよう等とう兵へいは、そんな彼女を放ほうっておいてくれた。

　数時間ほど前、問題の宗介が食堂の方にやって来て、『チドリ・カナメを見なかったか？』などとカスヤにたずねていたが、彼は気を利きかせて『いませんよ』と答えてくれた。同じ日本人なのに、英語で会話しているのが変な感じだった。

　疲れると、かなめはその場でうとうととまどろんだ。浅い夢から目を覚さますと、また思し考こうのどうどう巡めぐりをはじめる。そしてまた、疲れて眠る。その繰くり返しだ。

　ついに見かねたのか、カスヤが彼女に声をかけた。読みかけの学がく術じゆつ書しよ──海かい洋よう学がくの本だった──にしおりを挟はさんで、かなめのそばまでやってきて、

「あのね……かなめちゃん。そこにいるのは構かまわないけど、すこし、なにか食べたら？」

「…………いらない」

「あとね、寝ねるんだったら、艦かん長ちよう室しつに帰った方がいいよ」

「…………帰りたくない」

　だれかと顔を合わせるのが、ひどくおっくうだった。

「そう言わずに。一度、シャワーでも浴あびてぐっすり眠れば、すこしは元気も出るだろうから」

　かなめはぼおっと相手の顔を見上げた。

「…………迷惑？」

「え……？　いや、そんなことないけど」

　困こまったような笑顔。

　どうやら、ここでもお荷に物もつになってしまったようだ。かなめは仕し方かたなく立ちあがって、のろのろと厨房を出ていった。






同どう時じ刻こく〈トゥアハー・デ・ダナン〉　第一状じよう況きよう説せつ明めい室しつ





　一時間交こう替たいという早いサイクルで、テロリストの監かん視しは行われていた。

〈デ・ダナン〉には独どく房ぼうなどの施し設せつがない。滅めつ多たに必ひつ要ようとされない上に、限かぎられた艦かん内ないのスペースを奪うばうからだ。したがって、ごく稀まれに捕ほ虜りよや来らい賓ひんを乗せた場合は、そのときの空き部屋を使うことになる。

　この場合は、日ひ頃ごろのブリーフィングに使われる第一状況説明室が監かん獄ごく代がわりだった。

　初Ｐ期対Ｒ応班Ｔに所しよ属ぞくするリャン一等兵は、二度目の監視任にん務むについていた。ＳＲＴのダニガン軍ぐん曹そうと共に、部屋の入り口近くに腰こしを下ろし、テロリストを見み張はる。それだけの仕事だ。

　問題のテロリスト──リャンは名前を知らなかった──は、拘こう束そく衣いを着せられ、猿さる轡ぐつわをかまされ、鎖くさりと手て錠じようでがっちりと椅い子すに縛しばり付けられていた。義ぎ足そくも外され、他の装そう備びとまとめて別室に保ほ管かんしてある。なにをどうしたって、この束そく縛ばくから逃のがれることは不ふ可か能のうだろう。

　暇ひまだった。まだ監視を交こう替たいして、一〇分もたっていないのだが。

　リャンがついついあくびを噛かみ殺すと、ダニガン軍ぐん曹そうがじろりと彼をにらみつけた。

「……失しつ礼れい」

「おまえは狙そ撃げき兵へい向きではないようだな」

　同じ姿し勢せいで何時間も待たい機きする……そうした忍にん耐たい力りよくは狙撃兵の絶ぜつ対たい条じよう件けんである。それがおまえにはない、とリャンは言われたのだ。

　ダニガンは筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの偉い丈じよう夫ふで、リャンの見た限りではいつも気き難むずかしい顔をしていた。ほとんど会話をしたこともない。五ご厘りん刈がりの丸い頭と、右目の横の太い傷きず跡あと。瞳ひとみは薄いブルーだ。

　リャンは鼻を鳴ならし、

「ですがねぇ。たとえ上シヤン海ハイ雑ざつ技ぎ団だんだって、あの状じよう態たいから縄なわ抜ぬけするのは無む理りですよ。だってのに……」

「あらゆる危き険けん性せいに備そなえるのが我われ々われの仕事だ。それを忘れるな」

「危険性ったって……。じゃあ、どんな危険性があるんですか」

　するとダニガンは眉み間けんにしわを寄よせ、なにやら熟じゆつ考こうする仕し草ぐさを見せた。自分の腕うで時ど計けいを見て、次にテロリストを眺め、口を開く。

「そうだな……。たとえば、こういうのはどうだ、たとえば」

　そう言いながら、ダニガンはポケットから筒つつ型がたのサイレンサーを取り出し、自分の自動拳けん銃じゆうの銃じゆう口こうにねじ込んでいった。

「…………？」

「たとえばの話だ、たとえば。この俺がこうしたら、どうする？」

　拳銃をリャンに向ける。彼はぎょっとしながらも、

「な……なんですか、そりゃ。ズルいですよ」

「ずるくなどない。これだって危険性の一つだ。だから気を緩ゆるめるな」

　青い瞳が、まっすぐにリャンを見み据すえる。その顔つきはしごく真ま面じ目めで、厳きびしい教えをたれる教師のようだった。

　銃口は依い然ぜんとして、こちらを向いている。一等兵は唾つばを呑のみ込み、小さくうなずいた。

「す、すみません……でした。軍曹殿」

「わかればいい、わかれば」

　ダニガンが破は顔がん一いつ笑しようした。

　リャンがほっとすると、軍曹はにやにやとしながら、こう付け加えた。

「だが、遅おそすぎたようだな」

　ダニガン軍曹は、引き金を引いた。

　頭の真ん中に弾だん丸がんを受けて、リャン一等兵は即そく死しした。

　銃じゆう声せいはとても静かだった。




　鎖と手錠、拘束衣と猿轡を外されて、ガウルンはようやく人ひと心ごこ地ちついた。

　長時間の拘束ですっかり凝り固まってしまった身体からだ中じゆうの関かん節せつを揉もみほぐし、首をぐるぐると回す。義足がないので、彼は椅い子すに腰こしかけたままだった。

「ふー。このまま放ほうっておかれるかと思った」

　にんまりとしてガウルンが言うと、ダニガンは渋しぶい顔をした。

「そうしようかとも思ったがな。あの作戦で決けつ心しんがついた。ここはダメだ、ここは。甘あまちゃん揃ぞろいで話にならん」

「そうかい」

　実のところ、ガウルンはこの男とは初しよ対たい面めんだった。

　彼の組そ織しきが〈ミスリル〉の上じよう層そう部ぶに植うえ付けたスパイ──『ミスタ・Ｚズイｎンク』が活かつ動どうを始めたのは、つい最さい近きんのことである。ガウルンを解かい放ほうしたこの男は、そのミスタ・Ｚｎによって懐かい柔じゆう工作を受けた隊たい員いんの一人だった。

　なんでも〈ミスリル〉は、やたらとモラルの高い人間が多いらしく、懐柔を受けそうな隊員を選ぶのには大変な苦労と危き険けんを伴ともなったらしい。

　だが、それはガウルンの関かん知ちするところではなかった。彼の仕事は、この船を丸ごといただく──もしくは破は壊かいすることなのだ。

「ともかくだ、〈アマルガム〉にようこそ。ミスター、ええと……」

「ダニガンだ。ジョン・ダニガン」

「よろしく、ジョン」

　ガウルンが右手を差し出すと、ダニガンはそれには応じず、冷れい淡たんな声で言った。

「気安く呼よぶな、チャイニーズ。俺を『ジョン』と呼んでいい人間は限かぎられている」

「ははあ……」

「あくまでビジネスの付き合いだ、ビジネスの。それを忘れるな」

　ガウルンは手をひっこめて、こめかみをぽりぽりと掻かいた。それから相手の顔色をうかがうようにして、

「そのー。ついでに、『貴き様さまの指さし図ずは受けない』とか？」

「ふん。よくわかってるじゃないか、チャイ──」

　次の瞬しゆん間かん、ガウルンは椅い子すから立つこともなく、すっとダニガンの手首を取った。相手がなにかの反はん応のうを示しめすより早く、巧たくみにそれをひねり上げ、姿し勢せいを崩くずしてやる。

　さらに腕うでをねじって、回して、押おし戻もどして、引いて──まるで魔法のように、ダニガンの巨体が空中に浮うかび、半回かい転てんし、床ゆかに叩たたきつけられた。

「っ……!?」

　倒れた相手の上に腰を下ろす。いつのまにか、ガウルンの手にはダニガンが隠かくし持っていたナイフが握にぎられていた。

「やれやれ。油ゆ断だんしたかな？　ジョォ～ン」

　ナイフを相手の首くび筋すじに突きつけ、ガウルンは言った。

「ちなみにいまのは我わが祖そ国こく・日本の柔じゆう術じゆつだよ。ジョォ～ン」

「きさ……ま……」

「『気安く呼ぶな』？　『指図は受けない』？　それじゃあ困るんだよ。ジョォ～ン」

　鋭するどい切っ先が、ダニガンの肌はだをじりじりと切り裂さいていく。

「うっ……あっ……あっ……！」

「なあ？　ジョォ～ン。いくらビジネスだって、先せん輩ぱいには敬けい意いを払はらうもんだぜ？　わかるかな？　ジョォ～ンんん……!?」

　ダニガンは冷たい苦痛に身体からだを震ふるわせ、びっしりと玉の汗あせを浮うかべた。それから、ようやくたまりかねたように、

「わ……わかった。悪かったよ、悪かった……」

「本当にそう思ってる？」

「思っている。もうあんたを困らせたりしない」

「よーし。じゃあ仲直りの握あく手しゆだ」

　ナイフを食い込ませたまま、ガウルンは右手を差し出した。ダニガンはうつぶせで組み伏ふせられた格かつ好こうのまま、おずおずとその手を握った。

「さて。……で、俺の足はどこかな？　あれに仕し込こんだディスクがないと、話がはじまらないんだよな……」

「持ってきてある。あそこの中だ……」

　さきほどまでダニガンが座すわっていた椅子の下に、オリーブ色のバッグが置いてあった。




　死んだリャン一等兵の野や戦せん服ふくを着て、さらにサブマシンガンを奪うばい、ガウルンは状じよう況きよう説せつ明めい室しつを出た。すでに深しん夜やの時じ刻こくだったので、照しよう明めいは暗く、人の姿すがたはほとんどなかった。

　ダニガンの先せん導どうで通路を進み、上の甲かん板ぱんに続く階段へ。

「発はつ令れい所じよはこの上だ。艦かん長ちようもいる」

「よしよし……」

　階段に足をかけたところで、背はい後ごから声がした。

「どこへ行く気だ？」

　振ふり向くと、その男はすでに拳銃を構かまえていた。

　小こ柄がらな白人の士し官かんだ。曲がり角から半身だけを出し、ぴたりと銃口をこちらに向けている。

「ああ、マッカラン大たい尉い。これはですな……」

「だまれ、ダニガン」

　マッカランはぴしゃりと遮さえぎった。

「こういうことだったとはな。少佐殿が『内ない通つう者しやの可か能のう性せいにも用よう心じんしろ』とおっしゃらなかったら、私がここに居い合あわせることさえなかっただろう。だが、まさかＳＲＴ要よう員いんの貴き様さまだったとは……」

　するとダニガンは弁べん解かいしようとするのをやめて、皮ひ肉にくのこもった笑え顔がおを浮かべた。悪わるびれもせずに、肩かたをすくめて、

「はは。俺は前から、あの小こ娘むすめが気に食くわなかったんだよ。前から」

「そういう事じ情じようは後で聞く。二人とも銃じゆうを捨すてろ」

　ガウルンが口の端はしを吊つり上げた。

「たとえば、いやだといったら？」

「死ぬだけだ」

　マッカランは通つう路ろの角に左半身をうまく隠かくしていた。銃じゆうの腕うで前まえも、おそらく一いち流りゆうだろう。ここでこちらが反はん撃げきしようとしても、一いつ瞬しゆんで二人が射しや殺さつされるのはほぼ確かく実じつだった。

　そこで、角の反対側からもう一人の隊たい員いんが現あらわれた。

　野戦服姿の東南アジア人だった。

「グェンか」

「大尉、これは？」

「見てのとおりだ。ダニガンが裏うら切ぎった。ウェーバーたちを呼よべ」

　油ゆ断だんなく銃を構えたまま、マッカランが言った。

　グェンはその場の男たち全員を見み比くらべ、自分のポケットから小型の自動拳銃を取りだした。サイレンサー付きの九ミリ口こう径けい。サイレンサー付きの──

「どうした、グェン!?　はやく──」

「すみませんね、大尉」

　グェンが銃口をマッカランに向け、引き金を絞しぼった。

　立て続けに三発。

　すべての銃じゆう弾だんが胸に飛び込み、鮮せん血けつが飛び散ちる。

　マッカラン大尉は糸の切れた操あやつり人形のように、その場にくずおれた。悲ひ鳴めいも、罵ののしりも、悪あく態たいさえもなかった。

「ナイス・ショット……！」

　ガウルンがうなるように言った。

「……で、もう一人の協力者ってのが、あんた？」

　グェンはうなずき、

「そういうことになる。俺はグェン・ビェン・ボーだ。いまのはボーナスになるかい？」

「はっは。そうだな、交こう渉しようしてやるよ」

「頼たのむぜ、ガウルンさんよ」

　グェンは指でＯＫサインを作ってみせる。

　そのとき、かすかな物もの音おとがした。鋭えい敏びんな五感を持つ三人の男たちは、同どう時じにその物音に目を向ける。

　倒たおれたマッカランの向こうに、私し服ふく姿すがたの少女が立っていた。

　この戦せん闘とう艦かんにはおよそ似つかわしくない、淡あわいグリーンのパーカー。黄色のショート・パンツ。長い黒くろ髪かみが、薄暗い照しよう明めいの中で揺ゆれる。

　少女は足下の血だまりを見下ろし、それからゆっくり、ガウルンたちに目を向けた。

　線の細い、美しい顔立ちだったが──いまは当とう惑わくにこわばり、唇くちびるが小さく震ふるえていた。なにが起きているのか分かっておらず、自分がどういう状じよう況きように立たされているのかも、理り解かいできていない様子だった。

「っ…………」

　我われに返って、逃げ出そうとするところに、グェンが飛びかかる。動どう揺ようした少女では、鍛きたえぬかれた戦士の脚きやく力りよくにはとうてい及およばなかった。後ろから抱だきすくめて、黒いコンバットナイフを胸に押し付けると、彼女は小さな悲ひ鳴めいをあげる。

「やっ……」

「叫さけんでもいいぜ、お嬢じようちゃん。でもそうしたら……な？」

　グェンは耳元でささやくと、ナイフで少女の乳ち房ぶさを服の上から押し上げた。

「いろいろと痛い思いをするし、男の子にもモテない身体からだになっちまうぞ？」

　少女はかろうじて黙だまりこくった。

「艦長が呼んだ客だ、艦長が。始し末まつしよう」

　ダニガンが言うと、ガウルンは渋しぶい顔で頭かぶりを振ふった。

「ダメ」

「なぜだ？」

「いろいろとな。その子はなるべく、殺しちゃいかんことになってる。なるべく、だけどな」

　グェンに引っ立てられた、少女の顔をのぞきこむ。彼女は息を呑のみ込み、瞳ひとみを潤うるませながらも──自前の勇気を総そう動どう員いんして、ガウルンをきっとにらみつけた。精せい一いつ杯ぱいの抵てい抗こうのようだった。

「ごぶさた、カナメちゃん。学校のみんなは元気？」




　まるでホラー・ムービーだ、とかなめは思った。

　北きた朝ちよう鮮せんの山中で、宗そう介すけに倒たおされ、死んだはずのテロリスト。その男が生きていて、しかもいきなり、この艦かん内ないに現あらわれたのだ。そういう連中は、絶ぜつ対たいに近付けないはずのこの艦内に。

　いったいなにが、どうなって……？

　考えたところで、いまの彼女にわかろうはずもなかった。はっきりしているのは、またしてもピンチがやってきた、ということだけだ。

　しかも今度は、かなりまずい。

　この男──たしかガウルンといった──と、手下の二人は凄すご腕うでだ。二か月前に出会った、タクマの仲間のテロリストたちとはケタが違う。歩き方や身のこなし、全身にまとった静かな殺さつ気き──それらすべてが、近寄りがたいほどの暴ぼう力りよくの匂においを漂ただよわせている。恐おそらく彼らは、息をするように人を殺せるプロなのだろう。素しろう人とのかなめでも、それがひしひしと伝わってきた。

　たぶん、宗介よりも強い。

　そんな漠ばく然ぜんとした思いが、根こん拠きよもなく鎌かま首くびをもたげてくる。

　男たちはかなめを引き連れ、だれもいない通つう路ろを進んでいった。丸い頭の巨きよ漢かんが先頭を進み、次にガウルンとかなめ、最さい後こう尾びを痩やせたナイフ使いが歩いていく。

　階段を上がり、いくつかの戸口を抜けて、彼らが出たのは──〈トゥアハー・デ・ダナン〉の心しん臓ぞう部ぶ・中央発はつ令れい所じよだった。




　艦かん長ちよう席せきのテッサは、ベリルダオブ島での戦せん闘とう記き録ろくに目を通していたところだった。

　小さな劇げき場じようのような構こう造ぞうの発令所で、当とう直ちよくについていたクルーの数はわずか九名。座ざ席せきの半分近くが空いている。マデューカス副ふく長ちようも席をはずしていた。

　まず、扉とびらに一番近い席に座すわったクルーが彼らに気付いた。

　そのクルーは立ちあがりかけたところで、鼻はな柱ばしらにダニガンの拳こぶしを食らって、座ざ席せきの向こう側がわに吹ふっ飛とばされた。その悲ひ鳴めいと物もの音おとを聞いて、残りのクルーたちが一いつ斉せいに入り口近くに注目する。

　一いつ拍ぱく遅おくれて、テッサもそちらを見た。

「…………！」

　ＳＲＴのダニガン軍ぐん曹そう。グェン伍ご長ちように引きたてられた千ち鳥どりかなめ。

　そして──サブマシンガンを持ったガウルン。

　テッサは全身が総そう毛けだつような寒さむ気けを覚えた。その四人を見ただけで、だれが裏切ったのか、そしてなにが起きようとしているのかを知ったのだ。

　その場のクルーのほとんどが、席から腰こしを浮うかしていた。彼らがガウルンたちに飛びかかろうとする寸すん前ぜん、テッサは叫さけんだ。

「だめよっ！」

　クルーが凍こおりつく。

「絶ぜつ対たいにだめ。これは命令です！」

　二、三人が犠ぎ牲せいになっても、なんとか取り押さえられるとでも思ったのだろう。

　だがＳＲＴ要よう員いんの戦せん闘とう力りよくを、テッサはよく知っていた。宗介、マオ、クルツ、マッカラン、ヤン……どれも善ぜん良りような人間だが、彼らは同どう時じに、ほとんど超ちよう人じん的てきな殺人技ぎ術じゆつの持ち主でもあるのだ。ダニガンとグェンも例外ではない。この二人ならば、素す手ででもこの場の全員を皆みな殺ごろしにできるだろう。

　ましてや、銃じゆう器きを使われては。必ひつ要ようがない限かぎり、艦かん内ないではどのクルーも武器を携けい行こうしない決まりだ。特に発令所への銃器・刃物の持ち込みは厳げん禁きんだった。実のところ、彼女はその禁きんを自ら破やぶって、ひそかに小型の自動拳銃を隠かくし持っていたのだが──この三人を相手にしては、銃などなんの役にも立たない。

「さすが艦長どの。きちんとわきまえていらっしゃる」

　のんきな声でガウルンが言った。それからテッサに銃口を向けて、

「聞きましたかー、みなさん？　変なこと、しない方がいいですよー。たとえば警けい報ほう鳴ならすとか。そういうことをすると、かわいいかわいい艦長さんが、とてもヒドい目に遭あいます。どれくらいヒドいかというと、Ｘ指し定ていです。未成年は、見てはいけないようなことをする方ほう針しんです。了りよう解かい？」

　クルーたちは固い表情のまま、ゆっくりと座ざ席せきに腰こしを戻もどした。

「やってごらんなさい。あなたたちが生きてこの船から出ることはありませんよ」

　テッサが挑いどむように言うと、ガウルンは心から嬉うれしそうに、

「うーん、かわいい！　いい職しよく場ばだなぁ。実はおまえら、もったいないことしたんじゃないか？」

　ダニガンとグェンを見ると、二人は苦く笑しようした。

「俺たちは関係ない、俺たちは」

「別に、なんかさせてくれるわけでもねーしな」

「なるほど。あ……ところで、カナちゃんはそっちに行ってね。二人とも大だい事じな人ひと質じちだからね」

　ガウルンは腕うでを引いて、かなめをテッサのそばに立たせた。

「カナメさん。怪け我がはありませんか？」

「うん……。でも、兵隊さんが一人……その……」

　かなめが青ざめたまま、口くち籠ごもった。

　たぶん、殺されたのだ。だれだろう。テッサは苦い胸の痛みを感じたが、どうにかしてそれを心の中から追い出した。

「では、そろそろ本ほん題だいに移うつろうか。艦長さん。針しん路ろを北西の……そう、三─〇─〇にしてもらおうかな」

「お断ことわりです」

「ふーん。これでも？」

　ガウルンが一番手近なクルーに、サブマシンガンの銃口を向けた。

「やめて……！」

　かなめが叫んだ。

　銃を向けられたそのクルー──甲かん板ぱん士し官かんのゴダート大たい尉いは、厳きびしい顔を崩くずすことなく、なにかを覚かく悟ごしたように息を呑のんだ。

「いけません、艦長」

　まっすぐにテッサを見る。

「…………」

「自分は恨うらんだりしません。ほかの者もです。どうか──」

「じゃあ死んじまいな」

　ガウルンが引き金を引こうとしたその直ちよく前ぜん、

「待って」

　テッサは言った。こらえきれなかった。無む理りだった。

　ガウルンの指が止まる。

「おや？　お断ことわりじゃなかったのかい？……ククク」

　相手の屈くつ服ぷくを楽しむように、テロリストは何度もうなずいた。

「…………取り舵かじ。針路三─〇─〇」

　弱々しくつぶやく。

「艦長……！」

「まだ大だい丈じよう夫ぶです！　針路変へん更こうくらいなら……。聞こえなかったの？　取り舵、針路三─〇─〇よ……！」

　甲板士官が力なくうなずき、それを復ふく唱しようした。二人の操そう舵だ手しゆが艦を動かす。ほぼ真北に向かっていた〈デ・ダナン〉は、ゆっくりとその舳へ先さきを北西へとめぐらしはじめた。

　これはまだ許きよ容よう範はん囲いだ、とテッサは自分に言い聞かせた。

　だが限げん界かい深しん度どへ潜せん航こうしたり、兵へい装そうを発はつ射しやしたり、パラジウム・リアクターの出しゆつ力りよくをいじったり──そういった危き険けんな要よう求きゆうをされたら、今度こそ本当に突っぱねるしかない。たとえこの場の全員が、一人ずつ殺されていったとしても。

　時間を稼かせぐしかない。そうすれば、発令所の外のクルーが異い状じように気付いて──もう気付いているかもしれない──状じよう況きようも変わってくる。敵はおそらく、この三人だけだ。マデューカスやマッカランたちが知ち恵えを絞しぼれば、なんとかなる。

　カリーニン少しよう佐さを島に置いてきたのは、手て痛いたい失敗だった。彼がこの艦内にいれば、どれだけ心強いことか……。

「時間を稼げばどうにかなる、とか思ってるのかな？」

　ガウルンが言った。

「…………」

「ところが、だ。実はいまのは余よ興きようでねぇ。君が言うことを聞いてくれないときのために、こういうのも用意してあるんだよ。……ククク」

　一枚の四角いディスクを取り出す。

　ガウルンは艦長席の個人用スクリーンと、それに接せつ続ぞくされたコンピュータのモジュールをひとしきり観かん察さつした。それは艦全体を統とう合ごう管かん理りする、マザーＡＩ〈ダーナ〉に直ちよつ結けつしている数少ない端たん末まつの一つだった。

　まさか。

　その可か能のう性せいを考えて、テッサは戦せん慄りつした。

　スロットルを確かく認にんしてから、ガウルンは持っていたディスクを挿そう入にゆうする。

「んー……。これと……これ、ね……。わかりにくいなー。ったく……」

　トラック・ボールで画面上のカーソルを動かし、キーボードを叩たたく。

「よし……と」

　エンター。窓まどが表ひよう示じされる。ディスクの中のデータが、みるみる端たん末まつへと吸すい出されていって──

《ＣＯＣ準じゆん備び中ちゆう／残り時間00:00:05》

　続いて表示。

《警けい告こく／ＣＯＣの実じつ行こうは、Ｔ・テ A?t タロッサ大たい佐さの承しよう認にんか dx ‰戦本部の‰i? 必ひつ要ようです。パスワー A?a?O 入力を音 R?I? て D ‰i?d?μ?U?･? 警 B ‰ e!!!!!!!》

《………………》

　画面がブラックアウト。発はつ令れい所じよの正面スクリーンも、一いつ瞬しゆん、真っ暗になる。

「そんな……そんな……」

　テッサは青ざめ、そうつぶやくのがやっとだった。かなめやクルーたちは、なにが起きたのかも分からず、不安顔で彼女を見つめている。

　彼らの疑ぎ問もんは、回かい復ふくしたスクリーンの文字が教えてくれた。




《ようこそ、ガウルン艦かん長ちよう／ご指し示じをどうぞ／あらゆる、ご指示をどうぞ》




　ガウルンは口くち笛ぶえを吹くと、テッサの肩かたにぽんと手を置いた。

「だってさ？　機き械かいってのは薄はく情じようだよな」

「…………」

　ＣＯＣとは、『指チエ揮ンジ・官オブ・交コマ替ンド』の略りやくである。通つう常じよう、テッサ以外にはできないはずの、艦長の登とう録ろくが更こう新しんされてしまったのだ。たった一枚のディスクに入ったウィルスによって。〈デ・ダナン〉のプログラム言語『BベAイdダa　』は、ごくわずかな人間しか使いこなせないのに。

　こんな芸げい当とうができる人間は、彼女の思いつく限かぎり一人しかいなかった。

「彼なのね……？　彼を……知っているの？」

「ククク……そういうこと。『よろしく』だとさ。だがね……ここまでスムーズにいくと、たぶん、あんたは彼と会うことになるよ」

　テッサはすべて理り解かいした。これこそ『彼』の手痛い挨あい拶さつ。ガウルンと彼は組くんでいた。そしてこの男は、自分をこの艦ごと、彼の元へ引き渡そうとしているのだ。

「さて、ＡＩくん？」

《イエス、キャプテン？》

　どことなく官かん能のう的てきな女性の声。マザーＡＩの〈ダーナ〉が反はん応のうした。すでにガウルンの声せい紋もんデータも入力されているのだろう。

「ちょっと避ひ難なん訓くん練れんでもしてみようか。火か災さいとリアクター事じ故この警けい報ほうを鳴らしてくれ。主しゆ格かく納のう庫こに全員集合！」

《アイ・サー》

　たちまち、ぞっとするようなサイレンの音が艦内に鳴なり響ひびいた。








　５：蒼そう溟めいの中へ





八月二八日　〇五〇〇時（グリニッジ標ひよう準じゆん時じ）

西太平洋　ＵＳＳ〈パサデナ〉





「アラーム音だと？」

　ソナー員の報ほう告こくを聞いて、セイラー艦かん長ちようは怪け訝げん顔がおをした。

「はい。方ほう位い一─五─八、変サーモ温・レ層イヤーの下です。推すい進しん音おんはまったく感かん知ちできませんが、動いていますね。たぶん南東から北西へ。かなりの高こう速そくのようですが……」

「どれ。聞かせろ」

　ヘッドセットを受けとって、耳にあてる。

　がー、がー、と猛もう獣じゆうが吠ほえるようなサイレンの音。その向こうで、淡たん々たんとした女の声が聞こえる。英語なのは確かなようだったが、なにを喋しやべっているのかは不ふ明めい瞭りようで聞き取れなかった。

「ふむう……」

　なにかの事じ故こだろうか？

　ただ、その音おん源げんが潜せん水すい艦かんであることはまちがいなかった。しかもサイレン以い外がいはまったく無む音おんで、高こう速そく。この艦かんのソナーをもってしても、スクリューの音が聞き取れない。そしてこの海かい域いきにいる潜せん水すい艦かんは〈パサデナ〉だけのはず。

　つまり、この音源は──

「艦長、『トイ・ボックス』ですよ！」

　タケナカ副ふく長ちように先に言われて、セイラーはむっとした。

「どうして貴き様さまは……そう、アレなのだ……」

「え？」

「まあいい。なんにせよやっこさんめ、尻しつ尾ぽを出したわけだな。……前ぜん進しん三分の一、深しん度ど一八〇に浮ふ上じよう！　トイ・ボックスを待まち伏ぶせるぞ！」

「アイ・サー。前進三分の一！　深しん度ど一八〇！」

　海水のヴェールに身を隠かくすため、〈パサデナ〉はゆっくりと浅い海に上がっていった。





〈トゥアハー・デ・ダナン〉主しゆ格かく納のう庫こ





　耳をつんざくほどのアラームと、ＡＩの警けい告こく。

　それらに叩たたき起おこされた乗じよう員いんたちが、一いつ斉せいに主格納庫へとなだれ込んでいく。彼らの表ひよう情じように恐きよう怖ふはなく、ただ当とう惑わくと──ある種しゆのけだるさが漂ただよっていた。動きはきびきびとしていたし、酸さん素そマスクや救きゆう命めい胴どう衣いを回す手て際ぎわ、そして武ぶ器き弾だん薬やくをより安全な艦かん首しゆの方へ移い動どうさせる能のう率りつも一〇〇点満まん点てんだったが、それでも不ふ平へいの色は濃のう厚こうだった。

　こんなときに火か災さい訓くん練れんとは、テスタロッサ嬢じようも意い地じが悪い。そんな気分の者が大半だ。

《すべての乗員は前部・主格納庫へ退たい避ひせよ。繰くり返す、第二機き関かん室しつにて火災が発生。これは訓くん練れんである。第一コンパートメントに──》

　警けい報ほうによると、火災は艦の最さい後こう尾び、機き関かん室しつで起こったそうだった。その事故で大たい量りようの煙けむりと有ゆう毒どくガスが発はつ生せい。さらに動どう力りよく炉ろが制せい御ぎよを失うしない、危き険けんな中性子漏もれを起こしているという。

　そんな破は滅めつ的てきな事じ故こは、ＡＩか艦長が暴ぼう走そうしたりでもしない限かぎり、起こるはずのない状じよう況きようだった。無む論ろん、備そなえる必ひつ要ようがあるのは確たしかだったが──

（妙みようだ）

　と、宗そう介すけは思った。その他の下か士し官かんや、一ひと握にぎりの将しよう校こうも同じ顔をしている。

　いま艦内には重じゆう要ような捕ほ虜りよがいるし、周しゆう囲いにはアメリカ軍の艦かん船せんがまだいるかもしれないのだ。その状況で火災訓練など。あの聡そう明めいな少女が、こんな戯たわむれをするだろうか？

　忙いそがしく動き回る二〇〇名のクルーでごった返した主格納庫を、宗介は駆かけずりまわった。

（千ち鳥どり……千鳥はどこだ……？）

　見み当あたらない。手ごろな水すい兵へいを捕つかまえてたずねても、誰も『見ていない』という。コックのカスヤ上じよう等とう兵へいも知らなかった。

　かなめを探しに行こうと、宗介は格納庫から艦の後こう部ぶに続く扉とびらへ走る。だがそのそばに立っていた中ちゆう尉いが、彼を制せい止しした。

「いかん！　これから扉を閉しめる！」

　訓くん練れんのシナリオ上では、すぐそこまで有毒ガスが迫せまっている状じよう況きようだった。

「客きやく人じんのチドリ・カナメがいません。探しに行かせてください」

「だめだ！　ここから後ろの人間は、もうすべて死んでいる！」

　もちろん仮か想そう上じようのことである。

「しかし──」

「あとで会ったら、『君は死んだ』と教えてやれ。あきらめろ、命めい令れいだ！」

「そっ……」

「命令だと言った！」

　中ちゆう尉いが重おもたい水すい密みつ扉とびらを閉しめようとした。独どく立りつしたサーボ・モーターの力で、厚あつさ四〇センチの扉がゆっくりと回っていく。それは一度ロックされたら絶ぜつ対たいに外れない、おそろしく頑がん丈じような扉の一つで、艦の前部と後部を完かん全ぜんに隔かく絶ぜつするものだった。

　いやな感じがした。

　この不ふ審しんな火か災さい訓くん練れん。聞こえてこないテッサの肉にく声せい。ガウルンの存そん在ざい。見当たらない千鳥かなめ。

　だが上じよう官かんが『駄だ目めだ』と言っているのだ。命めい令れい違い反はんは許ゆるされない。宗介は棒ぼう立だちして、閉まっていく扉を眺ながめていた。あの向こうに、かなめがいるのに。

（千鳥──）

　ここにいたら、もう会えなくなる。そんな無む根こん拠きよな予よ感かんが胸きよう中ちゆうであふれかえった。

　最さい後ごに会ったときの彼女の顔が脳のう裏りに浮うかぶ。失しつ望ぼうと落らく胆たんで灰色に染そまった瞳ひとみ。そして彼女の言葉。

（……あたし、これでも心配してたんだよ？　なのに……）

　だというのに。俺おれときたら。こんな場所で、また『命令』とやらに──

　次の瞬しゆん間かん、宗介は扉の隙すき間まにすべり込んでいた。

「あ、こら。貴き様さま……！」

　直ちよく後ご、彼の背はい後ごで水密扉が閉とじ、野の太ぶといシリンダーがスライドする音がした。安っぽいブザーと共ともに、電でん磁じロックが鋭するどくかかる。

　残ざん響きよう。

　格納庫の喧けん騒そうが嘘うそのように消え、アラームだけが耳に残る。

　彼の眼がん前ぜんには、無む人じんの通つう路ろがあった。薄うす闇やみの中で、赤い非ひ常じよう灯とうがちかちかと明めい滅めつしている。

　一〇歩ほど進むと、待たい機き室しつへの戸口に、野や戦せん服ふく姿すがたの男が立っていることに気付いた。肩を壁かべにもたれて、腕うで組ぐみしている。

　クルツ・ウェーバーだった。

「クルツ……？」

「いいのかよ。命令違反だぜ？」

　床ゆかに視し線せんを落としたまま、彼が言った。

「そう言うおまえは、なぜここにいる」

「俺ぁな、基き本ほん的てきに団だん体たい行こう動どうが嫌きらいなタイプなんだよ。特とくに避ひ難なん訓くん練れんの類たぐいはな」

「それだけか」

「それだけさ」

　クルツは小さく鼻を鳴ならした。

「しかしまあ……だれか来るだろうとは思ってたが、おまえとはね」

「おかしいか？」

「ふふ……いや。どうかな。むしろ『やっぱり』ってところかもな」

　二人はようやく目を見み合あわせた。すでに、なんのわだかまりもなかった。

「…………。たぶん、まずいことが起きてる」

「ああ。マッカランもいないんだ。ほかにも何人か……。ペギーおばさんに聞いたら、マオも病びよう室しつから姿を消けしてたらしい」

　やはりクルツも、この警けい報ほうが妙みようだと思っているようだ。

　なにかが起きている。いまやそれは、宗介の中で確かく信しんに近いものになっていた。

　クルツが宗介に近付いてきて、彼の背せ中なかをぽんと叩たたいた。

「行くか」

「ああ」

　二人は走り出した。

　武ぶ器きはなかった。情じよう報ほうもだ。後ろ半分だけとはいっても、艦内は広こう大だいである。見通しも立たず、孤こ立りつ無む援えん。

　だが少なくとも、ここにいるのはこの艦で最さい良りようのコンビだった。




〈トゥアハー・デ・ダナン〉という潜せん水すい艦かんは、巨大で複ふく雑ざつな構こう造ぞう物ぶつだ。だがその艦かん体たいは、単たん純じゆんに考えればわずか二つの区く画かくに分けることができる。

　前部と、後部である。

　前半分には、格納庫、魚ぎよ雷らいやミサイルの発はつ射しや装そう置ち、武ぶ器き弾だん薬やく庫こなどの『兵器』の機き能のう。

　後半分には、発はつ令れい所じよ、機き関かん室しつ、動どう力りよく炉ろ、居きよ住じゆう区く、食堂などの『船』の機能。

　この二つの間には、分ぶ厚あつく堅けん牢ろうな隔かく壁へきが挟はさまっている。片方が壊かい滅めつ的てきな損そん害がいを受けて、そのすべてが浸しん水すいしても、もう片方は無ぶ事じになるよう設せつ計けいされているのだ。

　ガウルンが出した避ひ難なん命めい令れいは、乗員を『前部』の格納庫へと移い動どうさせるものだった。

　そして発はつ令れい所じよは『後部』。

　つまり、ガウルンは乗員を隔かく離りしてしまったのだ。

　乗員たちは決して馬ば鹿かではなかったが、緊きん急きゆうの避ひ難なん命めい令れいを無む視しするような人間でもない。こうした警けい報ほうが出た場合、異い論ろんは挟はさまず、黙もく々もくと指し示じに従したがうしかないのだ。

　乗のり組くみ員いんの避ひ難なんが終わり、隔壁の扉が閉しまって、それをマザーＡＩ〈ダーナ〉が完かん全ぜんにロックした。格納庫側からその扉を開けることは、もはや不ふ可か能のうになった。

「つまり、助けはもう来ない、ってことだよ」

　ガウルンが言った。

　発令所のクルーは、テッサとかなめを除のぞいて全員が手て錠じようと鎖くさりで数じゆ珠ずつなぎにされ、発令所の隅すみに縛しばり付けられていた。もはや飛びかかりたくとも飛びかかれない状じよう態たいだ。

「これで心置きなく、俺おれはこの船を動かすことができる。うまい手だろ？」

「そうは思いませんね」

　テッサが冷たい声で言った。

「格納庫にはＡＳがあるわ。単たん分ぶん子しカッターで隔かく壁へきに穴あなを開けることは可か能のうです。じきに何十名というわたしの部下が、武ぶ装そうしてこの発令所に殺さつ到とうしますよ？」

「はは。だから、こうしようと思うんだ。……ＡＩくん？」

《イエス、キャプテン？》

「前部への生活空気供きよう給きゆうシステムを逆ぎやく流りゆうさせろ」

《アイ・サー》

　生活空気供給システムを逆流させる──つまり、酸さん素そを送るのを止めるというのだ。ほとんどの乗員──二〇〇人がそちら側がわにいるのに。そんなことをしたら、彼らはいずれ酸さん欠けつで死んでしまう。

「やめて……！」

「ダメー。こうやって不自由な思いをさせないと、頭のいいあんたの部下たちは、いろいろ悪わる巧だくみをするだろうからな」

「それ以前に、みんな死んでしまうわ。お願い、すこしでいいから酸素を──」

「俺に指さし図ずするなよー。さもないと、今度は本当に動力炉を暴ぼう走そうさせちまうぞ？　艦を宙ちゆう返がえりさせてみるのも面おも白しろいな。水すい圧あつで潰つぶれるまで、深く深～く潜もぐってみるのも楽しいかもしれないねぇ……クク」

　いま、艦の制せい御ぎよは〈ダーナ〉による完かん全ぜん自じ動どうモードになっている。ほとんどの操そう作さはガウルンの意のままであり、彼の脅おどしは冗じよう談だんではすまないものだった。

　そう──高こう度どに電でん子し化かされたこの〈トゥアハー・デ・ダナン〉は、制せい限げん付きならたった一人で操そう艦かんすることも可能なのだ。

　ただし、それは『艦を動かす』ということにおいてのみである。

　膨ぼう大だいな情じよう報ほうを読み取り、状じよう況きようを分ぶん析せきし、的てき確かくな判はん断だんを下すには──専せん門もん知ち識しきを持つクルーが何十人と必ひつ要ようになる。舵かじの操そう作さでさえ、熟じゆく練れんした操そう舵だ手しゆの腕うではコンピュータ制せい御ぎよに勝まさる。保ほ守しゆ点てん検けんも、やはり最終的には人間がやらねばならない。この艦かんの最大の強み──超ちよう伝でん導どう推すい進しんと電でん磁じ流りゆう体たい制御システムも、クルーなしではまともに使えない。

　完かん全ぜん自じ動どうモードはそれらのすべてをＡＩが代行しようとするため、専せん門もん家かなら避さけられるはずの不ふ効こう率りつや、致ち命めい的てきな事じ故こ、戦せん術じゆつ的な失しつ策さくなどを招まねくおそれがあった。

　あくまで、最悪の場合の操そう艦かんモードなのである。

　この状じよう態たいでは、普ふ通つうの軍ぐん艦かん一いつ隻せきから身を隠かくすこともままならない。いずれ艦全体が深しん刻こくな危き険けんに陥おちいるのは明めい白はくだった。格納庫の部下たちも危あぶない。

（どうにかしなければ……）

　自分の双そう肩けんに乗員すべての運命がかかっていることを、かつてこれほど意い識しきしたことはなかった。部下が死んでしまう。苦く楽らくを共にした部下たちが。一人残らず。

　テッサは気が遠くなるような重じゆう圧あつを感じながら、懸けん命めいに思し考こうをめぐらせた。

　いま、艦かんのＡＩ〈ダーナ〉はガウルンのことを艦長だと見なしている。通つう常じようの手続きでは、この登とう録ろくを元に戻もどすことはできない。ガウルンの同どう意いが必ひつ要ようだからだ。

　だとしたら、〈ダーナ〉を根こん本ぽん的てきに乗っ取り返すよりほかない。

〈ダーナ〉の心しん臓ぞう部ぶ──『聖レ母デイ礼・拝チヤ堂ペル』と呼ばれている中央コンピュータ室がある。そこにある『特とく殊しゆな機き材ざい』で、自分自身を艦と同化させ、制せい御ぎよシステムの最深部を直ちよく接せつ操そう作さするのだ。

　そうすれば、艦かんの主しゆ導どう権けんを〈ダーナ〉とガウルンから奪うばい返すことができる。完全自動モードと同どう様よう、艦の制御には限げん界かいがあるが、格かく納のう庫こに閉とじ込められたクルーを助け出せば、この不自由な状じよう態たいからもすぐに回かい復ふくできるだろう。

　艦との同化は、危険な作さ業ぎようだった。航こう海かい中ちゆうに試ためしたことは、一度もない。だが、ほかに手しゆ段だんはなかった。

　だとして、どうやってそれを実行するのか？　『聖母礼拝堂』はこの発令所の真下、第三甲板にある。位い置ち的てき・構こう造ぞう的てきには近いが、行くには遠回りしなければならない。それに、あの部屋に入るには、艦長室に保ほ管かんしてある万ユニヴア能ーサル鍵・キーが必ひつ要ようだ。

　ガウルンたちの手を逃のがれて、自分にそこまでの行こう動どうができるのか？

　銃じゆうはある。まだ気付かれていない。座ざ席せきの下に隠かくしておいた、ドイツ製の二二口こう径けいピストル。小型で、弾たまも計七発と少なく、殺さつ傷しよう力りよくは子犬を殺すのがやっとくらい。

　それを使って、戦せん闘とうのプロ三人から逃とう走そうできるだろうか……？

　絶ぜつ対たいに無む理りだ。

　自分ではたちまち連中に捕まるか、殺されるだろう。銃の扱あつかいは下手へただし、なによりも足が遅おそい。運動音おん痴ちなのだ。こればかりは、自分の意思ではどうにもならない。

　しかし『聖母礼拝堂』で艦と同化し、〈ダーナ〉を乗っ取って、一時的にその代わりを務めることができるのは、この艦内では自分だけだ。

　ウィスパードの自分だけ。

　ほかのクルーには決してできない。そう、ほかの人間には──

　いや。

　すぐそばに、もう一人──




　黙だまって事じ態たいを見守っていたかなめは、そのとき、内ない心しんでぎょっとした。

　かたわらのテッサが、こちらを見ている。その表情が、尋じん常じようではなかったのだ。

　まるでかなめに向かって、銃かナイフを突つきつけているような顔だった。いつもは愛らしいその瞳ひとみが、いまは死し人びとのように大きく見開かれている。すさまじい苦く悩のうと躊ちゆう躇ちよが、彼女の眉び目もくに見え隠かくれしていた。それこそ『死んでください』といわんばかりの。

　この子は、あたしにとんでもないことを押し付けようとしている──

　かなめは直ちよつ感かん的てきにそう悟さとった。

「…………」

　ガウルンは少し離はなれたコンソールに腰こしかけて、生ハムをかじっている。ダニガンと呼よばれていた大男は、ときたまかなめを見てにやにやしていた。グェンと呼ばれていた方の男は、二つある発令所の出入り口のうち、片方に寄よりかかって煙草たばこを吸すっている。

　ややあって、テッサが横からかなめの手をそっと握にぎった。細い指が、じっとりと汗あせばんでいる。彼女が手を放はなすと、かなめの掌しよう中ちゆうに二つのもの──小さな紙切れと、小さな鍵かぎが残された。

（ちょっと、これってどういう──）

　そう思った瞬しゆん間かん、彼女は声を聞いた。

（わたしの金きん庫この鍵です）

　テッサの声……のように思えた。いや。誰も喋しやべっていない。ひそひそ声でさえ、なかった。ガウルンも、ダニガンもグェンも、ほかのクルーたちも喋っていないし、それに気付いてもいない。

　テッサは焦しよう点てんの合わない目で、正しよう面めんスクリーンをぼおっと眺ながめているだけだった。

（……中して。集中を……。これが共きよう振しん……振です。感じて……）

（え……）

　なにかが胸の奥に染しみ込んでくる感かん覚かく。しっとりとした、柔やわらかいなにか。頭ず蓋がいの中を反はん響きようする、知らない思し考こう。

（……金庫から別の鍵……ユニヴァーサル・キーを出して。第三甲かん板ぱん……レディ・チャペルを探して……そこでもう一度、これを……共……振を）

（待ってよ。『レディ・チャペル』って？）

（次が……本番……賭かけるしか……）

（どういうこと？　鍵で、どうするの？　ねえ？……ねえったら。ねえっ!?）

　はっとした。自分が大声で『ねえっ!?』と叫さけんでいたことに気付いたのだ。

　ガウルンたちが、不ふ審しんな目でこちらを見ている。

「『ねえ』って……？」

　ハムをくちゃくちゃと噛かみながら、ガウルンが言った。

「い、いや……その……」

　きわどいところで、鍵と紙片を手の中に隠かくす。となりでテッサが、ほとんど絶ぜつ望ぼうともつかないような、深いため息をついていた。

「気になるなあ。いきなり『ねえ』って、なんだよ？　普通、そういうこと、こういう場所じゃ言わないだろ。教えてもらいたいなー。ねえ？」

　ガウルンが近づいてくる。軽い足取り。その視し線せんが、ふとかなめの握にぎり拳こぶしにとまる。

「なにを持ってる？　見せなよ」

「…………」

「見せな、って言ってるんだがね。聞こえねえのか」

　棒ぼう立だちした、かなめの腕うでに手をのばす。

　同どう時じにテッサが動いた。

　彼女の震ふるえる手には、小さなピストルが握にぎられていた。その銃じゆう口こうをガウルンに向け、ほとんど目を閉とじたまま、引き金を引く。

　軽く、乾かわいた銃声が発令所に響ひびいた。

　ガウルンが首くび筋すじを押さえて、のけぞり返った。

「カナメさん、逃げてっ！」

　テッサは叫ぶと、発令所の出口にいたグェンめがけて、たて続けに発はつ砲ぽうした。それはほとんどでたらめの、闇やみ雲くもな射しや撃げきだったが──グェンはとっさの反はん応のうで、その身を床ゆかに投げ出した。並なみの兵士ならば、突つっ立たったまま銃じゆう弾だんを食らっていたかもしれない。
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　自分でも驚おどろいたことに、かなめは躊躇せずダッシュしていた。

　テッサが銃を持っていたことも、その彼女が人を撃うったことも、逃げてどうするのかということも──すべて考えるのは後回しにした。

　ここでためらったら、なにもかも、ふいになる。それだけは理り解かいできた。

　よろめいたガウルンの脇わきをすり抜ける。ダニガンが後ろから飛びかかってきた。ぬっと伸のびてきた手が、彼女のパーカーをつかむ。布ぬのが裂さける音がした。肩かた口ぐちから破やぶれたパーカーの袖そでが、ダニガンの手の中に残る。

　いける。逃げられる。普通なら転てん倒とうするところだったが、かなめは驚きよう異い的てきなバランス感かん覚かくで姿し勢せいを立て直し、そのまままっしぐらに出口へと走った。身を起こしたグェンの手前で、椅い子すを踏ふみ台だいにして跳ちよう躍やく。男を飛とび越こし、戸口を抜ぬける。

　直ちよく後ご、すぐそばの壁かべで着ちやく弾だんの火花が散ちった。

「止まれ！」

　発砲したダニガンの怒ど鳴なり声。かなめは止まらなかった。発令所から離はなれ、低ひくく飛ぶようにして通つう路ろを駆かけ抜ぬける。頭上で銃じゆう弾だんがはじけたが、かまわずに角を曲がり、なお無む我が夢む中ちゆうで逃げ続けた。後ろから重たい足音が追ってくる。そして獰どう猛もうなうなり声。

（小こ娘むすめめ。殺してやるぞ、小娘め……！）

　視し界かいがにじんでいた。

　自分は泣いているのだと、かなめは走りながら気付いた。

　残してきたテッサの運命と、これからの自分のことと、新品のパーカーが台だい無なしになったこと──それらすべてが涙なみだの理り由ゆうだった。




「おい」

　宗介が言うと、クルツが立ち止まった。ごつい鉄パイプを握にぎった彼は、通つう路ろの天てん井じようを見上げ、目を細める。

「銃声……だな。たぶん、二二口こう径けいが七発。……ありゃあ、ワルサーか？」

「発令所の方角だ」

「やっぱりか、くそっ」

「急ごう」

「わーってるよ。でもなぁ……こう入り組んでると」

　彼らのいる第四甲板は、区く画かくのあちこちで水密扉が閉へい鎖さされ、ロックされていた。まっすぐに発令所に向かいたくても、向かえない状じよう態たいだ。空あいてる扉を探すうちに、大きく回り道をしてしまっている。

　行き止まりだらけで、普ふ段だんのルートがまったく使えないのだ。

「艦のほとんどが、〈ダーナ〉の完かん全ぜん支し配はいを受けている」

「ああ。その理由も、なんとなくわかったな。しっかし……便べん利りな船だぜ。ったく」

「とにかく、走るしかない」

「そういうことだな」

　二人は先を急いだ。




　かなめが発はつ揮きした瞬しゆん発ぱつ力りよくには、発令所内のだれもが驚いていた。

　テッサの後ろで、ただ怯おびえているだけの少女だと思っていたら──これである。屈くつ強きような戦せん闘とう員いんを振ふりきり、銃弾を浴あびてもひるまず、それこそ疾しつ風ぷうのように消えた。ガウルンたちも、完かん全ぜんに不ふ意いを打たれた形だ。

　まったく、あっけに取られるほどの敏びん捷しようさだった。

　かなめを追って、ダニガンが駆かけ出していった。逃げ切れるかどうかは──神のみぞ知る、だ。賭かけるしかない。

（カナメさん、どうか……）

　テッサは祈いのるように心中でつぶやいた。

　彼女の銃は弾たま切ぎれだった。だがこの非ひ力りきな二二口径は、見み事ごとな役やく目めを果たしてくれたといえる。もしこの銃に二つの目があったら、きっと自分にウインクしているだろう。ワルサーＴＰＨ。テッサははじめて、銃じゆう器きの名前に愛あい着ちやくを覚えた。

　もっとも、これが最後になるかもしれなかったが。

　首筋を押さえ、身を折おっていたガウルンが、ゆっくりとテッサに向き直った。指の隙すき間まから、わずかに血が滴したたっている。弾た丸まは首をかすっただけで、致ち命めい傷しようにはならなかったようだ。残ざん念ねん。

　テロリストが口の端はしを吊つり上げた。

　無む機き質しつな微び笑しよう。その瞳は茶ちや褐かつ色しよくに濁にごり、暗い感情で燃もえさかっていた。きっといま、この男の頭の中では、テッサは何百回となく殺され、刻きざまれ、ずたずたに解かい体たいされていることだろう。

　ようやく姿すがたを見せた。これがこの男の本ほん性しようなのだ。

「……やるじゃないか。お嬢じようさん」

　まったく抑よく揚ようのない声で、ガウルンが言った。テッサは精せい一いつ杯ぱい強がって、

「かわいそうだから、はずしてあげたの。感かん謝しやしてくださいね？」

「そうかい」

　ガウルンは彼女の三つ編あみの髪かみをつかんで、乱らん暴ぼうに引き寄よせた。

「んっ…………！」

　苦く痛つうに思わず声がもれる。首が折れるかと思うほどの力だった。男は血に濡ぬれた手で、テッサのあごをぐいとつかみ、鼻息がかかるほどに自分の顔を近づけた。発令所のクルーたちはそれを見て、じたばたともがいたが──手て錠じようと鎖くさりにつながれて何もできなかった。

「調ちよう子しに乗るなよ、雌めす豚ぶた」

「っ……ぁっ……」

「おまえを『殺すな』とは言われてるがね。正しよう直じき、そんな指し示じなんざ、どうでもいいんだよ。はらわた引きずりだして、部へ屋やを一いつ周しゆうさせてやろうか？　え？」

「ぅ……っ……」

　爪つま先さき立だちして、必ひつ死しにこらえていると、ガウルンは彼女を床ゆかに突つき倒たおした。首の血を拭ふき、グェンに告げる。

「あんたもあの娘を追え。どうせ艦かんの前ぜん部ぶには逃げられんからな。捕つかまえたら、足の一本でも折おっとくといい」

「あんたは？」

「ここは一人で充じゆう分ぶんだよ。あと……避ひ難なん命めい令れいを無む視ししたクルーもいるかもしれん。見つけたら殺しといてくれ。ＯＫ？」

「承しよう知ちした」

　グェンが淡たん白ぱくに答えて、発令所を出ていった。

「さて……元・艦長さん。俺おれはとても怒おこったよ。だがあんたは、まだ殺さないでおく。そこで、こんなペナルティを思いついた」

　ガウルンは紙ナプキンで首の血を拭き、艦長席のそばまで歩くと、音声命令のスイッチをいれた。

「ＡＩ。潜せん望ぼう鏡きよう深しん度どまで浮ふ上じようしな。速そく度どは五ノット。ＥＳＭで付近の水上艦を探せ」

《アイ・サー》

　艦がみるみると浮上をはじめた。急な上げ舵かじで乱らん流りゆうが発生し、いつもは静かな艦体がみしみしとうなる。これだけで、付ふ近きんに潜水艦がいたら探たん知ちされてしまうことだろう。

「な、なにを──」

「すぐわかるよ。そう、すぐにな……ククク」




　かなめが掃そう除じの用具入れの蔭に身を潜ひそめていると、離はなれた通路を、追っ手の足音がどすどすと通り過すぎていった。

　どうやらやり過ごしたらしい。

　もう大だい丈じよう夫ぶだろうか？　いや、わからない。でも、ここにいても始まらない。

　かなめはそっと、用具入れの脇から滑すべり出た。破やぶれたパーカーは、かろうじて肩に引っかかっているような状じよう態たいだ。鬱うつ陶とうしいので、脱ぬぎ捨すてる。足音が心配なので、トレッキング・ブーツも脱いだ。あのとき、サンダルの方をはいてたら逃げられなかったかもしれない。命を救ったブーツの値ね段だんは、一足一万三千円。あとで回かい収しゆうに戻もどらなければ。

　これでタンクトップとショート・パンツのみ。ほとんど裸はだか同どう然ぜんだった。

　裸足はだしで歩き出す。床ゆかは冷たかった。

　艦が大きく動いていた。わずかに床が傾かたむく。それが前なのか後ろなのかは、彼女にはわからなかった。

　ロックのかかった扉だらけで、艦長室に行くのは苦く労ろうした。追っ手のあの男──ダニガンも恐こわい。どこかに潜ひそんで、待ちうけているかもしれない。角の向こうや、半開きのドアの奥──そういったものが、いまのかなめには恐きよう怖ふの的まとだった。

　艦長室まで来た。

　合い鍵を使って中に入る。この鍵は、艦に泊とまり出してからテッサに借かりていたものだった。もう一つの、先ほど預あずかった鍵──金庫の鍵。それこそが重じゆう要ようなのだ。

　壁に埋うまった金庫は、一四型テレビほどの大きさだった。鍵をさし込み、回す。テッサから受け取った紙切れには、八ケタの番号が書き込んであった。プッシュ・ボタンをかちかちと押して、暗あん証しよう番号を入にゆう力りよくする。

（３、１、１、２、８、７、６、５……と）

　電子ロックが解かい除じよされ、金庫の扉はあっけなく開いた。中を覗のぞく。分ぶ厚あついファイルと、なにかの書しよ類るいと、宝石箱のような四角いケース。直ちよつ感かん的てきに、その『宝石箱』を手にとって開けると、小指大の頑がん丈じような鍵が入っていた。柄えの部分に『ＵＮＶ』の刻こく印いんがある。

　これがユニヴァーサル・キーだ。間ま違ちがいないだろう。テレビゲームのＲＰＧなら、アイテム入手の効こう果か音おんが鳴なっているところだ。

　実じつ際さい、ほかには鍵のようなものは見当たらなかった。ほかには──

「…………」

　金庫の奥に、写真立てが置いてあった。いまも伏ふせてある。暗くら闇やみの中に、ひっそりと。

　パーティの後、はじめてこの部屋に案内されたときの写真立て。テッサが『暗号がどうの』とか言って、あわててここに隠したのだった。

　見ることはない。勝手に見るのは、ルール違い反はんだ。

（でも……）

　やはり。だが。どうも──気になる。

　かなめはいけないと思いながらも、その写真立てに手を伸のばしてしまった。

　それは予よ想そう通どおり、宗そう介すけの写真だった。どこかの岩のそばで、テッサと二人で並ならんでいる。Ｔシャツにスパッツ姿すがたのテッサ。野や戦せん服ふく姿の宗介。すこし後ろに、なぜか青いペンキでべとべとになったＭ９の姿がある。

　かなめは見たことを強く後こう悔かいした。傍はた目めにもこの二人はお似に合あいのカップルで、自分が入り込む余よ地ちなどまったくないように思えた。

　あたしは部ぶ外がい者しや。あたしはお客さん。あたしは──ただのお荷に物もつ。

　だとして、なぜ自分はこんな場所で、こんなことをしているのだろう？　目的も分からぬまま、おそろしい殺し屋から逃げ隠かくれして。いったい、だれのために？　ここで死んではいけない理り由ゆうなんか、あるのだろうか？　なにもかも放ほうり出して、この部へ屋やの隅すみにうずくまっていたって、別に構かまわないのではないか？

　強い疑ぎ問もんが脳のう裏りを駆かけめぐり、心がぐらぐらと揺ゆれる。怖こわいのも、疲つかれるのも、もううんざりだった。

　だというのに、かなめは動きつづけた。ほとんど自動的に。理由は彼女にもわからなかった。

　写真立てを金庫に戻もどして、扉を閉とじる。手に入れたユニヴァーサル・キーを、ショート・パンツのポケットにしまい込む。机き上じようのノート・パソコンを起き動どうして、なにか役に立つ情報が引き出せないか試ためしてみる。操そう作さにはパスコードが必ひつ要ようだった。金庫の暗証コードを試ためしてみる。やはり駄だ目め。起動はあきらめ、調ちよう度ど類るいや書類を引っ掻かき回す。これも成せい果かはなかった。

　やはり、この部屋にいても仕し方かたがない。

　いま手に入れた、この鍵を持って『レディ・チャペル』という場所に行かなければならない。そこでどうするのか、なにをするのかは、行ってみてから考えるしかなかった。

　だが『レディ・チャペル』というのは、どこなのだろうか？　かなめのおぼろげな記き憶おくでは、それはおそらく、聖せい母ぼ礼れい拝はい堂どうのことだった。そんな場所になにがあるのか？　まったく見けん当とうが付かなかった。

　だれかが艦の後部に残っていれば、たずねることもできるのだが。

　ともかく、探さなければならない。

　しかしこの艦内には、まだあの大男が自分を探してうろうろしているのだ。




　マザーＡＩ〈ダーナ〉が報ほう告こくした。

《方ほう位い三─二─三に水すい上じよう艦かんを探たん知ち。Ｅエコー１に認にん定てい。〈ノックス〉級フリゲート艦。推すい定てい、距きよ離り二〇マイル》

　ガウルンはそれを聞いて、満まん足ぞくそうにうなずく。

〈デ・ダナン〉のセンサーが探知したのは、アメリカ海軍の旧きゆう式しきフリゲート艦だった。たぶん、この〈デ・ダナン〉を探している一いつ隻せきだろう。

　海面近くまで浮上したせいで、艦体が横揺れしていた。海上が荒あれているのだ。その波の影えい響きようを受けて、〈デ・ダナン〉の巨体も細かく振しん動どうする。

　どうするつもりなのか。テッサがそう思って見守っていると、ガウルンは突とつ拍ぴよう子しもない命令をＡＩに下した。

「よーし。では〈ハープーン〉ミサイルの発はつ射しや準じゆん備び。一番、二番。目もく標ひようはＥエコー１。発はつ射しやモードはＢＯＬ。あとは任まかせる」

「…………！」

《アイ・サー》

　これがその『ペナルティ』か。ガウルンは、その船に向かって対艦ミサイルを発はつ射しやしようとしているのだ。

　テッサは立ちあがって彼の腕うでをつかんだ。

「やめて！　彼らは無む関かん係けいでしょう!?　三〇〇人近くが乗ってるのよ!?　それに、この艦が反はん撃げきされます！」

「へー、そうなの」

「わたしが憎にくいなら、わたしを好きにしなさい！　ほかを巻き込まないで！」

　テッサの取り乱みだしぶりに、ようやく溜りゆう飲いんが下がったのだろう。ガウルンは心から楽しそうに笑った。

「ククク……。ところがそうはいかない。あんたみたいな人じん種しゆってのは、周まわりの人間を痛いためつけた方がこたえるんだよな？　知ってるぜ。よーく知ってる」

　そこでＡＩが告げた。

《目標、Ｅエコー１。『方Ｂ位のみＯの発射Ｌ』モード。データ入力完かん了りよう。一番、レディ。二番、レディ》

「オッケー。では一番、二番の発射管に注ちゆう水すい」

「やめなさい、〈ダーナ〉！」

《アイ・サー。……注水完了》

「一番、二番の発射管扉を開いてねー」

「やめて！　お願い！」

《アイ・サー。……開かい放ほう完了》

　腕にしがみ付いたテッサを、ガウルンは床に叩たたきつけた。

「見てろ、っての。……ウオッホン！　では、一番、二番──」

「やめ──」

「発射！」

〈トゥアハー・デ・ダナン〉から、改かい良りよう型がたの〈ハープーン〉対艦ミサイルが発射された。




　ミサイルの発射音は格かく納のう庫このクルーにも聞こえた。

　マデューカス中ちゆう佐さは、重じゆう大だいな危き機きに艦内が陥っていることを疑うたがってはいたが、それが自分の予よ想そうをはるかに上回ると思い知しらされた。

　マザーＡＩの独どく断だんで、〈デ・ダナン〉の武器──水中発射式の対艦ミサイルが発射されてしまったのだ。

　馬ば鹿かな。ありえないことだ。そんなことが……。いや……なにがありえないのだ？　私はいま、なにを考えて……。

「副ふく長ちよう、ハープーンが……！」

　部下の一人が叫さけんだ。

「知っている。それはいい。扉を破やぶって……発令所に……」

　これまで、いくら発令所に呼よびかけても返へん事じはなかった。ＡＩの声が『待たい機きせよ』と言ってくるだけだったのだ。慎しん重ちようになりすぎた。隔かく壁へきが閉へい鎖さされて三〇分。もはや一いつ刻こくの猶ゆう予よもない。すぐに艦の後部に人を送って、状じよう況きようを確かめなければ──

「発……令所に……」

　頭ず痛つうがした。息苦しい。頭がまるで回ってくれない。自分だけなのかと思っていたら、他の者も同どう様ようだった。

　酸さん素そだ。酸素供きよう給きゆうシステムが故こ障しよう──あるいは意い図と的てきに停てい止しされてる。

「マスクを……付けろ。ＯＢＡマスクを……」

　床に倒たおれたまま動かない者がいた。仲間から酸素マスクをあてがわれても、そのままぐったりとしている者。なんとか立ちあがり、反はん応のうしない手動の酸素供給パネルを操そう作さする者……。

「Ｍ９で……隔壁を……」

　マデューカスは壁にすがるようにして叫ぼうとしたが、力が入らず、膝ひざを落とした。

　床が迫せまってくる。そうではない、自分が倒れているのだ。

「艦……長……」

　あなたの指し示じは正しかった。あなたには……まったく……いつも、驚おどろかされる……。
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〈トゥアハー・デ・ダナン〉から発射された二発の〈ハープーン〉対艦ミサイルは、海上に飛び出すとターボジェットを点てん火かし、高こう速そくで超ちよう低てい空くうを飛ひ翔しようした。

　全ぜん天てん候こう型がたのそれは、二〇秒と飛ばないうちにレーダー・シーカーを作さ動どうさせ、目もく標ひようを探たん知ちした。

　突とつ然ぜんの攻こう撃げきに、その旧きゆう式しき艦かんの艦ブリ橋ツジ内はひどく混こん乱らんした。初しよ歩ほ的てきなＥＣＳしか積つんでいないその艦は、新型の可か変へん式しきレーダーから身を隠すことができない。迎げい撃げきを試こころみようとしたが、時間はあまりにも少なかった。

　それでも艦の近Ｃ接迎撃Ｉ兵器シＷステムＳ──20ミリ・バルカン砲ほうが、迫せまり来る二発のうち一発をぎりぎりで破は壊かいした。

　だが、もう一発は避よけられなかった。

〈デ・ダナン〉の対たい艦かんミサイルが、フリゲート艦の左さ舷げん、喫きつ水すい線せんのかなり上に命めい中ちゆうした。

　ミサイルは外板を突つき破やぶり、ヘリコプター格納庫に飛びこんで、無む人じんの対たい潜せんヘリの尾び部ぶを吹ふき飛とばした。それでも勢いきおいは止まらず、ミサイルは反対側の壁かべを突つき抜ぬけ、ばらばらになって燃もえ上がりながら──右舷側の海に落ちていった。

　本ほん来らいあるべき、爆ばく発はつはなかった。

　そのミサイルからは、あらかじめ弾だん頭とうが取り外してあったのだ。

　奇き跡せき的てきに、乗じよう員いんはだれも負ふ傷しようしなかった。だが、仕事を終えたばかりだったヘリの整せい備び員いんは、怒いかり狂くるって地じ団だん駄だを踏ふんだ。自分の命が、わずか一六歳の少女の用心深さに救われたことなど、彼にはもちろん想そう像ぞうできなかった。




　そのフリゲート艦から一八キロ離はなれた海中では、もう一つのアメリカ艦船が、蜂はちの巣すをつついたような騒さわぎになっていた。

　攻こう撃げき原げん潜せん〈パサデナ〉が、『トイ・ボックス』による友軍へのミサイル攻撃を探知したのだ。血けつ気き盛さかんな艦長は、部下に戦せん闘とう配はい置ちを命じ、実じつ弾だんのＡアＤドＣキヤＡツＰプ魚ぎよ雷らいを準じゆん備びするよう、青くなってがなりたてていた。

　トイ・ボックスは敵。しかも、狂くるった敵。

　一いつ刻こくも早く撃げき沈ちんしなければならない。

〈パサデナ〉は殺さつ意いの塊かたまりとなって、ほとんど無む力りよくな〈デ・ダナン〉に迫せまりつつあった。






〈トゥアハー・デ・ダナン〉後部第四甲かん板ぱん





　だれもいない。まったく──だれもいない。

　かなめは息を切らしながら、薄うす暗ぐらい通つう路ろをひたひたと走っていた。閉とじた扉とびらにぶち当たり、それを開けようと苦心して──あきらめ、別の道を探す。行き止まりばかり。テッサの『言っていた』レディ・チャペルというのが分からない。

　どこにある部へ屋やなのか。どんな部屋なのか。

「はあっ……はあっ……」

　扉だらけで入り組んだ艦かん内ないは、まるでゲームの地ダ下ン迷ジヨ宮ンだった。

　あの大男がどこかにいる。すぐそこまで迫せまっているかもしれない。だというのに、こちらはほとんど迷まい子ごの状じよう態たいなのだ。

「あっ……」

　放ほう置ちされたバケツが、足にひっかかって倒たおれた。とんでもない音がして、かなめは驚おどろき、飛びあがった。

　足音が聞こえる。いや、足音のようだが……わからない。近いのだろうか？　それさえわからない。その不ふ審しんな物もの音おとは、すぐにかき消えた。

（なに……なんなの……？）

　不ふ安あんが一いつ層そう強くなる。後ろを振ふり返りながら歩いていると、どすん、となにかにぶつかった。

　正しよう面めんにあの大男──ダニガンが立っていた。

「！」

「見つけたぞ、見つけた」

　かなめは逃げようとした。右みぎ腕うでを掴つかまれた。おそろしい握あく力りよくだ。それでも諦あきらめずに振ふりほどこうと、必ひつ死しでもがく。ダニガンは彼女を引き寄よせ、片腕だけで──彼女を手て荒あらに放ほうり投げた。

　重さ四九キロの身体からだが、空あき缶かんのように宙ちゆうを横切った。

　背せ中なかから扉とびらにぶつかる。その拍ひよう子しで扉が開ひらき、かなめは船せん室しつの中に転がり込んだ。室内の椅い子すをなぎ倒たおし、床ゆかの上でうずくまる。あまりの衝しよう撃げきで、息ができなかった。

「っ……あ……」

　大おお股またでダニガンが近ちか付づいてくる。かなめは這はうようにして、大男から離はなれようとした。相手の手には、銃じゆうではなくナイフが握にぎられていた。

　ナイフ。なぜあんなものを持っている。なぜあの男は、自分を捕つかまえただけで満足しないのだ。

　頭の中が真っ白になり、一つの言葉が何度も浮うかんだ。

（殺される）

　この男は、自分をいたぶろうとしている。捕まえる気なら、放ほうり投なげたりなどしない。

　ほのかな赤い照しよう明めいの中で、ダニガンの表ひよう情じようが見えた。

　子供のような笑え顔がおだった。これから、とっておきの悪いた戯ずらをしようとしている子供の顔。虫やカエルを、面おも白しろ半分に解かい体たいしようとするときの──

「そうだ。逃げてみろ、チャイニーズ。逃げてみろ」

　ダニガンが言った。




　その物もの音おとと悲ひ鳴めいは、かなり遠くから聞こえてきた。

　右う舷げん側がわの通つう路ろの向こう。階かい下かの第四甲かん板ぱんからだ。

　宗そう介すけとクルツの二人は、ちょうど第一状じよう況きよう説せつ明めい室しつでリャン一いつ等とう兵へいの死体を見つけたところだった。抜ぬけ殻がらとなった拘こう束そく衣いと、手て錠じよう、鎖くさり。ガウルンの姿すがたはない。リャンが持っていたはずのサブマシンガンも、だ。

「くそったれ」

「食堂の方だ」

　二人は部屋を調しらべるのを諦あきらめ、通路に戻もどって走り出した。

　艦が傾かたむき、揺ゆれている。それほど大きなものではなかったが、彼らの知る限かぎり、この〈デ・ダナン〉がこんな動き方をするのは初めてのことだった。

　だれもいない通路と、いくつかの戸口を駆かけ抜ける。第四甲板への階段に近付いたところで、背はい後ごに人の気け配はいがした。

　たったいま、彼らが通り過すぎた曲がり角のあたりに、グェンが姿を見せた。

「グェン……？」

「ああ、二人とも。無ぶ事じだったか。いまな──」

　左手を振ふりながら、グェンが近付いてきた。もう片方の右手には九ミリ口こう径けいの自じ動どう拳けん銃じゆう。

　直ちよつ感かん的てきに、二人は左右に動いた。棒ぼう立だちして、様よう子すを見ようなどとはしなかった。直ちよく後ごに、彼らのいた空間をグェンの撃うった銃じゆう弾だんが飛びすぎていく。そばの壁かべで跳ちよう弾だんが火ひ花ばなを散ちらし、狭せまい通つう路ろに耳をつんざく銃声が響ひびいた。

「はっ。さすが……！」

　グェンが口くち笛ぶえを吹ふいた。

「サガラ。おまえのガールフレンドは下みたいだぜ。だが──」

　顔を出そうとした宗介のすぐそばで、銃弾がはじけた。金きん属ぞくの破は片へんが頬ほほを切り、彼は首をひっこめる。

「そこには行かせねえ。悪いけどな」

　二人はいまだに半はん信しん半はん疑ぎだった。

　まさか、ＳＲＴ要よう員いんのグェンが裏切ったとは。おそらく、階下にいるのもその一人だろう。古株のマッカランだとは考えにくい。おそらくは、新顔のダニガンだろう。

　通路の左右、パイプの蔭かげと船室の戸口に隠かくれた二人は、その場に釘くぎ付づけになっていた。階段はすぐそこなのだが、その階段にたどりつく前に、後ろから撃うたれてしまうだろう。

　宗介もクルツも、いまは銃じゆう器きやナイフを持っていない。途と中ちゆうで拾ひろった鉄パイプを、クルツが持っているだけだ。

　このままでは、グェンの言う通りになる。かなめも危あぶない。

『ソースケ。こうしようぜ』

　クルツが呼よびかけた。向こうにも聞こえる声だったが──日本語だった。

『あのクソ野や郎ろうは俺おれが引き受ける。隙すきを作るから、なんとか階段へ突つっ走ぱしれ』

『おまえ一人で？　だが──』

『議ぎ論ろんはなしだ。かなめがヤバい。行ってやれ』

『…………。わかった』

『ちゃんと謝あやまってやれよ？』

　クルツがにやりとした。宗介はうなずき、身み構がまえた。

「なにをヒソヒソやってる？」

　グェンの足音が近付く。クルツはその足音めがけて、戸口から鉄パイプを投げつけた。

「行けっ！」

　同どう時じに宗介は通つう路ろから身を躍おどらせた。




　にやにやと笑いながら、ナイフを手にした大男が迫せまる。

　かなめはパイプ椅い子すをつかんで投げつけた。ダニガンは造ぞう作さもなく、それを腕うでではじいた。なんとか立ちあがって、後ずさる。そのとき、自分のいる場所が食堂なのだとはじめて気付いた。

「がんばれ。逃にげろ」

　男が近付く。容よう赦しやなく。こちらの目に浮うかんだ恐きよう怖ふを見て、ダニガンは喜んでいた。

　厨ちゆう房ぼうへ駆かけこむ。腰こしがテーブルにはげしく当たって、かなめはよろめいた。まだだ。まだ大だい丈じよう夫ぶ。厨房には包ほう丁ちようがある。めん棒ぼうも。フライパンも。

　重い足音。かなめの背後で、戸口をくぐるようにして男が厨房に入ってきた。

　台の上にコショウの缶かんがあった。投げつける。相手の胸に当たって、中の粉ふん末まつがぱっと広がった。だがダニガンはにやりとしてから、コショウの雲くもを、鼻び腔こうに深々と吸すい込んで見せた。

「…………！」

　訓くん練れんすれば、ある程てい度どは催さい涙るいガスでも耐たえられるようになる──宗介が以い前ぜん、そう言っていたのを思い出した。そう、この男は訓練された戦士なのだ。

（ソースケ……）

　彼はいま、どこにいるのだろう。もう、あたしを助けてはくれないのだろうか。あんな冷たい目で。あたしをお荷に物もつだと──

「逃げ場はないぞ、逃げ場は」

　ボウルを投なげた。はじかれる。

　スプーンを投げた。意い味みがない。

　包丁があった。力一杯投げつける。映画のようには刺ささってはくれず、柄えの方が当たって床ゆかに落ちた。

「来ないでっ！」

「そうはいかない、そうは」

　厨房の窓まど口ぐちから、食堂の方を見た。だれもいない。助けはこない。

　男が突とつ進しんしてきた。まるで津つ波なみだ。細長い厨房の隅すみに追いやられていたかなめは、なす術すべもなく突つき飛とばされ、そのまま壁かべに押しつけられた。鉄のように硬かたく、鍛きたえぬかれた筋きん肉にくの感かん触しよく。むかつくような汗あせの匂におい。

　息ができない。苦しい。痛い。

「……っあ」

「聞け。俺は東洋人が嫌きらいだ。特にチャイニーズはニックを殺した、ニックを。俺のニックをな……！　その貴き様さまに敬けい礼れいなど……この屈くつ辱じよくがわかるか!?　この屈辱が！」

　この男は狂くるっている。ニック。だれだろう。昔の戦せん友ゆうだろうか。

　それ以上考えるゆとりなどなかった。男がかなめの首をつかみ、もう片方の手でナイフを振ふりかざしたのだ。狂きよう気きと喜き悦えつに満みちた目。こんな顔をする人間が、この世界に存そん在ざいするとは──

「千ち鳥どりっ！」

　食堂の入り口の方から声がした。宗介だった。

（ああ……来てくれた）

　だが、遠い。ダニガンのナイフは自分の顔から三〇センチ。宗介は壁の向こう、十数メートルの彼かな方た。間に合わない。遅おそかったのだ。

　ダニガンもそう考えたようだった。宗介の声に、一いつ瞬しゆん、ぴくりと反はん応のうしたが、すぐに気を取りなおし、かなめの首くび筋すじにナイフをあてた。先にこちらを始し末まつする気のようだ。腕に力がこもる。引く気だ。いま──

　もうだめだ、とは思わなかった。墜つい落らく中ちゆうの飛ひ行こう機きのパイロットは、最さい後ごの瞬しゆん間かんまで操そう縦じゆう桿かんとスロットルを動かしつづけるという。

　いまのかなめは、そのパイロットだった。

　そばの流し台の上を、じたばたと這はいまわっていた彼女の右手が──なにかを掴つかんだ。ナイフでもない。棍こん棒ぼうでもない。長方形で、薄うすっぺらい、プラスチック製せいの板いただった。構かまうものか、なんでもいい。

「んっ……！」

　その板で、力一杯相手の顔を殴なぐりつける。男にとって、その打だ撃げき力りよくは微び々びたるものだった。だが、その動どう作さが──かなめの喉のどを切り裂さく動作が──ぴたりと止まる。

　驚おどろきとショックでこわばったダニガンの顔。

　その顔の左半分が、ごっそりと崩くずれていた。こめかみから顎あごにかけての皮がはがれ、黄色い脂し肪ぼうとピンク色の頬ほお骨ぼねが見えている。無む残ざんなその傷を覆おおい隠かくすように、みるみると出血がはじまった。苦く痛つうが男の顔を、さらに醜みにくく歪ゆがませる。

「お……ああっ……！　おおおおおっ!!」

　ダニガンはかなめを放はなして、後ずさった。左手で顔を押おさえ、獣けものじみた絶ぜつ叫きようをあげる。

「ごっ……ごほっ……。……？」

　かなめはせき込み、壁かべ際ぎわにへたり込んで、右手に握にぎった板を見た。それは料理に使う、ＡＢＳ樹じゆ脂し製せいのおろしがねだった。その表面には、たったいま、こそぎとったものがべったりと──

「ひゃっ……！」

　かなめはそれを放ほうり捨すてた。

　ダニガンが青い瞳ひとみを、狂くるおしい怒いかりで爛らん々らんと燃え上がらせ、彼女を改あらためてにらみつけた。

「お……女ぁあぁっ!!」

　地も割われ、天も裂さけんばかりの叫さけび声だったが、アドレナリンの援えん護ごを受けたかなめは、ひるまずに敵てきを怒ど鳴なりつけた。

「おんなー、じゃねえわよっ!?　来なさい！　つ、次は三枚に下ろしてやるわっ！」

「ダニガンっ!!」

　そのとき、厨房に宗介が飛び込んできた。

　ダニガンの反はん応のうは早かった。腰こしのホルスターから拳けん銃じゆうを抜ぬき、振ふりかえりざまに発はつ砲ぽうする。宗介は床ゆかを転ころがりながら、落ちていた包丁を拾ひろい上げ、冷れい蔵ぞう庫この蔭かげに隠かくれた。

　宗介は銃を持っていないようだった。かなめの経けい験けんから言って──持っていれば、彼はすでに容よう赦しやなくダニガンを撃うっているはずだ。

「ダニガン。貴き様さまもだったとはな」

「そうだ、俺もさ！」

「リャンを殺した」

「そうだ、いい気き味みだった！」

　宗介が動いた。冷蔵庫のドアを開あけ、即そく席せきの盾たてにする。ダニガンは構かまわず撃うった。閃せん光こうと銃じゆう声せい。同どう時じに宗介がドアの蔭から、右手を一いつ閃せんさせ、包丁を投げた。それは正せい確かくに敵の胸を狙ねらったものだったが──男はその前に半身を反そらした。包丁が肩かたに突つき立つ。それでもダニガンは銃じゆうを構かまえたまま、たてつづけに発砲した。

「隠かくれても無む駄だだ、隠れても！」

　宗介に武ぶ器きがないのを看かん破ぱして、ダニガンが前進した。近付いていって、確かく実じつに射しや殺さつする気らしい。

　いけない。

　かなめは後先考えずに飛とび出していた。銃を握にぎったダニガンの腕うでに飛とびつく。興こう奮ふんした相手は、うなり声をあげ、彼女をオーブンに叩たたきつけた。耐たい熱ねつガラスにひびが入る。

　隙すきができた。ダニガンが振りかえったときには、宗介は冷蔵庫の蔭から飛び出し、敵へと突とつ進しんしていた。

「うおっ！」

　ダニガンは左手のナイフを横なぎに払はらった。宗介はそれを潜くぐり抜ける。右手の銃を突きつける。宗介は発砲の直ちよく前ぜんに、その銃口から頭をそらした。跳ちよう弾だん。外れる。

　敵の両りよう腕うでを握にぎって、宗介は跳ちよう躍やくした。猛もう烈れつな飛とび膝ひざ蹴げりが、男の顎あごに叩たたき込まれる。

「…………！」

　のけぞり、ダニガンは拳銃を落とした。それでも滅めつ多たやたらに、ナイフの方を振り回す。刃は風ふうが宗介の頭とう髪はつを切った。彼は床を転がり、落ちた拳銃を拾ひろい、ひどく無む理りな姿し勢せいのまま、まっすぐに頭上の男を狙ねらった。

　発砲。

　二発、三発、四発。それで銃は弾たま切ぎれになった。

「が……っ……チャイ……」

　胴どう体たいに四五口こう径けい弾だんをたらふく食らったのに、それでもダニガンは倒たおれなかった。弁べん慶けいのように突つっ立って、一歩、二歩と後ろに下がり──

「寝ねていろ」

　宗介が立ちあがって、大男を無む造ぞう作さに蹴けり飛とばした。巨きよ体たいが背せ中なかから床に落ち、その振しん動どうで、計けい量りようカップが流し台の上で小さく弾はずんだ。

　それきりだ。ダニガンは両目を見開き、天てん井じようをにらんだまま絶ぜつ命めいしていた。
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「…………」

　オーブンの下にうずくまっていたかなめを、宗介が助け起こした。

　二人とも汗あせだくだった。特にかなめの有あり様さまはひどい。打ち身と擦すり傷きずだらけで、髪かみは乱みだれに乱れ、裂さけたタンクトップには、ダニガンの血が付ふ着ちやくしていた。

「千ち鳥どり……？」

　肩で息をしながら、宗介が言った。かなめは放ほう心しん状じよう態たいで、ただぼんやりと彼を見つめていた。

「怪け我がはないか。痛いところは？」

「…………全部」

　かなめは弱々しい声で、そう答えた。身体からだよりも、胸の奥が痛かった。

　けっきょく助けられてしまった。その事じ実じつは彼女を安あん堵どさせ、同どう時じに情けない気分にもさせた。矛む盾じゆんした二つの感情がないまぜになって、一つの強い気持ち──抑おさえつけていた激げき情じようが、いまくっきりとあらわになった。

「あたしは……」

　あの金庫の前で感じた疑ぎ問もん。なぜ自分は逃げもせず、手がかりを求めてこの艦かん内ないをさまよっていたのか。こんな危き険けんを侵おかしてまで、なにを証しよう明めいしようとしていたのか。その理り由ゆうがわかったのだ。

「あたしは、お荷に物もつなんかじゃない」

　震ふるえる声で、彼女は言った。

「あなたのお荷物なんかじゃない。ひとりでも、平へい気き。いまだって……いまだって……ちっとも……こわくなんか、なかったもん……。ちっとも……」

　それ以上は言葉にならなかった。頭こうべを垂たれ、詰つまった喉のどから小こ刻きざみな嗚お咽えつを漏もらす。太ももに、ぽたぽたと熱い雫しずくが落ちた。

「千鳥……」

　宗介がかがみ込んで、彼女の肩かたに触ふれた。永えい遠えんに思えるほど長い沈ちん黙もくのあと、彼は言った。ためらいがちに、不ぶ器き用ように。

「その……すまなかった。もちろん……君は、お荷物などではない」

「…………」

「忘れたのか？　君は何度も俺おれに手を貸かしてくれた。君がいなかったら、俺はとうの昔に死んでいる。いまもだ。銃を持ったダニガンが相手では、俺ひとりで勝てたかどうか……。たぶん、無む理りだったろう。君がいるから、俺は……」

　宗介は一度、口くち籠ごもった。

「君がいるから、俺はいまここにいる。だから『ひとりでも平気』だなどと、言わないでくれ」

　かなめは泣き腫はらした瞳ひとみで、彼を見上げた。

　一いつ瞬しゆんの間だけ視し線せんがあったが、宗介はすぐにそっぽを向いた。落ち着きのない、憮ぶ然ぜんとした横顔。人差し指で、こめかみをぽりぽりと掻かく。

「……うん。わかった。とりあえず」

　鼻をすすりあげながら、かなめは言った。それから、彼の脚あしと肩に血がにじんでいることに気付いた。

「ソースケ、怪け我がしてる」

「大だい丈じよう夫ぶだ、浅い。手当てはあとだ」

「ホントに？」

「本当だ。心配するな。……君こそ立てるか？」

「うん……」

　宗介が差し出した手を、かなめはきゅっと握にぎった。その手は暖あたたかくて、やわらかくて、とても力強かった。

　そのとき艦かん内ないに、ピンと甲かん高だかい音が響ひびき渡った。金属かなにかが船体に当たったような残ざん響きよう。これまで聞いたことのない音だった。

「攻こう撃げきソナーの音だ……」

　宗介が天てん井じようをにらみ、つぶやいた。

「どういうこと……？」

「どこかの潜せん水すい艦かんが、この艦に魚ぎよ雷らいを撃うとうとしている」





ＵＳＳ〈パサデナ〉





〈パサデナ〉は、『トイ・ボックス』がふたたび深しん海かいに潜もぐり始めた音をキャッチした。

　針しん路ろは北へ。増ぞう速そく中ちゆう。およそ三〇ノット。彼ひ我がの距きよ離りはおよそ四マイル。

『トイ・ボックス』は、以い前ぜんとは比くらべ物ものにならないほど、やかましい音をたてている。数日前に接せつ触しよく事じ故こを起こしかけたときは、ほとんど優ゆう雅がとさえいえるほどの滑なめらかな機き動どうだったのだが──いまはまるで、泳ぎ方を忘れてしまったクジラが溺おぼれているかのようだった。

　海中を滑すべるように航こう走そうし、理り想そう的な攻こう撃げきポジションへと移い動どうする。アクティブ・ソナーで最さい終しゆう的てきな『敵てき艦かん』の位い置ちも割わり出した。

　この攻撃原げん潜せんが搭とう載さいする魚ぎよ雷らいは、ＡアＤドＣキヤＡツＰプと呼よばれるＭｋ48魚雷の最新モデルで──その雷らい速そくは六〇ノットを軽く越こえる。およそ三〇〇キログラムもの爆ばく薬やくを積つんでおり、ただ一本で、ありとあらゆる艦かん船せんを撃げき沈ちんする破は壊かい力りよくがあった。

　いま、そのＡＤＣＡＰ魚雷が二本、発はつ射しやの瞬しゆん間かんを待ちわびていた。

「三番と四番の発はつ射しや管かん扉とびら、開きました。いつでも……発射できます！」

　タケナカ副長が告つげた。きびきびとした口く調ちようだったが、さすがに緊きん張ちようで声がこわばっている。彼はけわしい目つきのセイラー艦かん長ちようをうかがい、念ねんを押おした。

「あの……マジですね？」

「マジだ！　いまを逃のがしたら、こちらが殺やられるぞ」

　厳げん然ぜんとセイラーは答え、命めい令れいした。

「容よう赦しや無む用よう。三番、発射……！」

「アイ・アイ・サー！　三番、発射！」

　圧あつ縮しゆく空気がＡＤＣＡＰを射しや出しゆつした。細かな気き泡ほうの尾おを曳ひいて、魚雷が水中を突つき進む。

　まず一本だけを撃うったのは、セイラーの非ひ情じような戦せん術じゆつだった。これから数分後に、〈パサデナ〉はもう一本のＡＤＣＡＰを撃うつ。敵艦は最初の一本を避よけようとして、がむしゃらな機き動どうをとるだろう。仮に、どうにかそれを回かい避ひするか、致ち命めい傷しようを免まぬかれるかしても──遅おくれてやってきた二本目が、とどめとばかりに襲おそいかかるのだ。

　確かく実じつに息の根ねを止める。〈パサデナ〉の望のぞみはそれだけだった。

　計けい算さんでは、最初の魚雷はおよそ六分後に『トイ・ボックス』に到とう達たつする。





〈トゥアハー・デ・ダナン〉中央発令所





《方位二─九─八の水中に高速スクリュー音。推すい定てい、なんらかの魚ぎよ雷らいが一いつ基き。おそらく本ほん艦かんに接せつ近きん中ちゆうです》

　腹はらが立つほど穏おだやかな声で、〈ダーナ〉が告つげた。熟じゆく練れんしたソナー員なら、魚雷のタイプ、数、速そく度ど、深しん度ど……なにからなにまで看かん破ぱし、報ほう告こくしているところだが、〈ダーナ〉の力ではこの程てい度どの情じよう報ほうが限げん界かいだった。

　発はつ令れい所じよの正しよう面めんスクリーンに拡かく大だいモードの海かい図ずが投とう影えいされた。魚雷を示しめすマークが、じりじりと〈デ・ダナン〉へと迫せまる様よう子すが表ひよう示じされる。あと五分もない。超ちよう電でん導どう推すい進しんも使えないいま、魚雷を強ごう引いんに振ふりきることは不ふ可か能のうだった。

　避けられない。命めい中ちゆうしたら──巨大な〈デ・ダナン〉でも沈ちん没ぼつは免れないだろう。破は滅めつ的てきな水すい圧あつで、なにもかもが押おし潰つぶされ、粉こな々ごなにされ、数千メートル下の海かい底ていに、醜みにくい残ざん骸がいをばらまくことになる。

「最悪だわ」

　テッサがつぶやき、そばのガウルンを睨にらみつけた。

「いますぐ操そう艦かんをわたしに任まかせなさい。操そう舵だ員いんとソナー員だけでも拘こう束そくを解といて。誓ちかいます。彼らには抵てい抗こうさせません……！」

「ダメー」

　投なげやりな声でガウルンが言った。

「この艦かんが沈しずむかどうかの瀬せ戸と際ぎわなのよ？　わたしでも避けられるかどうか……あなたには絶ぜつ対たいに無む理りです！」

「それは、やってみなけりゃ分からんだろ？」

「あなたも死にます！　自殺する気!?」

「自殺……？」

　ガウルンが微び笑しようを浮うかべた。ひどく暗いユーモア──悪あく魔まのジョークでも聞いたような顔だった。

「自殺、か。だとしたら、世界一豪ごう勢せいな自殺だな。なんせ数十億ドルの船が道連れだ。俺はそういうの、嫌きらいじゃないぜ？　ククク……」

　死し相そう。

　テッサはそのとき、はじめて気付いた。この男には、生きることへの執しゆう着ちやくがない。

　だからなのだ。無む謀ぼうなテロ作戦を餌えさにしたり、わざと捕ほ虜りよになる危き険けんを侵おかしたり、無む軌き道どうにも米べい軍ぐん艦かんをミサイル攻こう撃げきしたり……。どこかへ生せい還かんするつもりの人間が、こんな真ま似ねをするわけがない。

　わたしたちは、はじめからこの男を見み誤あやまっていた。なんということだろう。

「じゃあ、チキン・レースと行こうか。深しん度ど一五〇〇まで潜せん航こう」

《警けい告こく。その命令は、実じつ用よう限げん界かい深しん度どを越こえています》

「かまわんよ。試ためしてみようぜ」

《アイ・サー》

　艦がさらに大きく傾かたむき、〈デ・ダナン〉は深海の淵ふちへと落らつ下かをはじめた。




　クルツ個人の危き機きも、依い然ぜんとして続いていた。

　通つう路ろの向こうには銃じゆうを持ったグェンがいる。こちらは武ぶ器きがない。勇ましく立ち向かいたいところだったが、逃げ回るのがやっとだった。

　この戸口から外に出ていけば、今度は間ま違ちがいなく、いい弾たまの的まとになるだろう。なにしろＳＲＴ要よう員いんの銃の腕うでだ。どれだけ素す早ばやく動いたところで、見通しのいい通路では、その照しよう準じゆんから逃のがれることはできない。

　しかも──さっきの攻こう撃げきソナーの音。たぶん米軍の潜せん水すい艦かんだ。じきに魚雷が来るだろう。このままでは、艦かんが撃げき沈ちんされる。

　最さい悪あくだった。内ない憂ゆう外がい患かんとはこのことだ。

「このままだったら、俺たちまとめて海の藻も屑くずだぜ。いいのかよ……？」

　クルツが叫さけぶと、グェンの笑い声がした。

「平へい気きさ。聞いた話じゃ、この船は魚ぎよ雷らいより速はやく走れるんだろ？」

「馬ば鹿か野や郎ろう。最近の魚雷はとんでもなく速いんだよ。しかも相手は米軍だぞ!?」

「だから何だってんだ？　一いつ致ち協きよう力りよくしてお祈いのりすんのか？　くだらねえハッタリはやめなよ」

　グェンが言った。自分の絶ぜつ対たい優ゆう位いを、確かく信しんしている声だった。

「だが……そうだな。両手を挙あげて出て来いよ、クルツ。助けてやってもいいぜ」

「くたばりやがれ」

　吐はき捨すてるように言うと、グェンは通路の向こうでまた笑った。

「本当だって。一いつ緒しよに発はつ令れい所じよまで行こうぜ。ガウルンに話して、クルーの一人でも殺して見せるんだよ。そしたらあんたも、晴れて俺たちの仲間入りだ。ギャラもはずむぜ」

「うっわ、ダッセぇ……」

　今度はクルツが笑う番ばんだった。自分が両手を挙げて出ていって、『わかった、ボクも寝ね返がえるよ』などと、命いのち乞ごいしている図を想そう像ぞうしたのだ。これは情けない。この非ひ常じよう時じに、吹ふき出してしまうほどみっともない。

「絶ぜつ対てェ、俺の女には自じ慢まんできねえな。グェン、おまえ、恥はずかしすぎるよ」

「黙だまりな」

　嘲ちよう笑しようを受けて、相手の声が険けわしいものになった。

「ガウルンの組そ織しきが、俺にいくら払はらうか教えてやろうか？　五〇〇万ドルだ」

「ご……？」

　日本円でおよそ六億円。一生、豪ごう勢せいに遊んで暮くらせる金額だ。

「すでに前金で、俺の口こう座ざに二〇〇万入ってる。そりゃあ、そうさ。数十億ドルの潜せん水すい艦かんが丸ごと手に入るなら、五〇〇万なんざ安いもんだからな。……いいか、五〇〇万だぞ？　それでもあんたは、『恥ずかしい』だの『ダセえ』だのと笑ってられんのか？　苦労知らずのボンボンでもない限かぎり、そんな口はきけねえはずだ」

　それだけの金額があれば、明日の食い扶ぶ持ちを心配することもない。一生、安あん泰たいだ。どこかの南の島で、毎日を面おも白しろおかしく過すごすことができるだろう。こんな血なまぐさい仕事から足を洗って、彼女をもっといい病院に移うつすことも──できる。

「いいか、クルツ。〈ミスリル〉は傭よう兵へい部ぶ隊たいだ。正せい義ぎの味み方かたじゃあない。前にも言ったが──カネで雇やとわれた殺し屋集団なんだよ。より高いギャラを出す顧こ客きやくの側がわにつくのが、俺らの常じよう識しきじゃなかったのか？」

「…………」

「カッコつけて義ぎ理り立だてしても、得とくしねえぜ。出てきな」

　クルツは自分のいる船室を見まわした。どうということのない水兵の寝しん室しつ。二段ベッドと私し物ぶつ。制せい服ふく姿すがたのテッサの写真が壁かべに貼はってある。武器になりそうなものはない。

　いや。戸口のそばに、消しよう火か器きがあった。

「決めたよ、グェン」

「ほう？」

「てめえを片付けて、テッサにボーナスをせがむ。水着姿のセクシー・ショットを撮とらせてもらって、艦かんの連中に二〇ドルで売りつけるんだ。一〇〇人が買えば二〇〇〇ドル。これで決まりだな」

「…………。おまえは、もうすこし利り口こうだと思ったんだがな」

　それはひどく落ちついた声だった。だがクルツの嗅きゆう覚かくは、通路の向こうから漂ただよう殺さつ気きを敏びん感かんに嗅かぎ取った。

「利口かどうかじゃねえ。俺は現げん実じつ的てきなだけだよ」

　クルツは消火器を手に取り、身み構がまえた。




　かなめの言う『レディ・チャペル』という場所に、宗そう介すけは心こころ当あたりがあった。

　第三甲かん板ぱんの奥、ちょうど発令所の真ま下したのあたり。一いつ般ぱんのクルーや陸りく戦せん要よう員いんが閲えつ覧らんできる艦かん内ないの見取り図の中で、その部分だけが黒く塗ぬりつぶされ、なんの名前も書きこまれていないのだ。深く考えたこともなかったが、その『機き密みつ区く画かく』の存そん在ざいは、以前から頭の隅すみっこにあった。

〈デ・ダナン〉のクルーは民族も宗しゆう教きようもまちまちなので、『従じゆう軍ぐん牧ぼく師し』のような役やく職しよくや『礼れい拝はい堂どう』のような施し設せつは存そん在ざいしない。『お祈いのりは各かく自じが、各自のやり方で済すますように』というのが、艦かん長ちようの通つう達たつだった。だとすれば、『聖レ母デイ礼・拝チヤ堂ペル』こそがその機密区画ではないのか……？

「あとすこしだ。がんばってくれ」

　よろめくかなめの手を引くようにして、宗介は第三甲板のその部へ屋やへと急いだ。クルツのことが気になったが、いまはこちらの問もん題だい──艦の主しゆ導どう権けんをガウルンから奪うばい返すことの方が重じゆう要ようだった。そのヒントは、テッサが託たくしたかなめの言葉にしか隠かくされていないのだ。

　船体の振しん動どうは依い然ぜんとして続いている上に、床ゆかが大きく傾かたむいていた。まるで急きゆう降こう下か中ちゆうの旅りよ客かつ機きだ。艦内のあちこちから、やかましい物もの音おとが聞こえてくる。机き上じようや棚たなから、小こ物もの類るいが床ゆかに落ちているのだ。

　まろぶようにして角を曲がると──細長い通路の突つき当たりに扉とびらがあった。

　駆かけ寄よる。扉には『ＬＣ』の二文字と、『艦長もしくは副ふく長ちようの許きよ可かなく、この部屋に立ち入ることを禁きんずる』との注ちゆう意い文ぶん。

「千ち鳥どり、鍵かぎは？」

「あるよ。これ。……あ、入った」

　艦長室にあった鍵をさし込むと、電でん子し音おんがして分ぶ厚あつい扉が開く。

　その室内──『聖レ母デイ礼・拝チヤ堂ペル』は狭せまかった。

　薄うす暗ぐらい照しよう明めい。直ちよつ径けい四メートルくらいの、ドーム状じようの空間。すべての壁かべが、無む数すうの四角いモジュールで埋うめ尽つくされている。ちょうど日本の雪国の『かまくら』を、中から見たような構こう造ぞうだ。モジュールの一つ一つには、『Ａ01』『Ｘ16』などといった番号と、いくつかのスイッチ、そして取っ手がついている。

　そのドームの中央に、大きな機き械かいが据すえ付けてあった。

　ベッドのようでもあり、椅い子すのようでもある。蓋ふたの開いた棺かん桶おけをほうふつともさせる。

　人間一人が横たわるようにして腰こし掛かけられる形になっており──カバーがスライドすることで、その人物をすっぽりと包つつみ込む構こう造ぞうだった。どことなくＡＳのコックピット・ブロックに似にている。

　ちょうど頭部に被かぶさるカバーの部分に、優ゆう美びな書しよ体たいの英文字が刻きざみ込んであった。

《Transfer And Response "Omni-Sphere"/System103/Mod-1997c Ver1.01》

　そこに書かれた言葉の一つを、宗介は聞いていた。

　ＴＡＲＯＳ。技ぎ術じゆつ士し官かんのレミング少しよう尉いが言っていた、あの〈アーバレスト〉に積つんであるという装そう置ちだ。それがなぜ、この〈トゥアハー・デ・ダナン〉の最さい深しん部ぶに……？

　ふと、かなめを見る。

　彼女はその装置──ＴＡＲＯＳを見下ろして、静かに言った。

「これは〈アーバレスト〉のＴＡＲＯＳより、旧きゆう式しきみたいね。接せつ続ぞくされてるのはラムダ・ドライバじゃなくて──この艦かんの制せい御ぎよ系けいだわ」

「なに？」

「……なんとなく、わかった。ああ。なるほど……ね」

　別人のような声と、横顔だった。ぶつぶつと小さな声を漏もらし、うなずき、それから──やさしげな目で宗介を見やる。

「……千鳥？」

　あっけにとられている彼に向かって、かなめは微ほほ笑えみかけた。

「ありがとう、サガラさん。ここは、もういいです。今度は……わたしを助けに来てくれますか？」




　クルツは戸口の外めがけて、消しよう火か剤ざいを噴ふん霧むした。

　即そく席せきの煙えん幕まくだ。白い粉ふん末まつが辺あたりにたちこめ、視し界かいはほとんどゼロになる。彼はすぐさま通路に飛び出し、グェンめがけて全力疾しつ走そうした。

　敵てきが撃うつ。弾たまが腕うでをかすめた。発はつ砲ぽうのおかげでグェンの位い置ちがよくわかる。飛とびかかると、相手はすばやく体たいをかわした。それでもなんとか銃を握にぎった手首を掴つかむ。

「はっ……！」

　グェンは左手を一いつ閃せんさせた。反はん射しや的てきに頭を反そらすと、クルツの首くび筋すじをナイフが浅く切り裂さいた。返す腕うででもうひと薙なぎ。とっさに相手の手首を引く。わずかに身体からだのバランスが崩くずれたおかげで、辛かろうじてその一いち撃げきも急きゆう所しよを逸それる。

（くそ……！）

　近付けばどうにか五ご分ぶに持ち込めるかと思ったが、それは甘あまかった。この男はナイフでの格かく闘とうにも長たけているのだ。死し角かくなどない。こうした狭せまい空間での戦せん闘とうは、熟じゆく練れん者しやの扱あつかう拳けん銃じゆうとナイフこそが最良だった。クルツはライフルの扱いは掛かけ値ねなしの天てん才さいだったが、接せつ近きん戦せんのセンスは『普ふ通つうのエキスパート』でしかない。ほどほどには遣つかうが、素そ質しつは平へい凡ぼんだ。グェンが相手では分が悪かった。

　ナイフの切っ先が、鋭するどく突つき出された。遅おくれて腕で払はらう。肩かたに刺ささる。焼けるような痛みが走った。

「ん……おおぉおぉっ！」

　クルツはナイフを持った腕をつかむと、強ごう引いんに相手を引き寄よせ、背せ中なかから床ゆかに倒れ込んだ。そのまま脚でグェンの身体を持ち上げ、背はい後ごに放ほうり投げる。

「うおっ……！」

　変へん則そく的な巴ともえ投なげだった。ナイフの脅きよう威いは逃のがれたものの、身体が離はなれてしまった。これでまたしても拳銃の的まとだ。クルツは立ち上がり、すぐそばの曲がり角に逃げ込もうとした。

　次の瞬しゆん間かん、右足に鈍にぶい衝しよう撃げきと痛みが走った。

「…………っ」

　グェンの投なげたナイフが、太ももの裏うら側がわに突つき刺ささっていた。踏ふみ出そうとしていた足から力が抜けて、よろめき、その場に膝ひざをつく。壁かべのパイプにしがみつくようにして、背後を振ふり向くと、グェンの拳銃がこちらを向いていた。

　距きよ離りはわずか三メートル。もう逃げられない。

　白い霧きりの中に、浅あさ黒ぐろい顔が浮かんだ。殺さつ人じん者しや特とく有ゆうの無む表ひよう情じよう。自動的に人を殺せる戦士の目。それは冷たく酷こく薄はくで、もはや何の迷まよいも親しみもなかった。

　やられる。

　そう思った直ちよく後ごに、異い変へんが起きた。

　グェンの頭が、わずかに痙けい攣れんした。電でん撃げきでも受けたかのように。そして──その彼の首筋に、外げ科か手しゆ術じゆつ用ようのメスが突つき立っていた。

「…………あ」

　驚おどろきに見開かれたグェンの両目が、右う舷げん側がわの通路へと向く。メスを投げつけた誰だれかが、そちらにいるようだったが、クルツの位い置ちからは見えなかった。

　もう一度、銀色の光が薄うす闇やみを貫つらぬいた。メスがグェンの胸に刺ささる。男は自分の胸を見下ろしてから、なにかを思い出したように、拳銃をその見えない誰かに向けた。

　そのときには、クルツが力を振ふり絞しぼり、グェンへと動いていた。足に刺さったナイフを引きぬき──それを腰こしだめにしっかりと構かまえ、突とつ進しんする。気分はヤクザ映画だ。心の中で、『命タマァ、獲とったるわ』などと叫さけんでみた。

　この突とつ撃げき──単たん純じゆんなようで、実は回かい避ひの難むずかしい一いち撃げきを、グェンは避よけられなかった。

　ざくりといやな感かん触しよくがして、ナイフが敵の腹はらに突つき刺ささった。うめき声が漏もれる。グェンが床を撃うった。さらにもう一発。そのはずみで、銃を取り落とした。

「つまんねえぜ、グェン」

　鼻はな息いきも荒あらく、クルツは言った。

「俺に言わせりゃ、そんな五〇〇万は紙くず同どう然ぜんだよ。まったく、ケツ拭ふく紙にもなりゃしねえ。痔じになるし、便べん器きが詰つまるからな……！」

　グェンは白目を剥むいて天てん井じようを見上げたまま、動かなかった。すでに事こと切きれている。最さい期ごに耳元でささやかれた言葉が、『ケツ拭く紙』だの『痔』だの『便器』だのではあんまりだったが──これも自じ業ごう自じ得とくだ。

　クルツが身体からだを離はなすと、元・ウルズ10は力なく床ゆかにくずおれた。

「ふー……」

　死体と肩を並ならべるようにしてしゃがみ込む。肩と足の刺さし傷きずがひどく痛いたんだ。

　消火器の煙けむりをかき分けて、のろのろと人ひと影かげが近付いてきた。いましがた、グェンの死し角かくからメスを投なげつけた人物だ。

　マオだった。

　あられもない下した着ぎ姿すがただ。オリーブ色のスポーツ・ブラと、ビキニのショーツ。医い務む室しつで寝ねていたままの格かつ好こうだった。うっすらと汗あせばんだ、なめらかな肌はだ。細ほそ身みの脚きやく線せんと豊かなバスト。引き締しまったウェストとヒップ。雌め豹ひようの美しさだ。

　クルツがぽかんとしていると、マオは物もの憂うげに頭を掻かいた。

「クルツ……。あんたって、接せつ近きん戦せんのセンスはホントに最悪ね……。飛びついたり……離れたり。まるでチンピラ。見てられないわ……」

　生せい気きのない声でマオが言った。様よう子すがすこしおかしい。朦もう朧ろうとしている。

「そいつ……だれ？　あ……グェン。なんてこと。どうしてクルツを……なに？　え？」

　死体を見下ろし、意い味み不ふ明めいの言葉をつぶやく。

「？　姐ねえさん、なにしてたんだよ？」

「え？　あたし……？　たぶん医い務む室しつで……目を覚さましたら、避ひ難なん訓くん練れんの警けい報ほうがガーガー鳴なってて。このカッコで格かく納のう庫こ行くの……イヤだったから、隠かくれてたの。たしか。そしたら、こっちでドンパチが始まって……」

「おいおい……」

「ペギーったら……変な薬、射うったのかしら。状じよう況きようがわかんないわ。ヴェノムはどうなったの？　ソースケは？　それに……ん……頭がフラフラで……」

　マオが浅い吐と息いきをもらし、壁によりかかった。歩くのがやっとのようだ。この状じよう態たいで、メスを使ってあんな芸げい当とうをするとは──

「おっかねえ女……」

　そのとき、あのピンというソナーの音がまた艦かんを襲おそった。今度は何度も、断だん続ぞく的てきに。その間かん隔かくが、次し第だいに縮ちぢまってくる。

　それは──すぐ間ま近ぢかにせまった魚ぎよ雷らいの探たん信しん音おんだった。
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　自分がこれから発はつ令れい所じよまで急いでも、もう間に合わないだろう。その前に、魚雷が〈デ・ダナン〉を撃げき沈ちんする。もはや打つ手がない。グェンに足止めを食い過すぎた。

　クルツは絶ぜつ望ぼう的てきな気分になりながらも、マオのしなやかな肢し体たいを眺ながめ、つぶやいた。

「くそっ。カメラがねえ」




　魚雷がそこまで接せつ近きんしていた。

　ピン…………ピン……ピン…ピンと、探信音がみるみる高まっていく。破は滅めつへの前ぜん奏そう曲きよく。恐きよう怖ふのリズムが、深しん海かいへと潜もぐりつづける〈デ・ダナン〉をあざ笑う。新型のＡＤＣＡＰはタフだ。この深さでも逃げられない。

　艦の深しん度どはもうすぐ一五〇〇フィートになる。

　その水すい圧あつは五〇気き圧あつ。

　狂きよう暴ぼうな海水の力の前に、チタン合ごう金きん製せいの船せん殻こくが屈くつ服ぷくしようとしている。いま、艦の全長は、水圧で数メートルも短くなっていた。無む理りに縮ちぢんだ船体が、内部のあらゆる構こう造ぞう材ざいを歪ゆがませた。破は断だんしたパイプから、水や水すい蒸じよう気き、高圧空気が吹ふき出し、ねじれたケーブルから火花が散ちった。

〈ダーナ〉が無む責せき任にんな『警けい告こく』を垂たれ流す。

《──故こ障しよう。警告、第三甲かん板ぱんＢ通路で火か災さい発はつ生せい。警告、Ｃ系けい統とう・第一六番送そう水すい管かんが破は裂れつ。警告、第一甲板、Ｈ７の圧あつ力りよく隔かく壁へきに異い常じよう音おん。警告──》

　すさまじい騒そう音おんと、船体のきしみと、ソナー音の響ひびく発令所。その艦長席にふんぞり返って、ガウルンは哄こう笑しようをあげていた。

「よーし、いいぞぉ……！　きたきたきた……！」

　捨すて鉢ばち。やけくそ。そんな言葉では形けい容ようしきれない、死神の笑い声だった。

　だが、ひとつだけ言えることがある。この男はいま、この状じよう況きようを心から楽しんでいる。自分が生きていることを実じつ感かんしているのだ。

（まともじゃない）

　甲板士し官かんのゴダート大たい尉いは背せ筋すじを凍こおらせた。手て錠じようにつながれ、こんな無む力りよくな状じよう態たいのまま──なにも出で来きずに自分は死ぬのか。この艦本ほん来らいの、嵐あらしのような力を出しきることもなく。すばらしい航こう行こう性せい能のうを、二度と見ることもなく。

　浅い海での奇き襲しゆう作戦を前ぜん提ていとして設せつ計けいされている〈トゥアハー・デ・ダナン〉は、このような深い海での活かつ動どうはもともと重じゆう視しされていない。計算上、その実じつ用よう限げん界かい深しん度どは一二〇〇フィートであり──圧あつ壊かい領りよう域いきは一六〇〇フィートとされていた。

　圧壊──艦が潰つぶれる。ばらばらになる。その深度まで、わずか一〇〇フィート。

　三二メートルしかないのだ。

　そして背はい後ごには高速の魚雷──

　だというのに、テレサ・テスタロッサ艦かん長ちようはガウルンのそばにしゃがんだまま、沈ちん黙もくを保たもっていた。うつむき、うつろな半はん眼がんを床ゆかに向け、なにか熱に浮うかされたように口元を動かしている。それだけだった。ＡＩの警告やガウルンの言葉には無反応だ。

　おそらく、この残ざん酷こくな現げん実じつが受け入れられずに、自分の殻からに閉とじこもってしまったのだろう。どれだけ有ゆう能のうでも、やはり一六歳の少女だった、ということか。

　ゴダートは彼女に深い同情と、小さな失しつ望ぼうを覚えた。

　発令所の出入り口は二つあったが、いまは〈ダーナ〉によって、どちらも内側からロックされている。助けが来ることはない。

　魚雷が五〇〇メートルの距きよ離りまでくると、ガウルンが叫さけんだ。

「ＡＩ！　面おも舵かじいっぱいだ！　ついでに囮デコイをぶちまけろ！」

《アイ・サー》

　それを聞いて、ゴダートは観かん念ねんした。

　駄だ目めだ。避よけられない。早すぎるし、右に避けても無む駄だなのだ。素しろう人とめ。

「いくぞ、よけるぞ!?　できるかな!?　いや、できねぇかなぁ!?　クックック……！」

　すぐ背後まで近付いた魚雷の探たん信しん音おんが、極きよく限げんまで高まるその前に──

　発令所の正面スクリーンが、一いつ瞬しゆん、完かん全ぜんにブラック・アウトした。

　それは、長めのまたたきほどの、わずかな瞬しゆん間かんだった。

「…………？」

　ゴダートやほかのクルーが怪け訝げんに思ったそのとき、テレサ・テスタロッサがすうっと顔をあげた。

　その瞳ひとみには、絶ぜつ望ぼうも悲ひ嘆たんもなかった。冷れい徹てつな意い思しと、静かな自じ信しん。そうした何かを伴ともなって、彼女はよく通る声で言った。

「〈ダーナ〉。わたしの合あい図ずで、一番、二番の対カウ抗ンタ手ー・メ段ジヤーを射しや出しゆつしなさい。深海モードよ」

《アイ・マム》

〈ダーナ〉がそう答えた。『アイ・マム』と答えたのだ。

　ガウルンが、ゴダートたちが驚おどろきに目を見み張はり、テッサの横顔を見た。彼女はその視し線せんなど気付いてもいない様よう子すで、オーケストラの指し揮き者しやのように、美しい人差し指を立て、リズムを刻きざんだ。

　復ふつ活かつの旋せん律りつを、指先が優ゆう雅がに描えがき出す。

「そう……まだ……」

　彼女は超ちよう人じん的てきな忍にん耐たい力りよくで、魚ぎよ雷らいをたっぷりと引き付ける。

　探たん信しん音おんは、いまやほとんど目覚まし時計だった。あと少しだ。命中する。いま──

　そのときテッサが短く告げた。

「射出」

《リリース、カウンター・メジャー》

〈デ・ダナン〉が従じゆう順じゆんに、囮の音源──対カウ抗ンタ手ー・メ段ジヤーを射出した。

「続いて緊きん急きゆうブロー、いま」

《アイ。エマージェンシー・ブロー！》

　警報が鳴なった。緊急浮ふ上じよう用ようの排はい水すい機き構こうが作さ動どうする。ほとんど爆ばく発はつに近い音が艦内に響ひびき、高こう圧あつ空気が強きよう制せい的に、海水をバラスト・タンクから押し出した。瞬しゆん間かん的に、船体が莫ばく大だいな浮ふ力りよくを獲かく得とくする。

　無む数すうの気き泡ほうを吹ふき出して、〈トゥアハー・デ・ダナン〉は急きゆう激げきな浮上をはじめた。

　すさまじいノイズと予よ期きせぬ機き動どうで、魚雷は目もく標ひようを完かん全ぜんに失ロス探トした。その探たん知ち範はん囲いに残されたのは、テッサが絶ぜつ妙みようのタイミングではなった対カウ抗ンタ手ー・メ段ジヤーだけだ。魚雷はその囮めがけて突とつ進しんし、信しん管かんを作さ動どうさせた。

〈デ・ダナン〉の直ちよつ下かで魚雷が炸さく裂れつした。

　轟ごう音おんと衝しよう撃げき波はが艦かんの下か腹ふく部ぶを殴なぐりつけ、その巨体を強く跳はね上げた。あらゆる人員や、固定されていない器き物ぶつが、床の上を弾はずみ、転がった。テッサの身体からだが発令所の後ろの壁に叩たたきつけられ、ガウルンでさえも──艦長席から振ふり落とされそうになった。船体がきしみ、悲ひ鳴めいをあげるさまは、さながら巨きよ獣じゆうの咆ほう哮こうだった。

　それでも〈デ・ダナン〉は、海中を舞まい上がり続けた。

　風ふう船せんのように。ロケットのように。もっと叙じよ情じよう的てきにいうなら──大空に羽ばたく鳥のように。






ＵＳＳ〈パサデナ〉





「避よけた、だと!?」

　セイラーが言った。

「はい。緊きん急きゆうブローを使ったようです。現げん在ざい、海面に向けて急きゆう速そく浮ふ上じよう中ちゆう」

「あの距きよ離りでか……!?　まさか。くそっ」

　魚ぎよ雷らいの円コー錐ン状じようの探知範囲から逃のがれるには、ぎりぎりまで引き付けて急きゆう激げきな機動をとるよりほかない。だが、あの図ずう体たいの艦で、あそこまで粘ねばってみせるとは──

「なんて野や郎ろうだ。あの艦長……鋼こう鉄てつの金玉でも持ってるのか？」

「確かに……すごい。とんでもない度ど胸きようだ」

　タケナカが唖あ然ぜんとしながら言った。

　だが、遅おくれて発はつ射しやしたもう一発の魚雷は、いまも『トイ・ボックス』に向かっていた。

　命めい中ちゆうまで、あと三分。





〈トゥアハー・デ・ダナン〉





　艦がまっしぐらに海面に向かう。床が大おお揺ゆれに揺れていた。

　発はつ令れい所じよの壁かべに、しがみつくようにしてテッサが立ちあがる。ガウルンやゴダート大たい尉い、その他のクルーたちが彼女を見ていた。特にゴダートの彼女への目つきは──ほとんど、恋する少年のそれだった。

「どんな魔法を使った？」

　ガウルンが言った。

「わかりませんか？　なら、あなたは『彼』から、それほど信しん頼らいされていたわけではない、ということですね」

「…………」

「もう、この船はわたしのものです。あなたの好きにはさせません……！」

　正しよう面めんスクリーンのステータス・ボードが拡かく大だいされた。

　テッサが命めいじてもいないのに、艦かんの機き能のうが正せい常じよう状じよう態たいに復ふつ帰きしていく。

　後部と前部を隔へだてる扉とびらが、次々に開いていく様よう子すが表ひよう示じされた。酸さん素その供きよう給きゆうシステムも、格かく納のう庫こに空気を大急ぎで送り込む。機き関かん部ぶも出しゆつ力りよくを適てき正せいにして、入にゆう念ねんな自じ己こ診しん断だんをはじめた。故こ障しようした系けい統とうは遮しや断だんされ、予よ備びが作さ動どう。

　ほとんど赤一色だった艦のコンディションが、みるみるとグリーンに移うつり変わる。

〈ダーナ〉ではない。だれかが、どこかから、直ちよく接せつ艦を制せい御ぎよしているのだ。

「あの娘むすめか……!?」

　ガウルンが歯は噛がみし、テッサが微ほほ笑えんだ。

「彼女は最高よ。あなたがわたしを殺しても、彼女がこの船を守ります。そして──」

　そのとき、発令所の出入り口のロックが開かい放ほうされた。

　二つある扉のうち、左さ舷げん側がわの扉が勢いきおいよく開く。拳けん銃じゆうを持った一人の兵士──宗そう介すけが、疾しつ風ぷうのように発令所へと飛び込んできた。

　掛かけ声の一つもない。ガウルンが横薙なぎにサブマシンガンを撃うつのと、宗介が床ゆかを転がり拳銃を撃つのとは、ほぼ同どう時じだった。

「！」

　左肩かたに銃じゆう弾だんを受けたガウルンが、一歩よろめきながらも、テッサに飛びつき、彼女を盾たてにした。宗介は無む傷きずで、すばやくコンソールの蔭かげに半身を隠かくした。

「カシムか……！」

「逃げ場はない。降こう伏ふくしろ」

　宗介が言うと、ガウルンは笑い、テッサの顎あごにサブマシンガンを突つきつけた。

「すると思うか？　考えろよ、ハニー」

「だろうな」

　宗介が銃じゆう口こうをガウルンにぴたりと向けていた。頭を一発で撃うち抜こうとするが、ガウルンはテッサの身体からだを、巧こう妙みように左右へと動かした。

「サガラさん、構かまいません。やって……！」

　叫さけぶテッサを引きずるようにして、ガウルンは後ずさった。もう一つの扉──右舷側の出入り口から発令所を出ていく気だ。

「…………」

　宗介が最大に集中して、照しよう準じゆんをガウルンの額ひたいに合わせた。三年前、彼自身が刻きざんだ傷きず痕あとに。

　彼がトリガーを引こうとした瞬しゆん間かん、猛もう烈れつな衝しよう撃げきが発令所を襲おそった。全員がその場から投なげ出され、床や壁かべや──天てん井じように叩たたきつけられた。

　緊急浮上していた〈デ・ダナン〉が、海面に飛び出したのだ。




　大おお時し化けの海面を貫つらぬいて、高こう層そうビル並なみの巨体が、轟ごう然ぜんと虚こ空くうへそびえたった。いくつもの排はい水すい扉とびらから、海水が滝たきのように吐はき出される。

　怒ど濤とうの浮上だ。その勢いきおいが頂ちよう点てんに達たつすると、船首がゆっくりと下がっていった。それは次し第だいに加か速そくしていき、ついには神の鉄てつ槌ついとなって、海面に叩き下ろされる。数万トンの船体がぶつかるその音は、雷らい鳴めいさながらだった。

　強きよう靱じんな船体は、その衝撃にどうにか耐たえた。さらに舳へ先さきを何度か上下させ、大たい量りようの飛沫しぶきを散ちらしながら、嵐あらしのただ中に浮うかぶ。空は灰色に包つつまれ、波は荒あれ狂くるい、暴ぼう風ふう雨うが船体を横よこ殴なぐりにした。

　前後左右へと揺ゆられ、まともな航行さえできない状じよう態たいだったが、〈トゥアハー・デ・ダナン〉はまだ健けん在ざいだった。




　艦が揺ゆれる。その痛みを感じて、かなめはかすかな吐と息いきを漏もらした。

「あ……」

　背せ骨ぼねがきしみ、肌はだがちりちりと焼けるような感かん覚かく。いや、決して自分の身体からだが痛いのではない。そんな気がしただけだ。

〈トゥアハー・デ・ダナン〉の最奥部に抱いだかれて、彼女は艦かんと一体化していた。

　ＴＡＲＯＳ──この神しん秘ぴ的てきな寝しん台だいは、彼女の脳のう波はと全身の電位を読み取り、それを艦の制せい御ぎよシステムと合がつ体たいさせる。瞬しゆん間かん的にＴＡＲＯＳと接せつ続ぞくできる人間──たとえば宗介やガウルン──はいても、持じ続ぞく的にＴＡＲＯＳと精せい神しんをやり取りし、自じ在ざいに『オムニ・スフィア』の中を泳ぐことができるのは、〈ウィスパード〉の彼女やテッサだけだった。

　オムニ・スフィア。物ぶつ質しつの裏うら側がわ。ＴＡＲＯＳを介かいした、その力の引き出し方は様さま々ざまで──その一つがこの艦とのシンクロだった。あの『ラムダ・ドライバ』もその一つに過すぎないことを、彼女はすでに理り解かいしていた。

　動どう力りよく炉ろは彼女の心しん臓ぞう。バラスト・タンクは彼女の肺はい。無む数すうのパイプは彼女の血けつ管かん。二対ついの潜せん舵だは彼女の翼つばさ。なにもかもが思い通り。自分の身体以上だ。

　マザーＡＩの〈ダーナ〉でさえ、彼女に対しては恭きよう順じゆんを示している。『死ね』といえば機き能のうを停てい止しするし、『艦長を戻もどせ』といえば、まちがった登とう録ろくを打ち消す。

　音が聞こえた。

　嵐の大洋の下。深いところから、もう一本の魚雷が駆かけ上ってくる。自分に向かって。まっしぐらに。

　しかし彼女は、心配ないことを知っていた。テッサがそう言っていたのだ。




　緊急浮上の衝しよう撃げきは、予よ想そう以上だった。

　宗介は拳銃を取り落とし、後頭部をコンソール・パネルに打ち付けていた。並なみの人間なら失しつ神しんしていたところだったが、彼は首を振ふり、歯を食いしばり、なんとか身を起こした。

　発令所内を振ふり仰あおぐ。手て錠じようで数じゆ珠ずつなぎにされていたクルーたちが、団だん子ご状じよう態たいで固まって、悪あく態たいをついたり、うなり声を出したりしていた。テッサが右舷側の床の上に、力なく横たわっている。

　ガウルンの姿がなかった。混こん乱らんに乗じようじて逃げたようだ。

（くそっ……！）

　どこまでも悪運の強い奴やつだ。あの男には、死神が味み方かたについていると見える。

　宗介は自分の拳銃を拾ひろい上げると、後を追おうとした。

「軍ぐん曹そう！」

　ゴダート大尉が叫さけぶ。

「こちらの手錠を外すのが先だ。もう一本、魚雷が来ている。大だい至し急きゆうで艦を制せい御ぎよしなきゃならん」

「っ……了りよう解かい」

　そうだった。テッサの具ぐ合あいも見なければならない。

　宗介はゴダートたちに駆かけより、手錠の鎖くさりを片かた端はしから、拳銃で吹ふき飛ばしていった。戒いましめから解とき放はなたれたクルーたちが、飛ぶようにして自分の座ざ席せきに走る。

　だが迫せまるもう一本の魚雷は、あまりにも近すぎた。緊急浮上した艦は、すぐには潜もぐれない。この嵐では、まともな機き動どうもできない。

　今度こそは、避よけられない。

「方位二─七─八にＡＤＣＡＰが一本！　距きよ離り六〇……五〇……！　お手て上あげだ！」

　ソナー室に飛び込んだデジラニ軍ぐん曹そうが怒ど鳴なった。

　探たん信しん音おんが容よう赦しやなく近付き、正しよう面めんスクリーンの表ひよう示じ──〈デ・ダナン〉と魚ぎよ雷らいのマークが重なりあった。

　爆ばく発はつに備そなえ、全員が身を固くする。宗介は失しつ神しんしたテッサをかばうように、床ゆかにしゃがみ込んだ。

「…………！」

　しかし、その爆発はやって来なかった。

　魚雷が〈デ・ダナン〉の真ま下したをくぐりぬけ、ふらふらと旋せん回かいしていた。何度もこちらを目指そうとしながら、決して一定の深しん度どから上がろうとせず、迷まい子ごのように、艦の周しゆう囲いをうろうろとしている。

「これは……？」

　スクリーンを眺ながめ、宗介が言った。

「そうか……魚雷の安あん全ぜん装そう置ちだ」

　しがみついていた椅い子すから手を離はなし、ゴダートがつぶやいた。

「近くに米軍の水すい上じよう艦かんがいる。だから……向こうの潜せん水すい艦かんは、魚雷が一定の深度から、上には行かないようにセットしていたんだ。友軍への誤ご射しやを避さけるために」

　テッサが緊急ブローを使ったのは、この二発目の到とう来らいも予よ期きしてのことだったのだろう。その設せつ定てい深しん度どまで、事じ前ぜんに見み抜ぬいていたとは。

「なんて人だ。まったく……」

　ゴダートがため息をもらす。

　助かった。それがわかって、クルーたちはぎこちない笑顔で互いを見み交かわした。

「……大尉殿。大たい佐さを頼たのみます。自分はあの男を」

　ぐったりとしたまま、かすかな吐と息いきをつく少女の横顔を見下ろし、宗介は言った。

「ああ、わかった。気をつけろよ、軍曹」

　宗介は駆かけ出した。

（ガウルン……）

　予よ感かんがする。そろそろ蹴けりをつける潮しお時どきだと、頭のどこかが告つげていた。





ＵＳＳ〈パサデナ〉





「また外れたか、くそっ！」

　セイラー艦かん長ちようは怒ど鳴なり声をあげ、地じ団だん駄だを踏ふんだ。

「最初から、こちらの安全措そ置ちを読んでいたようですね。もしくは偶ぐう然ぜんか……」

「だまれ。魚ぎよ雷らいの安全深しん度どを解かい除じよして、もう一度シュートだ。一番、二番の発はつ射しや管かんに注ちゆう水すい！」

〈パサデナ〉もあきらめない。さらに魚雷を発はつ射しやするべく、艦が浮ふ上じようをはじめた。





〈トゥアハー・デ・ダナン〉





　主しゆ格かく納のう庫この有あり様さまといったら、目をおおわんばかりだった。

　部下に酸さん素そマスクをあてがわれて、マデューカス中ちゆう佐さがなんとか意い識しきを取り戻もどしたすぐ後に、あの衝しよう撃げきがやってきたのだ。

　艦かんが急きゆう浮ふ上じようしていることはわかったので、意い識しき朦もう朧ろうとしたまま『なにかにつかまれ』と警けい告こくはできた。ほとんどの乗じよう員いんは、ふらふらとそれに従したがった。だが格納庫は艦かんの前方に位い置ちするため、緊急浮上での振しん幅ぷくはことさら大きい。その場のクルーの全員が力いっぱい床ゆかに叩たたきつけられ、大なり小なり怪け我がを負っていた。重じゆう傷しようの者もいる。

　マデューカス自身も左肘ひじを捻ねん挫ざし、こめかみに擦すり傷きずを作っていた。ひどい頭ず痛つうがする。フレームの歪ゆがんだ眼め鏡がねには、無む残ざんなひびが入り、いまにもずり落ちそうだ。

　ヘリやＡＳ、各かく種しゆ支し援えん車しや輛りようや弾だん薬やくコンテナは、フックで厳げん重じゆうに固定してあったので、大だい惨さん事じには至いたっていなかった。もしヘリの一機でも固こ定ていがはずれていたら、機き体たいが格納庫内を跳はねまわって、何十人という死者が出ていただろう。

　これは貴き重ちような経けい験けんだった。格納庫における積つみ荷にの固定は、非ひ常じように重じゆう要ようだ。今後も規き則そくを徹てつ底ていさせよう……とマデューカスは決けつ意いしていた。

　いつのまにか、固く閉とざされていた隔かく壁へきの扉とびらは開かい放ほうされ、生活空気供きよう給きゆうシステムもその機き能のうを回かい復ふくしていた。その他のあらゆるロック、あらゆる機き材ざいもだ。

　マデューカスが指し示じするまでもなく、動けるクルーは格納庫を飛とび去さり、自分の担たん当とう部ぶ署しよへと急いだ。手の空あいている者は、重傷者の手当てと医い務む室しつへの移い送そうを手伝う。怒ど号ごうの飛び交かう中を横切って、彼は艦内電話の受じゆ話わ器きを手に取った。

『発はつ令れつ所じよです』

　ゴダート大たい尉いが出た。

「私だ。何が起きている。説せつ明めいしろ」

『副ふく長ちよう、ご無ぶ事じで……！　あのテロリストです。奴やつがＡＩを乗のっ取とったんです。あの野や郎ろう、艦かんを自分のオモチャにして。ですが、艦長がどうにかしてくれました。〈ダーナ〉は回かい復ふくしてます。いやまったく、彼女には──』

「テロリストはどうなった」

　その語ご調ちようから艦長は無事だと判はん断だんして、マデューカスは問い詰つめた。

『逃げました。まだどこかに潜ひそんでいます。ちょうどいま、アナウンスで警けい告こくを──』

「早くしろ、馬ば鹿か者もの！　体たい格かくと容よう貌ぼうの説せつ明めいを忘れるな」

　ゴダートも艦のチェックで忙いそがしいことはわかっていたが、マデューカスはつい声を荒らげてしまった。

「いや、すまん。それから動どう力りよく炉ろと機き関かん部ぶ、レディ・チャペルに警けい備びを回せ。大だい至し急きゆうで、武ぶ装そうした陸りく戦せん隊たい員いんを各四名──」

　そこまで言って、マデューカスは言葉を切った。

　格納庫の向こう側がわを走る、一人の兵士に目が止まったのだ。陸戦隊員の野や戦せん服ふく。東洋人で、肩から出血している。手にはサブマシンガン。顔はよく見えない。ここから遠い上に、眼鏡が壊こわれているからだ。

『副長……？』

　いまは負ふ傷しよう者しやがほとんどだったし、東洋系の隊たい員いんなら、この艦にはいくらでもいる。

　だが、妙みようだった。なぜあの兵士は──ペリオ諸しよ島とうで捕ほ獲かくした、あの赤いＡＳに駆かけ寄よったのか？　なぜあれほど熟じゆく練れんした手つきで、ジェネレーターのパワー・ケーブルを接せつ続ぞくし直しているのか？

「ゴダート。そのテロリストは……負傷しているか？」

『はい。サガラ軍ぐん曹そうに撃うたれて──』

「左肩か？」

『はい』

「いかん」

　マデューカスは受話器を放ほうって駆かけ出した。

「誰か……！　誰でもいい、奴やつを止めろ!!　赤いＡＳだ！」

　叫さけぶと、そばで負傷者の手当てをしていた男たちが振ふりかえった。何人かの若い兵士が、弾はじかれたように走り出し、マデューカスを追い抜ぬいていく。

　だが格納庫はあまりに広く、赤いＡＳまではあまりに遠かった。

　そのＡＳから一番近くにいた水兵たちが、すこし遅おくれて事じ態たいに気付き、機き体たいへと走った。その彼らめがけて、テロリストはサブマシンガンをフルオート射しや撃げきする。水兵たちは泡あわを食って横っ飛びし、小型トレーラーや弾だん薬やくコンテナの蔭かげに逃げ込むしかなかった。

　悪いことに、あの赤いＡＳ──『ヴェノム』はうつぶせに横たわった姿し勢せいで固定されており、しかもコックピット・ハッチは開かい放ほうされたままだった。その中に滑すべり込むのもわずか一いつ瞬しゆんである。

　テロリストを飲み込んだ『ヴェノム』のコックピット・ハッチが、するすると閉じていった。

　もう駄だ目めだ。人間の拳けん銃じゆうやライフルでは、傷きず一つつけられない。

「負傷者を連れて格納庫から退たい避ひ！　どこでもいい！　逃げろ！」

　マデューカスは青ざめ、立ち止まり、周まわりの兵士に向かって叫んだ。

　ばしゃっ、と鈍にぶい音がした。『ヴェノム』がジェネレーターを起き動どうさせ、間かん接せつのロックを解かい除じよしたのだ。

　赤い機体がみしみしと震ふるえ、ゆっくりと力を宿やどしはじめた。指が、腕うでが、そして脚あしが動き出し、自らを縛しばり付けていたワイヤーを、次々に引きちぎっていく。切れたワイヤーが蛇へびのようにのたうち、床ゆかを叩たたいて火花を散ちらした。

『いけるぜぇ……。まだいける』

　外がい部ぶスピーカーから男の声。くぐもった笑い声をもらして、『ヴェノム』が立ちあがった。頭とう頂ちよう部ぶが、ほとんど天てん井じようをこすっている。ＡＳは手て近ぢかな武ぶ装そうコンテナに手を伸のばし、それをすさまじい力で引き裂さいた。

　格納庫に残っていた将しよう兵へいは五〇人程てい度ど。そのほとんどが危き険けんを察さつ知ちし、負傷者をかついで格納庫から逃のがれようとしていた。

　このまま暴あばれられたら、この艦は間ま違ちがいなく破は壊かいされる。だからといって、歩ほ兵へい用ようの対たい戦せん車しやロケットや対ＡＳ地じ雷らいなどでは、敵を攻こう撃げきできない。格納庫のすぐそばには、弾だん薬やく庫こと魚ぎよ雷らい発はつ射しや室しつ、垂すい直ちよくミサイル発射管、そして航こう空くう機き用ようのジェット燃ねん料りよう貯ちよ蔵ぞう庫こがあるのだ。それらすべての爆ばく発はつ力りよくは、この艦を一〇〇回吹ふき飛ばしても釣つりが出るほどだった。

「副長、あなたも……！」

「わかっている。だが──」

　別の方向から音がした。『ヴェノム』から離れて駐ちゆう機き・固定してあった〈デ・ダナン〉のＡＳのうち一機が、ジェネレーターを点てん火かさせ、間かん接せつのロックを解かい除じよしたのだ。

　そのＡＳの鋭するどい二つの目が、一いつ瞬しゆん、赤く光った。力を蓄たくわえ、膝ひざを上げ、固こ定ていワイヤーを次々に引きちぎっていく。

（サガラ軍曹か……？）

　ＡＲＸ─７〈アーバレスト〉が、重たげに立ち上がった。




　見えない高波にあおられて、艦かんが右へと大きく傾かたむく。

〈アーバレスト〉のデュアル・センサーが捉とらえた映えい像ぞうが、コックピットのスクリーンに投とう影えいされていた。真ま正しよう面めん、艦かん首しゆ方向に赤いＡＳの姿すがた。

　長方形の格納庫、その両りよう端はしに立ち、宗介とガウルンは対たい峙じしていた。

　土シ壇ヨ場ウの・ダ決ウ戦ン。

　確たしか、そんな言葉があったな……と宗そう介すけは思った。

　散さん々ざんに振ふりまわしてくれたものだ。この戦せん隊たい──〈トゥアハー・デ・ダナン〉をこれほどの窮きゆう地ちにまで追い詰めたのは、この男が初めてだろう。

　もう、認みとめなければならない。

　ガウルン。俺おれは貴き様さまが恐おそろしい。

　三年前、貴様は俺から何もかも奪うばった。電気屋のハミドラー。勇ましきムハンマド。皮ひ肉にく屋やのハリリー。たくさんの仲間たち。そして、俺に戦いのイロハを授さずけてくれた、あの老戦士──ヤコブ。

　すべて貴様が殺した。あのとき俺は、はじめて『喪そう失しつ』というものを知った。

　貴様の前に立つと、俺は脚あしが震ふるえるような気がする。『もう、たくさんだ』と思う。逃げ出したくなる。

　そうだ。

　そしていま、貴様はふたたび、俺から何もかも奪おうとしている。クルツ、マオ、ヤン。テッサ。たくさんの仲間たち。そして──かなめ。すべておまえが、殺そうとしている。

　だが、それだけは許きよ容ようできない。

　わかるか。

　それだけは、絶ぜつ対たいに、許ゆるさない。

　だから──

「貴様は、殺す」

　宗介はつぶやくと、機体をなめらかに操そう作さした。脇わきの下の武ぶ装そうラックが音高く開き、単たん分ぶん子しカッターがせり出す。

　鋼こう鉄てつの意い志しに突つき動かされるように、〈アーバレスト〉はナイフをまっすぐ構かまえた。

『ククク……。嬉うれしいぜ、カシム』

　ヴェノムが武ぶ装そうコンテナから単分子カッターを取り出し、すうっと半身に構かまえる。

　二機が同時に、単分子カッターを駆く動どうさせた。エッジの微び細さいなチェーンソーが、内ない蔵ぞうのモーターで高速回かい転てんし、耳みみ障ざわりな高音が格納庫に響ひびき渡わたる。

　両者が半歩、踏ふみ出した。さらにもう半歩。

　ＡＳとは、鍛きたえぬかれた兵士の肉体の延えん長ちようである。性せい能のうがほぼ互ご角かくの機体ならば、勝負を決めるのは搭とう乗じよう者しやのセンス──死への嗅きゆう覚かく、そして冷れい徹てつな殺人の意い思しだけだった。

　全高八メートル以上の機体同士が、一いち分ぶの隙すきもなく、じりじりと近付いていく。全身を緊きん張ちようさせ、それでいて、くつろいだ動きで。

　最初の間ま合あいに入った瞬間、二機のナイフが弧こを描えがいた。

　閃せん光こうが走り、ヴェノムの装そう甲こうが切り裂さかれた。左さ腕わん部ぶ。浅い。〈アーバレスト〉はわずかに身を引く。

『おぉっと？』

「…………」

　休む間を与えるつもりはなかった。

　宗介は機体を低く踏ふみ込ませて、ナイフを横よこ薙なぎにする。ヴェノムは右脚あしを引き、ぎりぎりでその一いつ閃せんをかわしながら、袈け裟さがけにナイフを振ふり下ろした。〈アーバレスト〉がその腕うでを弾はじく。つかんでバランスを崩くずそうとしたが──逃げられた。ヴェノムがその腕をつかみ返そうとして、宗介がそれに切りつけ、ナイフ同士がぶつかりあい、フェイントを見切り、鋭するどい突きが出て、敵が避よけ、動き、切り、薙なぎ──

　攻こう防ぼうはみるみる加か速そくしていった。

　一ひと呼こ吸きゆうに一度だった斬ざん撃げきが、二度、三度と増ふえていく。残ざん像ぞうの浮うかぶ素す早ばやさで、狡こう猾かつな手数が繰くり出される。そのすべて──ひとつひとつに、明めい確かくな殺さつ意いが宿やどっていた。

　鉄と鉄とがぶつかり合う轟ごう音おん。飛び散ちる火の粉こ。

『そうだ、そうだ、そうだ……！　動け！　もっと早く！』

　ガウルンが嬌きよう声せいをあげた。

（戯ざれ言ごとを……！）

　宗介の両目が見開かれた。集中力が極きよく限げんを越こえ、瞬しゆん間かんが永えい遠えんに引き伸のばされる。

〈アーバレスト〉の左手が、ナイフを握にぎったヴェノムの手首をがっちりとつかんだ。機体のパワーに任まかせて、宗介はその腕を引き寄よせ、敵のわき腹に膝ひざ蹴げりを叩たたき込む。

『ごっ!?』

　ヴェノムが吹ふき飛とび、格かく納のう庫この壁かべに激げき突とつした。鉄てつ骨こつが曲がり、パイプがひしゃげ、天てん井じようの照しよう明めい器き具ぐが脱だつ落らくして、ガラスの破は片へんが雨と注そそいだ。

　続いて飛びかかり、ナイフを突き入れる。まったく容よう赦しやしない。〈アーバレスト〉の単分子カッターが、ヴェノムの左肩に突き立った。はずみで敵の装そう甲こうが吹き飛ぶ。さらにもう一いち撃げきを加えようと振ふりかぶると、ヴェノムが左手の人差し指を〈アーバレスト〉の腹ふく部ぶに押しつけた。

「！」

　衝しよう撃げき。

　今度は〈アーバレスト〉が反対側の壁に叩たたきつけられた。

　マオを倒たおした、あの『指ゆび鉄でつ砲ぽう』だ。ラムダ・ドライバを使った指し向こう性せいの衝しよう撃げき波は。それをまともに食らったにも拘かかわらず、〈アーバレスト〉の内部に損そん傷しようはなかった。こちらのラムダ・ドライバの対たい抗こう機き能のうが作さ動どうしたのだ。いや、それ以前に、最初にヴェノムを傷きずつけた一撃から、この装そう置ちは作動していたのではないか？

　だが宗介は、それ以上考えなかった。

　目の前の敵を叩き潰つぶす。それだけが彼の関かん心しん事じだった。

　壁にぶつかったショックで息が詰つまり、肋ろつ骨こつに猛もう烈れつな痛みが走ったが、彼はそれを無む視ししてヴェノムに突とつ進しんする。小型のトレーラーを蹴けり飛とばしたが、気にもしなかった。

　だれかの獰どう猛もうなうなり声が聞こえた。自分の声だった。

　蹴りを入れる。ヴェノムが避よける。

　身を切り返し、肘ひじ打うちを繰くり出す。ヴェノムが避ける。

　その首根っこをつかんで、ナイフを振り下ろす。ヴェノムは避けられなかった。

〈アーバレスト〉の単分子カッターが、敵てつ機きの顔がん面めんを縦たて一いち文もん字じに切り裂さく。赤い一つ目──ヴェノムのセンサーが破は壊かいされ、血しぶきのように火花が散ちった。

『うっ、おお……！』

　宗介は満足しなかった。目を失うしなった敵機の腹ふく部ぶめがけて、ナイフを突つき入れる。その切っ先を、ガウルンは超ちよう人じん的てきな勘かんで読み、左腕うでを盾たてにした。肘のすぐ下にナイフが刺ささり、その駆く動どう系けいをずたずたにする。まだだ。引き抜き、もう一度刺す。度たび重かさなる使し用ようで過か熱ねつしていた、単分子カッターのエッジが、甲かん高だかい絶ぜつ叫きようをあげ、ばらばらになった。

　それでも宗介は飽あき足たらず、壊こわれたナイフの柄えを握にぎったまま、何度も何度もヴェノムの胴どう体たいを殴なぐりつけた。

　敵機が後ずさりして、格納庫の後方──エレベーター脇わきの壁に背せ中なかをぶつけた。

『ごっ、おっ……！』

　ヴェノムの動きが鈍にぶくなったことに気付き、宗介はようやく殴るのをやめた。

　敵機が震ふるえ、〈アーバレスト〉にしがみつく。ちょうどボクサーのクリンチのように。

　肩で激はげしく息をしながら、自じ機きの手首を見る。敵の装甲を力任せに殴りつづけたせいで、〈アーバレスト〉のマニピュレーターは壊れて使いものにならなくなっていた。

『くっ……クックック……。まいった……』

　ガウルンがつぶやいた。まだ外部スピーカーは生きている様よう子すだ。

　いまやヴェノムは、ほとんどスクラップの一歩手て前まえだった。頭部を破は壊かいされ、左腕もほとんど動かず、胸の装甲も歪ゆがんで外れかけている。

『おまえの勝ちだよ……カシム。いや。そうでもないかな……？』

「？」

『ホントに嬉うれしいぜ。最後まで付き合ってくれるなんてなぁ……ククク』

　その意い図とがわからず、宗介はわずかに困こん惑わくした。もはや、ほとんど抵てい抗こうできないはずなのに。

　いや、これは──

（自じ爆ばくする気か……!?）

　直ちよつ感かんがそう告つげた。

　ガウルンはいま、全ぜん身しん全ぜん霊れいで〈アーバレスト〉から離はなれまいとしていた。両りよう腕うでと両脚あしをがっちりと絡からませ、すべての余よ剰じようエネルギーを機き体たいの電でん磁じ筋きん肉にくに回している。もともと、パワーそのものでは向こうが上なのだ。後先を考えなければ、無む理りもきく。〈アーバレスト〉はバランスを崩くずして、エレベーターの上に尻しり餅もちをついた。

『仲良くしようぜ。なあ？』

　間ま違ちがいない。その気なのだ。

　爆ばく薬やくはどの程てい度どなのだろう。自機が吹ふき飛とぶ程度なのか？　それともこの艦に大おお穴あなを開けるほどなのか？

「…………っ！」

　そのとき、床ゆかががくりと動いた。

　二機を乗せていたエレベーターが、上じよう昇しようを始めたのだ。それは一辺二〇メートルの四角い昇しよう降こう台だいで、格納庫の直ちよく上じよう、飛ひ行こう甲かん板ぱんにＡＳやヘリを運ぶ装置だった。




　発はつ令れい所じよのクルーたちは混こん乱らんしていた。

　格納庫での戦せん闘とうで、大小のパイプやケーブル類るいが寸すん断だんされた問題もある。再さい潜せん航こうの準じゆん備びに必ひつ要ような、高こう圧あつ空気の充じゆう填てんがまだ済すんでいないという問題もある。アメリカの潜せん水すい艦かんが、しつこく魚ぎよ雷らいを撃うとうとしている──深しん刻こくな問題もある。

　だがなによりも彼らを驚おどろかせていたのは、艦の前方のフライト・ハッチ──長さ七〇メートル近くの巨大な船せん殻こくが、勝かつ手てに開かい放ほうをはじめたことだった。

　フライト・ハッチは、ヘリやＡＳが飛行甲板から飛び立つ場合に開かれる。艦の背せ中なかが、でかでかと左右にスライドしていく仕し組くみだ。だが、こんな嵐あらしの中でハッチを開くなど、ほとんど狂きよう気きの沙さ汰ただった。

　発令所に駆かけ込んできたマデューカスが、『なにをやっている!?』と叫さけんだ。ゴダートやほかのクルーたちは、『わけがわからない』と答えるしかなかった。

　その彼らの前で、正面スクリーンに大きな文字が映うつし出された。妙みように少女チックな、丸文字の書しよ体たいだった。

《Don't worry, everything is gonna happy》

　心配しないで。全部うまくいくわよ。




　エレベーターは、依い然ぜんとして上じよう昇しようしていた。

『そーら、あと六〇秒！　ちなみに爆薬は三〇〇キロ。この艦を沈しずめるには充じゆう分ぶんな量りようだ！　どうする？　さあ、どうする!?』

　ガウルンが叫んだ。ヴェノムの自爆装置は、時じ限げん式しきらしい。

　敵を振ふりほどこうとする。ヴェノムは吸すいついたように離はなれない。その手がばたばたと巧こう妙みように逃げ回り、執しつ拗ように〈アーバレスト〉にしがみつく。

　こちらは片手の指が壊れていて、相手を引き剥はがすこともままならないのだ。二機のＡＳが絡からみ合う姿は、寝ね技わざを競きそい合う柔じゆう道どう選せん手しゆのようだった。

『はっはぁ！　どうだ、こういうの!?　なんだかみっともねえよなぁ……！』

　ガウルンが笑う。冗じよう談だん好きな悪あく魔まの笑い声だった。

『ヒーローみたいに、カッコよく一いち撃げきで……なんてキメさせてやらねえ。じたばたあがけ！　一いつ緒しよに、派は手でに、おもしろおかしく行こうぜぇ!?　なあ、カ～シ～ム～っ!!』

（なんて奴やつだ……！）

　まともではない。いや──そんなことは前からわかっていた。この男の性しよう根ねは腐くさりきっている。人がいやがることなら、なんでもする男だ。

　エレベーターの上じよう昇しようが止まる。

　二機のＡＳは、無む人じんの飛行甲板にいた。巨大なフライト・ハッチがすでに開放されていて、暗あん黒こくの空が望のぞめる。滝たきのような雨と、波は濤とうの水しぶきが吹ふきこんできて、〈アーバレスト〉とヴェノムを叩たたいた。地じ鳴なりのような轟ごう音おんと、すさまじい振しん動どう。まごうことなき、嵐の只ただ中なかだった。生なま身みの人間がここにいたら、紙切れのように吹き飛ばされてしまうことだろう。

　この飛行甲板の先せん端たんまで、なんとかヴェノムを引きずっていけば──自爆する前に、この敵を海に捨すてることができる。振りほどけないまでも、一緒に海に飛び込むことで、〈デ・ダナン〉を救うことはできる。

　だれがエレベーターを操そう作さしたのか？　だれがフライト・ハッチを開放したのか？　それはわからなかった。いずれにせよ、この操作をした人間は、ガウルンの声を聞き、奴が自爆するつもりだと看かん破ぱしたのだ。

　だが、このエレベーターから、甲板の先せん端たんまでは五〇メートル以上ある。こうして組み付かれ、自由を奪うばわれた状じよう態たいでは、這はうようにしか進めない。あの舳へ先さき、大波を切り裂さくあの縁ふちまで達するには、一分はかかってしまう。

　間に合わないのだ。

　それを知ってか知らずか、ガウルンが叫さけんだ。

『あと三〇秒！　どうする、ハニ～!?』

「くっ……！」

　機体を振って、ヴェノムを殴なぐる。ヴェノムを蹴ける。でたらめに暴あばれる。

　だめだった。ふりほどけない。

　這ってみる。遅おそい。飛行甲板の先端は、あまりに遠い。

　自由の身ならば、〈アーバレスト〉は一瞬で一〇〇メートルを駆かけぬけるのに……！

『あと二〇秒！　ウソ！　ホントは一五秒です！　ヒッ、ハァーっ、はっはっはっ!!』

　つくづく最低な男だ。宗介は歯は噛がみしながら、飛行甲板を見まわした。

　そして──それに目が留とまった。

　飛行甲板に据すえ付けられた、金きん属ぞく製せいの部品。すぐ手の届とどく位い置ちにある。陸上競きよう技ぎの、短たん距きよ離り走そう者しやのスタート・ペダルを思わせる、長さ数メートルの突とつ起き。

『あと一〇秒！』

　その部品は、根ね元もとから白い蒸じよう気きを立ち昇のぼらせながら、宗介に『早く、早く！』と告つげていた。

〈アーバレスト〉は機体の背せ筋すじをフルパワーで動かし、床ゆかを跳はね、その部品に手を伸のばした。左手がそれをつかむ。腕うでに内蔵されたワイヤーガン──つり竿ざおのリールみたいなものだ──をリリースして、その部品のフックに絡からみつかせた。さらにそのワイヤーをヴェノムの胴どう体たいに巻き付けて、

『あと五秒！　愛してるぜぇ、カシム～っ!!』

　その言葉は無む視しして、無む線せんの全バンドで叫んだ。

「出せ！」

　次の瞬しゆん間かん、その部品──蒸気カタパルトの射シヤト出ル・ブ台ロツクが駆く動どうした。

　重さ十数トンのＡＳや戦せん闘とう機きを、わずか数秒で離り陸りく速そく度どまで加か速そくさせる装そう置ちである。そのパワーたるや、絶ぜつ大だいであった。

「…………！」

　ワイヤーにからまったヴェノムと〈アーバレスト〉が、射出台の爆ばく発はつ的てきな力に引っ張ぱられて、飛行甲板の上を滑かつ走そうした。甲板を跳はねるようにして、機体が艦の最先端へと突とつ進しんしていく。

『お……お……おっ……!?』

　二機は五〇メートルを一瞬で突き進み、飛行甲板の先せん端たんから、離はなれ離ばなれで海へと投なげ出された。

　それまでに、〈アーバレスト〉はもう片方の腕うでのワイヤーガンを、どうにか飛行甲板にひっかけることができた。衝撃でワイヤーガンの銛もり──アンカー・フックがはずれかけたが、そのフックは甲板に残り、きわどいところで〈アーバレスト〉と艦との命いのち綱づなになった。

　一方、ヴェノムには元からワイヤーガンがなかった。

　赤いＡＳはきりもみしながら虚こ空くうを飛び、嵐の海、その大波に落らつ下かする直ちよく前ぜんで、大爆発を起こした。

『三〇〇キロの爆薬』というのは、嘘うそではなかった。

　荒あれ狂くるう暴ぼう風ふう雨うの中に、真っ赤な爆ばく炎えんが膨ふくれ上がる。〈デ・ダナン〉の正面、やや右で起きた爆発は、海面を叩たたき、破は片へんを撒まき散ちらし、巨大な船体を左へと傾かたむけさせた。衝しよう撃げき波はを食らった〈アーバレスト〉は、危あやうく海へと落下しかけたが──自由な方の左手で、なんとか甲板の縁にしがみついた。

　燃もえあがる部品が散ちり散ぢりになって海面に落ち、その炎ほのおの中を、〈トゥアハー・デ・ダナン〉が突っ切っていく。

　宗介は振り落とされそうになる機体を注意深く操そう作さし、飛ひ行こう甲かん板ぱんへと這はいあがった。

　甲板上には、爆ばく発はつした機体の一部がちらばって、いまだにめらめらと燃えあがっている。だがその炎も、雨に打たれてみるみると小さくなっていった。〈アーバレスト〉はカタパルトのそばでうつぶせに横たわり、はげしく肩を上下させる。

　ガウルンは──死んだ。

　今度こそ。間違いなく。決して、希き望ぼう的てき観かん測そくなどではなく。

　仮にもし、いま、なにかの間違いで生き永らえていても、この大洋と嵐あらしが始し末まつをつけてくれるはずだ。ここでの生せい存ぞんは不ふ可か能のうである。

　宿しゆく敵てきは死んだ。戦友たちの仇かたきはとった。が、宗介はとても感かん傷しよう的てきにはなれなかった。そんな気分になるには、あの男はあまりにも品ひん性せい下げ劣れつだった。

　徹てつ頭とう徹てつ尾び。最さい期ごまで。ほとんど美び徳とくといってもいいレベルだ。

「まったく……」

　汗あせだくになって、激はげしい呼こ吸きゆうをしながら、彼は独ひとりでつぶやいた。

「カシム、カシムと……。馴なれ馴れしいんだ、クソ野や郎ろう」




　オープン・チャンネルで流されたその声を、かなめは謀はからずも聞いてしまった。

　あの宗介が、悪あく態たいをついている。でも、それはそれで、なにか微ほほ笑えましかった。彼にもやはり人間味があって、あれこれとややこしい過か去こがある。

　たぶん、あの作戦の直ちよく後ごの自分への態たい度ども、ガウルンと──それに連なる過去の問題があったのだろう。

（無む神しん経けいなこと言って、ごめんね）

　かなめは心の奥底で思った。

（考えてみたら、あたしって、あなたのこと、まだ何も知らないんだよね……）

　その通りだった。

　自分と同おない歳どしなのに、ベテランの傭よう兵へいで。こんな潜せん水すい艦かんの部隊の、トップクラスの兵隊さんで。いまもこうして、あの悪い奴を見み事ごとに片付けてくれて。

　すごい奴。正しよう直じきいって、カッコいいと思う。

　そんな彼が、自分とのことになると、あそこまであたふたとしてしまうのが──彼女には妙に嬉うれしかった。

　艦の息い吹ぶきを感じる。

〈アーバレスト〉が艦内に戻もどった。フライト・ハッチが閉とじていく。必要な高こう圧あつ空くう気きの充じゆう填てんも、もうすぐ終わる。〈パサデナ〉が撃うった魚ぎよ雷らいが近付いているが、超ちよう電でん導どう推すい進しんが復ふつ帰きすれば、それも上手に振りきれるだろう。

　もう、大だい丈じよう夫ぶだ。

　かなめはそう思って、『領スフ域イア』から離はなれ、精せい神しんと物ぶつ質しつの媒ばい介かい──ＴＡＲＯＳの中で目を開いた。彼女に被かぶさっていたカバーが開く。〈デ・ダナン〉の『聖レ母デイ礼・拝チヤ堂ペル』の天てん井じようが見えた。

　たぶん、きっとまた忘れるだろうと思っていたたくさんのこと──この艦の仕し組くみや、自分のしたことや、その力や、『領スフ域イア』への関わり方。そのほとんどを、彼女はまだ理り解かいしていた。






ＵＳＳ〈パサデナ〉





　ソナー員が告つげた。

「えー……。『トイ・ボックス』が遠ざかっていきます。深しん度どは五〇〇。すごい早さです。たぶん、五〇ノット以上。こちらの魚雷では捕ほ捉そくできないでしょう。なんというか……」

　そのあとをタケナカ副ふく長ちようが継ついだ。

「逃がした、と。すごい船ですね」

　セイラー艦かん長ちようは肩を落とし、恨うらめしげな目でタケナカを見た。

「じゃあ、俺たちは何なのだ。ン十万ドルもするＡＤＣＡＰを、四発も使って。これでは、ほとんどバカ丸出しではないか」

「仕し方かたないですよ。だって、バカなんだから」

　セイラーがタケナカにつかみかかり、ほかの部下たちが止めに入った。








　エピローグ




　死し者しやの数は四名だった。

　裏うら切ぎりを働いたダニガンとグェン。この二名はまだいい。だが殺されたマッカラン大たい尉いと、リャン一いつ等とう兵へいは浮うかばれなかった。

　マデューカスやほかの将しよう兵へいは、『あの事じ態たいで、わずか二名の死者で済すんだのはむしろ奇き跡せきだ』とコメントした。シージャックが発はつ生せいしてからの死者は皆かい無むで、その功こう績せきの多くは艦長たるテッサ自身のものだったが、それでも彼女はひどく気落ちした。

　後から事件を聞いたカリーニン少しよう佐さも、強い責せき任にんを感じた一人だった。なにしろ、問題の内ない通つう者しやは彼の管かん理り下かのＳＲＴ要よう員いんから出たのだ。しかも自分の副官が死んだ。彼は人知れず、なにかを決けつ意いしたようだったが──それはその段だん階かいで、だれにも知りようのないことだった。

　メリダ島基き地ちに到とう着ちやく後ご、恒こう例れいのクルーの点てん呼こが行われた。今も昔も、これは艦長の仕し事ごとだ。そして〈トゥアハー・デ・ダナン〉では、陸りく戦せん隊たい員いんの点呼も含ふくまれる。

　彼女は部下の名前を、すべて暗記していた。地下ドックに整せい列れつした一同の前を歩き、テッサは言う。

「リチャード・マデューカス中ちゆう佐さ」

「はっ」

「ウィリアム・ゴダート大尉」

「はっ」

　そんな調ちよう子しだ。百数十名の点呼を済ませたあと、テッサがその名を告げた。

「ゲイル・マッカラン大尉」

「パトロール中です、艦長」

　マデューカスが答える。テッサは無む表ひよう情じようで、小さくうなずいた。ビンゴ大会での一等賞。彼の笑顔。自じ制せい心しんの働くうちに、彼女はどうにかして、考えるのをやめた。

「メリッサ・マオ曹そう長ちよう」

「はい」

「ロジャー・サンダラプタ軍ぐん曹そう」

「はっ」

「クルツ・ウェーバー軍曹」

「はいよ」

「サガラ・ソースケ軍曹」

「はっ」

　ＳＲＴの中にダニガンとグェンの名はなかった。点呼はやがてＰＲＴ要員の名前へと移うつり、彼女はもう一人の死者を呼んだ。

「リャン・シャオピン一等兵」

「パトロール中です、艦長」

　冷れい酷こくにマデューカスが告つげた。テッサはやはり、なにも言わなかった。

　点呼が終わり、基地から遺い体たいの移い送そうが行われる。それぞれ六名の同どう僚りように担かつがれて、マッカランとリャンの棺ひつぎが運ばれた。

　彼らの遺体は、故こ郷きようの墓ぼ地ちに埋まい葬そうされることになる。遺い族ぞくには、『警けい備び会がい社しや〈アルギュロス〉での勤きん務む中ちゆう、事じ故こに遭あって死亡』と知らされる。詳くわしい状じよう況きようは説せつ明めいされない。テッサの存そん在ざいさえ、知ることはない。彼女には、遺族宛あての手紙を書くことさえ、許ゆるされていなかった。

　だが、それがこの道なのだ。




　そんなテッサの辛つらさを、かなめはこの事件で知るに至いたっていた。

　擬ぎ装そう滑かつ走そう路ろから輸ゆ送そう機きで棺を送り出した後、一人でメリダ島基地の居きよ住じゆう区くに向けて歩き出したテッサを見かけて、かなめは宗そう介すけに言った。

「言ってあげなよ。『元気出して』って」

　宗介はすこしきょとんとしてから、テッサに近付いていった。

　その様よう子すを、かなめは遠とお目めに見ていた。だれもいない通つう路ろで、宗介になにかを言われたテッサは、彼の胸にすがり付き、顔をうずめ、むせび泣いていた。

　かなめはため息をついてから、自分にあてがわれた基地の客室に帰っていった。

　東京に帰る便びんの出発時じ刻こくが、あと四時間くらいになったころ、その客室に宗介が現あらわれた。

「なに？」

「付いてきてくれ」

　彼はライフル・ケースと弾だん薬やく箱ばこのようなものを持っていた。

　わけがわからず、かなめは宗介に付き従って、九〇分ばかり基地の北部──岩山と広こう葉よう樹じゆに包つつまれた場所を歩いた。

　やがて二人は、西日のさしかかった海うみ辺べの岩いわ場ばに出た。

　美しい景け色しきだった。

「これを」

　宗介がライフル・ケースから、カーボン・ファイバー製せいの釣つり竿ざおを取り出し、かなめに手渡す。

「これは……？」

「釣り竿だが」

「いや、そうじゃなくて。ここは……？」

　彼女がたずねると、宗介が相あい変かわらずのむっつり顔で答えた。

「秘ひ密みつの釣りスポットだ。基地の中では、俺おれしか知らん」

「釣りって……だって、東京行きの便に乗るなら、あと四〇分くらいしかここにいられないよ？」

「構かまわん。初しよ期きの作さく戦せん目もく標ひようだからな」

「はあ？」

　かなめが怪け訝げん顔がおをすると、宗介は仕し掛かけのついた釣り糸を、ぴゅん、と海に放ほうり投なげた。

「もともと、俺は君をここに連れてくるつもりだった。それが……あれこれと、とんだ回り道をしてしまった」

「こ……ここに？」

「肯こう定ていだ」

　腕うで時ど計けいを見下ろし、宗介はうなずいた。

「さあ、釣れ。ひょっとしたら、わずか三〇分で大物が当たるかもしれん」

「バカ！　なワケないでしょ？」

「どうかな」

　宗介はどこか不ふ敵てきに言った。

「君といると、俺はなんでも出で来きそうな気分になる。とてつもない大物を釣ることも、おそろしい危き険けんから逃のがれることも。だから、三〇分でもいい。すこし俺に付き合ってくれ」

「……ホントにそう思ってるの？」

「もちろんだ。君がいるから、いまの俺がここにいる」

　かなめはぽかんとしていたが、やがて満まん面めんに笑みを浮かべた。

「よーし、いいわよ。じゃあ、あんたのその辺のジンクスを試ためしてみようじゃないの」

　釣つり糸を海面に放ほうり、二人は並ならんで海辺にたたずんだ。それはわずか三〇分で、けっきょく一匹の魚も釣つれず、さして変わった出で来き事ごともなかったが──

　その三〇分を、二人はたっぷりと楽しんだ。
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　大変長らくお待たせいたしました。宗そう介すけの宿しゆく敵てきが復ふつ活かつし、〈ミスリル〉をまたしても苦しめまくります。今回は海！　大洋の彼かな方たで軍事スリラー路ろ線せんです！　みたいな？　え、そうでもない？……とにかくフルメタ長編第三弾『揺れるイントゥ・ザ・ブルー』、ここにお届とどけいたします。

　なんか、また分ぶ厚あつくなってしまいました。よくないかなー、かない。ない。なない。

　文章が変ですね。ウィスパード言葉ですね。たぶん頭が変になっているのです。

　なんか、今回は妙みようにいろいろ、ややこしい軍事用語やら略りやく号ごうやらが出てきますが、わからなくても大だい丈じよう夫ぶです。作者もきっとわかってません。雰ふん囲い気きです、雰囲気。ヤマトが『第三艦かん橋きよう、大たい破は！』、ブライトさんが『左さ舷げん、弾だん幕まく薄うすいよ、なにやってんの』っていうのと同じってわけで。問題ないっす。もっとわかりやすく言うなら、ドラえもんが『ハイ、タケコプター！』って叫さけぶのと変わりません。強きよう襲しゆう揚よう陸りく潜せん水すい艦かんから飛び立つ、タケコプター装そう備びのＡＳ部隊。ひらりマントで徹てつ甲こう弾だんを回かい避ひ。「アル、地球破は壊かい爆ばく弾だんだ」『ラジャー。ＥＤＢ、レディ』。

　空から回まわってます、空回ってます。

　前回のＯワン・Ｎナイト・Ｓスタンドは、けっこうマイルド路線だったような気がするので、今回はＢボーイ・Ｍミーツ・Ｇガールの基き本ほんを思いだし、またちょっとハードにしました。でも海だけにしっとりした感じで。しっとり。まったり。してやったり。[image: ]ジャパニーズ・ラップ？　俺きらい。トレもそう言ってました。[image: ]だれよ？

　空回ってます！

　長編のあとがきは、いつもなに書いたらいいのかわからなくて困ります。そんなわけで、さようなら。壊こわれ気ぎ味みのまま。グッバイ。

　……まだ一ページ半ですね。こうなったら、またゲストを召しよう還かんしましょう。今回は賀が東とうがさんざん恩おんを受けた大恩人の人（[image: ]絵に描いたような悪文）。同じ富士見ファンタジア文庫で、『狗く狼ろう伝でん承しよう』シリーズを執しつ筆ぴつ中ちゆうの新しん城じようカズマ先生です！　社長さんで、ダンディなヒゲで、元慶けい応おうボーイでバイリンガルのナイスガイです（略りやくしてバイリンガイ？）。はい、拍はく手しゆー！　ぱちぱち。どんどん、パフパフ。ぼふ。




新「あ、どうも、新城です。ついこないだ自分の小説で実じつ況きよう生なま中ちゆう継けい版ばんあとがきを書いたと思ったら、またまたこんなことに。いいのかな、しかし」

──いいのです。これが久々にやりたかったのです。

新「お、そうなのか。……久々って、前にもやったっけ」

──そうですねー。私をフルメタで知った読者の人は、むかし『蓬ほう莱らい学園』の本とかで、こういう対たい談だんやってたの、知りませんでしょうしねー。

新「ううむ、そういえばそうじゃった。なつかしいのう（遠い目）。しかし若者は未み来らいに目を向けねばならんのじゃよ。というわけで今回の長編は……なんだっけ、海の話だっけか？」

──そうなんです。夏の湘しよう南なんの恋物語です。ウソ。

新「……………………」

──ホントは豪ごう華か客きやく船せんが沈ちん没ぼつする話です。オスカー総そうナメです。ウソ。

新「………………（優しい笑みをうかべながら）いや、僕はいいんだよ、続けても。でも、この調ちよう子しで最後までページを埋うめるとなると、また担たん当とう編へん集しゆうの〝三か月〟佐藤さんからお叱しかりがくるのではと」

──その件なんですが。新城さんが佐藤さんを『三か月、三か月』とかいうもんだから、多数の人々が彼女を『妊にん娠しん三か月』と誤ご解かいしたようなんですが。

新「わあ、またその話を。（富ふ士じ見み書しよ房ぼうのある九く段だん下したのほうへ向きなおって）その節せつはたいへんご迷めい惑わくをおかけしました、もうしわけありません。読者の皆みなさん、あのあだ名はそういう謂いわれではありませんので誤解のなきように。佐藤女じよ史しは実じつに立りつ派ぱで有ゆう能のうな編集者であり、そのうえ（以下思いつくかぎりの美び辞じ麗れい句く）であります。おほん」

──いやまったく。佐藤さんはガッツあるし、（以下思いつくかぎりの美辞麗句）ですよね。だからお叱りもきませんよ、きっと。はっはっは。……で、つまるところ、今回のお話は海で、潜せん水すい艦かんが出てくるのに、美少女艦長は水着姿を披ひ露ろうしないのです。これは問題かもしれません。

新「え、そうなの!?」

群衆「マジ!?」

米国大だい統とう領りよう「それは本当か、賀東君！」

──本当なんですよー、大統領閣かつ下か。書き終わって、気付いたら、そんなシーン入れる余よ地ちがなかったわけで。とほほ……。

大統領「うーむ、そうなのか。私は小説執しつ筆ぴつのことはよく知らないが、いろいろと狗く狼ろうじゃなかった苦労がありそうだな」

──ええ。それはもう。閣下の職しよく場ばにはモニカさんみたいな人がいるから、日々をエンジョイできるでしょうけど、私の職場にいるのはガンダムのプラモデルだけです。いや、これはこれで、まあエンジョイできるんですけど。

新「いいのか、しかし。時じ事じネタは避さけるんじゃなかったのか？　この本が出るときはまだクリントンだけど、来年には別の人がやってるぞ。ちなみにこのあとがき対談を書いてるのは二〇〇〇年の一月です、読者のみなさま」

──あ、しまった。ほかでも、フルメタ世界は二〇世紀末という設せつ定ていなんですが、このままいくと二一世紀になってしまうんですよねえ……。時間の流れというのは、いやはや。

新「むう。そういえばもう一九〇〇年代じゃないんだよな。昔は、二〇〇〇年とか二〇〇一年とかいうと、空中をエアカーが飛んでて、火星に植しよく民みん地ちがあって海かい底てい基き地ちでイルカと会話してる……という図が雑誌の巻かん頭とうなんかに載のってたもんだけど。あれ、どうなっちゃったんだろうねえ、あのエアカーと火星（また遠い目）」

──火星。エアカー。未来ですねえ。あと透とう明めいなチューブの中を走る鉄てつ道どう。

新「人型ロボットとか。あ、これはもう実じつ用よう寸すん前ぜんまできてるか。やっぱいいよね、本ほん田だ技ぎ研けんのＰ３。……って、話が壮そう大だいに脱だつ線せんしてるぞ。問題は艦長の水着姿すがただ」

──ええ。エピローグで出すのも手かなぁ、とは思ったんですが。やはりシリアスだったので。そのうち機き会かいを設もうけるなりなんなりしますんで、とりあえずファンの皆みな様さまには御ご容よう赦しやとご辛抱を。今回の彼女はどっちかというと『かっこいい』モードです。

新「なるほど、楽しみを後にのこしつつキャラクターのいろんな面をアピールしていこうと。技ぎ巧こう派はだねえ」

──いやいや、どうもどうも。てへへ。……と。（おもむろに時計を見る）お、そろそろこんな時間。ではみなさん、さようなら！

新「いきなりかい！（どこからともなくハリセンを取り出して打とう擲てきする）あ、そうだ、終わる前にこれを読んでくれって言われてたんだ。はい（ポケットから紙片を取り出して渡す）」

──えー。そんなの、自分で読んでくださいよー。……って、ああ、行っちゃった。あたかも青い旋せん風ぷうのように。ブルー・ゲイル。涙なみだはらって。




　ふう。この形けい式しきの対談は、書いてる私が楽なもんですから、すいすい文字が埋まります。ああ、助かった。サンキュー。ついでにちょっと、正気に戻もどりました。で、メモは『狗狼伝承メイルゲームの紹しよう介かい』……と。

　まあ、あんな風にヘンなオジサンですが、新城さんは実はけっこうスゴい人だったりします。作品の架か空くう世界を創そう造ぞうする際さい、あのレベルまでディープでカッコよく、博はく学がくに迫せまれる作家はまさしく稀け有うなのですね（いやお世辞じゃなくて。マジで）。なにしろ、その世界の歴史や風ふう俗ぞくはもちろん、言げん語ご体たい系けいまでバシっと作っちゃうのです（文法もだよ、文法も!?）。賀東もフルメタ世界を作るにあたっては、新城さんの影えい響きようを少なからず（っていうか、かなり）受けてたりします。

　……でもって、その新城センセの『狗狼伝承』シリーズの壮大・緻ち密みつな物語世界に参さん加かして、遊んでしまおー、という『メイルゲーム』が今年（二〇〇〇年）、六月～翌年の三月まで実じつ施しされるのですね。葉は書がきや手紙を使って、全国ン千人の参加者が自分用のキャラを作って活かつ躍やくしてしまう……と。私もこの形式のゲームに携たずさわって、あれこれ教えられたモンですわ。ああ、懐なつかしい。

　そんなわけで、このゲームに興きよう味みを持たれた方は、


　　　〒１６８─００８１　東京都杉並区宮前二─一─一六─二二〇




　　　　エルスウェア『ブルーゲイル、ときめく力』係



　……まで、御ご自分の住所・氏名を書いた名めい刺し大の紙と、返信用の九〇円切手を同どう封ふうして、封ふう書しよでご連れん絡らくを。インターネットに入れる方は、エルスウェアのホームページ（http://www.elseware.co.jp）からもパンフレットを取り寄よせられます。




　さて、今回もたくさんの皆みなさんに大変なご迷めい惑わくをおかけしてしまいました。とりわけ四し季き童どう子じ先生、本当にすみませんでした。まともな資し料りようさえ送ることもできず、まったくもって、申もうし訳なく思っております。にも拘かかわらず、いつも最高にソウルフルなイラストをあげていただいて、マジで心の底から感かん謝しやしております。まったく、活かつ字じの限げん界かいを思い知らされているほどであります。

　あと、最高にクールなＴデ・ＤダナＤンのデザインをして下さった高たか野の真之氏にも大感かん謝しや。

　編集の佐藤氏と、名前もうかがっていない制せい作さく関係者の皆様にも大感謝を。一月発売ということで、そのつもりでいらっしゃった書店の皆様にも大感謝を。一月のファンタジア文庫発売日頃ごろに私の作品を探してくださった読者の皆様にも大感謝＆大謝しや罪ざいを。

　ほんっとに、ごめんなさい＆ありがとうございます。




　……と。けっきょく、今回は長めのあとがきになりました。

　ではまた。次回も宗介と地じ獄ごくに付き合ってもらいます。


二〇〇〇年一月　　賀 東　招 二
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揺ゆれるイントゥ・ザ・ブルー
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